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凡例

1 付論 Aについて
本副論文は、ツォンカパの直弟子であるケードゥプジェ・ゲレーペルサン（mKhas

grub rje dge legs dpal bzang po, 1358–1438）は書いたツォンカパの伝記と、ギェルワン
チュージェ・ロサン・ティンレー・ナムギェル（ rGyal dbang chos rje blo bzang ’phrin
las rnam rgyal, 19c）のツォンカパ伝とチャハルゲシェ・ロサン・ツルティム（Cha har
dge bshes blo bzang tshul khrims, 1740–1810）ツォンカパ大伝を参照しながら、ツォン
カパの年代を考察したものである。この考察によってツォンカパの思想的変遷と著作
の年代をより確実になる。

2 付論 Bから Dについて
（1） チベット語テキストについて

1. チベット語のテキストはショル版を底本とし、Buddhist Digital Resource Center
(BDRC) により画像データ化されているクンブン版、タシルンポ版、ラプラン
版、デルゲ版にも参照し、校正した。

2. 異読が存在する場合には採用する読みをテキストの本文中に与え、その他の読
みを脚注に与えた。Dはデルゲ版、K クンブン版、L ラタン版、T タシルンポ
版、Zショル版の読みを表す。

3. 　五つの版の中で、接尾辞 pa / baの使い方は統一してていないが、本文は、原
則として、ga/ da/ ba/ sa/ na/ ma/で終わる音節の後には pa、それ以外の音節には
baを付けることにする。

4. 　デルゲ版、クンブン版、タシルンポ版、ラプラン版、ショル版のフォリオ番
号をテキストの中に挿入した。

5. 　原文中に与えられている科段を見出しとして用い、テキストの中に挿入した。
その際、科段の番号は The Collected Sa-bcad of rJe yab sras gsung ’bum (1). 福
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田洋一編. 東洋文庫, 1996. Studia Tibetica, 33;『西蔵仏教基本文献』1に従った。
さらに、訳者の判断で段落分けを行っている。

（2） 和訳について

1. 訳文において原語あるいは同義語を提示する際には（）を用い、訳文の補いを
意味する時には〔〕を用いる。

2. 原文の中に与えている科段を見出しとして用い、原文と訳文の中に挿入した。
その際、科段の番号は The Collected Sa-bcad of rJe yab sras gsung ’bum (1). 福
田洋一編. 東洋文庫, 1996. Studia Tibetica, 33;『西蔵仏教基本文献』1に従った。
さらに、チベット語テキストと対応して段落分けを行っている。

3. 原文の中の引用文の典籍は訳文の脚注に提示した。その際に、チベット語とサ
ンスクリット語の原テキストとの両方が現存する場合は、サンスクリット語の
原テキストも提示したが、チベット語のみの訳文を提示した。チベット語に木
版と校訂のテキストとの両方がある場合に、両方とも提示した。その際、例え
ば、「YS. , 16(22a6)」のように書いた。YS.は略語、16は校訂テキストのページ
数、(22a6)はデルゲ版のフォリオ番号を示す。

なお、付論のみで参照している文献についても本論の文献表にまとめた。



付論 Aツォンカパの年代考

1 研究の目標と方法
ツォンカパはチベット仏教の復興に大きな貢献をした高僧であり、ゲルク派の開祖
でもある。ツォンカパの年代を詳細に考察することによって、彼の著作の執筆年及び
その背景などが明らかになる。本稿は、ツォンカパの年表を確定することを目標と
する。
ツォンカパの伝記として最も権威あるものは、ツォンカパ全集の第一巻目にケー
ドゥプジェ・ゲレーペルサン（mKhas grub rje dge legs dpal bzang, 1358–1438）とトク
デンパ・ジャンペルギャツォ (rTogs ldan pa ’jam dpal rgya mtsho, 1356–1428)1という
二人の直弟子の著した同時代の伝記が２つずつ、都合 4つの文献が収録されているも
のである。それぞれは以下の通りである。

1. ケードゥプジェ『偉大なる聖師ツォンカパの素晴らしく希有なる御事跡、信仰
入門2（rJe btsun bla ma tsong kha pa chen po’i ngo mtshar rmad du byung ba’i
rnam par thar pa dad pa’i ’jug ngogs）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal.
gsung ’bum, Zhol par ma, ka, 71fols, Toh. 5259.

2. トクデンパ『聖ツォンカパ大伝3の補遺：御事跡の善説拾遺（rJe btsun tsong kha
pa’i rnam thar chen mo’i zur ’debs rnam thar legs bshad kun ’dus）』Tsong kha pa
blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ka, 11fols, Toh. 5260 .

1 ツォンカパが 1392年 36歳のとき、遁世修行のためにウルカに行ったときに伴っていた
8人の弟子のうちの一人である。

2 『聖ツォンカパ伝』のタイトル訳を使用する。’jug ngogsは、「渡し場」や「入り口の門」
の意味であるので、dad pa’i ’jug ngogsで「信仰への入り口」「信仰へと導くもの」という
意味であるが、意訳である『信仰入門』が日本語の通りもよく、分かりやすいので本稿で
もこの訳を踏襲する。

3 ケードゥプジェの『信仰入門』をトクデンパは『大伝（rNam thar chen mo）』と呼んで
いる。現在「大伝」と言うと、後に検討するロサン・ツルティムの著した伝記かロサン・
ティンレー・ナムギェルの著した伝記を指すことが多いので、注意が必要である。
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3. ケードゥプジェ『宝のごとく尊き師の大海のごとく広大な秘密の御事跡の一部
を述べた物語、宝の穂（rJe rin po che’i gsang ba’i rnam thar rgya mtsho lta bu
las cha shas nyung ngu zhig yongs su brjod pa’i gtam rin po che’i snye ma）』Tsong
kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ka, 16fols, Toh. 5261.

4. トクデンパ『師の秘中の秘なる御事跡：素晴らしく希有なる物語（rJe’i rnam
thar shin tu gsang ba ngo mtshar rmad du byung ba’i gtam）』Tsong kha pa blo
bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ka 3fols, Toh. 52634.

トクデンパの 2と 4は、それぞれケードゥプジェの 1と 3の補遺5という性格を有し
ているが、枚数から分かるように、非常に簡略なものであるため、ツォンカパの活動
の年代を考証するための情報はほとんど得られない6。

1 から 3 までの伝記の成立順序については、『聖ツォンカパ伝』の解説で考察され
ている7。ツォンカパの生前に、1のツォンカパ逝去以前の部分、3、2の順に成立し、
ツォンカパが亡くなってから 1の最後の部分が書き足されたと推定される。4は『聖
ツォンカパ伝』には訳出されていないため、同書に成立順序に関しての言及はないが、
この伝記のコロフォンに「兎年の 8月 8日に書いた」とあり、もしこれがツォンカパ
生前であれば 1411年となって少し早すぎる。一方、24年後の兎年（1435年）ではト
クデンパは亡くっているので、その間の 1423年に書かれたものと推定され、上に挙げ
た 4つの中では一番成立が新しいことになる。これはツォンカパ没後 4年目のことで
ある。
ツォンカパの生涯の時間軸を決定するとき、以上の四書のうちケードゥプジェの『信
仰入門』がもっとも基本的な伝記資料となる。まず、その大部分がツォンカパ生前に
書かれた同時代史料であり、しかも弟子の筆頭であるケードゥプジェがツォンカパか

4 『聖ツォンカパ伝』には、このトクデンパの秘密の伝記の補遺は収録していない。この
『秘中の秘なる御事跡』には 2の『善説拾遺』よりも、さらに多くの神秘的なエピソード
が記されている。一方、『聖ツォンカパ伝』には、ツォンカパ全集の『小品集』に収録され
ている自伝『私の業績の要説（Rang gi rtogs pa brjod pa mdo tsam du bshad pa）』が訳出
されている。これはツォンカパが晩年に自らの生涯を修学期、教学の確立期、仏教の布教
期の三つに分けて略述したものであり、rTogs brjod mdun legs maという略称のもと、現
在でもゲルク派の僧院で広く読誦されている。しかし、これはツォンカパが仏教を学んで
いく過程を述べたものであり、活動の記録ではないので、伝記としての情報量は少ない。

5 ただし、2の『善説拾遺』は、3の『秘密の伝記』と似た内容の神秘的な体験の話が多い。
6 『善説拾遺』の中で唯一年代が書かれているのは、ツォンカパの誕生が 1357年であった
ことである（NTLK, a2）。後に述べるように、ケードゥプジェの『信仰入門』には生年
の記述はないが、亡くなった年と年齢が記載されているので、そこから逆算して生年が
1357年であったことが確定でき、『善説拾遺』の記述と一致する。

7 石濱ほか（2008, 280–281）参照。
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ら直接話を聞いて書いているので、全くの同時代資料であり、その内容の信頼性が高
い。さらに、『信仰入門』は、若い頃の修学期を除いて、中央チベットに出てからの記
録が編年体のように時間軸に沿って記述されている。ただし、編年体と言っても年代
の記述があることは稀であり、ほとんどは「次の春に」や「夏と冬を過ごした」など、
季節の移り変わりを記しているのみである。これら季節の記述は大抵、どこにいたか、
あるいはどこに移ったかという場所の記録とセットになっており、さらには誰と会っ
たか、誰と一緒に行動したかも記されていることが多い。これらの情報も時間軸を確
定することによって、ツォンカパの生涯の事跡を辿る重要なメルクマールになる。
ツォンカパの著作には執筆年が記されていることは少ないが、著作場所は記されて
いることが多い。著作の内容と前後関係を考慮するなら、多くの著作について執筆年
を確定するか、あるいは絞り込むことができる。中でも重要な著作に関しては、『信仰
入門』の中に執筆時期が記録されているので、本研究によってこれらの著作の執筆年
を確定することが出来る。
同様な試みはこれまでにもチベット高僧によって行われてきた。特にチャハルゲ
シェ・ロサン・ツルティム（Cha har dge bshes blo bzang tshul khrims, 1740–1810）8が
1790年に執筆した『偉大なる一切智者ジェ・ツォンカパの御事跡を分かりやすく述べ
たもの、一切の吉祥の源（rJe thams cad mkhyen pa tsong kha pa chen po’i rnam thar go
sla bar brjod pa bde legs kun gyi ’byung gnas）』は、ツォンカパの年齢と年代を対応さ
せて、一年ごとにツォンカパの事績を詳細に記述し、さらに付録として年齢と年代と
を対応させた年譜を付している9。ただし、ロサン・ツルティムはコロフォンにおいて
伝記を執筆するときの典拠として、ケードゥプジェの『信仰入門』と『秘密の伝記』、
トクデンパの『善説拾遺』の他は、ツォンカパ全集の ka帙に収録されている『ロタク
ドゥプチェンとお会いになった様子10とケードゥプジェに歯（聖遺骨）をお与えになっ

8 『藏文典籍目録』（中巻）によると、チャハルゲシェ・ロサン・ツルティムはモンゴル人
であり、小さい頃に出家して、モンゴル語とチベット語を学んだ。23歳のとき、北京の
雍和宮へ行ってアキャ・ロサン・テンペ・ギェルツェンなどの元で仏典を学び、71歳の
ときに亡くなった（SHDZ, 19–21）。

9 タイトルは伝記とは別に『偉大なる一切智者ジェ・ツォンカパ伝の要義（rJe thams cad
mkhyen pa tsong kha pa chen po’i rnam thar gyi bsdus don）』となっている。

10 ロタク・ドゥプチェン・ナムカ・ギェルツェン（lHo brag grub chen nam mkha’ rgyal mtshan,
1326–1401）あるいはロタク・ケンチェン・チャクドルワ（lHo brag mkhaen chen phyag
rdor ba）は、ロタク地方のダオ（bra bo）大僧院の院長である。この著作はナムカ・ギェ
ルツェンがツォンカパと邂逅したときに起こった様々な神秘的出来事を記したものであ
る。その中に、彼は 70歳（1395年）の 6月 4日に、ツォンカパをロタクのダオ寺に招
いたことを記している（LDJ, a4–b1）。しかし、『信仰入門』の季節から計算すると、ツォ
ンカパはロタクに行ったのは、1394年の夏である。
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たことについて11（lHo brag grub chen dang mjal tshul / mkhas grub rje la tshems gnang
skor）』という二つの事跡についての短い神秘的な記述を挙げているのみである。この
うち、時間軸が明瞭に示されているのは『信仰入門』のみであり、ロサンツルティム
の編年体の記述も、『信仰入門』のみに基づいて推定されたものと見られる。内容の記
述においても、『信仰入門』を「大伝」と呼んで頻繁に引用し、それを骨子として『秘
密の伝記』など他の資料や、書簡、ツォンカパの自伝、讃歎偈や著作の帰敬偈、廻向
偈などを引用して肉付けを行っている。
本書を Rudolf Kaschewsky がモンゴル語訳を参照しながらドイツ語訳しているが、
その序論には、チベットの歴史的背景、ツォンカパの伝記が列挙され、ロサン・ツル
ティムの略伝、モンゴル語原典およびチベット語訳の文献学的情報などが述べられて
いる。訳注では、モンゴル語原文とチベット語訳の対応、地名や人名についての情報、
主要なツォンカパの対応箇所の指摘などが記されている12。
従来、ツォンカパ伝についての研究では本翻訳書が参照されてきたが、後に述べる
ようにロサン・ツルティムの伝記には、年代に関して『信仰入門』と部分的に齟齬が
あり、それに基づいた Kaschewskyの研究を見直す時期に来ている。本書で行ったよ
うな、同時代資料であり、その後の全てのツォンカパ伝の情報源となった『信仰入門』
のみに基づいて年代を確定していく作業が必要となるのである。
また現在よく読まれているもう一つの「大伝」に、ギェルワンチュージェ・ロサン・
ティンレー・ナムギェルの『偉大なるツォンカパの御事跡、牟尼の教えを美しく飾る
希有なる宝環 (Tsong kha pa chen po’i rnam thar thub bstan mdzes pa’i rgyan gcig ngo
mtshar nor bu’i phreng ba）』がある13。コロフォンによれば、ケードゥプジェの『信仰
入門』と『秘密の伝記』を基礎にしながら、他の多くの伝記の名を挙げて14、それらを
全て一つに統合して伝記を書いたと述べている。木版本もあるが、稀覯本であり、通
常はインドのサールナートで 1967年にタイプ版で出版されたもの、あるいは中国の青
海民族出版社で 1981 年に出版された活字本が広く一般に読まれている。しかし、本

11 これも内容は予言や諸仏、諸菩薩などがヴィジョンの中に顕れる様子を記述したもので
あるが、著者は不明である。ケードゥプジェは三人称で記されている。

12 Kaschewsky（1971）.ただし全訳ではなく、節によっては要約のみである。
13 彼が書いたツォンカパ伝のコロフォンに 1843年に書き初め、1845年に仕上げたことが
記されている。そこから、彼は 19 世紀の人物であることがわかるが、生年は不明であ
る。その他にダライ・ラマ 10世（Tshul khrims rgyal mtsho, 1816–1836）と 11世（mKhas
grub rgya mtsho, 1838–1855）の伝記も書いている。

14 ただし、上述のロサン・ツルティムの伝記は言及されていない。このロサン・ティンレー・
ナムギェルの伝記に言及される資料については、後述する。Buddhist Digital Resource
Center（BDRC, http://www.bdrc.org）でアクセスできるものについては情報を記述した。
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書も年代の記述に関しては『信仰入門』の情報を越えるものではない。後に指摘する
ように、このロサン・ツルティムの伝記とロサン・ティンレー・ナムギェルの伝記と
では、年代の確定にずれがある。『信仰入門』の四季による時間記述から年代を推定す
るときに異なった解釈をとったためと思われる。
以上のように、ツォンカパの伝記における年代を確定するためには、まず『信仰入
門』の記述からどれだけことが推定できるかを示す必要がある。結果としては多くの
年代においてロサンツルティムの推定と一致するが、本稿の作業の価値は、根本資料
に立ち返ってそこで確実に言えることのみを典拠を示しながら確定していくことにあ
る。今後は後代の伝記における年代推定に頼ることなく、同時代資料から推定できる
年代のみを使用することができるようになるであろう。

図 1 ツォンカパ伝と関連する地図『聖ツォンカパ伝』p.xvi

ここでは『信仰入門』における時間記述について、次のような方法で年代確定を
する。

1.『信仰入門』の中で年代が明示的に言及されている箇所を確認する。
2. 年齢のみが言及されている箇所を確認する。生年と没年および 1での絶対的年
代が分かっているので、年齢の記述から推定できる年代も 1に次いで確実な年
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代だと言える。
3. 1と 2で判明している年代を元に『信仰入門』における四季の記述から年代を
計算していく。確定できない年代については確定できないことを明示する。ま
た、年代だけではなく、『信仰入門』に記録されているツォンカパの足取りと誰
の元に行ったか、あるいは誰と共に行動したかについても併記する。

4.『信仰入門』に言及されているツォンカパの主要な著作を抜き出し、執筆年を確
定する。この年代確定の作業の過程で、上記ロサン・ツルティムとロサン・ティ
ンレー・ナムギェルの伝記との齟齬がある場合には、特に推定の根拠を示して
考察を加えた。

上に挙げたロサン・ティンレー・ナムギェルのツォンカパ大伝『希有なる宝環』の
コロフォンには、参照した伝記類が列挙されている。そのうち、現在 BDRCにおいて
確認できるものは必ずしも多くはない。ツォンカパ全集 ka帙に収録されている上記 1
～4の以外には、次の 3点のみが確認できた。

1. ジャムヤン・チュージェ・タシペルデン（’Jam dbyangs chos rje bkra shis dpal
ldan, 1379–1449)『ツォンカパ秘密の伝記の祈願（Tsong kha pa’i gsang ba’i rnam
thar gsol ’debs）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par
ma, ka, 8fols, Toh. 5262.

2. サンサン・ネリンパ・チメラプギェー（Zang zang ne ring pa ’chi med rab rgyas,
14c）『ジェ・ツォンカパの伝記・宝の蔵（rJe tsong kha pa chen po’i rnam thar
nor bu’i bang mdzod）』、『大士の出世方式：金の灯心（Bu chen byon tshul gser
gyi bang mdzod）』、『ジェ・ツォンカパの伝記：宝の倉など（rJe tshong kha pa
chen po’i rnam thar nor bu’i bang mdzoad sogs）』BDRC. W23937, Delhi: Jayyed
Press (Dorje Tsering).

3. デシー・サンゲーギャムツォ（sDe srid sangs rgyas rgya mtsho, 1653–1705）『ガ
ンデン仏教史・黄琉璃（dGa’ ldan chos ’byung bai DUr+ya ser po）』BDRC.
W1KG1610. 中国蔵学出版社、1989.

これら以外に、BDRCのコレクションの中で確認できるツォンカパの伝記および伝
記が含まれる仏教史のうち、ロサン・ツルティムの『ツォンカパ伝』以前あるいは同
時代に著されたものには以下のものがある。

1. グーロツァワ・ションヌぺル（’Gos lo ts’a ba gzhon nu dpal, 1392–1481）『青冊
（Deb ther sngon po）』BDRC. W7494. 四川民族出版社、1985, pp.1249–1256.

2. クンガ・ギェルツェン（Kun dga’ rgyal mtshan, 1432-1506）『カダム仏教史・明
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灯（bKa’ gdams chos ’byung gsal ba’i sgron me）』BDRC. W23748. 西蔵人民出
版社、2003, pp.674–705.

3. パンチェン・ソナム・タクパ（Pan. chen bsod nams grags pa, 1478-1554）『新旧
カダム仏教史：心の荘厳（bKa’ gdams gsar rnying gi chos ’byung yid kyi mdzes
rgyan）BDRC. W933. 西蔵古籍出版社、2001, pp.44–55.

4. ロサン・チューキ・ギェルツェン（Blo bzang chos kyi rgyal mtshan, 1570-1662）
『宝ごとくのゲデン・カギュの甚深なる道を相続する簡略な事跡：蔵の標題（dGe
ldan bka’ brgyud rin po che’i zab lam brgyud pa’i rnam par thar pa mdor bsdus
gter gyi kha byang lta bu）』BDRC. W9848. Pan. chen thams cad mkhyen pa blo
bzang chos kyi rgyal mtshan dpal bzang po’i gsung ’bum, bKra shis lhun po par
ma, ka 11fols.

5. ジャムヤンシェーパ・ガワン・ツォンドゥ（’Jam dbyangs bzhad pa ngag dbang
brtson ’grus, 1648–1721）『ヴァジュラ・ヴァイラヴァ仏教史（’Jigs byed kyi chos
’byung khams gsum las rnam par rgyal ba）』BDRC. W22186. Kun mkhyen ’jam
dbyangs bzhad pa’i rdo rje’i mchog gi gsung ’bum, Bla brang par ma, ca, 824fols;
『ツォンカパの絵伝15（rNam thar ras bris）』BDRC. W22186. Kun mkhyen ’jam
dbyangs bzhad pa’i rdo rje’i mchog gi gsung ’bum, Bla brang par ma, nga 26fols.

6. ロサン・テンペ・ギェルツェン（Blo bzang bstan pa’i rgyal mtshan, 1708-1768）
『ジェ・リンポチェの御事跡の要点の略説（rJe rin po che’i rnam thar gyi bsdus
don cung zad brjod pa）』BDRC. W30533. A ky’a sprul sku gnyis pa blo zang
bstan pa’i rgyal mtshan dpal bzang po’i zhal snga nas kyi bka’ ’bum, sKu ’bum par
ma, na 12fols.

7. スムパケンポ・イシェー・ぺルサン（Sum pa mkhan po ye shes dpal bzang,
1704–1788）『仏教史パクサムジョンサン（Chos ’byung dpag bsam ljon bzang）』
BDRC. W7667. 甘粛人民出版社、1992、pp.410–528.

8. クンチョク・ジクメワンポ（dKon mchog ’jigs med dbang po, 1728–1791）『クン
ブム・チャンパリン寺統史（sKu ’bum byams pa gling gi gdan rabs mu tig ’phreng
ba）』BDRC. W2122. ’Jam dbyangs bzhad pa dkon mchog ’jigas med dbang po’i
gsung ’bum, Bla brang par ma, kha, 42fols.

9. イシェー・ギェルツェン（Ye shes rgyal mtshan, 1713–1793）『勝者ツォンカパ
伝（rGyal ba tsong kha pa’i rnam thar）』『菩提道次第師資相承伝：上巻（Lam
rim bla ma brgyud pa’i rnam thar stod cha）』BDRC. W2DB4613. 西藏人民出版

15 この著作に基づくタンカは、『聖ツォンカパ伝』の巻末に掲載され、各事績の書き込みが
和訳されている（石濱ほか, 2008, 247–276）。
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社、2010, pp.512–641.
10. トゥケン・ロサン・チューキニマ（Thu’u kwan blo bzang chos kyi nyi ma, 1737–

1802）『一切宗義善説水晶鏡16：ゲルク派の章（Grub mtha’ thams cad kyi khungs
dang ’dod tshul ston pa legs bshad shel gyi me long las / dge ldan pa’i grub mtha’
byung tshul）』17BDRC. W21507. rJe btsun bla ma dam pa thu’u kwan blo bzang
chos kyi nyi ma dpal bzang po’i gsung ’bum, Zhol par ma, kha, 73fols.

これらの伝記は全て基本的にはケードゥプジェの『信仰入門』と『秘密の伝記』を
元に書かれているため、年代に関して新たな情報が加えられることはない。

2 『信仰入門』に明示されている年号と年齢
『信仰入門』において、十二支による年号が言及されているのは以下の 13箇所であ
る。これらのうち、年代と年齢の両方が言及されているのは、【3】申年（1392）の 36
歳と【7】卯年（1411）の 55歳の 2箇所である18。『信仰入門』には、ツォンカパの亡
くなった年齢は記述されていないが、【3】と【7】の年代と年齢から計算すると、ツォ
ンカパが亡くなった【13】の 1419年には、ツォンカパは 63歳であったことが分かる。
また前述したように、ツォンカパの生まれた年は酉年 1357 年であることが確定でき
る。その他の年代に対応する年齢も計算できるので、以下の表の→の後に記す。＝は
年齢が『信仰入門』に明示されていることを示す。

【1】丑年（1373）→ 17歳（9b6、和訳19, 42）
【2】午年（1390）→ 34歳（22b6、和訳, 66）
【3】申年（1392）＝ 36歳（27b6、和訳, 83）
【4】子年（1408）→ 52歳（44b2、和訳, 106）
【5】丑年（1409）→ 53歳（44b4、和訳, 106）
【6】寅年（1410）→ 54歳（50a3、和訳, 115）

16 著作年時は 1801年であり、1790年に執筆されたロサン・ツルティムの伝記よりも年代
が後になるが、ほぼ同時代に独立して書かれており、また有名な著作でもあるのでここに
挙げた。

17 立川ほか（1995）で和訳されている。ツォンカパ伝は 4頁から 51頁までである。
18 チベットでは、基本的に生まれたとき 1歳と数え、それ以後新しい年（lo gsar）が来るご
とに 1歳を加算するという数え年で年齢を計算している。ここでも、ツォンカパは申年
（1392年）に 36歳であったと記載されているので、生年の 1357年から計算すると、数
え年であることが確認できる。以下、本稿での年齢も、数え年で記載することとする。

19 フォーリオ数はショル版ツォンカパ全集の『信仰入門』のフォーリオ番号・行番号、和訳
のページ数は『聖ツォンカパ伝』のページ数である。
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【7】卯年（1411）＝ 55歳（50a6、和訳, 116）
【8】龍年（1412）→ 56歳（50b3、和訳, 116）
【9】その翌年（1414）→ 58歳（51b2、和訳, 118）
【10】未年（1415）→ 59歳（52a3、和訳, 119）
【11】酉年（1417）→ 61歳（52a5、和訳, 119）
【12】戌年（1418）→ 62歳（54a1、和訳, 121）
【13】豚年（1419）→ 63歳（54a4、和訳, 136）

また『信仰入門』で年齢のみが言及されている箇所は次の 5箇所である。これらに
ついても、年代を計算し確定することができる。

(1) 3歳→ 1359年（5a2–3、和訳, 29）
(2) 7歳→ 1363年（7b6、和訳, 29）
(3) 16歳→ 1372年（8b5–9b5、和訳, 38）
(4) 17歳＝丑年（1373）（9b6、和訳, 42）
(5) 19歳→ 1375年（10b4、和訳, 43）

以上は、『信仰入門』に明示された情報から年代と年齢を確定できる時間軸の定点で
ある。これらを時間軸上の定点として、次に『信仰入門』の記述から計算できる年代
を推定していくことにしたい。

3 『信仰入門』の四季節の記述から推定される年代
1.2に挙げた年代（あるい年齢）以外に、『信仰入門』において明確な年代の記述は
ないが、ケードゥプジェは、ツォンカパが場所を移動するたびに、細かくその季節に
ついて言及している。第 2節で確定できた年代の間の年については、その季節の記述
を頼りに年代を推定していくことが可能である。冬から春の間に年が改まると考えて、
年代を一年繰り上げる。これは正確に計算できるものではなく、推定作業になり、定
点の間で辻褄が合うように調整する必要がある。また 2年あるいは 3年同じところに
滞在している場合には、その間の出来事はそれ以上正確な年代を指摘することはでき
ない。
『信仰入門』の中で、季節の移り変わりが連続して書かれるようになるのは、20歳
以降である。それまでの年代は、大まかなことしか分からない。ツォンカパは 7 歳
（1363年）までは自分の家で過ごし、7歳から 16歳（1372年）の間はチュージェ・ト
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ンドゥプ・リンチェン（Chos rje don grub rin chen）20のもとで勉学していた。そして、
16歳のとき、中央チベットのツァン（gtsang）に勉学に行く事になった。『信仰入門』
では丑年（1373年）の秋、つまりツォンカパ 17歳のときにディクン (’bri gung)に到
着し、ディクンのチェンガ・リンポチェ・チューキ・ギェルポ (sPyan snga rin po che
chos kyi rgyal po, 1335–1407)21のところで大乗の発心の儀軌や五支マハームドラーな
どの法を聴聞した。そこからデワチェン (bde ba can) に行って、そこで 2 年間に般
若思想を学び、般若思想に通達した。19 歳（1375 年）にサンプ (gsang phu）とデワ
チェンに行って議論をしてまわり、さらにシャル寺 (zhwa lu）の大僧院長タツェパ・
リンチェン・ナムゲル（sGra tshad pa rin chen rnam rgyal, 1318–1388)22のところでマ
イトリーパ流の十三尊のチャクラサンヴァラ尊の灌頂を聴聞した。また、ナルタン寺
(snar thang）、サキャ寺 (sa skya）、ダルサンデン寺 (’dar bzang ldan）、ガムリン寺 (ngam
ring)、ガロン僧院 (’ga’ rong chos sde）などに行って議論をして回った。寺院をまわっ
て議論するということはチベット語で grwa skor と言い、勉強中の僧侶は他の寺院へ
行って学問の成果や自分の学問を上達させるために議論を行うことの意味である。議
論の内容はクラスによって異なるが、学僧の勉強内容は五部大論と言われている因明
(pramān. a, shad ma )、般若 (prajñāpāramitā, phar phyin )、中観 (madhyamaka, dbu ma )、
律 (vinaya, ’dul ba)、倶舎 (abhidarmakośa, mngon pa mdzod) との五つの大論である。
このような学び方が最初に形成されたのはチャパ・チューキセンゲ (Phya pa chos kyi
seng ge, 1109–1169)が活躍した時代であると言われている。また、寺院での学期は社
会の一般的な学期と違い、春学期、夏学期、秋学期、冬学期との四つの学期から成る。
ケードゥプジェは『信仰入門』に季節の移り変わりが連続して書かれている。そのた
め、20歳以降の年代について、季節順に考察していきたい。以下、四季を一つのセッ
トとして番号を付けて列挙する。太字にしてあるところは、第 4節で時間軸上の定点
として確認した年号である。

〈1〉20歳（1376）23

20 トンドゥプ・リンチェンはツォンカパ幼少期の恩師であり、出家戒も彼が授けた。『信仰
入門』には「トンドゥプ・リンチェンの伝記」が記載されている（DJG, 6b1–7b5、和訳,
32–35）。

21 チューキ・ギェルポは、1351 年にディクンカギュ派の第十代目の座主となった (DKZ,
1559–1560)。

22 タツェパ・リンチェン・ナムギェルとはプトンの大弟子であり、シャル寺の第一代目の僧
院長である。

23 ロサン・ツルティムの『ツォンカパ大伝』にツォンカパは 19歳のときに、ニャオン・クン
ガぺル（Nya dbon kun dga’ dpal, 1285–1379）の紹介を受け、前にも面会があったレンダ
ワのところへ行き、レンダワから『阿毘達磨倶舎論』とその自註を聴聞したと述べている
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夏は、ツェチェン寺（rtse chen）に行き、そこで賢者ニャオン・クンガペル
から般若思想を聴聞する。ニャオンクンガぺルから彼の弟子である聖レンダ
を紹介され、レンダワがツォンカパに『阿毘逹磨倶舎論』とその自註を教え
た。（11b2、和訳, 45）
秋は、ニャントゥ（nyang stod）のサムリン（bsam gling）で聖レンダワから
『入中論』を聴聞する。（13b5,和訳, 48）
冬は、デワチェンで過ごす。

〈2〉21歳（1377）24
キョルモルン寺 (skyor mo lung）の僧院長であるカシパ・ロセル（bKa’ bzhi
pa blo gsal）25のもとで律を学んだ。律を勉強しながら、『根本律経』の大部
の注釈書を暗記した。その際に、上半身が重い病気にかかって、様々な治療
法を試してみたが、効果はなかった。（14a4、和訳, 49–50）
冬はネーニン寺（gnas rnying dgon）に行き、ネーニンで求道者や随行者の
懇請により『阿毘達磨集論』を講義する。（15a4-a6、和訳, 50-51）

〈3〉22歳（1378）
春、ナルタンを通り、サキャ寺に行き、レンダワの下に 11 ヶ月間滞在し、
レンダワから道果説、『阿毘逹磨集論』、『プラマーナヴァールティカ（Tshad
ma rnam ’grel）』、『入中論』、『根本律経』などの経典や論書など聴聞する。

（NTDG, 56–59）が、『信仰入門』では、ツォンカパは 19歳（1375）のときにサンプ寺や
デワチェンなどで議論をして回り、その後、様々な地域へ行って、多くの高僧から法を聞
いている。そして、ネーニンで般若思想の議論をしたと記している（DJG, 10b4–11b2）。
そのように計算すると、〈1〉は 20歳の夏になる。これについては、ロサン・ティンレー・
ナムギェルの『ツォンカパ大伝』にも「20歳の辰年の夏学期にツェチェンにいらっしゃい
[…]聖レンダワはその夏はサキャからツェチェンにいらっしゃっているので、〔ツォンカ
パはレンダワから〕『阿毘達磨倶舎論』の自註を聴聞する。（dgung lo nyi shu pa me ’brug
lo’i dbyar chos la rtse chen du phebs nas[…]rje btsun red mda’ pa dbyar de sa skya nas rtse
chen na phebas ’dug pa la mngon pa mdzod rang ’grel gyi steng nas mdzub khrid du gsan）」
と述べられている（NTZJ, 82–83）ので、20 歳であることには間違いがないと考えられ
る。

24 ロサン・ツルティムは、ツォンカパ 20歳のときに、キョルモルン寺の僧院長であるカシ
パ・ロセル (dKa’ bzhi pa blo gsal）のところに行ったと指摘している（NTDG, 617）。ロ
サン・ティンレー・ナムギェルがツォンカパ 21歳というように明確に記述されていない
が、「22歳のときの春にナルタンを通られ、サキャ寺に行った」と述べている（NTZJ, 89）
ので、20歳の冬にデワチェンに滞在したというところから 22歳の春のところまでの間に
一年間経ているが推定できる。19歳から 30歳までロサンツルテンの指摘と 1年間はず
れる。

25 カシパ・ロセルの全名はロドゥセルパ（Blo gros gsal pa）であるが、生年不明。
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また、ドルジェリンチェン師からサキャ派流の『二分別』26を聴聞する。レ
ンダワの紹介より、サキャの東宮の老法友から口伝を受け、リンチェンガン
学堂 (rin chen sgang bla brang）の裏手に置いて、中性音の「ハ」音を出すこ
とにより、上半身の病が完全に治した。（15a6-b4,和訳, 51）

〈4〉23歳（1379）
春、ツォンカパとレンダワはサキャからラトゥ地域（la stod）のタムリン
（dam ring）に行き、そこで春と夏を過ごした。さらに、ツォンカパがレン
ダワから『プラマーナ・ヴァールティカ』の自註を聴聞した。（15b5–6、和
訳, 51）
秋、故郷から送ってきた日用品を受け取るために、ウ（dbus）に行く。法友
や弟子たちが進め、さらにアムドから母もしきり懇請してきたことにより、
一度アムドに帰ろうとして、メルド・ラルン（mal gro lha lung）まで行くが、
結局故郷に帰ることを中止した。メルド・ラルンのソナム・タクパ（bSod
nams grags pa）から聖典の音読儀礼を受け、瞑想修行をした。また、『プラ
マーナ・ヴァールティカ』の注釈書である『論理の蔵』を紐解くうちに、ダ
ルマキールティの流派と論理学に対して無量の信心が生じた。（15b6-17b3、
和訳, 52-54）
冬は、デワチェンに滞在する。（17b3、和訳, 54）

〈5〉24歳（1380）
春の前半ツァンのナルタンに行き、大翻訳家であるトンドゥプ・サンポ（Don
’grub bzang po）の論理学の注釈書27の講義を聴聞した。（17b3–4、和訳, 54）
夏は、ナルタンで『プラマーナ・ヴァールティカ』と上下の『阿毘逹磨』を
論題として議論をする。（17b5、和訳, 55）
秋は、エ（er）に着き、翻訳家であるナムカ・サンポ (Nam mkha’ bzang pa）
より『詩鏡注』などを聴聞した。また、レンダワから中観思想、論理学、『阿
毘逹磨倶舎論』などを聴聞した。般若思想と律もそれぞれの師のところで
何度も聴聞した。なお、ナルタン寺の僧院長であるクンガ・ギェルツェン
（Kun dga’ rgyal mtshan）から『中観思想の六論書』の音読儀礼を授かった。
デワチェン寺のジャムぺル・リンチェン（’Jam dpal rin chen）からもテキス
トの音読儀礼を受けた。それから、ツォンカパとレンダワ師弟はサキャに行
き、ツォンカパは難解思想28の議論を行った。(17b5–18a4,和訳, 55-56)

26 『ヘーヴァジュラ・タントラ（Hevajra Tantra）』の注釈書である。
27 『プラマーナ・ヴァールティカ』の注釈書である。
28 般若思想、論理学、『阿毘達磨倶舎論』と『大乗阿毘達磨集論』、律のことを指している。
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〈6〉25歳（1381）
春、サンプ寺、ツェタン寺（rtses thang dgon）などで般若思想を学び終わり、そ
れ以外の四大難解思想（dka’ chen lhag ma bzhi）29の議論を行う。ツェタンで
の議論を終えた後、ヤルルンナムギェル (yar lung rnam rgyal）寺でカシミー
ルのパンディタである大沙門シャーキャシュリーバドラ（Śākyaśrı̄bhadra,
1127–1225）30の律の伝統を受け継ぐ大集会堂の院長であるカシパ・ツルリ
ンパ（dKa’ bzhi pa tshul rin pa）が親教師をし、チジンパの僧院長 (Tshogs
pa bye rdzing pa’i mkhan po）である持戒僧のシェルゴンパ長老 (Sher mgon
pa）が掲磨師をし、チジンパの読誦師であり、律僧であるソナム・ドルジェ
(bSod nams rdo rje）が秘密師をし、ツォンカパは具足戒を受けた31。
それから、ディクン・カギュ派の本山であるテル (thal）32に行き、チェンガリ
ンポチェ・タクパチャンチュプ (sPyan lnga rin po che grags pa byang chub）33
のところで道果説、ナーローパの六法、パグモドゥパの全集、ジクテンゴン
ポの全集などを聴聞された。翻訳家であるナムカ・サンポのところで、声
明の音符を全て学びたいと強く希望したが、環境が整わず希望はかなわな
かった。
それからツォンカパは学期の合間にオン (’on）のケル仏殿に行き、ツァコ
ポンポ (Tsha kho dbon po ngag dbang grags pa）34などの多くの三蔵僧に対し

このとき、『信仰入門』で「『中観思想の六論書』の講義をしてくれる者はおろか、テキ
ストの音読儀礼を行ってくれる者すら見いだしがたい状況だった」と述べている（DJG,
18a4）ので、ツォンカパはまだ中観思想についての議論は行っていないと考えられる。

29 前註参照。
30 シャーキャシュリーバドラはインドのナーレンドラ僧院大学の最後の座主と言われ、チ
ベットに招かれてサキャ派の大学僧サキャパンディタの出家の親教師を務め、ラデン寺
やロタクで教えを説いた。『聖ツォンカパ伝』の 161頁に参照。

31 ツォンカパは具足戒を受けた年について様々な説があるが、『信仰入門』では春、サンプ
寺、ツェタン寺などで般若思想以外の四大難解思想の議論を行い、ツェタンでの議論を終
えた後に具足戒を受けたことを示している。この記述は連続的な内容となっているので、
ツォンカパは 25歳の 1381年に具足戒を受けたと考えられる。王森氏はツォンカパが具
足戒を受けた年は 1385年であることを指摘している（王森 1997, 321）。

32 パクモドゥ・カギュー派の祖師であるパクモドゥパ・ドルジェ・ギェルポ（Phag mo gru
pa rdo rje rgyal po, 1110–1170）によって建てられた寺院である。

33 パクモドゥパ政権の第三代目の摂政であり、パクモドゥ・カギュ派の第十代目の座主であ
る。ツォンカパが書いた彼の伝記はツォンカパ全集の第二巻目に入っている。

34 ツァコポンポ・ガワンタクパはツォンカパの最初の４人の弟子の中の一人である。彼の
生没年は不明であるが、ツォンカパは彼に 3 回の書簡を送っている。一通目の書簡の
奥書に「ギャモロン（rgya mo rong）で寺院を建て終わった」（KBTB, 193b4–5）と書か
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て、般若思想、論理学、中観思想などを説いた。（18a6–20a2、和訳, 56–60）
〈7〉26歳（1382）–29歳（1385）

それから、キショ（skyid shod）に行き、ツェルに滞在し、チベット語に訳
出された全ての経典と論書を熟読された。全ての経典の内容を分析するため
の様々な方法について初めて思いを至らせた。『現観荘厳論』の注釈書に対
する大部の解説書も著した。
冬学期に、デワチェンに着き、多くの経典を講義した35。（DJG, 20b6、和訳,
62）

〈8〉30歳（1386）
春は、ウトゥ（dbu stod）のチャユル（bya yul）に行き、善知識 70人に講義
を行った。（20b6、和訳, 62）
再びツェルに行き、著作中の般若思想の解説書の残りを著し、仕上げはデワ
チェンにおいて行った。キョルモルン寺において、ツェル派の師トクデン・
イシェー・ギェルツェン (rTogs ldan ye shes rgyal mtshan）に『カーラチャ
クラ・タントラ』の大部分の注釈書である『無垢の光』の講義を聴聞した。
キョルモルン寺において、多数の三蔵僧に対して大小多くの論書の講義を行
われた。(21a1–3、和訳, 62)

〈9〉31歳（1387）36

れているので、彼がギャモロンで寺院を建てたことが分かる。二通目は『道の三要素』
として知られている。三通目の内容は『菩提道次第大論』の内容の説明である（KBTB,
194b5–196a3）。

35 ロサン・ティンレー・ナムギェルはツォンカパが 32 歳のとき、『現観荘厳論』の注釈書
『善説の金の輪』を著したと述べている（NTZJ, 108）。王森氏も、32歳のときに『現観荘
厳論』の注釈書を著したと指摘している（王森 1997, 323）。しかし、『信仰入門』の〈12〉
が丑年（1390年の 34歳）の春であることから逆算すると、〈11〉は 33歳で、〈10〉は 32
歳、〈9〉は 31歳、〈8〉は 30歳となる。その春の直前に〈7〉の冬が来るので、それは 29
歳 1385年であろうと推定される。そして、『現観荘厳論』の注釈書『善説の金の輪』の大
部の解説も 1382年から 1385年の間に著されたと考えられる。ロサン・ツルティムの伝
記では、25歳から 29歳の間のこととして、著作年を特定していない（NTDG, 84）。ツォ
ンカパは 26歳から 30歳までの四年間にツェルに滞在したと考えられる。

36『善説の金の輪』の奥書に「chos grwa chen po bde ba can du rab byung gi lo snron gyi zla
ba la mjug yongs su rdzogs（大寺院のデワチェンでラプチュン（rab byung）の五月（lo
snroan）に完全に仕上げた）」と書いている。ラプチュンとは、キジォロツァワ・ダペー
ウせル（Gyi jo lo tsa ba zla ba’i ’od zer）によって提唱したチベット暦の 60 年周期の名
称であり、その始まりは 1027年（丁卯の年）になる（藏漢大辞典, 2664）。ラプチュンは
全て丁卯の年となる。ツォンカパが生きている間に丁卯の年は 1387年だけである。した
がって、『善説の金の輪』は、31歳（1387）に完成したと考えられる。『信仰入門』でも
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次の夏、デワチェンで講義を行った。（21a3–4、和訳, 62）
冬は、トゥルン（stod lung）のツォメー（mtsho smad）とガンカル（ngang
dkar）でカーラチャクラ（dus ’khor）を学び、また講義も行った。（21a4–5、
和訳, 63）

〈10〉32歳（1388）
春、ゴンカル (gong dkar）寺にいるゴムパ・チューギュル (sGom pa chos
rgyal）の招待に従い、〔ゴンカルの〕五明仏殿（rigs lnga lha khang）に滞在し
た。そこで、70人を超える三蔵僧に対して、般若思想、論理学、『阿毘達磨倶
舎論』と『大乗阿毘達磨集論』、『根本律経』などを講義した。（21a6–21b1、
和訳, 63）
冬、ムンカル（mon khar）のタシドン（bkra shis gdong）に滞在した。多くの
テキストを同時に説くために、その月の 10日から 30日までに関係書籍を研
究し、翌月の 3日までにマルパ（Mar pa lo tsa’ chos kyi blo gros, 1001–1097）、
ミラレーパ（Mi la ras pa bzhad pa’i rdo rje, 1040–1123）などの小作品をい
くつか説いた。5 日からは、1 日の間にサンスクリットの 15 冊のテキスト
を冒頭から読み始め、毎日に 15のセッションの講義を行った。そして、『プ
ラマーナ・ヴァールティカ』、『般若経』、『阿毘達磨倶舎論』、『阿毘達磨集
論』、『根本律経』、「弥勒の説いた四つの法」37、「中観思想の五論書」38、『入中
論』、『四百論』、『入菩提行論』といった計 17冊の論書の講義を行った。そ
のうち、難解な部分は、以前チベットで著された注釈書に基づいて精細に講
義し、三ヶ月間にわたって全てを完了した。講義の間に、ツォンカパはヴァ
ジュラ・ヴァイラヴァ (金剛怖畏尊)の灌頂の追体験などの瞑想を行い、生起
次第と究竟次第との二次第の瑜伽を行った。（21b4-22b2、和訳, 64-5）

〈11〉33歳（1389）
夏は、ヤルルンのオカルタク（o kar brag）に滞在し、チャクラサンヴァ尊の
修習とマントラの読誦、四座の瑜伽 (thun bzhi’i rnal ’byor）、ニグマ六法 (ne
gu chos drug)などの瞑想を行う。（22b2、和訳, 65）
秋はキショに行き、レンダワとともにポタラに滞在し、勝法についての多く
の講義を行う。レンダワは再びツァンに行く。（22b4、和訳, 66）

ツェルで書き始められ、夏にデワチェンで仕上げられたと述べている。
37 「弥勒の五法」のうち、『中辺分別論』、『法法性分別論』、『現観荘厳論』、『究竟一乗宝性
論』の四つを指す。

38「中観思想六論書」のうち、『中論』、『廻諍論』、『空七十論』、『六十頌如理論』、『広破論』
の五つを指す。
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冬は、キョモルンの岩山で多くの学僧にカーラチャクラ、般若思想、論理学、
阿毘達磨思想などの講義を行う。（22b6、和訳, 66）

〈12〉34歳（1390）
春、主要な密教経典の解釈と灌頂、作法、口伝などの全てを徹底的究明する
ため、また、聖者レンダワと討論する必要性が生じたため、ツァンに行き、
ロンのヌプチュールン（rong gi snubs chos lung）に滞在した。集会堂長の尊
者タクパ・シェーニェン (Grags pa bshes bsnyen）から様々な教えを聴聞し
た。この時期にラマ・ウマパ（Bla ma dbu ma pa）と初めて出会い、ラマ・
ウマパはツォンカパから弁天の許可灌頂をもらう。（22b6-23a4、和訳, 66-7）
〔夏学期〕タクツァン城に行く。そこで翻訳家のチュージェ・キャプチョク
ぺルサン (Chos rje skyabs mchog dpal bzang po）が大役となり、翻訳家の
タクパ・ギェルツェン (Grags pa rgyal mtshan）、レンダワ、翻訳家のトン
ドゥプ・サンポ、ツォンカパによる大法話会が行われた。そのとき、タク
パ・ギェルツェンは般若思想、チュージェ・キャプチョク・ぺルサンは『二
分別』、レンダワは自作の『プラマーナ・ヴァールティカ』の注釈書を講義
した。師弟二人は学期の間にバウバニェル (’ba’ ’u ’ba’ gnye’）に行き、そこ
でツォンカパはレンダワから『グヒヤサマージャ・タントラ』の根本タント
ラの講義をひとわたり聴聞する。 この時期に、ツォンカパが顕教と密教の
両方とも重視する姿勢が表れ、密教の学習を本格的に始める。レンダワはサ
キャに帰り、ツォンカパはロンのチュールンに行く。ラマ・ウマパと多くの
法談をし、文殊菩薩の法についても多く聴聞する。そこで実践修行に入る決
意をする。（23b4–25a4、和訳, 67–70）
秋は、ロンノルンプク (rong no lung phug)に滞在する。
秋の終わりに、ニャントゥのコンスムデチェン（gong gsum sde chen）寺で
チューキぺルワ（chos kyi dpal ba）より『カーラチャクラ・タントラ』の大
註釈書についての解釈を聞く。（25a4–25b4、和訳, 70–71）

〈13〉35歳（1391）
秋の終わり (34 歳) から春学期の初めにかけて、ゾクリン（rdzogs ring）
で、チューキペルワよりタントラの註釈書や作法の指導などを聴聞する。
（25b4、和訳, 71）
春の終わりから秋の初めにかけて、コンスムデチェン寺で密教の法を聴聞す
る。（26a5、和訳, 72–73）

〈14〉36歳（1392）
秋の終わりから冬（35歳）、春、夏までシャルに滞在し、尊者キュンポレー
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パ (rJe btsun dam pa khyung po lhas pa）から瑜伽タントラの大マンダラな
ど下位の三密教経典群の教説を聴聞する。また、ルーイーパ流とクリシュナ
チャーリン流のチャクラサンヴァラ・タントラ尊を始めとした無上瑜伽タン
トラの教説など全てを聴聞する。（26b4–27b1、和訳, 73–4）
パナム (pa rnam）のパクリ (phag pa ri）でチューキペルワから再びヴァ
ジュラガルバ (Vajragarbha, rDo rje snying）著の注釈書、ヴァジュラパー
ニ（Vajrapān. i）著の『上の注（stod ’grel）』、ナーローパ著の大注釈書などの
『カーラチャクラ・タントラ』と『グヒヤサマージャ・タントラ』と関係する
多数の論書を聴聞する。また、ギェルツェンタクパ (rGyal mtshan grags pa）
からプトン著の『金剛出現大注』、瑜伽タントラの根本タントラである『真実
要略タントラ』とそれの解説書である『金剛尖タントラ』、『吉祥最勝』、『悪
趣清浄タントラ』などと、『真実光明』、『コーサラの荘厳』、『吉祥最勝の大
注』など多くの経典を聴聞する。(27b3–6、和訳, 75)
申年の秋にラマ・ウマパとともにウのガワトン（dga’ ba gdong）に滞在し、
ラマウマパを介して文殊菩薩に対して中観思想や顕教、密教の区別などの
様々な質問を行う。（27b6–31b3、和訳, 75–82）
その秋にドカム（mdo khams）に行く。ラマ・ウマパを見送りにラサに出て、
秋の終わりに、キョルモルンで講義を行う。（32a2–3、和訳, 83）
申年の冬に近い 10月に 36歳であり、キョルモンから 8人の弟子と共にウ
ルカに行く。シカ・ネウゾンパ (gZhis ka sne’u rdzong pa）がよい奉仕をし、
遁世修行に入る。（32a2–5、和訳, 83–84）

〈15〉37歳（1393）
冬 (36歳)から春にかけて、オルカル（’ol khar）のチュールン（chos lung）
に滞在し、師弟皆で四力を有する修行に励む。（32a5-33a3、和訳：84）
夏は、ジンチ（rdzing phyi）の弥勒像を参拝し、供養を行う。（33a3、和訳,
85）
冬、タクポメンルン（dwags po sman lung）のギャソクプ（rgya sog phu）に
行く。ヴァジュラヴァイラヴァ十三尊の我入修行を途切れることなく行う。
（33a3–4、和訳, 85）

〈16〉38歳（1394）39

39『新旧カダム仏教史：心の荘厳』とロサン・ティンレー・ナムギェルの『ツォンカパ大伝』
ではツォンカパは 39歳のときにロタクに行ったことを記述している（KDCN, 48; NTZJ,
143）。王森氏もそれにしたっている（王森 1997, 329）。しかし、『信仰入門』で申年の冬
に近い 10 月に 36 歳であることを指摘している。それからロタクに行くまでの季節は、
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春、ウルカに行ってカルミ・ユンテン・ユンドゥン（gar mi yon tan g-yung
drung）が建てたジンチの仏殿を修復する。仏殿を開眼した。(33a4-b1、和
訳, 85-87)
〔夏、〕40ロタクのナムカ・ギェルツェンに招かれてタオ寺に行く。ツォンカ
パはロタクの諸僧に『大乗菩薩集学論』などの講義を行った。尊者ロタクに
五大陀羅尼の灌頂など、灌頂や随許などを賜った。ツォンカパは尊者ロタク
から菩提道次第の手引きを聴聞する。そこで７ヶ月滞在した。(34b1–4、和
訳, 87)
『讃歌、梵天の冠 (bstod pa tshangs pa’i cod pan)』を著し、インドのシンギ
リに行こうとするが、本尊である弥勒がとめたので、インド行きを断念し、
ニェル地方に行く。(34b4–35a1、和訳, 87–88)

〈17〉39歳（1395）
〔春、〕ニェルのロロに着き、ロロトゥタク (lo ro stod stag)に五ヶ月程滞在し
た。そこでティンンレーパ (Brin las pa）が著した『教えの階梯大論（bsTan
rim chen mo）』を詳しく読むことによって大きな確信を得た。また、そこで
『教えの階梯大論』の講義をする。再び遁世修行に入り、その中で顕教と密教
の全ての教えについて間違いない確信を得た。さらに、全ての所化それぞれ
の能力に応じて導くことができる修道カキュラムを確信した。(34b4–36a2、
和訳, 88–91)
夏は、下ニェルのセルジェカン（gsal rje gangs）のヤルデン（yar ’dren dgon
pa）寺で過ごす41。それから、師弟三十人でツァリのマチェン (tsa ri ma
chen）に行き、チャクラサンヴァラ尊の灌頂の追体験などを行う。その後、

春、夏、冬、春である。すなわち、1393年 37歳の春、夏、冬、と 1394年 38歳の春で
ある。その後の 1394 年 38 歳の夏の後半にロタクに行っていると考えられる。ロサン・
ツルティムの『ツォンカパ大伝』でもツォンカパ 38歳のときにロタク・ナムカ・ギェル
ツェンと会ったと述べている（NTDG, 139）。

40 ロタク・ナムカ・ギェルツェンが著したものに「lug zla’i tshes bzhi’i nyin lho brag bra bo
dgon par phyag phebs byon pa bdag gis bsu ba la phyin pas（6月 4日にロタクタオ寺にい
らしゃったので、私は出迎に行った）」と書いているので、夏であることが窺える（LDJ,
a4–b1）。

41 ロサン・ティンレー・ナムギェルの『ツォンカパ大伝』に、40歳である火鼠年に下ニェル
のセルジェカンのヤルデン寺に行ったと述べている（NTZJ, 152）。しかし、『信仰入門』
から計算すると、ツォンカパは 39 歳の春の初めに、ニェルのロロに着き、ロロトゥタ
クで五ケ月間滞在した。これは春の初めから夏の後半までである。その後に、「夏は、下
ニェルのセルジェカンのヤルデン寺で過ごす」と書いているので、この夏は 1395年の夏
を指していると考えられる。
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再びニェル地方に行き、下ニェル地方のセンゲゾン（seng ge rdzong）に滞
在した42。そこでセルチェブムパ (gser phye ’bum ba）寺43に供養し、律を講
義する。（36a2–36b4、和訳, 90–91）

〈18〉40–41歳（1396–1397）
春、ニェルのガンチュン（sgang chung）に滞在し、講義を行う44。（36b4–b6、
和訳, 92）
夏は、ニェルのラトン寺（rwa grong）に滞在する。タルマリンチェン (Dar
ma rin chen）が寺院をまわって十大難解テキストを議論し終え、ツォンカ
パに会いに来る。ラトンの僧院長が施主となり、法話会を開いた。ニェルの
行政管たちが互いに席次を争っていたが、ツォンカパのおかげで争うことな
く、法話会で融和した。(36b6–37a6、和訳, 92–93)
ニェルを出発して再びウルカに行く。オテクンギェル聖山の麓下（’o de
gung rgyal lha zhol）にあるラディン（lha sdings）に一年間滞在し、講義す
る（40歳の秋と冬、41歳の春と夏）。この聖地でラマ・ウマパと聖文殊を一
体のものとみなして強く祈願を立てたことにより、素晴らしい祝福の体験が
顕れた。そして、ブッダパーリタ本人から直接に自分が著わした注釈書45の
内容を授けるというようなヴィジョンが顕れ、中観思想の最終的な確信を得
る。また、『無上の御仏世尊に対して、甚だしく深い縁起をお説きになった
ことを讃嘆する善き教えの心髄』を著される。（37b1–38b2、和訳, 92–93）
秋は、ウルカに行く。（38b2、和訳, 95）

〈19〉42歳（1398）
〔1397の〕冬から春に、ガルパク（mgar phag）に滞在し、ウカルの僧侶たち

42 ロサン・ツルテンムの『ツォンカパ大伝』に「de nas smad seng ge rdzong du phebs/dgung
lo bzhi bcu’i me byi lo’i dpyid gnas der bzhugs/(それから、下ニェル地方のセンゲゾンにい
らっしゃった。40歳である火鼠年の春はそこで過ごした)」と述べている（NTDG, 149）
ので、ここから、53歳までロサン・ツルティムの指摘と 1年間はずれる。しかし『信仰
入門』に、春はニェルギャムチョンに滞在したことを記録しているので、下ニェル地方の
センゲゾンに滞在したとき、39歳であると考えられる。ロサン・ティンレー・ナムギェ
ルの『ツォンカパ大伝』でも 39歳のとき、セルチェブム寺に滞在したことを指摘してい
る（NTZJ, 268）。

43 石濱ほか（2008, 166）の註 144参照。
44 ロサン・ツルティムの『ツォンカパ大伝』に、41歳であると書かれている（NTDG, 152）
が、〈17〉に書いたように 39歳の夏はニェルのセルジェカンのヤルデン寺で過ごした。そ
の後に、春にニェルギャムチョンと書いているので、40歳になると考えられる。

45 ブッダパーリタが著した『根本中論』の註釈である。一般的に『ブッダパーリタ註』と呼
ばれている。
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に講義する。（38b2、和訳, 95）
夏は、エ地方のテウラン（e’i ste’u rang）に行って、そこに滞在する。（38b3、
和訳, 95）
冬は、ウルカのタクドン（brag gdong）に滞在する。ジンチの弥勒像を拝観
し、神変会を祝うと思い、十五日の間に盛大に供養する。（38b3–5、和訳,
95）

〈20〉43歳（1399）
盛春、ジンチでカプチュパ（dKa’ bcu pa）を始めとする比丘二百人ほどに対
して講義を行う（38b5、和訳, 95）
夏は、ニャンのダンド寺（mdangs mdo’i dgon pa）に行き、ニャンポ（nyang
po）で僧侶たちに講義する。（38b5–6、和訳, 95）
秋は、長官ナムカ・サンポの招待により、キショに行く。ポタラ宮に滞在
し、サンプ寺、デワチェン寺、グンル寺の三寺 (gsang bde gung gsum）、ガ
ワトン寺、キョルモル寺、スルプ寺の三寺 (dga’ skyor zul gsum）の人々を始
めとする百人以上の三蔵僧に『中観光明』、律、修行次第などの法話を行う。
（38b6–39a3、和訳, 95–96）

〈21〉44歳（1400）
春は、ガワドンに行く。密教に入るときの条件について考えたことをまと
め、所化たちに『瑜伽師地論』の「菩薩地」における「菩薩戒」の章や『師
に関する五十頌』、『密教が戒める十四大罪』などの講義をする。（39a3–b3、
和訳, 96–97）
夏、ガワドンでレンダワを迎え、師弟二人で多くの法を説く。その後、師弟
二人はラデン (rwa sgreng）の隠棲所に行く。（39b3–5、和訳, 97）
冬は、ラデン寺に滞在する。ツォンカパは『大乗荘厳経論』、『中辺分別論』
『大乗集菩薩学論』、『瑜伽師地論』の「声聞地の章」などを整理し、シャマ
タ（zhi gnas）の講義し、それを実践させた。レンダワは『六十頌如理論』と
『グヒヤサマージャ』の五次第などを講義した。師弟二人は顕教と密教の修
道の肝要な点について多く議論する。（39b6–40a3、和訳, 97–98）

〈22〉45歳（1401）
翻訳家のチューゲルとディクン・チューゲルとの二人の会談要求により、春
の初めにディクンに行き、講義を行う46。チューギェル・チェンガ・リン
ポチェからナーローの六法とマハームドラの倶生の瑜伽などを聴聞する。

46 ロサン・ティンレー・ナムギェルの『ツォンカパ大伝』でもツォンカパは 45 歳のとき、
ディクンに行き、講義を行ったことを記している（NTZJ, 176）。
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（40a3–4、和訳, 98）
夏は、ナムツェデン（gnam rtsed ldeng）寺で滞在した。翻訳家のチューギェ
ル・キャプチョク・ぺルサンとレンダワとツォンカパの三人は六百人を超え
る僧侶とともに夏安居し、『根本律経』の講義を行い、律を復興する。夏安
居の終わりにレンダワはツァンに戻る。（40a4–b6、和訳, 98–99）
二人のチューギェルはその取り巻きの僧とともにラデン寺に行く。そして、
タクセンゲの麓に隠棲所を建てた。翻訳家のチューギェル・キャプチョクぺ
ルサンが強く勧め、また、多くの人々が促したこともあり、『菩提道次第広
論』を著された47。また、そこで、『瑜伽師地論』の「菩薩地」における「菩
薩戒」の章の註釈書、『密教が戒める十四の大罪』、『師に関する五十頌』の
註釈書などを著す。それから、翻訳家のチューゲルは『菩提道次第広論』の
経冊を持ち、ツァンに行く。(41a1–b1、和訳, 99–100)

〈23〉46歳（1402）
夏と冬、ラデン寺で滞在し、『菩提道次第広論』などの講義を行う48。（41b1–
2、和訳, 101）

〈24〉47–49歳（1403–1405）
夏は、ミーワンポ・タクパ・ギェルツェン (Mi’i dbang po grags pa rgyal

47 ロサン・ティンレー・ナムギェルとロサン・ツルティムとの『ツォンカパ大伝』に、ツォ
ンカパは 46歳のとき、『菩提道次第大論』を書いたと指摘されるが、『信仰入門』の季節
から計算すると、ツォンカパは 45 歳の春の初めにディクンに行き、講義を行ったこと
になる。その夏は、ナムツェデン寺に滞在し、再びラデン寺に戻り、45歳の秋にタクセ
ンギェの下（brag seng ge’i zhol）で『菩提道次第大論』を書いたと考えられる。『信仰入
門』に「chos rje rnam gnyis ’khor dang bcas pa slar raw sgeng du byon / brag seng ge’i zhol
du dben gnas btab/ chos rje lo tsa’ bas nan cher bskul zhing/gzhan yang gsol ba ’debs pa du
m’i ngor / rgyal b’i gsung rab mtha’ dag gi gnad bsdus pa / shing rta chen po klu sgrub dang
thogs med gnyis kyi lam srol/ byang chub lam gyi rim p’i sgo nas skal ba ldan pa sangs rgyas
kyi sar ’khrid p’i tshul rgyas par ston p’i lam rim chen mo’i rtsom pa mdzad　 (二人の法王
とその取り巻きの僧は再びラデン寺にお出ましになり、タクセンギェの麓下に隠棲所を
建てた。翻訳家のチューギェルが強く勧め、また、たくさんの人々が促したこともあり、
『菩提道次第大論』を著された)」と述べている (DJG, 41a1–3;和訳, 99)ことから、再びラ
デン寺に戻ったのは 45歳の秋であり、『菩提道次第大論』の執筆年は 45歳秋から冬の間
である考えられる。そして、46歳の夏と冬もそこで過ごし、『悉地の穂』と『師に関する
五十頌の解説』などを著したと推測される。

48〈22〉にあるようにツォンカパは春の初めにディクンに行き、講義を行った。夏は、ナム
ツェディン寺に滞在し、再びラデン寺に戻った。そこで、夏と冬を過ごした（40a3–41b2）。
ラデン寺に戻ったのは 45歳の秋であり、45歳の冬、46歳の夏と冬もそこで過ごしたこ
とが分かる。
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mtshan pa）49に招かれ、オンのデチェンテン（’on sde chen steng）に行き、夏
安居を行う。そこで、『菩提道次第広論』の手引き中観思想、論理学の難解
箇所を読み解く法話を行う。(42a2–3、和訳, 102)
それから、オテクンゲルの山麓にある、オルカルの弥勒寺に行き、求道者
に修道次第と生起次第・究竟次第の法を説く。阿闍梨ナーガーディ (Nāgādi,
klu byang）著の『五次第の註釈書』の註釈書、『真言道次第論』50、『全ての魔
に勝利する』と大部の護摩儀軌などを著す。二年間（1403年秋から 1405年
秋頃まで）、チャパリン（byams pa gling）に滞在する。（42a3–42b6、和訳,
102–103）
冬（1405 年 49 歳）は、チャンチュプルン (byang chub lung）に滞在する。
（42b6、和訳, 103）

〈25〉50–52歳（1406–1408）
春、キショに行く。(42b6–43a1、和訳, 103)
夏安居は、セラチューディン（se ra chos sdings）に滞在し、『グヒヤサマー
ジャ・タントラ』の五次第と母タントラの究竟次第の講義を行う。そこで、
『了義未了義の区別』と中論の註釈書である『正理の大海』を著す。（43a1–5、
和訳, 103）
〔52歳（1408）のときに、〕51明の永楽帝からの招待を辞退し、皇帝に返信を
書いた。それから、セラチューディンにおいて『正理の大海』、『了義未了義
の区別』、『四百論』、『真言道次第論』、『悉地の穂』、『弟子の望みを満たすも
の』などをサンプ寺とデワチェン寺の比丘、ガーワドン、キョルモルン、ス
ルプ三寺の座主、タンサク寺 (thang sag pa）の元座主など約六百人の僧侶に
講義する。
２年間（1406 年夏から 1408 年夏まで）セラチューディンに滞在する。
(43a5–b5、和訳, 103–105)
夏安居の終わりに、王タクパゲルツェに招かれ、キメー（skyid smad）のドゥ
ムブルン (grum bu lung）に行く。(43b5–6、和訳, 105)
冬（1408年）は、キメーのドゥムブルンで過ごし、『菩提道次第広論』、ルー
イーパ流のの『チャクラサンヴァラ・タントラ』の成就法と母タントラの究
竟次第などを講義する52。（43b6–44a1、和訳, 105）

49 タクパ・ギェルツェン（1374–1432）はパクモドゥパ政権の第五代目の摂政である。
50 ロサン・ツルティムの『ツォンカパ大伝』でも、ツォンカパは 49歳のときに、『真言道次
第論』を著したと述べている（NTDG, 210–211.）。

51 ツォンカパは永楽帝への書簡に子年 6月 19日と書いている（KBTB, 270a6–b1）。
52 〈24〉に書いているように２夏をセラチューディンで過ごしている。つまり、50歳の夏
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子年（1408年）の 12月下旬にラサへ出発し、大晦日の日に祈願会への参加
を呼びかける告知儀式を行った。八千人を超える僧侶が集まり、法会の始ま
りを告げる宴を行う。（44b2–4、和訳, 106）

〈26〉53歳丑年（1409）
丑年の 1月の 1日から 15日までの間、大祈願会を開催する。（44b4–48a4、
和訳, 106）
初春、セラチューディンに滞在し、六百人以上の三蔵僧たちに対して、『中
論』、『瑜伽師地論』の「菩薩地」の菩薩戒の章の大註釈、『遍く良き成就
法』、『菩提道次第広論』など顕教と密教の法について講義する。（49a6、和
訳, 114）
晩春、チェンガ・リンポチェ・ソナムサンポ（sPyan snga rin po che bsod
nams bzang po）が招かれ、サンリのプチン（zangs ri’i phu mchin）に着き、
チェンガ・リンポチェ・ソナムサンポと大僧院長ギェルサン（mKhan chen
rgyal bzang）を始めとするテルの比丘達に『菩提道次第広論』を講義する。
（49b1–2、和訳, 114）
阿闍梨カプチュパ（Slob dpon dka’ bzu pa）と阿闍梨ドゥジンパ（Slob dpon
’dul ’dzin）の二人を上首とする大半の僧衆はドク山に行き、ゲデン・ナンパ
ルギェルウェーリン (dge ldan rnam par rgyal ba’i gling）を建てる。(49b2–6、
和訳, 114)
夏、ウルカのサムテンリン（bsam gtan gling）で夏安居し、ウルカとタクポ
(dwags po）などの僧侶に講義する。（49b6–50a1、和訳, 115）
秋も、この地方で利他の活動を行った。（50a2–3、和訳, 115）

〈27〉54歳寅年（1410）
寅年の 2 月 5 日に大本山ガンデン寺に行く。そこで、『菩提道次第広論』、
『グヒヤサマージャ・タントラ』の註釈書である『明らかにする灯明』、『阿
毘達磨集論』、『瑜伽師地論』などの講義を行う。また、『グヒヤサマージャ・
タントラ』を解説したタントラである『四天女請問』と『智慧金剛集』の大
部の註釈も著す。（50a3–5、和訳, 115）

〈28〉55歳卯年（1411）
翌年、『五次第を明らかにする灯明』、『五次第の完全なる座』の手引きなど
を著す。それから、57 歳になるまで、寿命に係わる障害があることを払う
ために、55歳の卯年の初冬に、師弟 30とともにヴァジュラバイラヴァ尊の

から 52歳の夏までである。冬はキメーで過ごし、子年の 12月の下旬にラサへ出発した。
子年は丁度ツォンカパ 52歳のときである（42b6–44b3、和訳, 103–105）。
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『寿命を伸ばす修法』の幻輪を作り、厳しい瞑想に入った。（50a5–b3、和訳,
115–116）

〈29〉56歳龍年（1412）
秋８月７日から、師弟 30 人とともに瞑想に入り、厄払いを行う。（50b3–
51b2、和訳, 116）

〈30〉57歳（1413）
御年 57 歳のとき、病に伏す。（51a1–51b1; SNRN, 12a3; 和訳, 116–117;
199–202）

〈31〉58歳翌年（1414）53

王タクパギェルツェンに招かれ、オン（’on）のタシトカ（bkra shis do khar）
に夏安居に行く。そこで、百人以上の三蔵僧に中観、論理学、『菩提道次第
広論』などの講義を行う。それから、再びガンデン寺に戻り、『チャクラサ
ンヴァラ・タントラ』のルーイーパ流の大注釈書と究竟次第の四座の瑜伽の
大小の手引きと成就法、『グヒサマージャ・タントラ』の根本タントラとそ
の註釈書である『五次第を明らかにする灯明』の校正を行い、『グヒサマー
ジャ・タントラ』の語義を詳説する細注と、各章ごとの難解な箇所と一般的
に難解な箇所の解釈を決定する研究、項目ごとに分析してまとめたものなど
を著す。（51b2–52a1、和訳, 118）54

〈32〉59歳未年（1415）
夏に、密教の修道堂（sngags kyi sgrub mchod khang）の基礎を置く55。（52a2–
4、和訳, 119）

〈33〉61歳酉年（1417）

53『信仰入門』には詳細な記述はないが、この年に明の永楽帝が再度に使者を派遣してツォ
ンカパを招待するが、ツォンカパの代わりに弟子のチャムチェン・チュージェ（Byams
chen chos rje sh’akya ye shes, 1352–1435）が上京したと、ロサン・ツルティムの『ツォン
カパ大伝』に記述している（NTDG, 280）。

54 58歳から 59歳までの 1年間に密教に関する多くの著作を著わした。具体的な著作につ
いては次の『信仰入門』に言及されている著作を参照。

55『信仰入門』にツォンカパ 60歳のことを詳細に述べていないが、『カダム仏教史：明灯』、
『ガンデン仏教史：如意樹という賢者を喜ぶもの』、『ガンデン仏教史：黄琉璃』、『新旧カ
ダム仏教史：心の荘厳』、『菩提道次第師資相伝承（下）』、『如意樹仏教史』にツォンカパは
60歳のときに、彼の指示にしたがって、弟子のジャムヤン・チュージェ（’Jam dbyangs
chos rje bkra shis dpal ldan/ 1379–1449）がデプン寺（’bras spungs）を建てたことを記述し
ている（KDCM, 743–744; GDCK, 72; GDCS, 104; KDCG, 110; LRLG, 656-657; CBHZ,
582–583）。ロサン・ツルティムの『ツォンカパ大伝』でも同様な記述が見られる（NTDG,
283）。



4. 主要な著作の執筆年代 25

3 月から工学に通暁したものを招集して、仏像などの作成に着工する56。
（52a5–53b6、和訳, 119）

〈34〉62歳戌年（1418）
ガンデン寺で密教や中観などの講義を行う。（54a1–3、和訳, 121）
夏と秋に、仏殿の回廊の壁画も完成し、『入中論釈：密意解明』の執筆も終
わる。（54a3–4、和訳, 121–122）

〈35〉63歳豚年（1419）57

春と夏の間に三蔵僧に『チャクラサンヴァラ・タントラ』の根本タントラな
どの講義を行い、『『チャクラサンヴァラ・タントラ』ルーイーパ流』の注釈
書を脱稿され、圓寂する。（54a5–66a3、和訳, 122–142）

4 主要な著作の執筆年代
『信仰入門』に言及されている主要な著作の執筆年については、以上の年譜から確定
する。

1. 1385–1387（29–31歳）
『般若波羅蜜の教えの論書『現観荘厳論』の注釈書並び善説の金の輪 上
（Shes rab kyi pha rol tu phyin pa’i man ngag gi bstan bcos mngon par rtogs
pa’i rgyan ’grel pa dang bcas pa’i rgya cher bshad pa legs bshad gser phreng,
stod cha）』 Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par,
tsa. 405fols, Toh. 5412.
『般若波羅蜜の教えの論書『現観荘厳論』の注釈書並び善説の金の輪 下
（Shes rab kyi pha rol tu phyin pa’i man ngag gi bstan bcos mngon par rtogs
pa’i rgyan ’grel pa dang bcas pa’i rgya cher bshad pa legs bshad gser phreng,
smad cha）』 Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol
par,tsha. 267fols, Toh. 5412.

56 密教の修道堂となるガンデンヤンパチェン（dga’ ldan yangs pa can）は 1415年に建築が
始まって、この年に完成した。

57『カダム仏教史：明灯』、『ガンデン仏教史：如意樹という賢者を喜ぶもの』、『ガンデン仏
教史：黄琉璃』、『新旧カダム仏教史：心の荘厳』、『菩提道次第師資相伝承』、『如意樹仏教
史』にこの年に、ツォンカパの弟子であるチャムチェン・チュージェがセラ寺を建てた
ことを記述している（KDCM, 748; GDCK, 101–1; GDCS, 138; KDCG,137; 110; LRLG,
665; CBHZ, 595）。ロサン・ツルティムの『ツォンカパ大伝』でも 1419年にチャムチェ
ン・チュージェがセラ寺を建てたことを読み取れる（NTDG, 320）。
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2. 1397（41歳）
『無上の教主である仏世尊に対して甚深なる縁起をお説きになったことを通
じて称賛する善説真髄（縁起讃）(Sangs rgyas bcom ldan ’das ’jig rten thams
cad kyi ma ’dris pa’i mdza’ bshes chen po ston pa bla na med pa la zab mo
rten cing ’brel bar’byung ba gsung ba’i sgo nas bstod pa legs par bshad pa
snying po）』In『小品集（bKa’ ’bum thor bu）』Tsong kha pa blo bzang grags
pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, kha. 3fols, Toh.5275.

3. 1401（45歳）
『菩提道次第広論（Byang chun lam rim chen mo）』 Tsong kha pa blo bzang
grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, pa, 523fols, Toh.5392.

4. 1402（46歳）
『菩薩戒の大註釈：菩提の正道（Byang chub sems dpa’i tshul khrims kyi rnam
bshad byang chub gzhung lam zhes bya ba）』Tsong kha pa blo bzang grags
pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ka, 108fols, Toh. 5271.
『秘密真言の戒の解説：悉地の穂（gSang sngags kyi tshul khrims kyi rnam
bshad dngos grub kyi snye ma）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal.
gsung ’bum, Zhol par ma, ka, 70fols, Toh. 5270.
『師に関する五十頌の解説ー弟子の望みを満たすもの（Bla ma lnga bcu pa’i
rnam bshad slob m’i re ba kun skong zhes bya ba）』Tsong kha pa blo bzang
grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ka, 29fols, Toh. 5269。

5. 1403–1405（47–49歳）
『成就法の設定の解説：吉祥なる秘密集の要点を明らかにする（rNam gzhag
rim pa’i rnam bshad dpal gsang ba ’dus pa’i gnad kyi don gsal ba）』Tsong
kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, cha, 81fols, Toh.
5290.
『勝者普遍主大金剛持の道の次第：全ての秘密の要点を分類する（rGyal ba
khyab bdag rdo rje ’chang chen po’i lam gyi rim pa gsang ba kun gyi gnad
rnam par phye ba）』（＝『真言道次第』）Tsong kha pa blo bzang grags pa’i
dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ga, 441fols, Toh. 5281.
『全ての魔に勝利するもの（’Jigs byed kyi sgrub thabs bdud las rnam rgyal
）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, tha,
15fols, Toh. 5337.
『吉祥金剛怖畏の善なる業四つの護摩悉地の海（dPal rdo rje ’jigs byed kyi
’phrin las bzhi’i sbyin sreg dngos grub kyi rgya mtsho）』Tsong kha pa blo
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bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, da, 28fols, Toh. 5347.
6. 1406（50歳）

『了義・未了義の区別する論書：善説心髄（Drang ba dang nges pa’i don
rnam par phye ba’i bstan bcos legs bshad snying po）』Tsong kha pa blo bzang
grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, pha, 114fols, Toh. 5396.
『根本中観頌般若と名づくものの解説：正しい論理の大海（dBu ma rtsa ba’i
tshig le’ur byas pa shes rab ces bya ba’i rnam bshad rigs pa’i rgya mtsho）』
Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ba, 218fols,
Toh. 5401.

7. 1410（54歳）
『グフヤサマージャ・タントラの釈タントラである四天女請問の詳説：プ
ラーナーヤーマの真実を明らかにする（dPal gsang ba ’dus pa’i bshad rgyud
lha mo bzhis zhus kyi rgya cher bshad pa srog rtsol gyi de kho na nyid gsal
ba）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ca,
47fols, Toh. 5285.
『グフヤサマージャ・タントラの智慧金剛集の詳説：タントラを説明する
あり方の教えをはっきり示す（dPal gsang ba ’dus pa’i bshad pa’i rgyud ye
shes rdo rje kun las btus pa’i）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung
’bum, Zhol par ma, ca, 60fols, Toh. 5286.

8. 1411（55歳）
『タントラの王である吉祥なるグフヤサマージャ・タントラの教え：五次第
を明らかにする灯明（rGyud kyi rgyal po dpal gsang ba ’dus pa’i man ngag
rim pa lnga rab tu gsal ba’i sgron me）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i
dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ja, 312fols, Toh. 5302.
『タントラの王である吉祥なるグフヤサマージャ・タントラの五次第の完
全なる座手引き（rGyud kyi rgyal po dpal gsang ba ’dus pa’i rdzogs rim rim
lnga gdan rdzogs kyi dmar khrid）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal.
gsung ’bum, Zhol par ma, nya, 58fols, Toh. 5314.

9. 1414–1415（58–59歳）
『世尊の勝楽なる輪の現観の詳説：如意牛（bCom ldan ’das dpal ’khor lo bde
mchog gi mngon par rtogas p’i rgya cher bshad pa ’dod pa ’jo ba）』Tsong kha
pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ta, 84fols, Toh. 5320.
『瑜伽自在者ルーイーパ流の勝楽の究竟次第の解説：悉地の穂（rNal ’byor
gyi dbang phyug l’u i pa’i lugs kyi bde mchog rdzogs rim gyi rnam bshad
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dngos grub snye ma）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum,
Zhol par ma, ta, 62fols, Toh. 5324.
『勝楽ルーイーパ流の究竟次第である大瑜伽自在者の導く次第の概説（bDe
mchog l’u i pa’i lugs kyi rdzogs rim rnal ’byor chen po’i khrid kyi rim pa mdor
bsdus）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma,
tha, 62fols, Toh. 5340.
『瑜伽ルーイーパ流の世尊輪律の明らかな大楽の成就法（rNal ’byor gyi
dbang phyug l’u i pa’i lugs kyi bcom ldan ’das ’khor lo sdom pa’i sgrub thabs
bde chen gsal ba）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol
par ma, ta, 37fols, Toh. 5323.
『グフヤサマージャ・タントラの詳説たる灯明の語義詳説の複註（gSang
’dus rgya cher bshad pa sgron ma gsal ba’i tshig don ji bzhin ’byed pa’i mchan
gyi yang ’grel）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol
par ma, nga, 476fols, Toh. 5282.
『グフヤサマージャ・タントラの詳説たる灯明の難点の決定をなす宝の芽
（gSang ’dus rgya cher bshad pa sgron ma gsal ba’i dka’ gnas kyi mtha’ dpyod
rin po che’i myu gu）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum,
Zhol par ma, ca, 138fols, Toh. 5284.
『全てのタントラの王吉祥グフヤサマージャ・タントラの根本タントラ、灯
明する詳説によって述べる略科文（rGyud thams cad kyi rgyal po dpal gsang
ba ’dus pa’i rtsa ba’i rgyud / sgron ma rab tu gsal bar byed pa’i rgya cher
bshad pas ’chad pa’i sa bcad bsdus don）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i
dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, ca, 32fols, Toh. 5283.
『菩提道次第小論（Lam rim chung ba）』58Tsong kha pa blo bzang grags pa’i
dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, pha, 201fols, Toh. 5393.

10. 1418（62歳）
『入中論釈：密意解明（bsTan bcoas chen po dbu ma la ’jug pa’i rnam bshad
dgongs pa ras gsal）』Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum,
Zhol par ma, ma, 267fols, Toh. 5408.

11. 1419（63歳）
『まとめている勝楽タントラを詳説する隠密の意味を明らかにする（bDe

58『信仰入門』に『菩提次第中論』について言及していないが、ロサン・ティンレー・ナム
ギェルの『ツォンカパ大伝』と『カダム仏教史：明灯』に、この年に『菩提次第中論』を
著したことを述べている（NTZJ, 259; KDCM, 703）。
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mchog bsdus pa’i rgyud kyi rgya cher bshad pa sbas pa’i don kun gsal ba）』
Tsong kha pa blo bzang grags pa’i dpal. gsung ’bum, Zhol par ma, nya,
238fols, Toh. 5316.

以上の考察によって、ツォンカパの生涯における重要なエピソード及び主要な著作
の年代をより正確に把握することができた。





付論 B『中論註：正理大海』訳註

ツォンカパはナルタン寺の僧院長であるクンガー・ギェルツェンから『中観思想の
六論書』の伝授を受けたが、当時のチベット寺院では、般若思想、論理学、上下アビ
ダルマ、律の議論のみが行われ、中観思想に関しての議論がなかったことがケートゥ
ジェの『信仰入門』から伺える59。ツォンカパより前に中観の見解を重要しているの
はレンダワぐらいであり、ツォンカパはレンダワから中観思想を学んだ。しかし、伝
記ではレンダワから『中論』の教えを受けたことについての記録はない。
ツォンカパは 40 歳から 41 歳までの間に、中観思想の最終的な確信を得て、『縁起
讃』60を著したことは『信仰入門』に示されている61。その後に 45 歳の頃に『菩提道
次第大論』を著した。そして、それから５年を立てからナーガールジュナ作の『中論』
に対する大註釈書を著した。それは『中論註：正理大海』である62。『中論註：正理大
海』の正式な題名は以下の通りである。

HLboMo)oLT`oO T<oWcTbVo1 >ZoJoXcZoVLo>cZo1 >oLT`o'MoLXHoV`<ZoJT`o,@oMO Vn（『根本般若
中論頌釈・正理の大海』）

ここでは本研究と関連する第 24章「聖諦の考察」における二諦説について、以下の
テキストを抜き出して和訳する。

D sde dge par ma, ba. Toh.5401. 243a3-255a1.
K sku ’bum par ma, ba. 243a3-255a1.
L bla brang par ma, ba.253b4-267a3.
T bkra shis lhun po par ma, ba. 236b2-247b6.
Z zhol par ma, ba. 234b4-246a5.

59 付論 A参照。
60 ツォンカパは文殊から教えを聞き、最終的な中観の見解を得たことについては福田（2018

2, 82–128）参照。
61 著作年代については、付論 A参照のこと。以下同様。
62 ツォンカパ以前の中論及び中論註などについては根本（2010）の付論 A参照。
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O2（T2FcWoJVo;oTK=ZoJT`oHdIo=cZoJVo1>oLn）

<A`ZoJoI`n TH`VoO T<o63<ZWoWZoLHcIo<A`Zo,@ZoJVoT@b<oJoWZoXcZoJVo[234b5]1 >oLVo
<Zb=ZoJZoHcT`oHdIo>b=oSHoLXHoJVo1 >Tdn n
HcoWo[L253b5]XcZo1 >oI`o<=oWoLHcIoJo<A`Zo'MoJVoT1 >cHoJT`oH1 >coLT`o[K243a4][D243a4]<R`o

[T236b3]U`IoWn1 qIo*VLo;= `oLHcIoJoH=oHdIoHMoJT`oLHcIoJoI`oHcoWZo0 >coLT`o=doLdTdn n
0 >c oLoZdoZdT`oHdIo[234b6]=cZoJVo1 >oLoWo<ZbMn[L253b6] P1 1 qIo*VLo;= ` oLHcIoJoH=on P2
HdIoHMoJT`oLHcIoJoLXHoJoH=on P3 LHcIoJo<A`Zo;= `o2F=Zo[K243a5][D243a5]=cZoL<KIo
[T236b4]JTdn n

O2註釈で付け加えた意味を確定すべきである

第二は、これに関して、『プラサンナパダー』に二諦説について詳しくは『入中論』
から知るべきであると説かれているので、その意味を少し説明しよう。
そのうち、所知は二諦を区別する基体であり、世俗諦と勝義諦はそれ〔所知〕から
区別する存在（=doLdn）である。
区別しているそれぞれの意味を説明するには三つ〔がある〕。P1 世俗諦〔の説明〕
と、P2勝義諦の説明と、P3二諦の数が確定していることを示すことである。

P1 1qIo*VLo;=`oLHcIoJoLXHoJn

H=oJdoWo<ZbMn Q1 1qIo*VLoH=oLHcIoJT`o<^ HT`oHdIoLXHoJoH=on Q2 1 qIo*VLoLHcIo
[L254a1]JT`oMOIoA`Ho[235a1]H=onQ3 1 qIo*VLoJT`oH1 >coLTdn n

Q1 1 qIo*VLoH=oLHcIoJT`o<^ HT`oHdIoLXHoJn

H=oJdoI`n TdoIo1 qIo*VLoI`o<=oLHcIoJoI`o<=oRcoIn HcoWo<Sb<ZoWo[K243a6][D243a6]Zd<Zo
Jo'MZo1 qIo[T236b5]*VLo<=o<`o=dVo[L254a2]LHcIoJVoT@d<oJT`o1 qIo*VLoI`n ?dZo'MZoWoV=o
LR`Io! =`Zo[235a2]2 )LoJT`oV=o<`o=doLdoMcHoJoWoUdHoJVo<^ Hd oTHd<ZoJT`oMoV`<oJoU`IoFcn H=dZo
JdoWoLHcIoJVo2)LoJoM`oZ D`HoJZo[K243b1][D243b1]LHcIoJVo[L254a3]T@d<oJoI`oL VdT`o=dVoU`Io
[T236b6]Wn LHcIoTP TIoM`IoJT`oLVdT`o=dVoLHcIoJVo<R<o645[oMcHoJT`o0 >`VoVdn n

63 D, K, T, Z: OT<o L:OT<Zo以後 D, K, T, Zでは全て O T<o<ZWn Lでは OT<Zo<ZWn で綴ら
れる。

64 D, K:LR<o L, T, Z: <R<o
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Hco[235a3]9KVoU=oT@b<oJoWZn

<F`oMb<oV=oLR`Io<^ H`Lo0 >`Vo1qIo*VLo<K cn n
HcZo<=o[L254a4]L>dZoMoLHcIoJVo<N=oHcoI`n n
[K243b2][D243b2]1 qIo*VLoLHcIoRcZoGbLoJoHcZo<Zb=Zo[T237a1]Fco65n n
L>dZoMVo! ^VoJT`oH=dZoI`o1 qIo*VLo5[Tdn n

RcZoZdn n
TH`VoT@b<o[235a4]T2F cWoWZn

Hc o9KVoVc oR`<o 66ZD`H oJT` oUIoW<o<`ZoUd=ZoZb oL<M YZoJoAdIoMd=ZoJo>Io! =` oMoV`<oJT` o

[K243b3][D243b3]HL=o<`Zo1 qIo*VLo;= `oLHcIoJo'MoJVo[T237a2]LR<o67<dn
HcoU=oAIoGdZoH=oV=oZ=Zo,@ZoH=o1>=o?bLoZcMZoHJToAdIo[235a5]Md=Zo[L254a6]Jo
>Io! =` oMoV`<oJoR=ZoJn T6q o1 >cHo<Sb<ZoL8FIoWoZd<ZoJT`oUdHoJoA`HoH=oTH I oLVo
[K243b4][D243b4]<S`<ZoJo'MZoWoI`oL>dZoMT`oV=oLR`IoU`Io[T237a3]! =`n LHcIoJo
I`oMoU`IoFcoLHcIoJVoM=dIoJVowV dMoJoMcHo[L254b1]JT`o0 >`VoVdn n
[235a6]1 >`ZoJo'MZoWoI`oZ ] oLVo1 >cHoJoU`IoWoHcoWZo<RIoJo'MZoWoI`o<^ ! oMoWoZd<Zo

Jo9KVo% cI o[K243b5][D243b5]>`=oTL DcWoLVoT1 ^=oLoA`Ho;= `Z o 681qI o*VLoNMo6q oT! ^Vo
[T237a4]Vdn n

RcZo<Zb=ZoJZoI`o1qIo*VLo[L254b2]LHcIoJoUdHoJVoT@d<oJo'MZo[235b1]MoV`<oJZoUdHoJVo
T@d<oJoH=on AdIoMd=Zo>Io! =`oMoV`<oJoR=ZoJT`oAIoV=oH=o1 >=o[K243b6][D243b6]ZcMZo;= `o
=dVo1qIo*VLo;= `oLHcIoJoM`oT@d<oJVo<K dIoJoM`IoIdn n
Hc o [T237a5]WoH=oJdT` o [L254b3], ! oMOIoI` oNVoLXHoJ o9KVoAdI oMd=Z oJ o>Io! =` oM oV`< o

[235b2]JoI` oLHcIoTP TIoU`IoJZoHcZoLSb=oLT`oHdIoGo<FHo6q oU=oM` oZ D`HoJT` o0 >`VoH=on 1 qIo
[K244a1][D244a1]*VLo;= `oLHcIoJoU`IoIoGo<FHo6qoUdHoJZo; ?LoJT`o0 >`VoVdn n

[T237a6][L254b4]HcZoIo?dZo'MZo1 qIo*VLo5[oUdHoJVoT@d<oJT`oT@d<oZT`o1 qIo*VLoU`IoIoI`n
[235b3]AdIoMd=Zo>Io! =`oMoV`<oJoWo1qIo*VLo5[o[K244a2][D244a2]1 >ZoJoHcoMoU`IoH<dZoJoU`Io
Idn n
<A`ZoJT`o, ! oMOIoI`oAdIoMd=Zo>Io! =` oMo[L254b5]V`<oJT`o1qIo*VLo[T237b1]R=ZoJo'MZoWn

<=o<`o=dVoLHcIoJVoT@d<oJT`oLHcIoRcIo! =`o1qIo*VLoMcHo[235b4]JT`o, !oMOIo! =`Zn T6qo1 >cHo'MZo

65 D:<Kco K, Z, L, T: Fco
66 D, K, T, Z: R`<o L: X`<o
67 D, K, T, Z: LR<o L: <R<o以後 D, K, T, Z: 'MoJVoLR<o L:'MoJVo<R<oで綴られる。
68 K, L, T, Z: ;=`Zo D:!=`Zo
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HcoH<o<`o[K244a3][D244a3]=dVoM`oLHcIoJVoL<^ +LZo;= ` o1 qIo*VLoLHcIoJoMoU`IoJVo[L254b6]Mo

69L<^ +LZoJT`o0 >`VoVdn n

HcZoIoHcoH<o<`o=dVo[T237b2]T6q o1 >cHo'MZo1 qIo*VLoNMo6 q o<Zb=ZoJZoI`n HcT`o=dVo1 qIo*VLo
[235b5]H=oLHcIoJo<A`Zo;= ` oI=oIZoLHcIoJVo<R<o5[oMcHoJZoNMo[K244a4][D244a4]! =` o<^ HZo
I`oLHcIoJo[L255a1]<>dHo;= ` o1 qIo*VLoLHcIoJo<>dHoJo<oWoU`In Hc o9KVo 70Io1qIo*VLoLHcIo
JT`oLHcIo[T237b3]ObWoI`oMoV`<oJT`o1 qIo*VLoJT`o=doNMo6 q oU`IoJZn S Vo[235b6]LT`o<8 q=oWZn
[L255a2]1qIo*VLo5[oLHcIoJZo1qIo*VLoLHcIoJTdn n RcZo<Zb=Zo[K244a5][D244a5]JoI`oMoV`<o
Jo1qIo*VLoJT`o=dVoLHcIoJoWo1 >T`oGo<FHo6qoLHcIoJVo2)LoJoWoM`o1 >o<K cn <RIo[T237b4]6qoIoV=o
<`oMOIoA`Ho;= `Zo2)LoJoGo<FHo[L255a3]6 q oU=oM`o[236a1]Z D`HoJT`oWb<ZoH=oT<WoLT`o0 >`VoH=on
LHcIo2 )LoT<d<oJoH=oLHcIoMcHo<^ +Lo[K244a6][D244a6]Jo'MZoGo<FHo6qo1 >cHoIoGo<FHo6qoLHcIoJVo

2)LoJoT@d<oJoM`oTGHoWn M`o1 >cHoIoHdIoHMo6 qo[T237b5]U=o[L255a4]1 >VoM`oVb=oLZo'Mo<R<oHco
[236a2]'MZoM`oZD`HoJVoT! ^VoLT`o0>`VoVdn n
TdoIo?dZoA`HoH=oLH<o<A`ZoLHcIoTP TIo1 qIo*VLoJT`o[K244b1][D244b1]=dVoLHcIoJZo1qIo*VLo
LHcIoJVoT! ^VoVdo<FMoIn LHcIoTP TIo1 qIo[L255a5]*VLoJT`o=dVoLHcIo[T237b6]JoNMoR`<oWo1 qIo
*VLoLHcIo[236a3]JVoT@d<oIn Hco9KVoT! ^VoMdHo;==oHco9KVoI`oM`o<l HT`o1 qIo*VLoLHcIoJT`oLHcIoZo
Hco1 qIo*VLoJo<=o<`o=dVo[K244b2][D244b2]LHcIoJT`o1qIo*VLoJoH=oHcT`o=dVoLHcIo[L255a6]ObWo
LXHoJoNMoU`IoJT`o0 >`VoVdn n

P1世俗諦の説明

第一〔世俗諦〕には三つが〔ある〕、Q1世俗と諦の語義を説明することと、Q2世俗
諦の定義、Q3世俗なるものの分類である。

Q1世俗と諦の語義を説明すること

第一〔世俗と諦の語義を説明すること〕は、世俗とは何か、諦とは何かと言うのな
らば、そのうち、色などは、いかなる世俗の知にとって諦であると設定されていると
ころの世俗というのは、諸法において自性によって成立している自らの在り方がない
ながら、あると増益している無明である。なぜならば、事物において真実成立はあり
えないので、真実として設定しているのは、知にとってであり、真実執着でない知に
とっては真実であると設定することがないからである。
以上のように『入中論』に、

69 K, L, T, Z: Mo D:M`o
70 D, K: 9Ko T, L, Z: 9KVo
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愚痴は自性を覆うがゆえに世俗である。すなわち、それ（愚痴）によって作ら
れたものが真実なものとして顕れているところのそれは、世俗諦であると牟尼
はお説きになった。作られたものとなっている事物は世俗である71。

と説かれている。
『入中論』自註に、

そのように、輪廻の〔十二〕支が完全に集められる有染汚の無明の力によって
世俗諦を設定する。
それについても、有染汚の無明を断じている声聞と独覚の〔阿羅漢〕、〔第八地以
上の〕菩薩たちは行である鏡像などが存在しているのと同じようにご覧になっ
ているのは、作られたものの存在であって、諦ではないのである。なぜならば、
〔彼らが〕諦として直接に信じることはないからである。
凡夫などに対しては欺かせるものであるが、それ以外の者たちに対しては、幻
などのように、縁起していることによって単なる世俗になるのである72。

とお説きになっていることは、世俗諦が存在していると設定しているものは無明に
よって存在すると設定しているのであって、有染汚の無明を断じている声聞、独覚、菩
薩の知にとって世俗諦を設定しないのであると示しているのではないのである。
そのうち、第一の理由は、前に説明した通り、有染汚の無明は真実執着であるので、
それによって把握される対象は言説においてさえ存在し得ないからであり、世俗諦で
あるものは、言説において存在しているものだからである。
したがって、諸法を世俗において存在しているものと設定するときの設定基体（T@d<o
Zn）である世俗は、有染汚の無明をさして世俗であると言うときのその〔世俗〕では
あり得ない。
第二の理由は、有染汚の無明の〔意味での〕世俗を断じた〔聖者〕たちには、〔対象
を〕諦であると設定するところの、諦であると思い込む（LHcIoRcIn）〔知である〕世俗
（＝無明）が存在しないことを根拠にし、諸行（T6 qo1 >cHn）は、かれらにとって諦ではな
いと論証されるのであり、世俗諦ではないと論証されるわけではないからである。
したがって、彼ら〔聖者たち〕にとって諸行などは世俗のみであるとお説きになっ
ている。それゆえ、その〔聖者たち〕にとっては世俗と諦という二つのうち、諦であ
ると設定されることないので、「唯」という語は諦であることを退けているのであり、

71 MAK, 6.28, 7: mohah. svabhāvāvaran. ād dhi sam. vr.tih. satyam. tayā khyāti yad eva kr.trimam |
jagāda tat sam. vr.tisatyam ity asau munih. padārtham. kr.takañ ca sam. vr.tih. || MAKt, 205b2–3.

72 MABh,107.17–108.6（255a1–3）.
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世俗諦であることをなぜ退けているのであろうか。以上のように、世俗諦の諦の在り
方は無明である世俗の知にとってのみであるので、チャンドラキールティのテキスト
に世俗として諦であるので、世俗諦である73とお説きになっているのは、無明である
世俗の知にとって諦であることをさしているのであって、言説において真実成立であ
ることをさしているのではないのである。なぜならば、さらに言うならば、自らの特
質によって成立しているものは言説においてさえもありえないという学説と矛盾する
からであり、真実成立を否定し、真実〔成立は〕存在しないことを論証することなど
は言説であるとするのならば、言説において真実として成立しているものを設定する
ことは不合理である。また、もしそうでないのならば、勝義においてもまた不合理で
あるので、それらの設定はありえないことになってしまうからである。
それでは、法性と二我は真実執着である世俗の知にとって真実であるので、世俗諦
であることになってしまうのであると考えるならば、真実執着である世俗の知にとっ
て唯の真実であるものを世俗諦であると設定するのならば、そのようになってしまう
のであるが、そのように主張しないのである。世俗諦のその諦の基体は如何なる世俗
の知にとって諦であるかという世俗とその知にとって諦である在り方を単に説明して
いるだけであるからである。

Q2 1 qIo*VLoLHcIoJT`oMOIoA`Hn

<A`Zo[T238a1]JoI`n 0 >` oI=o<`oH=dZoJdo[236a4]TH`o'MZoVcoVc oWoU=oHdIoHMoJoH=o1qIo
*VLoJT`o=doLdo<A`Zo<A`ZoUdHoHcoHcoU=o2 ^o2q o9KoLbo<>`<oWoMO VIoIn XcZo[K244b3][D244b3]1 >o
[L255b1]U=oH<oJoHco;doIT`oHdIo<S`<ZoJT`oV`<ZoXcZo;= `Zo8FcHo74JT`o[T238a2]2 ^o2qT`o=doLdoH=on
XcZo1 >oLQWIoJo[236a5]Z]oLT`oHdIoT@WoLT`oGo<FHoJT`oXcZoJZo8F cHoJT`o2 ^o2 qT`o=doLdTdn n

HcT`oNoMoI`o2 ^o2 qT`o[L255b2]HdIoHMoLHcIoJT`o=doLdoU`IoWo0>`oMoI`o[K244b4][D244b4]2 ^o2qT`o1qIo
*VLoLHcIoJT`o=doLdTdn n
Hco9KVoU=oT@b<oJo[T238a3]WZn

H=dZo1qIoU=oH<o[236a6]LQWIoJo75MGd=oLoU`Zn n
H=dZo8F cHo=doLdo<A`ZoI`oTP TIoJVo[L255b3]T! ^Vn n
U=oH<oMGd=oUbWo<=oHcoHcoA`HoHcn n

73 PSPD, 493.5: lokasam. vr.tyā satyam. lokasam. vr.tisatyam. / PSPDt, 163b2: T@`<o% cIo! =`o1qIo*VLo
5[oLHcIoJoI`n n T@`<o% cIo1qIo*VLoLHcIoJo<Kcn（世間の世俗諦とは、世間〔の〕世俗諦である。
すなわち）という言葉がある。

74 D, K, L, Z: 8FcHo T: 8FHo
75 D, K: Jo L, T, Z: JT`o
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MGd=oLoLQWIoJo761 qIo*VLoLHcIo[K244b5][D244b5]JVo<Zb=Zn n

RcZoZdn n
TH`ZoI`o2 ^o2 qT` o=d oLdo[T238a4]WoLHcIoJo<A`Zo;= ` o=d oLdo<A`Zo[236b1]UdHoJT`oHdIoHMoI`oXcZo

[L255b4]JoNoMoH=o1 qIo*VLoI`oXcZoJo0 >`oMZo8F cHoJVo<K dIo! =`n 2 ^o2qT`o=doLdo<>`<oA`HoXcZoJoNo0>`o
<A`ZoWo9K dZoIZo[K244b6][D244b6]LHcIoJo<A`ZoZbo<K dIoJoM`IoFcn T@b<o[T238a5]T2F cWoWZn

H=dZoJdoGMZo>Ho;= `oV=o<`o[L255b5]=doLdo'MoJo[236b2]<A`ZoAcoLVoL<KIoFcoTH`o9Ko<K co1 qIo
*VLoH=oHdIoHMoJTdn n

RcZoH=dZoJdoVcoVcT`o=doLdoWo<A`Zo<A`ZoZbo0 >coIZoHdIoHMoJoI`o[K245a1][D245a1]U=oH<oJT`oHdIo
<S`<ZoJT`o[T238a6]XcZoJoH=on 1 qIo*VLo[L255b6]I`oLQWIoJoMGd=oLT`oXcZoJZo8F cHoJVo<Zb=Zo
Zdn n

[236b3]2 ^ o 2qT` o ?dZ o A`H o I` o HcT` o V= o LR`I o U`I o JZ o HcT` o =d o Ld o RcZ o 1 > o W o 2 ^ o 2qT` o ; o
[K245a2][D245a2]Hd< o H= o H1 >`LZ o W o Zd<Z o J o U= o 2 ^ o 2 qT` o LH< o A`H o U`I o JZ o HcT` o =d o
[T238b1][L256a1]LdTdn n
MOIo<R`oLbMoJo9KoLboR`<o77XcZo1 >oLQWIoJoZ ]oLT`oHdIo6 qo=cZoJoWo<R`oHcoWo[236b4]LHcIoJVoTP TIo

JT`oRcIoUbWoV`<ZoXcZo;= `ZoZbIo0 ^=oLT`o[K245a3][D245a3]9KoLo8F cHoH<dZo[L256a2]Fcn LHcIoJo
V`<ZoJZoMo;c<ZoJVoLQWIoJoOHoMZoM`oT2 )Lo[T238b2]JT`o0 >`VoVdn n
HcZoIo<R`oHco1 qIo*VLoLHcIoJT`oHdIo6 qoL VdZoT2)LoJoI`oHdIoHMoJVo[236b5]UdHoJoL VdZo;c<ZoJoWo
=cZoJVo9K dZoZdn n

[L256a3]LbMo<NMo[K245a4][D245a4]WoZd<ZoJo1qIo*VLoLHcIoJoU`IoU=on78HcoH<oL VdZo2 )LoJo
Io1qIo*VLoLHcIoJT`oHdIoL VdZo[T238b3]T2)LoM`oH<dZoFcn LbMo<NMoZd<ZoV=oLR`Io! =`ZoMcHoLR`Io
6qo<N=oLT`o<^ !oMo[236b6]9KoLboU`IoU=o[L256a4]HcoH<o2 )LoJT`oL VdZo<^ !oMo[K245a5][D245a5]9KoLbT`o

HdIoT2 )LoM`oH<dZoJoLR`IoIdn n
HcT` o0 >`V oHLb oMT` o9K oL oMcH oJT` oZd o<\ @cT` oXcZ o=d oW o9K dZ oFc oLbM o<NMoZd<Z o1qI o [T238b4]*VLo
LHcIoJoH=oTK<ZoJoWo9K dZoFc oHdIoHMo[L256a5]LHcIoJVo<l H oLoI` o[237a1]V`<ZoJoMoU`IoFcn
[K245a6][D245a6]T@b<oT2F cWoWZn

HcoWoZdoZdo<\ @coLdo'MZo;= `oHdIoHMoJo<=oU`IoJoHcoA`HoTK<ZoJo<N=oLoH=oL>ZoJT`o\@ dHoUbWo
>Io'MZo;= ` o1 qIo*VLoNMoU`Io[T238b5][L256a6]Wn HcT`oV=oLR`Io<K d=o[237a2]JoA`Ho
<=oU`IoJoHcoI`oHco'MZo;= `oHdIo[K245b1][D245b1]HMoJTdn n

76 D, K, L, T, Z: JT`o
77 D, K, T, Z: R`<o L: >`<o
78 D, K, L, T, Z: ;==on 以後 D, K, L, T, Zは;==と綴られる。
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RcZo<Zb=ZoJoWZoLSVd<oIZo<l HoLoU`IoJT`o0 >`VoVdn n
ZdoZdo<\ @c oLdo'MZo;= `ZoI`oLbMoJoWoZd<ZoJoWoLHcIoJVo[L256b1]TPTIoWoHcoA`HoHdIoHMoJVoUdHo
JVoTP TIo[T238b6]Jo[237a3]U=oU`IoJZn HcoH<o<`oXcZo=doHcoWo[K245b2][D245b2]9K dZoFcoLbMo
Zd<Zo'MZoHdIoHMoJVo2 )LoJoU`Io! =`o1qIo*VLoJT`oHdIoM`IoIdn n
HcoH<o<`o=dVoHdIoHMo[L256b2]JVo2)LoJT`o<R`oLbMoJoWoZd<ZoJo'MZoTK<ZoJT`o, !Ho;= ` o<N=o

[237a4]Lo<^!oMo9KoLbT`o[T239a1]HdIo<S`<ZoJoWo[K245b3][D245b3]9KdZoIZo1 qIo*VLoJoU`IoIdn n

XcZoJoHcoWo9K dZoIoLHcIoJVo<R<o5[oMcHoJZo1qIo*VLo[L256b3]NMoRcZo<Zb=ZoZdn n
Hc o9K oIT= oHc oH< o<` oV= oLR`I oHdI oHM oLHcI oJV o<Zb=Z oJZoLbM oZd<Z o1qI o [237a5]*VLo
H=o[T239a2]Hc oH<o<` oV=o[K245b4][D245b4]LR`IoTK<ZoJT` oHdIoHMoMd oRcZo0 >c oIZoL$ dH o
JVo1>T`n LbM oZd<Zo [L256b4]TK<ZoJoWoHdI oHMoMd oRcZ o<l H oLV oM` o1 > o<K cn HcT` oU=o
[237a6]H<oJT` oHdIoMGd=oLT` oV`<ZoXcZo;= `ZoLbMoZd<ZoMo8F cH oJT` o0 >`V oH=on U=oH<oJT` o
HdIo[D245b5][K245b5][T239a3]MGd=oLT`oV`<ZoXcZo;= `Zo8F cHoJoHdIoHMoLHcIo[L256b5]JT`o
MOIoA`Ho6qo<Zb=ZoJT`o0 >`VoVdn n

Q2世俗諦の定義

第二〔世俗諦の定義〕は、これら内外の実在のいずれにも、世俗諦と勝義諦という
二つずつのあり方（=doLdn）がある。それについて芽のようなものを例にすると、正しい
所知すなわち真実義の対象をご覧になる正理知によって得られる（＝認識される）芽
のあり方と、虚偽なる所知すなわち欺く対象を量る言説知によって得られる芽のあり
方とである。
このうち前者は、芽の勝義諦のあり方であり、後者は、芽の世俗諦のあり方である。
以上のように『入中論』に、

全ての事物は真実を見る〔知〕と偽りを見る〔知〕によって、存在が認識され
る。〔したがって、全ての事物は〕二つのあり方を持っていることになる。正し
い知を見る対象であるもの〔それ〕は真実（tattva）であり、誤った認識の対象
は世俗諦であると〔世尊が〕お説きになった79。

と述べている。
これ〔偈〕によって芽というもの（=doLdn）に二諦のあり方がある〔のうち、〕勝義は
前者の知であり、世俗は後者の知にとって得られると示すのであって、芽という一つ
の在り方を前者と後者との二つ〔の知〕に関して二諦として示しているのではないの

79 MAK, 6.23, 7: samyagmr.s.ādarśanalabdhabhāvam. rūpadvayam. bibhrati sarvabhāvāh. |
samyagdr.śām. yo vis.ayah. sa tattvam. mr.s.ādr.śām. sam. vr.tisatyam uktam || MAKt, 205a5–6.
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である。すなわち、『入中論自注』に、

一切の実在の二種類の自性が示されている。すなわち、世俗と勝義である80。

と各々の実在のあり方において二つずつに分けたうち勝義のものというのは、正しい
対象をご覧になる知と、世俗は虚偽なものを見る知によって得られると説かれている。
芽の法性はそれ〔芽〕の自性であるので、それのあり方というのであるが、芽の色
と形などもまた芽の自体であるので、それの在り方である。
述定されている壺のようなものは、虚偽なる所知すなわち欺く対象として確定する
ために、その基体に対して真実であると捉える知の思念対象は正理知によって否定さ
れる見解を得る必要がある。なぜならば、真実なものが正理によって否定されずに虚
偽なものは量によって成立することができないからである。
したがって、その基体が世俗諦の意味（HdIn）として知によって成立するのは、勝義
として存在していることが知によって否定されることに必ず依る。
壺、布などは世俗諦であるけれども、それらは知によって成立している時、世俗諦
の意味が知によって成立する必要はないのである。なぜならば、壺、布などは自性に
よって存在しないのに、幻のように顕れているのであるが、それらを成立している知
によって幻のようにという意味が成立する必要はないのと同様である。
したがって、中観の見解を持っていない凡夫の知にとっては壺、布などは世俗諦で
あって、聖者にとっては勝義諦であると主張するのは正しくないのである。『入中論
釈』に、

そのうち、それぞれの凡夫の勝義であるものその同じものが、顕れを伴う活動
対象を有する（顕れを活動対象としている）聖者たちにとっての唯世俗であり、
その同じもの〔唯世俗〕が空であるというそのことが、それら〔諸々の聖者に
とって〕の勝義のものである81。

と説かれているテキストの真意を逆転して語っているからである。
凡夫は壺などを真実として執着する。また、それ〔壺〕が勝義としても存在してい
ると捉えるので、彼らの知にとっては、壺などは勝義として成立しているのであって、
世俗の対象ではないのである。
彼らにとって勝義のものとして成立している基体である壺などは、聖者の心相続が
幻のように顕れている対象をご覧になっていることに依って世俗である。その知に依
るのならば、諦であると設定することがありえないので、単なる世俗であると説かれ

80 MABh, 102.14–15（253a6）.
81 MABh, 108.13–16（255a5）.
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ているのである。
そのようであっても、それらの自性は勝義諦であると説かれているので、壺などは
世俗であり、それらの自性は聖者の勝義であると言って分けて述べるべきであって、
壺などは聖者にとって勝義であると主張すべきではないのである。なぜならば、それ
〔聖者〕の正しい対象を見ている正理知によって壺などは得られているのではないので
あるからである。正しい対象を見ている正理によって得られている対象が勝義諦の定
義であると説かれているからである。

Q3 1 qIo*VLoJT`oH1>coLn

<ZbMoJoI`n XcZo1 >oLQWIoJoZ ]oLT`oHdIoMGd=oLT`oXcZoJoWoU=oVLoV`LoWoZd<ZoJT`oTK DWo

! =` oT< (Wo, !ZoMo[237b1]Z VHo82JT`o[K245b6][D245b6]HL=oJdo<ZWo[T239a4]LT`oXcZoJoH=on

[L256b6]TKDWo! =`oT< (Wo, !ZoLZ VHoJT`oHL=oJdo<\ @dIo>Io! =`oXcZoJo<A`ZoU`IoWoHcoI`oNoMoWo9K dZoIZo

Wd<oJT`oXcZoJVoLR<o<dn
Hco9KVoU=oT@b<oJoWZn

MGd=oLoLQWIoJT=o[K246a1][D246a1]'MoJo<A`Zo[237b2][L257a1]THdHoHcn n
[T239a5]HL=oJdo<ZWoH=oHL=oJdo<\ @dIo9MIoIdn n
<\ @dIo9MIoHL=o>Io'MZo;= `o83XcZoJoI`n n
HL=oJdoWc<Zo! ^VoXcZo9K dZoWd<oJVoTHdHn n

>cZo<Zb=Zo[L257a2]Zdn n
UbWo>Io[K246a2][D246a2]WoWd<oMoWd<o<A`ZoZbo0 >c oLoHcoLR`Io6 q oHcT`oUbWoWo[T239a6]U=o

[237b3]U=oH<oH=oWd<oJo<A`ZoZbo84<Zb=ZoFcn TK DWo! =`oT< (Wo,!T`o<IdHoJoMcHoJT`oHL=oJdo6 ,<o

<`oXcZoJZoLSb=oLT`o[L257a3]HdIoH=on TK DWo! =`oT< (Wo, !T`o<IdHoJoUdHo[K246a3][D246a3]JT`o

HL=oJdo6,<o<`oXcZoJZoLSb=oLT`oHdIoIdn n
[T239b1]Hco9KVoU=o[237b4]T@b<oJoWZn

<IdHoJoMcHoJT`oHL=oJdo6 ,<o'MZo;= `Zn n
LSb=oLo<=oR`<o[L257a4]T@`<o% cIo! =`Zo% d<ZoFco85n n
T@`<o%cIoA`HoWZoLHcIoU`Io9Z<oMoI`n n

82 D, K, T, Z: Z VHo L: LZ VHo
83 K, L, T, Z: ;= `o D:!=`o
84 L,T: <A`Zo D, L, Z: <A`ZoZbo
85 D, K, T: Hco L, Z: Fco
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[K246a4][D246a4]T@`<o%cIoA`HoWZoWd<oJVo'MoJVoLR<n

>cZo<Zb=ZoZdn n
HcoWo[T239b2]HL=o[237b5]JdoWo<IdHoJT`o<\ @dIoI=oIoUdHoJoI`o[L257a5]VLoV`LoH=oM`<oZcVo
WoZd<ZoJoH=oHo6 qoVoSdZoJoWoZd<ZoJTdn n
HL=oJdoWo<IdHoJT`o<\ @dIo[K246a5][D246a5]0 >` oIoUdHoJoI`n McoWd=oH=oL D<oKb<oWoZd<ZoJo
IZo<^ HoL$dHoJoH=oZdZo:T`o86A`oMT`o[237b6]TdHoScVo[T239b3]1 >coMo[L257a6]<\ @o87LdT`oUbWoH=oAco
LVo! ^VoJoWoZd<ZoJo<K cn HcoH<oI`oHL=oJdoWo<IdHoJT`o<\ @dIoI=oIoUdHoJoH<oMcHoJVo<Sb<Zo
[K246a6][D246a6]L8FIoH=oL D<o?oH=o<R `<o, !oWo?boWoZd<ZoJVoTP TIoJT`o, !VoT! ^VoVdn n

HcoLR`Io[L257b1]6 q o[238a1]M`<oT0 (WoM;IoWoZd<Zo[T239b4]JZo<k @VoLT`oN<ZoH=o<RIoWo
Zd<ZoJoU=oXcZoJVo1 >Tdn n
U`Ho;= `oHL=oJdT`o<IdHoJoI`oHcoH<o[K246b1][D246b1]H=o2 )LoMGToWd<oJoH=o<FIoO T<Zo9KVo
<N=oH=o<A`Ho[238a2];= `o<IdHo[L257b2]JoZd<ZoZdn n
Hco9KVoIoGd<oMoMcHoJoIZo8 q<ZoJT`o[T239b5]LH<o5[oTP TIoJo<A`Zo;= ` oMoV`<oJoWoZd<ZoJZo
LZVHoJT`o<IdHoJoI`oTH`Vo<IdHoJT`o, !VoM`o[K246b2][D246b2]<Sb=o<`NVoLXHoJo9KVo! =` oTK DWo

[L257b3]! =`oHL=oJdoWo[238a3]<IdHoJT`oT< (Wo, !o'MZo<Sb=o=don n

Hco9KoLbT`o<IdHoJoMcHoJT`oXcZoJo[T239b6]6,<o<`ZoLSb=oLT`o1 qIo*VLoJT`oHdIoH=on HcoWZoLS Vd<o
JT`oHdIoWoU=oH<oH=oWd<oJVoT@d<o[K246b3][D246b3]JoI`oT@`<o[L257b4]% cIoJT`oXcZoJo;doIo
Wo9K dZo[238a4]IZoU`IoFcn HcoH<o@`o9KVo<N=oLo9KVo! =`oHdIo6qoUdHoJoWoT@`<o% cIoJT`oXcZoJZo<IdHo
[T240a1]JoMcHoJoH=oUdHoJT`o0 >`VoVdn n
TK<ZoJoWo9K dZoIZoI`oU=oH<oH=oWd<o[L257b5]Jo<A`ZoZboMcHoHcn [K246b4][D246b4]@`o
9KVo<Sb<ZoL8FIoWo[238a5]Zd<ZoJo<N=oLo9KVo! =`oHdIo6qoMcHoJoLR`Io6 qn MoV`<oJoH=o9MIoJo'MZo
WoN dIoJdoWoZd<Zo[T240a2]JoV=o<`oMOIoA`Ho;= `Zo2 )LoJVo<N=oLoU=o<N=oLo9KVo[L257b6]! =`oHdIo6qo
McHoJT`o0 >`VoVdn n
HcT`o0 >`VoXcZoJoHco[K246b5][D246b5]<A`Zo[238a6]WoT< (WoMoT< (WoU=oH1 >cVoMcHoHdn n
TdoIoHL=oJdo<Sb<Zo>IoWoTK DWo! =`o<IdHoJoUdHoJZoUbWoWd<oJVo<N=oLo[T240a3]H=on U`Ho
;= `oXcZoJo[L258a1]Wo<A`HoWoZd<ZoJT`o<IdHoJoUdHoJZo[ `oWMo6qoM`Vo<N=oLoZd<Zo[238b1]WoM`o
WoZd<Zo[K246b6][D246b6]JVoTP TIoJoH=on ZHoJT`o6qZoZbo<^ ! oMT`o%o2V=o<`o<N=oLoWo%o2 V=o

H=o<R `<o[L258a2], !o?bVo<N=oLoWo?bVoTP TIoJT`oUbWo'MZo[T240a4]0 >`Io>`oWd<oU`IoJVoT@`<o% cIo

JT`oL VdoV=oH<ToLZo;==o%d<ZoMdHo;==on U`HoWo2 )Lo[238b2]MGTo=Io[K247a1][D247a1]JT`o
<IdHoJoUdHoJZoWd<oJVoLSb=oLT` oHdIo'MZoT@`<o[L258a3]% cIoJT` oL Vd oV=oH<ToLZo0 >`Io>` o
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Wd<o5[o@`o9KVo%d<ZoXcoIo88[T240a5]TH`Vo<IdHoJoUdHoMcHoH/ >dHoJT`o<IdHoJoI`o9ZIo<\ @cZo;= `Zo0 >`Io
>` oWd<o[K247a2][D247a2]5[ oTP TIoJT` o<IdHoJo[238b3]WoM` o1 >cH oJZn 2)LoMGTo=IoJZo
[L258a4]LF<ZoJoI`o2)LoMGZoL VdoL<^ !VoLo;doIZoWd<oJVoLF<Zo89JT`o<N VoLdoWoZd<ZoJoU`IoWn

[T240a6]HcoH<o0 >`Io>`oWd<o5[oT@`<o%cIoJT`oL VdoV=oH<ToLZoM`o[K247a3][D247a3]%d<Zo;==oHco;do
IoA`HoWoM=dIo[238b4]6qoMo0 >d<ZoJT`o[L258a5]Go<FHoJT`oOHoMZoWd<oJVo% d<ZoIn T@`<o% cIo
JT`oXcZoJZoWd<oJVo% d<ZoJoU`IoIdn n
LH<oTPTIo9ZIo<\ @cZo[T240b1]<A`Zo;= `ZoLSb=oLT`oHdIo9KoLboI`n <IdHoJo[K247a4][D247a4]McHo
JT`oHL=oJdZo[L258a6]LSb=oLoRcZoJoU`IoWn[238b5]T@`<o% cIoJT`oLZMoJoV=oH<ToLoWo9K dZo
IZoU=oH<oJTMoLHcIoJoU`IoMdHo;==oGo<FHo6 qoU=oMcHoHdn n
HLboMoV=o, !HoJo<=oH<oXcZoJo[T240b2]V=o<`oMOIoA`Ho;= `Zo[K247a5][D247a5][L258b1]2 )Lo

JVo<N=oLoI`o<N=oLo9KVo6 q oUdHoJVo=cZoJZoUbWo[238b6]>IoWoU=oH<o90 H=oWd<oJo<A`ZoM`o
T1 >cHoJVoUbWo6q o<N=oLoWo@` o9KVo<N=oLo9KVo! =` oV=o<` oMOIoA`Ho;= `ZoUdHoMcHoT1 >cHoJo'MZoI`n
[L258b2]LHcIo<A`ZoWZn

<N=o[T240b3]6 qo[K247a6][D247a6]THIoU=oHdIo1 >cHoH< n
7 qZoJT`o0 >`VoH=oM`o7qZo0 >`Vn n
U=oH<oU=o[239a1]H<oMoU`IoJT`n n
1 qIo*VLo;= `oI`oH1 >coLo1 >Zn n

RcZo<Zb=ZoJo9KVoLRcHoHdn n
[L258b3]Wb<ZoTH`oI`oMoV`<oJoH=o9MIoJoWoV=o<`oMOIoA`Ho;= `Zo2 )Lo[K247b1][D247b1]JVo
<=o<N=o[T240b4]LoGMZo>HoXcZoJoHcoMoV`<oJZo[239a2]LZVHoJT`o<N=oLVoLRcHoJZn 1qIo*VLo
JT`oHdIoWoU=oH<oJoH=oWd<oJo<A`Zo[L258b4]ZboM`oT1 >cHoHdn n
TH`VoT@b<oT2F cWoWZn

<=oR`< o1qI o*VLo5[ oU=oLQWIoJoHc oI` o1qI o [K247b2][D247b2]*VLo;= ` oLHcI oJoMoU`I o
[T240b5]Ido

RcZo<Zb=ZoJoI`oL&o[239a3]Wo1 >=oLT`oT@`<o% cIoJT`o1 qIo*VLo;= ` o=dVn 1 >HoLR`Io[L258b5]! =` o
<Sb<ZoL8FIo9KoLboHco1 >Ho91LR`Io6 qoM`oLHcIoJZoHcoWo9K dZoJT`o1 qIo*VLoLHcIoJoM`IoIdn n
Hco9KoIT=oXcZo1 >oLQWIo[K247b3][D247b3]JoZ ]oLT`oHdIoMGd=oLZo[T240b6]8F cHoJT`oHdIoI`o

[239a4]U`IoJZo1 qIo*VLoLHcIoJTdn n

88 D, K, T, Z: XcoIo L: RcoIo以後 D, K, T, Zは XcoIと綴られ、Lは RcoIと綴られる。
89 D, K, T, Z: LF<ZoL: L%<Zo
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[L258b6]<Sb<ZoL8FIo<N=oLT`oXcZoJo<N=oUbWoWoT< (WoLoLR`Io6qn MoV`<oJoH=o9MIoJo
'MZoWoN dIoJdoWoZd<ZoJoV=o<`oMOIoA`Ho;= `Zo2)LoJVo<N=oLo[K247b4][D247b4]U=o<N=oUbWo
[T241a1]WoT< (WoJVo[239a5]MOb=ZoZdn n

[L259a1]<RWo1 >oLHcIoJoT@d<oIoHco9KVoT< (WoLoHcZoT@d<oJoT<WoU=o<RWo1 >oLQWIoJoT@d<oJo
WoHcoA`Ho2Fd<ZoZboT2F doLoU`IoIdn n
Hc o9K oM oU`I oI o<^ ! oM o9K o [L259a2]LbT` oHdI oH=oLQWIoJo'MZo [K247b5][D247b5]Go<FHo6q o

[T241a2]T@d<o[239a6]H<dZoJZo1qIo*VLoLHcIoJoM`oZ D`HoJVoT! ^VoFcn Go<FHo6 q oM` oLHcIoIo
1 qIo*VLoLHcIoJVoT<WoLT`o0 >`VoVdn n

Q3世俗の分類

第三〔世俗の分類〕は、虚偽なる所知すなわち欺く対象を見ている知についてもま
た眼病などの一時的な迷乱の原因によって汚されていない明晰な感覚器官の知と、一
時的な迷乱の原因によって汚された過失を有している感覚器官の知という二つの知で
ある。それ〔後者〕は前者に関して誤った知であると設定されている。
以上のように『入中論』に、

虚偽な知に関してさらに二種類があると主張する。すなわち、明晰な感覚器官
と欠点のある感覚器官である。欠点のある感覚器官を持つ人たちの知は、正し
い感覚器官の知に関して誤っていると主張しているのである92。

とお説きになっている。
対象を持つもの（知）について誤ったものと正しいものの二つに分けるのと同様に、
対象についても正しいものと誤ったものの二つ〔に分けられる〕とお説きになってい
る。一時的な迷乱の原因による障害がない六つの感覚器官の知によって把握されてい
る対象と、一時的な迷乱の原因による障害がある六つの感覚器官の知によって把握さ
れている対象である。
以上のように『入中論』に、

障害がない六つの感覚器官によって、
把握されているものを世間は理解している。
〔そのようなものは〕世間においてだけ真実であり、
残りは、世間においてだけ誤っているものと設定する93。

92 MAK, 6.24, 7: mr.s.ādr.śe ’pi dvividhā matā hi spas.t.endriyā dos.avadindriyāś ca | sadin-
driyajñānam apeks.ya mithyā jñānam. matam. dos.avadindriyān. ām || MAKt, 205a6–7.

93 MAK, 6.25, 7: vinopaghātena yad indriyān. ām. s.an.n. ām api grāhyam avaiti lokah. | satyam. hi
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と説かれている。
その場合、感覚器官に対する障害の過失が内側にあるというのは、眼病と黄色く見
える眼病、タットゥラ（dattra）という植物を食べたことなどである94。
感覚器官に対する障害の過失が外にあるというのは、鏡、洞窟などから声を出すこ
とや春の太陽の光が灰色の砂漠という対象と近づいていることなど、すなわち、それ
らは感覚器官に対する障害の過失が内にはないけれども、鏡像と、こだま、陽炎を水
などと把握する原因となっているものである。同様に魔術師などが用いる真言と薬な
ども知るべきである。95。
意という感覚器官（U`Ho;= `oHL=oJdn）に対する障害というのはそれらの〔真言〔呪文〕
と薬など〕と誤った学説、誤った論証因と眠りという障害などである96。
そうであるのならば、無始時来から慣れている二我執の無明などによって汚された
障害はここでの害するものの原因として捉えないのであるけれども、前述のように一
時的な感官器官に対する障害の誤った原因などを捉えるのである。
以上のような障害のない六識によって捉えられている世俗の対象と、それより逆の
対象について正しいものと誤ったものを設定するのは世間の知のみに依存しているも
のである。なぜならば、それらは顕れている通りの対象として存在していることにつ
いて、世間の知によって障害がないものとあるものであるからである。
聖者にとっては正しいものと誤ったものという二つに分けられることがないのであ
る。なぜならば、鏡像などが顕れている通りのものとして存在しないのと同様に、無
明を持っている者たちにおいては、青などが自相によって成立していると顕れている
が、顕れている通りのものとしては存在しないからである。
それゆえに、その二つの知に関して、迷乱しているものと迷乱していないものとも
に区別することがないのである。
〔対論者〕「そうであるのならば、感官器官である有色（HL=oJdo<Sb<Zo>In）には一時
的な障害があるので、対象が誤って顕れていることと、意識には眠りなどの障害があ
るので、夢において人として顕れるものなどを人などとして捉えていること、目が覚
めた時に、〔夢の中で〕顕れた幻の馬と象は、馬と象である〔と捉えることと〕、陽炎
が水として顕れていたものに対して水であると捉えている対象などは誤っていると世
間の普通の知によっても理解されるけれども、意において正しくない学説の障害があ
るので、誤って捉えている諸対象を世間の普通の知が顛倒しているとどのように理解

tal lokata eva śes.am. vikalpitam. lokata eva mithyā || MAKt, 205a7.
94 MABh, 104.8–10（253b6–7）参照。
95 MABh, 104.10–17（253b7–254a2）参照。
96 MABh, 104.17–20（254a1–3）参照。
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するのであるか」というのならば、ここでは障害があるものとないものについて考察
するところの障害とは、倶生によって顛倒して捉えている障害のことをさしているの
ではないので、正しくない学説によって仮設しているのは、学説によって心が変化し
ている者のみが誤っている仮設している中心的なものなどである。それらは顛倒して
いると世間の普通の知によって理解することができないけれども、真実を現前にしな
い言説の量によって誤っているものであると理解しているのならば、世間の知によっ
て誤っているものであると理解しているのである。
二つの倶生の二我執によって把握されている対象のようなものは、障害がない感覚
器官によって把握されているものと言われているのであり、世間の普通の考えにとっ
て正しいもの、あるいは真実なものではあるけれども、言説においても存在しない。
中観自立派のものたちは〔対象持つもの〕の対象が自らの特質によって成立してい
るものとして顕れているところの知は、顕れている通りに存在していると確定される。
それゆえに、対象を持つ者の知においてもまた正しい〔知〕と誤った〔知〕との二つに
区別することなく、対象において顕れている通りに自らの特質によって存在するか存
在しないかという諸々の区別がある。〔区別があることについて〕、『二諦分別論』に、

顕れていることにおいて等しいけれども、効果的な作用をできるから、あるい
はできないから、正しい世俗と誤った世俗との分類をなさった97。

と説かれている通りにご主張なさっているのである。
この派（帰謬派）は、無明を持っている者において自らの特質によって成立してい
るものとして顕れているもの全ては、その知が無明によって汚された顕れであると主
張なさっているので、世俗の対象において正しいものと誤ったものという二つにもの
を区別しないのである。
これについては、『入中論釈』に、

世俗においてさえ虚偽なるものは世俗諦ではないのである98。

と説かれているのは、名前の意味について学んだ世間の世俗の知にとって例えば顔の
鏡像は、顔であるということは真実ではないものであるので、これに関連して世俗諦
ではないのである。
そうであっても、虚偽なる所知という欺くものの対象を知覚しているものによって

〔言説の量によって〕得られる対象であるので、世俗諦である。
鏡像は顕れている知が顕れる対象おいて迷乱しているのと同様に、無明を持ってい

97 SDV, 163（2a4）.
98 MABh, 107.16–17（254b7–255a1）.
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る者たちにおいては、青などが自相によって成立しているものであると顕れているの
もまた、顕れている対象において迷乱しているのと等しいのである。
真実なる所量を設定するのならば、以上のように迷乱している知が設定するのは矛
盾するが、虚偽なる所量を設定するためにはその同じものが役に立つのである。
そうでないのならば、幻のようなものの対象と虚偽なものなどを言説として〔存在
することを〕設定する必要があるので、世俗諦はありえないことになってしまう。な
ぜならば、言説において真実ではないならば、世俗諦と矛盾しているからである。

P2 HdIoHMoJT`oLHcIoJoLXHoJn

<A`ZoJoWo<ZbMn Q1 HdIoHMoJo[L259a3]H=oLHcIoJT`oHdIoLXHoJoH=on Q2 HdIoHMo
LHcIoJT`oMOIoA`Ho[K247b6][D247b6]LXHoJo[239b1]H=on[T241a3] Q3 HdIoHMoLHcIoJT`o
H1 >coLoLXHoJTdn n

Q1 HdIoHMoJoH=oLHcIoJT`oHdIoLXHoJn

H=oJdoI`n O T<o<ZWoWZn

HdIoU=oHcoU`IoWoHMoJoU=o[L259a4]U`IoJZoIoHdIoHMoJTdn n
HcoA`HoLHcIoJoU`IoJZoHdIoHMoLHcIoJTdn n

RcZo<Zb=ZoJZo<RIoH<o[K248a1][D248a1]HMoJoMAMo[239b2]<R<oS<o[T241a4]McHo;= `oUco
XcZoH=oHdIoHMoHcT`oUbWoWoT?HoJo9KVoM`o[L259a5]LRcHo;= `n HdIoH=oHMoJo<A`Zo:oHdIoHMoLHcIo
JoA`HoWoLRcHoHdn n
HdIoHMoLHcIoJT`oLHcIoObWoI`n M`oZ ]o[K248a2][D248a2]LoU`IoWoHcoU=o<IZoObWo<RIo6 q o

<IZoX`=o[239b3]<N=o[T241a5]ObWo<RIo6 q o<N=oIZo[L259a6]T@`<o% cIoWoM`oZ ]oLT`o0 >`Vn HdIo

HMoJT`oLHcIoJVoT@`<o%cIo! =`oGo<FHo;= `oHL=o<`ZoUdHoJVoLR<oJoNMoU`IoFcn V`<ZoJo6,<o>boJT`o
[K248a3][D248a3]T2FcWoJoWZn

<WoFcoHco9KoIT=o@`o9KVo[L259b1]M ?o=IoWZo[239b4]THZoJo[T241a6]HdIoHMoJT`oLHcIo
JVo<Zb=ZoXcoIn HcT`oLH<oA`Ho6 qoT@`<o% cIoWoM`oZ ]oLT`o0 >`VoT@`<o% cIo! =`oGo<FHo;doIZoHcoHdIo

HMoJT`oLHcIoJVo<Zb=ZoZdn n
[K248a4][D248a4]T6qZ o1 >ZoZ ] oLo[L259b2]<=oU`IoJoHc oI` oHdIoHMoJT` oLHcIoJoMo

[239b5]U`IoIdn n
LHcI oJ o<ZbM o [T241b1]I` o T6 qZ o1 >Z oA`H oU`I oJZ oV= oLR`I oMcH oLR`I o6 q o<N= oLZn
1 >`Z o J o'MZ oW oZ ] o LV o1 >cH o J o A`H o;= ` o0 >`V o1qI o*VL o;= ` o LHcI o [L259b3]JV o'M oJV o
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[K248a5][D248a5]LR<o<dn

RcZ oM ?=oTHZo1 qI o*VLo;= ` o LHcI oJT` o=dV o [239b6]LR<oJ oW oHc o9K oI oHdI oHM oJT` oLHcI oJV o
[T241b2]M`oTGHoHdoRcZoJT`oWIo6qo<Zb=ZoZdn n
TdoIoV`<ZoJo6 ,<o>boJoWZn

M?o[L259b4]=IoTHZoJoLHcIo<>`<oJbn n
,@WoLo'MZo[K248a6][D248a6];= `ZoIMo<Zb=ZoJn n
HcoO Uo9Z<oMoWd<oM`IoRcZn n[240a1]
M;ZoJoZboR`<o%d<oJVo1 >cHn n

>cZoM ?=oTHZo<>`<o[T241b3]JboLHcIo! =` o<RIo'MZo[L259b5]M`oLHcIoRcZo<Zb=ZoJo@`o9KVoH I=o
<FMoIn TH`T`oWIoI`oV`<ZoJo6 ,<o>boJT`o[K248b1][D248b1]T2F cWoJoWZn

TdoIoI`oL>dMo9MIo[240a2]THZo;= `Zn H<coZ Vd=oH<oLHcIoJoHMoJoTH`oI`o<>`<o<Kcn TH`o9Ko<K co
M`oZ ]oLT`o[L259b6]?dZo>IoM ?o=IoWZo[T241b4]THZoJTdn n

RcZ o <= o <Zb=Z o J o Hc o @` o 9KV o Rc o In @` o 9KV o T6 qZ o 1 >Z o Wd< o JV o <N= o LZ o
[K248b2][D248b2]1 >`Z oJ o'MZoW oZ ] oLV o1 >cH o [240a3]JoU`I oJ oHc oLR`I o6 qn M ? o

=IoWZoTHZoJoI`oMoU`Io[L260a1]Fcn %<o5[o<\ @c oLoMcHoJT`oV=oLR`Io! =`Zo=doLdo;doIVo
[T241b5]<IZoJoA`Ho;= `o0 >`VoVdn n
HcoI`o1 >`ZoJo'MZoWoU=oT6qZo1 >Zo9KVo<\ @coLT`o=doLdVoIMoU=oM`o[K248b3][D248b3]<N=o=do
n n
HcT`o[L260a2]0 >`VoM ?o=Io[240a4]WZoTHZoJoI`o%<o5[o;doIVoM ?o=IoWZoTHZoJoA`Ho6qo<IZo
JT`o0>`VoT@`<o% cIo! =`oGo<FHo;doIZoLHcIo[T241b6]JoHMoJVo<Zb=Zo;= `n

RcZoM`oZ ]oLoLHcIoJVo<Zb=ZoJT`oHdIoH=oHco[L260a3]U=oGo<FHo;= `oHL=o[K248b4][D248b4]<`Zo

U`IoJVo<Zb=ZoJT`o0>`VoH=on MHdo<M c oA`HoWZo;==oM`oZ ] oLT`o?dZo>IoRcZoLHcIoJT`oHdIoHc oWo

<Zb=ZoJT`o[240a5]0 >`VoH=on T6qo[T242a1]1 >cHoGMZo>HoI`oQWIo99JoZ ]oLT`o[L260a4]?dZo>Io

RcZoQWIoJT`oHdIoZ ]oLoWo<Zb=ZoJZo;==o[K248b5][D248b5]LHcIoJT`oHdIoM`oZ ]oLoU`IoJVoXcZo

[240a6]Zdn n
HcZoIo1 qIo*VLoLHcIoJT`oLHcIoJoI`oLHcIoTP TIo! =` o=dVoLHcIoJoH=oHdIo[T242a2]HMoLHcIoJo

[L260a5]<A`Zo<^ HoHdIoM`oTHITdn n
V`<ZoJo6 ,<o>boJT`oT2FcWoJoWZn M ?=oTHZo1 qIo*VLo5[oLHcIo[K248b6][D248b6]JVo<Zb=ZoJo
I`n M ?=oTHZoHdIoHMoJT`oLHcIoJVo[240b1]UdHoJo1qIo*VLoJT`o=dVoT@d<oJT`oHdIo[L260a6]U`Io! =`o

99 D, K, L, T: LQWIo Z: QWIo以後 D, K, L, Tは LQWIと綴られ、Zは QWIと綴られる。
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Go<FHo6qoHco[T242a3]LHcIoJVoLRcHoJoM`IoIdn n

P2勝義諦の説明

第二〔勝義諦の説明〕には三つがある。Q1勝義と諦の意味の説明と、Q2勝義諦の
定義の説明、Q3勝義諦の分類の説明である。

Q1勝義と諦の意味の説明

『プラサンナパダー』に、

「義もそれであり、勝れたものでもあるので勝義である。それこそ諦であるの
で、勝義諦である100。

と説かれているので、他の者たちが勝れたものは無漏の三昧智であり、勝義はそれの
対象であると説明している通りに主張なさらず、義と勝れたもののいずれも勝義諦で
あると主張なさっているのである。
勝義諦というところの諦のあり方は、欺かないものである。それもまた存在してい
るのとは別の存在として顕れて世間に対して欺かない。それゆえに、勝義諦であると
世間の言説の力によって存在しているのであると設定しているだけである。すなわち、
『六十頌如理論釈』に、

もしそうであっても、どのように、涅槃は勝義諦であると説かれているのかと
いうならば、それ〔涅槃〕自体として世間を欺かないから、世間の言説のみに
よってそれは勝義諦であると説かれる。
有為である欺くものは何であれ勝義諦ではないのである。
三諦（苦諦、集諦、道諦）は、有為であるので、自性がないながら、顕れてい
るので、諸々の凡夫を欺くものである。それゆえに、世俗諦であると設定され
る101。

と言い、涅槃は世俗諦〔の知〕にとって設定されているが、そのようであるのならば、
勝義諦として不合理であるという答えとして説かれている。
では、『六十頌如理論』に、

100 PSPD, 494.1: paramaś cāsāv arthaś ceti paramārthah. / tad eva satyam. paramārthasatyam. /
PSPDt, 163b5–6.

101 YS. V, 36（7b5）.
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涅槃はただ一つの諦であると、
常に諸仏が説かれた。
その時、残りが誤っているのではないのであると、
どの学者が分別するのであるか102。

と涅槃のみが諦であって、他の諸々は諦ではないのであると説かれているのをどのよ
うに結びつけるのであるかと思うならば、これの答えは『六十頌如理論釈』に、

そうであるならば、世尊が諸々比丘よ。この勝れた諦というのは一つである。
すなわち、欺かないことを有法としている涅槃であると説かれていることはど
のようなことであるかと言うのならば、有為は誤って現われていることによっ
て凡夫などを欺くものであるのと同様に、涅槃ではないのである。なぜならば、
常に不生起という自性によってただ本質 (=doLdn)のみに住しているからである。
それは、凡夫などにおいてもまた有為のように生起の存在 (=doLdn)としては決し
て顕れないのである。
それゆえに、涅槃は常に涅槃のみとして住しているから、世間の言説のみによっ
て勝れた諦であると説かれているのであって103、

と欺かないものが諦であると説かれている意味である。それもまた言説の力によって
〔存在するもの〕であると説かれているので、経典にもまた「欺かないことを有法とし
ている」というのが諦の意味であると説かれているので、「全ての行は虚偽で欺くこと
を有法としている」104と虚偽なるものの意味は欺くものをさして説かれていることに

102 YS. , 13（21b5）. 瓜生津氏は本書をチベット訳からサンスクリットへ還元することを試み
た（瓜生津 1985, 81）。

103 YS. V, 36（7b6–8a2）: TdoIoL>dMo9MIoTHZo;=`ZoH<coZVd=oH<oTH`o9Ko<Kcn M`oZ ]oLT`o?dZo>IoM ?o=IoWZo

THZoJoTH`oI`oLHcIoJT`oM?d<o<>`<oJbTdoRcZo<Zb=ZoJoHco@`o9KoLbn @`o9KVoT6 qZo1 >ZoWd<oJVo<N=oLZo
1 >`ZoJo'MZoWoZ ]oLoHcoLR`Io6 qoM ?o=IoWZoTHZoJoI`oHco9KoMoU`IoFcn %<oJVo<\@coLoMcHoJT`oV=o<`o=doLdVo

<IZoJT`o0>`VoHcoI`o1>`ZoJo'MZoWoT6 qZo1>Zo9KVo<\@coLT`o=doLdVoIMoU=oM`o<N=o=don n HcoLZoIoM ?o=IoWZo
THZoJoI`o%<o5[oM ?o=IoWZoTHZoJoA`Ho6 q o<IZoJZoT@`<o% cIo! =`oGo<FHo;=`ZoHdIoHMoJT`oLHcIoJoRcZo
LXHoHdn n ツォンカパの引用は、原文そのままではなく、前後に少しずれがある。

104 PSPD, 237.11–12: sūtra uktam. tan mr.s.ā mos.adharma yad idam. sam. skr.tam. / etad dhi
khalu bhiks.avah. paramam. satyam. yad idam amos.adharma nirvān. am. sarvasam. skārāś ca mr.s.ā
mos.adharmān. a iti； PSPDt, 81a2–3: MHdoWZoH<coZ Vd=oH<oT6 qZo1 >ZoZ ]oLT`o?dZo>Io<=oU`IoJoHcoI`o

LQWIoJoU`IoWn M`oZ ]oLT`o?dZo>IoM ?o=IoWZoTHZoJo<=oU`IoJoHcoI`oLHcIoJoHMoJTdoRcZo1 >oLoH=on

HcoLR`Io6 qoTH`oI`oZ ]oLVo1 >cHoJT`o?dZo>IoIdn n TH`oI`oT@`<oJT`o?dZo>IoIdoRcZo<Zb=ZoZdn n（経典に
「比丘たちよ。有為という欺く有法は何であれ、それは虚偽であり、欺かない有法という
涅槃は何であれ、それは勝れた諦であると言うべきであり、同様に、それは欺く有法であ
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よっても真実の意味は欺かないものであると知るのである。
したがって、世俗諦の諦は真実執着にとっての真実であるということと勝義諦の両
方の語義は異なるのである。
『六十頌如理論釈』に、涅槃は世俗として真実である105と説かれているのは、涅槃が
勝義諦として存在していることは世俗にとって設定されるという意味であって、言説
においてそれが真実であると主張なされたのではないのである。

Q2 HdIoHMoLHcIoJT`oMOIoA`Hn

<A`ZoJoWo<A`Zn R1 H=dZo;= `oHdIoH=on R2 )VHoJoR=oLTdn n

Q2勝義諦の定義の説明 [240b1]

第二〔勝義諦の定義の説明〕に二つがある。R1 本論と、R2 非難を退けることで
ある。

R1 H=dZo;= `oHdIn

H=oJdoI`n [K249a1][D249a1]HdIoHMoLHcIoJT`oMOIoA`HoI`oT@b<oJoWZn XcZo1 >oU=o
H<o[L260b1]JT`oHdIoMGd=o[240b2]LZo1068F cHoJoWo<Zb=ZoJoNVoLXHoJo[T242a4]9KVoU`IoWn
HcT`oT2FcWoJoWZn

HcoWoHdIoHMoJoI`oU=o[K249a2][D249a2]H<oJo<S`<ZoJo'MZo;= ` oUcoXcZo;= ` o; ?HoJVo! =` o
UbWoA`Ho;= `ZoLH<o<`oV=o[L260b2]<`o=doLdo8F cHoJoU`Io! =`n V=o<`oLH<oA`Ho;= `Zo2)LoJo
[240b3]I`oMoU`IoFcoTH`oI`o=doLdo<>`<oU`Io[T242a5]Idn n

RcZoHco;doIoA`HoT@WoLT`oS<oMcHo;= `oUco[K249a3][D249a3]XcZo;= `Zo8F cHoWoV=o<`o=doLdZoMo2 )LoJVo
<Zb=ZoJZn [L260b3] MAMo<R<oS<oMcHo;= `Zo8F cHo, !oR`<o1071 ^=oIoLHcIoJVo2 )LoJoU`IoIdoRcZo

<l HoLoL:<oJo[240b4]U`IoIdn n
UcoXcZo[T242a6];= `o; ?HoJVoRcZo<Zb=ZoJZoI`oTK<ZoJo[K249a4][D249a4]'MZo;= `oUcoXcZo<=o
U`Io! =`Zo8F cHo[L260b4]JZoM`o?d<o<`oUcoXcZo;=`o; ?HoJVo@`o9KoLoM; ?cIoJT`oUcoXcZo;= `Zo8F cHoJoR`<oHdIo

る。これは消滅する有法である」とお説きになっている）
105 YS. V, 36（7b6）: HcoLZoIoM ?o=IoWZoTHZoJoU=o1 qIo*VLo;=`oLHcIoJVoUd=ZoZboL%<ZoJoU`IoIdn n
（したがって、涅槃もまた世俗諦であると完全に考察するのである）

106 D, K, T, Z: LZo L: LT`o
107 D, K: R`<o L,T, Z:>`<o以後 D, K: R`<と綴られ、Zは >`<と綴られる。



付論 B『中論註：正理大海』訳註 51

HMoLHcIoJVo<K dIoJTdn n
8F cH oJT` o HdI oI` oXcZ o [240b5]J oHcZ oHc o [T242b1]9KV o2)L oJT` o HdI oU`I oFc o1qI o*VL oW oU= o

[K249a5][D249a5]THITdn n
UcoXcZo[L260b5]HcZo@`o9KVo8F cHoJT`oObWoI`n VLoV`Lo>Io! =` oM`<o<`ZoLVo<N=o<`o<R`Vo<\ HoXHo
TP<oJVoMGd=oLoIn VLoV`LoMcHoJT`oM`<o<`Zo<R`oHcVo<\ HoXHoTP<oJT`o<N=oLo[240b6]NMoU=o
[T242b2]MoMGd=oLo[L260b6]LR`Io6 qoMoV`<oJT`o[K249a6][D249a6]VLoV`Lo;= `Zo<IdHoJo1 >ZoJo
'MZo;= `ZoKb=oJdoWoZd<ZoJT`oV=o<`o=doLdoHM`<ZoJoHcoA`Hn MoV`<oJT`oL<o?<ZoH=oL DWoLT`oZ=Zo
,@ZoH=oHco;doIoA`HoT@WoLT`oS<o[L261a1]McHo;= ` oUcoXcZo;= `Zn [241a1]VLo[T242b3]V`LoMcHo
JT`oM`<oLR`Io[K249b1][D249b1]6 qo<A`Zo<N=oK DoMdoU=oMo<S`<ZoJT`oObWo! =`ZoV=oLR`Io<=o<`Zo
<S`<ZoJoI`oHdIoHMoLHcIoJo<K cn T@b<oJo[L261a2]WZn

VLoV`LoMGboU`Zo<\ HoXHoWoZd<ZoJn n
=doLdoWd<o[241a2]Jo<=oR`<o'MoL%<ZoJn n
[T242b4]HcoA`HoLH<o[K249b2][D249b2]A`Ho<=o6qoM`<oH<oJZn n
MGd=o<K coHcoA`HoHcoLR`IoTH`VoXcZo;= `Zo108n n

RcZo<Zb=Zo[L261a3]X`=oHcT`oT2F cWoJoWZo;==on

Kb=oJdoWoZd<ZoJoHcoH<oA`HoMoV`<oJT`oL<o?<ZoH=oL DWoLoZ=Zo[241a3],@ZoL>dMo9MIo
THZo'MZo[T242b5];= `Zo[K249b3][D249b3]VLoV`Lo>IoMoU`IoJZo<\ HoXHoMGd=oLT`o
ObWo6qoV=oLR`Io<=o[L261a4]<`Zo<S`<ZoJoHcoI`oHcoH<o<`oHdIoHMoJT`oLHcIoJTdn n

RcZoZ=Zo,@Zo;= ` oHco;doIoA`HoT@WoLT`oUcoXcZo;= `ZoMoV`<oJT`o[241a4]VLoV`Lo;= `ZoLZ VHoJoWo<N=o
[T242b6]LT`o[K249b4][D249b4]HdIoVLoV`LoMcHoJT`oM`<o<`Zo<\ HoXHo[L261a5]MoMGd=oLo9KVoMo
<S`<ZoJVo<Zb=ZoZdn n

R1本論

第一〔本論〕は、勝義諦の定義については『入中論』に正しい所知の対象を見るこ
とによって得られるものである109とおっしゃったことは前述の通りであり、その〔『入
中論』〕註釈に、

勝義のものは、正しいものをご覧になっている者たちの特別な智慧の対象であ
ることによって自らの存在を獲得しているものであって、それ自体によって成

108 D: ! =`Zo K, L, T, Z: ;=`Zo
109 『入中論』第 6章第 23偈をさしている。
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立しているものではないのである。すなわち、これが〔二つのあり方のうちの〕
一つのあり方である110

と真実を量る無漏の智慧によって得られるのであり、自らの存在によって成立してい
るものではないと説かれているので、無漏の三昧智によって得られるべきなんらかの
ものが生じたならば、真実として成立しているのであるという主張を否定したので
ある。
特別な智慧と説かれているので、聖者たちのいずれの智慧によって得られたことで
は不十分で、特別な智慧であるという如実智によって得られたものが勝義諦であると
示されいる。
得られた対象というのは、その〔智〕によってその通りに成立している対象である。
すなわち、世俗においても等しいのである。
その〔無漏の三昧〕智によってどのように得られるのであるかという仕方は、眼病に
かかっている者の目によって空間に毛髪が垂れているのが見える時に、眼病にかかっ
ていない者の目によってその空間に毛髪が垂れている顕れさえも見えないのと同様に、
無明の眼病によって害されている者たちが蘊などの自らの存在を知覚しているそれ自
体（自性を見ているものその同じものを）を無明の習気と離れた仏陀と、真実を量る
無漏の智慧は、眼病にかかっていない者の目と同様に二つの微細な顕れさえもご覧に
ならないあり方によって、ある自性によってご覧になっているのが勝義諦である。す
なわち、『入中論』に、

眼病の力によって毛髪などの顛倒した存在が妄分別される。その同じものをあ
る仕方で清浄な目によって見えているのである。すなわち、それが真実である
のと同様にここで知るべきである111。

と説かれていおり、その註釈でも、

蘊などのそれら自体は、無明の習気から離れた仏世尊方が眼病のない者である
ので、髪の毛が見える仕方で、〔蘊などの〕ある自性をご覧になるのが彼ら（諸
仏）たちの勝義諦である112。

と仏陀の真実を量る智慧によって無明の眼病にかかっている者に顕れている対象を眼
病にかかっていない者の目によって髪の毛が見えないのと同様にご覧にならないので

110 MABh, 102.16–18（253a6–7）
111 MAK, 6.29, 8: vikalpitam. yat timiraprabhāvāt keśādirūpam. vitatham. tad eva | yenātmanā

paśyati śuddhadr.s.t.is tat tattvam ity evam ihāpy avaihi|| MAKt, 205b3.
112 MABh, 110.8–11（255b5–6）.
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あると説かれている。

R2 )VHoJoR=oLn

<A`ZoJoWo<A`Zn S1 @`o9KoLo<S`<ZoJoM`oTGHoJT`o)VHoJoR=oLoH=on S2 @`o<F cHoJo<S`<Zo
JoM`oTGHo[241a5]JT`o)VHoJoR=oLTdn n

S1 @`o9KoLo<S`<ZoJoM`oTGHoJT`o)VHoJoR=oLn

[T243a1]H=oJdo[K249b5][D249b5][L261a6]I`n <WoFcoZ=Zo,@Zo;= `o@`o9KoLoM; ?cIoJT`oUcoXcZo
;= `ZoHdIoHMoJT`oLHcIoJo8F cHoIoT@b<oT2F cWoWZn

<WoFco'MoJoHco9KoLbT`oV=oLR`IoMGd=oLoMcHoJoA`HoMoU`IoIMoHcT`o0 >`Vo@`o9KVo[L261b1]Hco
H<o<`Zo[241a6]<S`<Zo[T243a2]XcoIn LHcIoMdHo;= ` o[K249b6][D249b6]TdIo;==oMo
<S`<ZoJT`oObWo! =`ZoHcoH<o<`Zo<S`<ZoZdoRcZoL$dHoHdn n

RcZo>`oU=oMo<S`<ZoJoWoHco;doIo<S`<ZoJVoLXHo>`=on HcT`o[L261b2]XcZo1 >cHo6qoHdIoHMoJT`o
LHcIoJoGMZo>HoM; ?cIoJT`oUco[T243a3]XcZo[241b1];= ` oUbWoWZo[K250a1][D250a1];==oTHZo
JVoLXHoJoH I=ZoJoH=on Z=Zo,@Zo;= `oZoWoZcMZoZcMZo1 ^=o<`o, !oLo<FIoWd<oJVoLXHoJoH=o

[L261b3]@`o9KVoM`oT<WoRcoIn Mo<S`<ZoJT`oObWo! =`Zo<S`<ZoRcZoJoI`o[K250a2][D250a2]UbWo
<=oU`IoGMZo[T243a4]>HoMo[241b2]MGd=oLoWoM`o1 >cHoJT`oObWoVLo1 >cHoL>dosoJT`o<?LZoZboLXHo
S`IoIdn n113
LHcIoJo<A`Zo[L261b4]WoT@b<oJoWZn

9ZT` o Lb o H< o HdI o HM o JT` o LHcI o J o I` o'M o J o GMZ o >H o;= ` o M?d< o H= o9MI o J o GMZ o
[K250a3][D250a3]>HoM; ?cIoJT`oUco[T243a5]XcZo;= `oUbWo[241b3]! =`oLVoWZoTHZoJoU`Io
Fcn @`o9KVoHdIoHMoJT`oLHcIo[L261b5]JTdoRcZoL$dHoJo9KVoI`oMoU`IoIdn n

RcZ oHdI oHM oLHcI oJTd oRcZ oL$ dH oJT` oO U oI oL Vd o W oUbW oH= oUbW o>I o<A`Z oZd oZdV o<N=oL o9KVo
[K250a4][D250a4]M`oMGd=oLoWoLXHo[T243a6]JZn <A`Zo<N=o[241b4]Wd<oJT`o;b=ZoU`Io
[L261b6]! =`oZ=Zo,@Zo;= `ZoHdIoHMoMo%d<ZoJT`o;b=ZoM`IoIdn nT@b<oT2F cWoWZo;==on

H=dZoJdo1 >ZoJo>IoWoMoVc<oJVoV=oLR`IoTLToR`<oM=dIoZbMo[K250a5][D250a5]6qoMPHo
JZoHcoA`Ho[T243b1]Gb<ZoZbo?bHoJT`o[L262a1]0 >`VoZ=Zo,@Zo[241b5]RcZoL$ dHoHdn n

RcZoZ=Zo,@Zo;= `o@`o9KoLoM;?cIoJT`oUcoXcZo;= `Zo<RIoHL=oWoMoVc<oJVo?dZoA`HoTLToR`<oGb<ZoZbo

113 D, K: Fdn n L,T, Z: Idn n
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?bHoJVo<Zb=ZoZdn n
[L262a2]ZcMZoZcMZo[K250a6][D250a6]1 ^=o<`o, ! oLoWd<oJoI`oO T<o<ZWo[T243b2]WZo'Mo

%d<o<`o, !oLoWd<oJo[241b6]Wo<Zb=ZoFcoNVoLXHoS`IoIdn n114

<RIoU=oT@b<oT2FcWoWZn

V=oLR`IoHc oUdHoJoM`IoIoHc o%d<ZoJT`o0 >`Vo6q o[L262a3]1 >=oZcMZo'MZoH:ToLo\@ dHoJo
HdIo[K250b1][D250b1]McHoJoXcZo1 >cHoH=oL>ZoJZoL<^ +LZoFcn [T243b3]@`o<?Ho6 q o

HcoH<o<`oV=oLR`Io[242a1]U=o<=oR`<o>coIn HcoH<o<`oL>dZoMoMoU`IoJoH=o<RIoWo
9K dZoJoMcHoJo<=o[L262a4]U`IoJo<K cn MoV`<oJT`oVLoV`LoH=oL DWoLT`oXcZoJZo% d<Zo
[K250b2][D250b2]JVo1 >oLT`oV=o<`o=doLdTdn n
>`oHcoUdHoHMoMcHoHdoRcZoHco[T243b4]<?Ho[242a2]6 qoZbo<l Hn <WoFcoMcHoIoI`o>`T`oHdIo6qo1 >=o
?bLoZcMZoHJTo'MZo[L262a5]KoVdWo5[o0 >`IoJT`oWMo<A dMoJVoT! ^VoFcn <=o<`o0 >`Vo?dZoA`Ho
Hco% d<ZoJVo1>oLT`o0 >`Vo1 >=o?bLo[K250b3][D250b3]ZcMZoHJTo'MZoHco9KVoH:ToLoL,@o
K D<o)VMoJoU`IoIdn n
[T243b5][242a3]@`o<?Ho6qoV`<Zo;= `oLboHdIoHMo[L262a6]JoI`o<\ @coLoMcHoJoH=oT<<oJoMcHo
JoH=oT@`<oJoMcHoJoH=on Td=oLoMcHoJoH=on T2F doLoMcHoJoH=oU`o<co'MZo;=`ZoL$ dHo
JVo[K250b4][D250b4]1 > oLoMoU`IoJoH=oU`o<c o'MZo;= `ZoVLo5[ oL<FHo6 q oMcHo>`=o\H dZo
[L262b1]JZo[T243b6]% d<Zo[242a4]JVo1 >oLoMoU`IoJo<K cn V`<Zo;= ` oLboHdIoHMoJoI`o
L$dHo6qoMcHo>`=oR`oLoTK<ZoJo'MZo;= `ZoZdoZdoV=o<`ZoV`<oJVo1>oLTdn n
V`<Zo;= ` oLboHdIoHMo[K250b5][D250b5]JoI`oHcoLR`Io<Xc<ZoJo[L262b2]'MZo1 ^=oU=o
Vb=oMo1 ^=oU=oVb=o<K cn [T244a1]<=o<`oHdIo6qo[242a5]1 >=o?bLoZcMZoHJTo'MZo<\ HoH=o;o
RYoH<oL Dc<ZoIZo<dZo=bVo<l H`<oL<dZoFcn U=oH<oJVoHHoJZo; ?`MoIZo; ?`MoMcHoJVoVLo5[o

T1 ^=o[K250b6][D250b6][L262b3]R`=oVLo5[o1 ^=oIZo;==on ?dZoHcoA`HoGdLoJVo1 >oLT`o
0 >`Vo[T244a2]<\ HTMo<dZoWoMcoXdVoLo9KVo[242a6]L)VIoT2)Zo)VMoR`=o<IZoJo'MoJVoT@`<o
JVoM`o1 >cHoJTdn n
V`<Z o;= ` o Lb o <W o Fc o HdI o HM o J o UdH o JV o M o! ^V o [L262b4]I o I` o O=Z o JV o\@ dH o J o
[K251a1][D251a1]HdIoMcHoJVoT!̂VoR`=oHcoLR`Io<Xc<ZoJo'MZoT1 ^=oLo[T244a3]HdIo
McHoJVoT! ^VoVdn n
<=o<`o[242b1]0 >`VoHdIoHMoJoHcoUdHoJoHcT`o0 >`Vo1 >=o?bLoZcMZoHJTo'MZoWoHdIoHMoJoWo
[L262b5]M;ZoJoRcZo1 >Tdn n

RcZo[K251a2][D251a2]<Zb=ZoFcn Hco;doIoA`Ho;= `oHdIo%d<ZoJo;ZoWcIoJVoM`o7qZoIn Hco;doIoA`Ho
WoH/ >dHoJT`oIdVoMoIdVo[T244a4]! =`oH/ >HoJo6qoMoR`<o[242b2]1 >cHoJT`o=WoLoHdIoMcHoHcoHdIoHMoJoWo

114 D, K, L, T, Z: Fdn n
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[L262b6]M;ZoJoM`oZ D`HoJT`o0 >`VoH=on GbLoJo?cIoJdZo[K251a3][D251a3]?dZoKb=oJdn n L,@Ho
; D`oLR`o<K d=o<Zb=ZoJoWn n <=o<`ZoHcoA`HoM`oXcZoJn n HcoU`oGMZo>HoTL DZoLboMcHn n >cZoL>dMo
[T244a5]9MIo[L263a1]THZo;= `Zo[242b3]<Zb=ZoJT`o0 >`VoVdn n
T@b<oJoWZn

XcZo1>T`oLbHoX`=o<?MoJdoMoWbZo[K251a4][D251a4]Jn n
LZDc<ZoJZoR`oHco,@Wo'MZo?dZo<? Yo<K cn n

HcoO Uo<\ @coLoMcHo[L263a2]>`=oT<<oJoMcHn n
ZcMZoT<<ZoJo115Hco<? YoU`ZoM=dIoZbMoMPHn n

>cZo[T244a6]<Zb=ZoX`=o[242b4]HcT`oT2F cWoJoWZn

UcoXcZo;= `oUbWoHco;doIoA`HoWo'MoJo[K251a5][D251a5]GMZo>Ho6qoHcT`oUbWo>IoZcMZoH=o
[L263a3]ZcMZoWZo1 ^=oLo'MZoM`oT@b<oJZn <?Yo;doIZoM=dIoZbMo6 q oMPHoJVo'MoJVo

LR<o<dn

RcZ o<Zb=Z oJ o [T244b1]H= oU= oM` o T<W o [242b5]Fc o Z=Z o,@Z oJT` o O U o ZcMZ oZcMZ o1=̂ o <` o
[K251a6][D251a6], ! oLo'Mo[L263a4]%d<o'MZoM`oT1 ^=oLZn HcT`o<A d oIZo?dZo;= ` o<? YoM=dIo6q o

1 >ZoJVoM`oT@d<o<`oWd=Zo116\@ dHo*V<ZoJT`o<? Yo;doIZoM=dIo6q oMPHoJVoT@d<o>cZoJT`oHdIoU`IoJT`o

[T244b2]0 >`VoVdn n
Hco;doIo[242b6]A`HoM=dIoZbMo[L263a5]6 qo%d<ZoJT`o[K251b1][D251b1]UcoXcZo;= `o=dVoI`oV=o<`o
UbWoH=oUbWo>Io! =`oLVoIo<A`ZoZbo<N=oLoK DoMdoU=oMcHoJVo?boWo?boLR<oJoLR`Io6 qoMAMoJVo8q<Zo
JoU`IoWoHcT`o0 >`Vn HcZo@`o<F cHoJT`oHdIo'MZo[L263a6][T244b3]M=dIoZbMo6 qoT@WoLo[243a1]Mo
U`IoFcn T@Wo[K251b2][D251b2]IoI`o9 q<ZoWo%d<ZoJoM`oVb=oLZoH=dZoZbo%d<ZoH<dZoX`=oHcoU=o
'MoJoMcHoJVoT@WoLoTH`oLT`oWb<ZoM`IoJZn <Sb<Zo<^ HoWoZd<Zo[L263b1]JT`o'MoJoH=dZoZbo
[243a2]XVoLT`oL VdoWoUbWoUbWo[T244b4]>Io<A`ZoZbo<N=oLoMcHoJo1 >Vo[K251b3][D251b3]M`oVb=o
LT`o0 >`VoVdn n
HcZo@` o<F cHoJoMo<RWoIo?dZo>IoH=o?dZoA`HoUoL DWo6q oGWoLVoM` oT! ^VoFcn Hc o;d oIoA`Ho
% d<Zo[L263b2]JT`oV`<ZoXcZo;= ` o=doIo?dZo>IoH=o[243a3]?dZoA`Ho;= ` oTL DcWoLoM`oT@d<oJT`o0>`Vo
[T244b5]H=on N dIoJdo%d<ZoJT`oGo<FHoJT`o[K251b4][D251b4]OHoMT`o=doIo117HdIoHMoLHcIoJo
McHoJZoHco<A`ZoTL DWoM`oH<dZoJoH=oTHIoLT`o0 >`VoVdn n
<RIo[L263b3]U=oZ=Zo,@Zo;= `o@`o9KoLoM; ?cIoJT`oUcoXcZo[243a4];= `Zo@`o<F cHoJT`oHdIo'MZoT@Wo

115 K: JZo D, L, T, Z: Jo
116 D, K, T, Z: Wd=Zo L:Wd=o
117 K, L, T, Z: =doIo D:HdIo
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In U=oH<oJT`o[T244b6]HdIoMGd=oLT`oV`<ZoXcZo[K251b5][D251b5];= `Zo1 qIo*VLoJT`oLHcIoJo
8F cHoJVoT! ^VoLZoLHcIo<A`Zo;= `oMOIoA`Ho[L263b4]T?dWoLoH=on 1 qIo*VLoLHcIoJo'MZoHco;doIo
A`Ho;= `oUbWo>Io! =`oV`<Zo[243a5]XcZo;= `oHL=o<`Zo<R<oH<dZoJVoT! ^VoVdn n

R2非難を退けること

第二〔非難を退けるということ〕には二つがある。S1如実をご覧になることは妥当
ではないという非難を退けることと、S2如量をご覧になることは妥当ではないという
非難を退けることである。

S1如実をご覧になることは認められないという非難を退けること

第一は、もし〔対論者が、〕仏陀の如実智によって勝義諦を得るのならば、『入中論
釈』に、

もしそのような形象の自性が見えないのではないのか。それゆえ、どのように
彼らがご覧になるのであるかというのならば、〔見えないというのは〕真実であ
るけれども、しかし、ご覧にならないあり方によって彼らがご覧になるのであ
ると述べている118。

と何もご覧にならないことを真実義をご覧になっていると説明しているし、その論証
因として勝義諦は一切知の対象よりも超えていると説明していることを引用し119、仏
地において心と心所の動きというのは完全に排除されていると説明しているのとどう
して矛盾しないのかというならば、「ご覧にならないあり方によってご覧になる」とい
うのは、対象である全てのものを見ないことをさしているのではないことについては、
第 15章の箇所ですでに説明した。
『入二諦経』に、

諸々の天子よ。勝義諦は一切の種類の最上のものを有している一切智の対象に
至るまでより超えているのである。すなわち、ありのままが勝義諦であると述
べているようなものではないのである120。

118 MABh, 110.12–14（255b6–7）.
119 MABh, 110.15–111.5（255b7–256a2）.
120『世俗諦と勝義諦を示した経』という経典の中に以下のように書いている。SPN, 247a4–7:
9ZT`oLboHdIoHMoJT`oLHcIoJoI`o'MoJoGMZo>Ho;= `oM?d<oH=o9MIoJoH=on GMZo>HoM; ?cIoJT`oUcoXcZo;=`o
UbWo! =`oLVoWZoU=oH<oJVoTHZoJoU`IoFcn 9ZT`oLboHcoWo% d<oJoH=o'MoJVo% d<oJoGMZo>HoT@b<oJT=o
McHn 9M d<oJT=oMcHoHdn n HdIoHMoJVoIoHcoWoKoVdWoU=oMcHnObVoVdWoU=oMcHn HLbZo;==oMcHoHcn9ZT`o
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と勝義諦であると述べている時に、知には対象と対象を持つものの両方がそれぞれ顕
れるのと同様には見えないのであると〔勝義諦を〕説明しているので、二つの顕れを退
けている根拠であって、仏陀が勝義を理解されていないという根拠ではないのである。
『入中論釈』にも、

作られた実在に触れることなしに自性（法性）のみを目の当たりになさること
によって、真実をご理解なさっているので、仏陀と言われるのである121。

と仏陀の如実知によって、依他起には触れずに法性のみをご理解なさっていると説か
れている。
心と心所の動きを排除しているということは、『プラサンナパダー』に〔心と心所の〕
妄分別の動きが退けられているということをさして説かれている122。すなわち、すで
に説明した。
さらに『入中論釈』に、その自性が存在していないのならば、それを理解するため
に、菩薩たちが苦行を行うことは無意味であるという〔ことを〕典拠とともに論証し
ているのである。すなわち、

それらの自性は何であるのかというならば、それらは作られたものではないこ
とと、他に依存していないことであり、無明の眼病と離れている知によって理
解される自性である。
それが存在するか存在しないかとそのように誰が語るのであろうか。もし存在
しないのならば、何のために菩薩たちは波羅蜜の道を修習することになるのか。
すなわち、その法性を理解するために、菩薩たちがそのように何百も苦労を努
力するのは何のためであるのか。
善男子よ。勝義は生起することなく、滅することなく、消滅することなく、来る
ことなく、行くことなく、諸々の文字によって述べられるものではない、諸々

LboTH`oI`oHdIoHMoJT`oLHcIoJoRcZo<^HdoLF<ZoFcoL$ dHoMdHo;= `n @`o9KVoHdIoHMoJT`oLHcIoJTdoRcZo1>oLo9KVo
I`oMoU`IoIdn n（天子たちよ。勝義諦は一切の種類のものの最上のものを有している。一切
智者の智慧の対象に至るまでも超えているのである。すなわち、天子よ。それ〔勝義諦〕
において全ての分別と妄分別を生じることもなく、退けることもないのである。勝義と
いうならば、それには彼岸なく、此岸もない。中もまたないのである。天子よ。これは勝
義諦であると増益して述べるけれども、勝義諦であると述べられるようなものではない
のである。）ツォンカパはこの文章を省略して引用したと思われる。

121 MABh, 201.17–19（283a2）.
122 PSPD, 374.1–2: vikalpaś cittapracārah. tadrahitatvāt tattattvam. nirvikalpam. // yathoktam. sūtre

/ paramārthasatyam. katamat / yatra jñānasyāpy apracārah. kah. punar vādo ’ks.arān. ām iti / ;
PSPDt, 120a3–4.
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の文字によって語られるものではなく、戯論によって理解すべきものではない
のである。すなわち、善男子よ。勝義は述べられることがないし、寂静で諸々
の聖者それぞれによって自内証されるべきものである。
善男子よ。勝義は諸々の如来が出現してもしなくても良いのである。すなわち、
何のために、諸々の菩薩が髪と髭を剃って、袈裟を着て、正しく信仰することに
よって家から家を捨てて出家し、出家してからも、その教えを得るために、髪
の毛あるいは袈裟に火が着いたように精進して住することを恐れないのである
のか。
善男子よ。もし勝義は存在していないならば、梵行は無意味になってしまい、
諸々の如来が出現していることは無意味になってしまうのである。
勝義諦は存在しているゆえに、諸々の菩薩をさして勝義諦に暁通するものであ
ると述べるべきである123。

と説かれている。なぜならば、真実義の意味を理解することを認めることができない
のならば、真実義を考察するという間違いあるいは間違いない多くの考察を行う苦労
は無意味である。なぜならば、勝義に曉通することがありえないからである。〔そし
て〕、偉大なる牟尼が八万四千の法蘊をお説きになったことに対して、真実を知らない
者〔には〕、その〔法蘊〕全ての果はないのである。と世尊がお説きになっているから
である。
『入中論』に、

所知という乾いた薪を残りなく、燃やしたことによって寂静、それは諸々の勝
者の法身である。その時、生起することなく、滅することなく、その滅した心
をお身体によって現量になさっているのである124。

と説かれているし、その『入中論釈』に、

その智慧の対象である真実義に対して全面的に〔真実義〕その対象を持つもの
である諸々の心と心所が働かないので、お身体のみで現量〔で理解〕なさって
いるものであると設定しているのである125。

123 MABh, 306.5–307.7（314a7–b5）.
124 MAKt, 216b3–4.
125 MABh, 362.6–9（332a1–2）: Hco9KoIoUcoXcZo;=`oUbWoHco;doIoA`HoWo'MoJoGMZo>Ho6qoHcT`oUbWo>Io
ZcMZoH=oZcMZoWZo1̂=oLo'MZoM`oT@b<oJZo<?Yo;doIZoM=dIoZbMo6 qoMPHoJVo1qIo*VLo5[o'MoJVo<R<o

<dn n（その智慧の対象である真実義に対して全面的に〔真実義〕その対象を持つものであ
る諸々の心と心所が働かないので、お身体のみによって現量〔で理解〕なさっているもの
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と説かれていることとも矛盾しないのである。なぜならば、成仏した時に、心と心所
の動きという諸々の妄分別は生じないので、それを通して法身が現〔量〕で〔了解して
いる〕とは設定しないのであるけれども、受用を円満にしたお身体のみが現〔量〕で
〔理解をなさる〕と設定するという意味であるからである。
真実義を直接に知覚する智慧にとっては自らの対象と対象を持つものの間に微細な
る二つの顕れもまたなく、水に水を入れたように等引している。それゆえに、それが
諸々の如量の対象を直接に量るのではないのである。なぜならば、量るならば、間接
的に理解することはありえないので、直接的に理解する必要があり、それもまた無形
象で量っていることはこの〔帰謬派の〕説ではないので、色、声などの形象が直接に
顕れる心において対象と対象持つものの二つとしの顕れがないとすることがありえな
いからである。
それが如量を量ることがないのならば、有法と法性が離れていることになってしま
うことにならないのである。なぜならば、真実義を理解する正理知の側面では、有法
と法性との関係を設定しないからであり、青を理解している言説の量の側面では、勝
義諦がないので、その両方が離れている必要がないのと等しいからである。
さらに、仏の如実智が諸々の如量の対象を量るならば、正しい対象を見る正理知に
よって世俗諦を得ることになるので、二諦の定義が混乱し、諸々の世俗諦は真実義の
対象を持つものである正理知の力によって設定する必要があることになってしまうの
である。

S2 @`o<F cHoJo<S`<ZoJoM`oTGHoJT`o)VHoJoR=oLn

[T245a1]<A`ZoJoI`n Wb<ZoTH` oWo[K251b6][D251b6]Z=Zo,@Zo;= ` oZVo@` o<F cH oJoM; ?cI o
[L263b5]JT`oUcoXcZoTHdHoHMoM`oTHdHn <A`ZoJo9KVoIoT@b<oJoWZn <K dLZoL>bT`oM; ?cIoObWo
<Zb=ZoJoU=o[243a6]M`oTGHoWn Z=Zo,@ZoGMZo>HoM; ?cIoJVo[T245a2];ZoL V=o6qoM`oVb=oLZo
V=o<`o[K252a1][D252a1][L263b6]<K dIoJoWo<? YVoLoLFLoJVoT! ^VoVdn n

H=oJdo9KVoIn 1 >`ZoJo'MZoWoV=o<`oMOIoA`Ho;= `ZoMo2)LoLR`Io6qoHcVo<N=oLoMcHoIoI`oT<ToU=o
[243b1]T< (WoLVoM`oT! ^VoLZoUdHoHdn n
HcT`oO UoHco[L264a1]'MZo[K252a2][D252a2]Z=Zo,@Zo;= `o[T245a3]@`o<F cHoJoM; ?cIoJT`oUcoXcZo
Wo<N=oH<dZoZdn n
Hco9KoIo@`o9KVo<N=oLo9KVo! =`oHdIo6 qoMcHoJZoT<(WoLVoT! ^VoVdo<FMoIn HcoWo@`o<?Ho[L264a2]LXHo
JT`o<\ @dIo6qoT! ^Vo[243b2]LZo0 >d<Zo<A`ZoJoI`oM`oTHdHoHdn n
HcoU=oT@b<o[K252a3][D252a3]T2F cWo6 qoMHdoH I=Zo[T245a4]JoWZn

であると世俗において設定しているのである）
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U= oX`= o%T` o T;dV oWd oNM o! =` o Z o0 >d<Z oI o<N= oLV oM o! ^V oJT` o ZcMZ o>I o<= oH< oHc o
[L264a3]LR`Io<Xc<ZoJoWo<N=oLVo! ^VoJoHcoH<oI`o?cZoM=o<` n[243b3]<K d=o<ZbMo! =`o<K d=o
?cIoJdT`oT@`<o% cIo! =` o;MZo[K252a4][D252a4];= ` o9ZoH=oM`o'MZoI`oHco[T245a5]9KoMoU`Io
Idn n

RcZo0 >` oVdWoJT`oH I=oZ Dd=oM=dIoXcZos oH=o9MIo[L264a4]JoH=oAIoV=oH=o1 >=oZcMZoWn X`=o
%T` oT;dVoWd oNMo! =` oZo0 >d<ZoIoM` o<N=oLoZ=Zo,@ZoWo[243b4]<N=oLT` oZcMZo>Io?cZoM=oLVo
[K252a5][D252a5]<Zb=ZoJo9KVo<N=oIZoM; ?cIo[T245a6]JoU`Io! =`oM`o<N=oLoM`IoIdn n
<N=o[L264a5]LT`oUbWoU=oMoV`<oJT`oL<o?<Zo;= `ZoMoLZ VHoJT`o@`o<F cHoJoZ=Zo,@Zo;= `oMOIoHJco
Zd<ZoH=on MoV`<oJT`oL<o[243b5]?<Zo;= `ZoLZ VHoJT`o[K252a6][D252a6]@`o<F cHoJoMoH<oJT`o
<NdHoL>bHoWoZd<Zo[T245b1]Jo<A`Zo[L264a6]Zdn n
HcT`oH=oJdoI`oZ=Zo,@Zo;=`oZVo9M d<oJT`oHdIoMcHoWo<A`ZoJoI`oZoHcVo, !oWd<oJZo9M d<oJoU`IoIdn n

<N=oObWoI`oZ=Zo,@Zo;= `oMOIoHJcoMoV`<oJoMo[243b6]R=Zo[K252b1][D252b1]JT`o<=oS<oWo
<N=oLoIoV=o<`o[L264b1]MOIoA`Ho;= `ZoMo2)LoLR`Io6 qo[T245b2]HcVo<N=oLoI`n UbWoHcoMoV`<oJT`o
L<o?<Zo;= ` oHL=o<`Zo1 ^=oLT`o,! oMOIo! =`ZoM`Io! =` oUbWo>IoHcoMoV`<oJT`oL<o?<Zo;= `ZoLZ VHoJT`o

HL=o<`Zo<N=o[K252b2][D252b2]LoU`Io[244a1]Fcn [L264b2]HcoI`o<=oS<o<RIoWoHco9KVo<N=o
LoNMo! =`o=dZoIZo[T245b3]UbWo>IoHcoWo<N=oLoM`IoJVoV=o=dZoIZoHco9KVo<N=oLoU`IoJT`o0 >`VoVdn n
Z=Z o,@Z o;= ` o @` o<F cH oJ oM; ?cI oJT` oUc o XcZ oW oM oV`< oJT` oL< o?<Z o [244a2][L264b3];= `Z o

[K252b3][D252b3]LZVHoJT` oHdI o<N=oLoIn MoV`< oJT` oLZ VHoJoUdH oJT` o<=oS<oWoHc o
[T245b4]H<o<N=oLo;doIT`o<A doIZoZ=Zo,@ZoWo<N=oLoU`Io! =`n <RIoWoHco9KVo<N=oLoWoMo9K dZoJVo
Z=Zo,@Zo;=`oV=o=dZoIZo[L264b4]<N=oLoM`IoIdn n
HcT`o[244a3]0 >`Vo[K252b4][D252b4]<Sb<Zo<^ HoZd<ZoV=o<`oMOIoA`Ho;= `ZoMo2)LoLR`Io6 q oHcVo
<N=oLo[T245b5]Z=Zo,@Zo;= `ZoM; ?cIoJoU=oMoV`<oJoH=o9MIoJoWoHco9KVo<N=oLT`o=dZoIZoU`Io! =`n
<=oS<oHcoWo[L264b5]HcVo<N=oLoWoMo9K dZoJVoZ=Zo,@Zo[244a4]V=o<`o[K252b5][D252b5]=dZo
IZoHco9KVo<N=oLT`oObWo! =`ZoM;?cIoJoM`IoJZoHco<N=oLZoT< (WoLVo[T245b6]T! ^VoLT`oHdIoMcHoHdn n
Hco9KVoIo@`o<F cHoJoM; ?cIoJT`oV=o=dZoIZoI`n[L264b6]H=dZoJdoGMZo>HoLH<oMcHoJoH=oV=oLR`Io
! =`ZoMcHoJT`o=doLdVo[K252b6][D252b6][244a5]QWIoJo<^ !oMoLR`Io6 qo<N=o<`oLHcIoJVoM`o<N=oWn Mo

V`<oJoH=o9MIoJo'MZoWo<N=oLT`o[T246a1]?oIZoUcoXcZoHcoWo<N=oLoIo<=oS<o<RIo[L265a1]HcoWo
LHcIoJVo<N=oLVoXVoLoNMoMdn n V`<ZoJo6 ,<o>boJoWZo;==on

[K253a1][D253a1]H=dZoWo[244a6]M;ZoJo'MZo;= `ZoI`n n
H=dZoJdoM`o%<oZ ]oLT`o?dZn n

<Zd<oH=o[L265a2]<K d=oJoLH<o[T246a2]McHoJn n
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'MoJVoHLcIoRcZo1261 >oLVoMGd=on n
<IZoMcHoHM`<ZoJoUdHoMoU`In n
)oLoMcHo[K253a2][D253a2]>`=o<IZoJoMcHn n
MoV`<o, !oWZoX`Io5[o1 ^=on n

[244b1]Gd<oMoHLbZoMGTo'Mo[L265a3]JVoR=Zn n
?boX`=oLR`Io6qo<F `=oLdoMcHn n
H I`oST`o2Fd=o[T246a3];?cVoTH IoLo<K cn n
[d=ZoJT`o2Fd=o; ?cVoM`oLSHoJn n
T2FdoLo<^ !oMoLR`Io6 qo<N=on n

[K253a3][D253a3]RcZo<Zb=ZoX`=oO T<ZoL>Ho0 >` oMo<A`Zo;= ` o[L265a4]MOMZo<k @dVo[244b2]6 q o
TK<Z oJ oMPH oJ oMGV o0 >`I oJ o'MZ o;d o IZ oHc o9KV o<S`<Z oJ oTLT oR`< o5[ o M oSH o;= ` o Z V dL o
[T246a4]HJdIoU=oV=o<`oXcZoJoWo9K dZoIZo;==oHco9KVo% d<Zo[K253a4][D253a4]JVo<Zb=ZoJZn
O T<Zo[L265a5]L>HoH=oJdo9KVo<S`<ZoJoI`oMPHo[244b3]JoMGVo0 >`IoJT`oTK<ZoJT`o<S`<Zo
ObWoWdn n
@`o9KoLoH=o@`o<F cHoJoM; ?cIoJT`oUcoXcZo;==o=doLdoGoM`oHHo[T246a5]JZoZ=Zo,@Zo;= `oUcoXcZo<>`<o
<`Zo[K253a5][D253a5];==oXcZo[L265a6]1>o1qIoWo; ?LoJVoLXHoJoH=oU=oM`oT<WoFcn Uco
[244b4]XcZo?dZo<? YoH=o<Sb<Zo<? Yo<A`Zo=doLdo<>`<oU`IoU=oHco<A`ZoKIoObIoU`IoM`oH<dZoJoLR`Io6 qo

UcoXcZo<A`Zo;==oHcoH=o[T246a6]THITdn n

S2如量をご覧になることは認められないという非難を退けること

第二〔如量をご覧になることは認められないという非難を退けること〕は、〔もし、
対論者が、〕この学説において仏地では、如量智を認めるのであるか認めないのである
か。後者〔認めない〕の通りであるのならば、『入中論』に十力のご覧になるあり方を
お説きになっている127ことも不合理であり、仏陀を一切知者であると認めることもあ
りえないので、自らの教主を損減することになるのである。
前者の通りであるならば、諸々の凡夫において自相によって成立してないのならば、
そのように顕れることがないのならば、全く迷乱していないことになってしまうので、
〔実際には、自相によって成立しているように顕れることは〕存在しているのである。
その時に、それらは仏陀の如量智に顕れる必要がある。
そうであるのならば、顕れた通りの対象として存在しないので、迷乱することになっ

126 D, K: RcZo L, T, Z: >cZo
127 MAKt, 217a4–b7参照。
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てしまうのであると考えるならば、それについて、以上に述べた過失になってしまう
ので、後者の立場は認められないのである。
それについても、『入中論釈』に教典を引用している中に、

また、馬車の車輪ぐらいの地に顕れることにならなかった有情は、如来には顕
れることになった。それらは大変多いのであるが、三千大千の世界の諸々の神
と人はそのようではないのである128。

と、五神通力を具えた外道の仙人と声聞、独覚、菩薩において馬車の輪ぐらいの地は
〔有情は〕顕れないが、仏に顕れる有情が非常に多いとお説きになっているように顕れ
てご理解なさるのであって、顕れないのではないのである。
顕れの対象もまた、無明の習気によって汚されていない全てのものという仏の相好
などと、無明の習気によって汚されている全てのものという不浄の器（世間と有情世
間）などの二つである。
そのうち、前者〔仏の相好など〕が、仏地において退けられる意味がないけれども、
後者が、その地において〔心と心所の妄分別の〕動きを退けることによって退けられ
るのである。
顕れのあり方については、仏陀の相好が無明を断じていないプトガラに対して顕れ
る時に、自らの特質によって成立していないながら、その者に〔自らの特質によって
成立しているかのように〕顕れるのは、その対象が無明の習気の力によって生じてい
るという理由によってではなく、対象を持つものが無明の習気によって汚された力に
よって顕れるのである。なぜならば、それは、他のプトガラにおいて単にそのように
顕れていることからその対象を持つものに顕れているのではなく、〔対象〕自身の側か
らそのように顕れているからである。
仏の如量知において無明の習気によって汚されている対象が顕れる時、〔仏の如量智
に顕れるのは、〕無明によって汚された人〔の知〕にそれらが顕れることによってのみ
仏に顕れるのであって、他〔の人の知〕にそのように顕れることに基づくことなく仏
自身の側で顕れるわけではない。
したがって、色、声などが自相によって成立していないのに、〔自相によって成立
しているものとして〕顕れるものを仏がお知りになるのも無明を有する者にそのよう
に顕れている側からであり、そのプトガラにそのように〔自相によって成立している
ものとして〕顕れていることに基づくことなく、仏自身からそのように顕れるという
仕方によってお知りになるのではないので、そのように〔自相によって成立している

128 MABh, 392.7–11（342a6–7）.
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ものとして〕顕れることによって迷乱することになってしまうという意味はないので
ある。
そうであるのならば、如量智自身の側では、全ての事物は無我であり自性が存在し
ないものとして顕れるので、虚偽である幻のようなものとして顕れるのであり、真実
なるものとして顕れることはあり得ない。しかし、無明を有するプトガラたちに顕れ
たものを通じて、その〔如量〕智に顕れる時、他のプトガラ（無明を有している人）に
真実なものとして顕れたもの〔が、そのようなもの〕として〔仏智に〕立ち昇ったに
すぎない。
『六十頌如理論』でも、

事物に通達している者たちは、
事物は無常であり、欺く法であり、
貯蓄することであり、空であり、無我であり、
寂静であるものを見る129。
拠り所なく、知覚されない、
根がなく、住することなく、
無明の原因から全く生じた、
始まり、中間、終わりを断じる130。
芭蕉の木と同様に心髄がないのである、
ガンダルヴァの町と等しいのである、
すなわち、耐えられない愚人の町であり、
衆生は幻のごとく顕現するのである131。

とお説きになっており、後の二句の結合で、行うことを完全にした諸々の聖者のみが
そのようにご覧になるだけでなく、阿闍梨も自らの知に関してもまたそのように理解
しているとお説きになっているので、最初の一句のようにご覧になるのは、行いを完
全した聖者のご覧になる仕方である。
如実智と如量智もまた異なる存在ではないので、仏の一つの智慧によっても全ての
所知において遍充しているのであると説明したのとも矛盾しないのである。すなわち、
智慧という法身と色身との二つは、同じ在存在であるが、それら二つは相互である必
要がないのと同様に二つの智慧のそれと等しいのである。

129 YS. , 12（21a7）;瓜生津（1985, 77）参照。
130 YS. , 12（21a7–b1）.
131 YS. , 12（22a1）.
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Q3 HdIoHMoLHcIoJT`oH1>coLoLXHoJn

<ZbMoJo[L265b1]I`n HdIo[K253a6][D253a6]HMoJT`oLHcIoJoWo,@ZoJVoH1 >c oIo<K d=oJoA`Ho
L>bo6,<oH=on TL D`=o6qo[244b5]0 >coIoH=dZoJdoH=oH=dZoMcHoH=oV=oH=o<RIo! =`o=doLdo<K d=oJoA`HoHco
LR`oH=on L<M YZoIo<=oS<oH=o?dZo;= ` oLH<o[L265b2]McHo<A`ZoZbo[T246b1]T@b<oJVo<Zb=Zo

Zdn n
[K253b1][D253b1]<8q= o<RIoWZoI`n HdI oHMoJoWoHdI oHMoLHcIoJoH=dZoH=oMGbIo

[244b6]JT`oHdIoHMoJo<A`ZoLXHoHcn LHcIo<A`ZoWZn

<\ @coWoZd<ZoJoL:<o[L265b3]JoU=on n
U=oH<oJoH=oMGbIoJT`o0 >`Vn n
HdIoHMoU`IoJVo;doLdo[T246b2]THdHn n

[K253b2][D253b2]>cZoH=on HLboMo<N=oLoWZo;==on

Hco9KVoIo<\ @coLoMcHoJoTH`oU=oHdIoHMoJo[245a1]H=oMGbIoJT`o0 >`VoHdIoHMoJoRcZo1 >T`oH=dZo
[L265b4]ZboI`oMoU`IoFcn H=dZoZboI`oHdIoHMoJo\H dZoJoGMZo>HoWZoTHZoJT`o0 >`VoVdn n

RcZo<Zb=Zo[T246b3]Zdn n
Hco[K253b3][D253b3]Wo\H dZoJoI`oTH`Vo%<Zo;= `oH<<o[245a2]1 >T`o\H dZoJoNMoMoU`Io! =`o<N=oLT`o
\HdZoJoU=oU`Io[L265b5]Idn n
HcoWZoTHZoJT`oObWoI`oHco;doIoA`HoM=dIoZbMo6 qo<S`<ZoJT`o=dVo<A`Zo<N=o<`o\H dZoJoGMZo>Ho7 qLo
JoWo1 >T`o132n <N=o[T246b4]LT`o[K253b4][D253b4]\H dZoJoMcHoJo[245a3]WoM`o1>o<K co<RIo6qoIo
?dZoA`HoH=o?dZo>Io<N=oLT`o[L265b6]\H dZoJo<A`ZoUoM`oTL DWoLZoHdIoHMoLHcIoJoM`oZ D`HoJVoT! ^Vo
LT`o0 >`VoVdn n
HcT`o0 >`VoKb=oJdT`o?dZoH=o<=oS<o<`oLH<oMcHo%<Zo;= ` oH<<o1>T`o[K253b5][D253b5]\H dZoJo

[T246b5]L>Ho[245a4]NMoI`o@`o9KoLoM; ?cIoJT`oUcoXcZoS<o[L266a1]JoMcHoJZo8FcHoJT`oHdIoU`Io
Wn HcT`o=dVo<=oS<oH=oKb=oJdT`o<A`Zo<N=o<`o\H dZoJoU=oR`oLoU`IoJZoHdIoHMoLHcIoJTdn n
TdIo;==oHdIoHMoJT`o<\ @c oLoZd<Zo[L266a2]Kb=oJdo[K253b6][D253b6]H=o<=oS<o[245a5]<`o

[T246b6]<K c=o6qoL:<oJT`oMoU`IoH<<o<`o<K d=oJoI`o<K d=o<R`oHcoH<oM=dIoZbMo6 q o<N=oLT`oGo<FHoJT`o
OHoMoM`<o133XcZoWoZd<ZoJoWo<N=oH<dZoJZn V=oM=dIoZbMo6 qoMGd=oLT`o[L266a3]LVdT`o=dVo<A`Zo
<N=oH=o[K254a1][D254a1]L>ZoJVoT?Vo! =`o[245a6]<A`Zo[T247a1]<N=oH=oL DWoLVoM`oT?Vo
LZoHdIoHMoLF<ZoJoLo1 qIo*VLoMOIoA`HoJTdn n

132 D, K: 1>oU`o L, T, Z: 1>T`o
133 D, K, L, Z: M`<o T: M`=o
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LHcIo<A`ZoV=oT2FcWoWZo;==on

U=oH<oJT`o<\ @c oLo[L266a4]WoZd<ZoJoH=dZoJdo<N=o[K254a2][D254a2]LoIoM`o<N=oLZo
Wd<oJT`o1 qIo*VLoU`IoJoLR`Io6 qn[T247a2][245b1]U=oH<oJT`o<\ @coLoWoZd<ZoJoL:<oJoU=o
H<<o<R`T`oH=dZoJdo<N=oLT`oLVdoWoM`o<N=oLZoWd<oJT`o1qIo*VLo[L266a5]5[oT! ^VoVdo

RcZoJT`oWIo6 qn

H=dZoJdT`o=doLdo[K254a3][D254a3]H=oGoM`oHHoJT`o0 >`VoM`o<N=oLoMoU`Io

RcZo<Zb=ZoFcn %<Zo[245b2];= ` o[T247a3]H<<o1 >oL>HoNMo! =` o\H dZoJoMcHoJVoH<<oJoM`<o
WoZd<ZoJT` oXcZoJoWoH=dZo[L266a6]ZboM` o<N=oLZoHc oM`Io! =`n MoU`IoH<<oI` oH<<o<R`T` o
134[K254a4][D254a4]H=dZoJdo<=oWo<N=oLoHcoWo<N=oLVoLRcHoJT`oWb<ZoZdn n
V`<Z o J o TH`Z o Z=Z o [T247a4][245b3],@Z o;= ` o @` o<F cH o J o M; ?cI o JT` o Uc o XcZ o H= o TK<Z o
J o Td< o [L266b1]MT` o$ cZ o GdL o;= ` o Uc o XcZ o M oU`I o H<< o<^ ! o M o9K o LbT` o HdI o T@W oL o'MZ o;= ` o

[K254a5][D254a5]UbWo'MZo;==o'Mo2F=ZoJT`oHdIoHMo6 qoXcZoJVo1 >Tdn n
<=oH<oTK<ZoJT`oMAMo<R<o[T247a5][245b4]<`oUcoXcZo;= `Zo\H dZo[L266b2]Jo'MoJVoL>Ho
NMo! =`o\H dZoL DWo% d<ZoZdoRcZo1 >ZoIoX`Io5[oV=ZoX`=oH<ToWn \H dZoJo[K254a6][D254a6]McHoJVo
H<<oJoT@WoWdoRcZo1 >ZoIoM`oLSdHoJoI`n H<<o1 >o'MoJVoL>HoJoNMoR`<oMcHoH<<o[L266b3]<`o
HdIo[T247a6]U`Io[245b5]JoMo% d<ZoJVoMcHoH<<oGMZo>HoV`oLd=oV zoH=oTH IoLT`o>=oMcHo6 qoTHdHo
JT`oLVdT`o<\ @dIoU`IoFcn [K254b1][D254b1]>`VoU=oMo2)LoIoMcHoH<<oU`IoJVoT<WoLT`o0>`VoVdn n

Q3勝義諦の分類の説明

第三〔勝義諦の分類を説明すること〕は、勝義諦について詳しく分類するならば、十
六空であり、中ぐらいに分類するならば、実在と非実在、それ自体と他者の存在が空
性であるという四つがあり、まとめるならば、人無我と法無我の二つであると『入中
論』に説かれている135。
〔一方、〕他のテキスト136では、勝義には勝義諦そのものと随順する勝義の二つがあ
ると説明されている。すなわち、『二諦分別論』〔の註釈〕に、

生起などを否定したことも、
正しいことと相応するため、

134 D, K, T, Z: <R`T`o L: LR`T`o
135 MABh, 301.17–302.2（313a3–b2）.
136 中観自立論証派のテキストのことをさしている。
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勝義であると私は主張する137。

と〔説かれていおり、〕『中観光明論』にも、

そのようにこの不生起もまた勝義と相応するので、勝義のものであると言われ
るのであって、〔勝義〕そのものではないのである。なぜならば、本当の意味で
は、勝義とは、あらゆる戯論から超えているからである138。

と説かれている
そのうち、戯論とは、ここで論証因の否定対象であるところの単なる戯論だけでは
なく、顕れの戯論でもある。
それより超えたあり方は、真実義を直接にご覧になっている知にとって二顕現のあ
らゆる戯論は消滅するということをさしているのであって、顕れの戯論が存在しない
ことをさしているのではないのである。なぜならば、さらに、法性と有法という顕れの
戯論の二つは離れられないので、勝義諦がありえないことになってしまうからである。
それゆえに、蘊である法と人との無我を論証する論証因の否定対象であるところの
戯論を完全に断じるものは無漏の如実智によって得られる対象であり、それにとって
人と蘊の二つの顕れの戯論もまた寂静であるので、勝義諦である。
しかし、勝義の生起などを蘊と人の上で否定した定立否定の空なるものは、それら
空の基体を直接に顕れている言説の量である眼識などに顕れる必要があるので、自己
を直接に見られる知にとって二つの顕れと共に顕れるのであって、二つの顕れと離れ
て顕れないのである。それゆえ、仮説した勝義は真の世俗である。
『二諦分別論』自注にも、

正しい生起などは、事物が顕れた時に、顕れないので、誤った世俗であるのと
同様に、正しい生起などの否定も否定基体の事物が顕れる知において顕れない
ので、誤った世俗としてなってしまうのである139

という答えとして、

〔否定は〕事物の存在と異なることではないために、顕れないということではな

137 SDVV, 161（6a1–2）: <\@coWoZd<ZoJoL:<oJoU=on n U=oH<oJoH=oMGbIoJT`o0 >`Vn n HdIoHMoJo
U`IoJVo;doLdo><oTHdHoHdn n

138 MA, 149a5.一郷（1993, 110）参照。
139 SDVV, 160（5b7）: U=oH<oJVo<\ @coLoWoZd<ZoJoL:<oJoU=o>`o<oU=oH<oJoMoU`IoJT`o1qIo*VLo5[o
T!̂VoFcn HcoI`oH=dZoJdo<N=oLoIoU=oH<oJVo<\@coLoWoZd<ZoJoLR`Io6 qoM`o<N=o=don n ツォンカパの引
用は原文そのままではない。
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いのである140

と説かれている。すなわち、論証因の否定対象を完全に断じた戯論は存在しないとい
う否定は、眼識などにおいて直接に顕れないので、それではないのであって、定立否
定は否定基体である事物において顕れると主張する流儀である。
この理論によって仏の如量智と下位の聖者の後得智という定立否定は幻のごとき
諸々の対象を量るものの諸々の対象もまた同義の勝義として知るべきである。
聖者の三昧智によって戯論を単に断じることで無戯論を理解しているとするのなら
ば、とても喜ばしいが、〔聖者の三昧智は、〕戯論を絶対否定が量るのであるとするな
らば、耐えられないのは、否定対象を単に断じたことは絶対否定の意味であることと
理解することなく、全ての絶対否定を兎の角と等しく何にもないのであると主張する
知の過失である。なぜならば、何も成立していないのならば、絶対否定であることと
矛盾しているからである。

P3 LHcIoJo<A`Zo;=`o2F=Zo=cZoL<KIoJn

<ZbM oJ oI`n 1 qI o [L266b4]*VLoNMoH= oLHcI oJT` o; ?HoJVo [T247b1]0 >c o L oI` o1qI o*VLo
LHcIo[245b6]JVoM` oT6q oLT` o1qI o*VLoTHdHoJoM`I oJoH=on <Sb<ZoL8FIoWoZd<ZoJo1qI o
[K254b2][D254b2]*VLo5[oLQWIoJo'MZo1 qIo*VLoLHcIoJoM`IoIdoRcZo<Zb=ZoJT`o[L266b5]HdIo
U=on 1 qIo*VLoLHcIoJoM`IoJT`o1 qIo*VLoUdHoJVo<K dIoJoM`IoJVo[T247b2]NVoLXHo[246a1]S`Io
Wn V`<ZoJo6,<o>boJT`oT2F cWoJoH=oT@b<oT2F cWoWZo<M Y<o[K254b3][D254b3]1qIoH=oWMo! =`oLHcIo

Jo<ZbMo<o1 qIo*VLo[L266b6]LHcIoJVoLXHo>`=on O T<o<ZWoWZo;==on

L$ dHo1 >oH=o$dHo1 >cHoH=oXcZoJoH=oXcZo1 >o[246a2]WoZd<Zo[T247b3]JT`oGo<FHoMoWbZoJo
TH`oH<oGMZo>HoI`oT@`<o%cIo! =`o1qIo*VLo[K254b4][D254b4];=`oLHcIoJoRcZo1 >Tdn n

[L267a1]RcZoGo<FHoJT`oHdIoGMZo>Ho1qIo*VLoLHcIoJVo<Zb=ZoJZoLHcIoJo<A`ZoZboXcZo1 >oGMZo
>HoT6 qoLoU`IoIdn n
Hco[246a3]U=o<R`o<=o[T247b4]R`<oLQWIoJoZ ]oLT`oHdIo6qo[L267a2]Ud=ZoZboL>HoIoM`oZ ]oLT`o

HdIo[K254b5][D254b5]U`IoJo'MoJVo<>HoH<dZoJZoZ ]oM`oZ ]oI`oH=dZoZboKIoObIoR=ZoFco<IZo

JT`oT<WoLTdn n
Hc o9KVoU`I oJ oHc oI` oXcZ o1 > oGMZo>HoWoKIoObI oR=ZoJT` o [246a4]ObW o! =`Z o [L267a3];?Lo

[T247b5]1 >cHo6 qoT@b<oJZoKb=oJdo<ZbMoJoU=o[K254b6][D254b6]9M d<oJoU`IoIdn n
HcT`o0 >`VoXcZo1 >oWoLHcIoJo<A`ZoZbo2F=Zo=cZoJVoXcZoJVo1 >Tdn n

140 同上。
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HcoU=on

H=dZo1qIoU=oH<oLQWIoJoMGd=oLoU`Zn n
H=dZo[L267a4]8F cHo=doLdo<A`ZoI`o[246a5]TPTIoJVoT! ^Vn n

[T247b6]RcZoLHcIo<A`Zo;= `oMOIo[K255a1][D255a1]A`HoT@d<oObWoHcoA`Ho;= `Zo2F=Zo=cZoT2)LoJo
U`IoIdn n

P3二諦の数が決まっていること

第三〔二諦の数が確定していること〕は、唯世俗と諦の特徴を区別したことは世俗
諦に含まれない世俗を主張しているのではないのである。鏡像などという諸々の世俗
において虚偽であるものは世俗諦ではないのであると説かれている意味もまた、世俗
諦ではない世俗が存在していると示しているのではなく、すでに述べたが、『六十頌如
理論釈』141と『入中論釈』142に苦諦と集諦、道諦の三つとも世俗帯であると説明してお
り、『プラサンナパダー』にもまた、

述べられるもの、述べるもの、知るもの、知られるものなどこれら全ての言説
は世間の世俗諦であると言説の対象全ては世俗諦である143〔。〕

と説かれているので、二諦に全ての所知は含まれるものである。
それについても、ある基体を虚偽なもので欺くものの対象として肯定するのならば、
欺かないものの対象であるものを否定する必要があるので、欺くか欺かないとは直接
に相互を退けて住する矛盾である。
そのようであるのならば、所知全てにおいて相互を退けているあり方によって遍充
するものとして働くので、第三項目もまた排除するのである。
それもまた、

全ての実在は真実を見る〔知〕と偽りを見る〔知〕によって、存在が認識され
る。したがって、全ての事物は二つのあり方を持っていることになる144。

と二諦の定義の設定仕方によって数を確定することは成立しているのである。

141 YS. V, 36（7b6–7）.
142 MABh, 71.3–4（243a7）.
143 PSPD, 493.5–6: sarva evāyam abhidhānābhidheyajñānajñeyādivyavahāro ’śes.o

lokasam. vr.tisatyam tiy ucyate / PSPDt, 163b3–4.
144 MAK, 6.23, 7: samyagmr.s.ādarśanalabdhabhāvam. rūpadvayam. bibhrati sarvabhāvāh. | MAKt,

205a6–7.
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ツォンカパは 39歳のときに、ニェルのロロでトルンパが著した『教えの階梯大論』
と出会い、顕教と密教のすべての教えに間違いないという確信を得た。更に、それぞ
れの人の能力に応じて導くことができる「道次第」を確信したと『信仰入門』に述べ
られている145。そして、45歳のときに、全ての仏説は矛盾することなく、一人の人を
悟りへと導く道の次第として、体系化した『菩提道次第大論』を著した。それから 14
年を経た後『菩提道次第小論』を著した。すでに先行研究で提示しているように、『菩
提道次第小論』の内容は最後の毘鉢舎那の章以外は『菩提道次第大論』をより簡略し
たものである。『菩提道次第大論』では二諦説について詳しく論じていないが、『菩提
道次第小論』では『中論註：正理大海』とほぼ同様な科段を立てて、詳しく論じてい
る146。『菩提道次第小論』の正式な題名は以下の通りである。

<\ @cZoLbo<ZbMo! =`ZoAMZoZboL V=oLT`o1 >=o?bLoWMo! =` oV`MoJn（『三士が実践すべき菩提道
次第』）

ここでは本研究と関連する毘鉢舎那の章における二諦説について、以下のテキストの
箇所を抜き出して和訳する。

D sde dge par ma, pha. Toh.5393. 192b5–207b1.
K sku ’bum par ma, pha. 192b5–207b1.
L bla brang par ma, pha. 208a1–222a5.
T bkra shis lhun po par ma, pha. 192a2–206b6.
Z zhol par ma, pha. 176a6–190a3.

145 付論 A参照。
146 ツルティム（2005, 12–14）,福田（2018, 18–19）参照。ツォンカパにおける「道次第」の
伝承についてはツルティム（2005, 7–23）に論じられている。
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R3 1qIo*VLoH=oHdIoHMo! =`oLHcIoJo'MoJVoLR<oJn

<ZbMoJoWoLR`n S1 LHcIo<A`Zo<=oWZoT1 >cHoJT`o<R`n S2 @`o9KVo6qo0 >coLT`o2F=Zn S3
Hco9KVo6 qo0 >coLT`oHdIn S4 0 >coLoZdoZdT`oHdIo[K192b6][D192b6]LXHoJTdn n[L208a2]

R3世俗〔諦〕と勝義諦を設定する

第三、〔世俗諦と勝義諦の設定に〕四つある、S1二諦をどの点から区別するかの基体
となるもの、S2どのように分けられたのかという数、S3そのように分けられた意味、
S4分けられた〔二諦〕それぞれの意味を説明する。

S1 LHcIo<A`Zo<=oWZoT1>cHoJT`o<R`n

H=o[176b1]JdoI`n LHcIo<A`Zo;= `oH1 >co<R`oWoNoMo'MZoWoTHdHo[T192a3]ObWoM=o6 qoUdHo;==on
TH`VoI`oLZVLoL5[ZoWZn n

XcZoJVo1 >oLoU=o1qIo*VLoH=oHdIoHMoJT`oLHcIoJoTH`VoSHoHdn

RcZo<Zb=ZoJZo[K193a1][D193a1]XcZo1 >oI`oH1 >co<R`Tdn n

S1二諦をどの点から区別するかの基体となるもの

第一〔二諦をどの点から区別するかの基体となるもの〕、二諦を区別する対象につ
いては以前の学者たちにたくさんの主張の仕方があったけれども、この著作において
（この帰謬論証派の箇所において）は『大乘集菩薩學論』に、

知られるべきことについても世俗諦と勝義諦というこれに尽きる147。

とお説きになっているので、所知が区別する対象である。

S2 @`o9KVo6qo0>coLT`o2F=Zn

<A`ZoJoI`n [L208a3])oXcoWZn[176b2]

147 『 大 乗 集 菩 薩 学 論 』（Śiks. āsamuccaya）に 引 用 さ れ た『 父 子 相 見 経（Pitapu-
trasamāgamasūtra）』の言葉である（ŚS, 236: etāvaccaitat jñeyam yaduta sam. vrtih.
paramārthaśca /; ŚSt, 142b2; PPS, 61b4）。
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T@`<o% cIo1qIo*VLo[T192a4]LHcIoJoH=on n
HMoJT`oHdIo! =`oLHcIoJTdn

RcZo<Zb=ZoJo9KVo1qIo*VLoH=oHdIoHMoJT`oLHcIoJo<A`ZoZboH1 >cTdn n[K193a2][D193a2]

S2分類の数 [176b1]

第二〔どのように分けられたのかという数〕は、『中論』に、

世間の世俗諦と勝義諦である148。

とお説きになっているように世俗諦と勝義諦の二つの諦に分類する。

S3 Hco9KVo6qo0>coLT`oHdIn

<ZbMoJoI`n <A`ZoZbo0 >c oLo<A`ZoI`oGoHHoJoH<dZoJZoGoHHoObWo@`o9KVoU`Io<FMo[L208a4]In
[T192a5]TH`oWoNo[176b3]VLZoJoM=oJdoLbMoJoH=o<NMoLbo9KoLbo=doLdoGoHHoJoH=on 1 >ZoJoH=oM`o
%<oJo9KoLbo=doLdo<>`<oWo9M d<oJoGo[K193a3][D193a3]HHoJo<A`ZoI`n GoHHo, !o<A`Zo:oH=dZoJdo

U`IoWn <=oVb=o<>`<o149H=dZoJdVoMcHo[T192a6]JT`oGoHHoI`o150<>`<oJoL:<o[L208a5]JT`oGo
HHoHcn n151 tha dad>[176b4]<ZbMoUdHoJZn LHcIo<A`ZoI`o<>`<oJoL:<oJT`oGoHHo6qo<l HoWn ;o
>`<o[K193a4][D193a4]I`oHco<A`Zo=doLdo<>`<oWo9M d<oJoGoHHo6qoTHdHoHdn n
HLb oM o<N= oL oWZ oLH< o [T192b1]<>`< oJT` o TL DcW oL oI`n H=dZ oJdV oMcH oJ oWT= oM` o

[L208a6]T<WoLVo<Zb=Z oJ o9KVo [176b5]Wc<ZoJZn G oHH o, ! o<A`Z o: oH=dZ oJdV oMcH o

[K193a5][D193a5]JoH=on <=oVb=o<>`<oH=dZoJdVoMcHoJo<A`Zo:Vo152WT=on =doLdo<>`<oWo
9M d<oJoGoHHo[T192b2]M`oT<WoWdn n
T@b<oT2F cWoWZn

H=dZoJdoGMZo>Ho;= `oV=o<`o=doLdo'MoJo[L208b1]<A`ZoAcoLVoL<KIoFcn [176b6]TH`o9Ko<K co
1qIo*VLoH=o[K193a6][D193a6]HdIoHMoJTdn

RcZo<Zb=ZoJZo?dZo>IoVcoVcT`o=doLdoWo1 qIo*VLoH=oHdIoHMoJT`o=do[T192b3]Ldo<A`Zo<A`ZoUdHoJT`o
0 >`VoH=on LHcIo<A`Zo=doLdo<>`<oM`IoIo=doLdoGoHHo6 qoX`Io5[oU=oM`oV`<Zo[L208b2]JZoHco<A`ZoWo

148 MMK, 24.8, 420: lokasam. vr.tisatyam. ca satyam. ca paramārthatah. ||（諸仏は二諦に基づい
て法を説いた。〔すなわち〕世間世俗諦と勝義として（paramārthatah.）の諦である）。

149 Z: >`<o D, K, L, T: <>`<o
150 Z, M`o D, K, L, T: I`o
151 Z: Hdn n D, K, L, T: Hcn
152 Z: ?Vo D, K, L, T: >Vo
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=doLdo[K193b1][D193b1]McHoJZo[177a1]McHoJVoT! ^VoFcn UdHoJoWo=doLdo<>`<oH=o1536 q oMVo
UdHoJo<=oVb=o<`Zo; ?LoJT`o[T192b4]0>`VoVdn n
1 >=o?bLoZcMZoT2F cWoWZo;==on

1qIo*VLo<K d=oJoA`Ho6 qoLXHn n
<Kd=oA`Ho;doIo1qIo*VLoU`In n
McHoIoM`oT1 ^=o[K193b2][L208b3][D193b2]=cZoJT`o0 >`Vn n[177a2]
1 >ZoH=oM`o%<oH<oLR`IoIdn

RcZo<Zb=ZoWn 2 ^ o2q o9K oLb oHc oV=o[T192b5]<`oHdIoHMoH=o=d oLd oGoHHoU`IoIn Hc oV=o<` o
LHcIo<K d=oH=oU=o=doLdoGoHHoJZn 2 ^o2q oLHcIo2 )Lo5[oT! ^VoLZo=doLdoGoHHoM`IoJZo=doLdo<>`<o
[K193b3][D193b3]JoU`IoIdn n

[L208b4]2 ^o2 q oI`oV=o<`o[177a3]LHcIo<K d=oU`IoU=o154V=o<`oHdIoHMoLHcIoJo[T192b6]I`oM`Io
Idn n
<8 q=oT<ToR`<oWZoLHcIo<A`Zo<>`<oH=oGoHHo<=oU=oM`IoJVo<Zb=ZoJT`o;o>`<oI`n V=o
LR`Io! =`Zo2 )LoJT`o<>`<oGoHHoWoH<d=Zo[K193b4][D193b4]Wn ;o>`<oI`o=doLdoGo[L208b5]HHo
JoH=o9M d<oJo[177a4]<>`<o[T193a1]Jo<A`Zo:Vo155M`IoJoWoH<d=ZoZdn n

S3そのように分けられた意味

第三〔そのように分けられた意味〕は、二つに分けられたという〔その〕二つは異
なっているものである必要があるので、どのように異なっているかと思うのならば、
この点については、〔チベットの〕以前の多くの者はたとえば、壺と布のように存在が
異なっているもの、作られたものと無常なもののように存在は同一であるが、排除の
仕方が異なっているものであるという〔この〕二つは、異なっているとされるべきもの
の両方とも事物であり、いずれか一つが事物として存在していないときの異なりとい
うのは、同一であることを否定した異なりである。〔以上のように〕異なりは三つ存在
するので、二諦は〔このうち〕同一であることを否定した異なりであると語るし、〔ま
た、〕ある者がそれら二つは存在は一つであるけれども、排除の仕方は異なっていると
主張している。
『中観光明論』に「同一体のものの結びつきとは、実在しないものにおいても矛盾し
ないのである」156と説かれている通りに考えるのが良いので、異なっているとされる

153 D, K, T, Z: H=o L: V=o
154 Z: ;==o D, K, L, T: U=o
155 Z: ?Vo D, K, L, T: :Vo
156 MA, 221a1–2;森山（2001, 283–306）参照。
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べき二つのものが両方とも実在しないものであったり、いずれか一つが実在しないも
のであるという両方のいずれにおいても存在が一つで、排除は異なるというのと矛盾
しないのである。
『入中論釈』に、

一切の事物のそれぞれのあり方は二種類であると〔諸々の仏陀によって〕示さ
れている。すなわち、世俗のものと勝義のものである157

とお説きになっているので、主題となっている各々のあり方に世俗のものと勝義の
ものという二つずつの存在があるからであり、二諦が同一の存在でないならば、異なっ
ている存在であるということは全く不合理であるので、それら二つには存在がないか
ら、存在しないものになってしまうのである。なぜならば、存在するならば、必ず同一
の存在であるか、異なったものとして存在しているのかのいずれかであるからである。
『菩提心釈論』158にも、

世俗は空性に他ならないと説かれている。
空性のみが世俗である。
なぜならば、〔空性を〕なくして、〔世俗は〕生じ得ないと確定しているからで
ある。
作られたものと無常なものなどと同様である159

とお説きになっている。また、例えば、芽のようなものが自らの勝義と異なった存在
であるとするならば、それ〔芽〕が自らの真実空であることとも異なった存在である
ので、芽は真実として成立しているものになってしまう。したがって、〔芽は、自らの
空性と〕異なった存在ではなく、同一の存在である。芽というものは自らの真実とし
て空であるけれども、自らの勝義諦ではないのである。
いくつかのテキストで二諦は同一と異なったもののいずれでもないのであるとお説
きになっている。そのうち、あるものは自性によって成立しているところの同一と異
なったものを意図されている。また、あるものは、異なった存在であることと排除が
同一であることという両方のいずれでもないということを意図されている。

157 MABh, 102.14–15（253a6）.
158 『菩提心釈論（bodhicittavivaran. a）』はナーガールジュナの真作ではないが、チベットで
はナーガールジュナの真作として仏教の論書にしばしば引用される。

159 BCVV, 204（41a1）.
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S4 0>coLoZdoZdT`oHdIn

LR`oJoWo<ZbMn T1 1qIo*VLoLHcIoJoH=on T2 HdIoHMoLHcIoJoH=on T3 LHcIo<A`Zo;= `o2F=Zo
=cZoL<KIoJTdn n

S4分けられた〔二諦〕それぞれの意味を説明する [177a4]

第四〔分けられた〔二諦〕それぞれの意味を説明する〕に三つがある。T1世俗諦と、
T2勝義諦、T3二諦の数の確定していることを示すことである。

T1 1 qIo*VLoLHcIoJn

H=oJdoWo<ZbMn U1 1 qIo*VLo[K193b5][D193b5]H=oLHcIoJT`o<^ HoHdIoLXHo[T193a2]Jn
[L208b6] U2 1 qIo*VLoLHcIoJT`oMOIo[177a5]A`Hn U3 1qIo*VLo;= `oH1 >coLTdn n

T1世俗諦

第一〔世俗諦について〕三つがある。U1世俗と諦との語義を説明すること、U2世
俗諦の定義、U3世俗の分類である。

U1 1 qIo*VLoH=oLHcIoJT`o<^HoHdIoLXHoJn

H=oJdoI`n O T<o<ZWoWZn 1 qIo*VLoWoHco;doIoA`HoWo<^ H`LoJoH=on KIoObIoL% cIoJT`oHdIo
H=on T@`<o% cIo! =`oGo<FHo<ZbMoLXHo[K193b6][D193b6]>`=on 0 >`oMoI`o[T193a3]L$dHo1 >oH=o
$dHo1 >cHoH=on[L209a1]XcZoJoH=oXcZo1 >oWoZd<ZoJT`oMOIo[177a6]A`Ho>Io6 q oLXHoJZn UbWo
>Io! =`oGo<FHoXcZoL$ dHoNMoM`IoWn XcZo1 >oH=oL$dHo1 >o<=oU`IoGMZo>Ho;==o1qIo*VLoLHcIoJVoM`o
[K194a1][D194a1]<Sb=o=don n

[T193a4]HcoWo<Sb<Zo[L209a2]Zd<Zo'MZoXcZoJo1qIo*VLoJo<=o<`o=dVoLHcIoJVoT@d<oJT`o1 qIo
*VLo[177b1]JoI`n <ZbMo! =` oH=oJdoU`IoWn HcoU=o?dZo'MZoWoV=oLR`Io! =`Zo2)LoJT`oV=o<`o
=doLdoMcHoJo[K194a2][D194a2]Wn UdHoJVo<^ HdoTHd<Zo[T193a5]JT`oMoV`<oJoU`IoFcn HdIoWo
LHcIo[L209a3]JVo2 )LoJoM`oZ D`HoJZoLHcIoJVoT@d<oJoI`oL VdT`o=dVoU`IoWn LHcIoTP TIoM`IoJT`o
[177b2]L VdT`o=dVoLHcIoJVoLR<o5[oMcHoJT`o0 >`VoVdn n
Hco9KVoU=oT@b<oJoWZn

<F`o[K194a3][D194a3]Mb<oV=oLR`Io[T193a6]<^ H`Lo0 >`Vo1 qIo*VLo<K cn n
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HcZo160<=oL>dZoMoLHcIoJVo<N=oHco[L209a4]I`n n
1qIo*VLoLHcIoRcZoGbLoJoHcZo<Zb=ZoFcn n
L>dZoMVo! ^VoJT`oH=dZoI`o1 qIo*VLo[177b3]5[Tdn n

RcZoZdn n
TH`VoT@b<oT2FcWoWZn

Hco9KVoVcoR`<o[K194a4][D194a4]ZD`Ho[T193b1]JT`oUIoW<o<`ZoUd=ZoZboL<M YZoJn AdIo

Md=ZoJo>Io! =`oMoV`<oJT`oHL=o[L209a5]<`Zo1qIo*VLo;= `oLHcIoJo'MoJVo<R<o161<dn
HcoU=oAIoGdZoH=oV=oZ=Zo,@ZoH=o1 >=o?bLo[177b4]ZcMZoHJToAdIoMd=ZoJo>Io! =`oMoV`<o
Jo[K194a5][T193b2][D194a5]R=ZoJn T6 qo1 >cHo<Sb<ZoL8FIoWoZd<ZoJT`oUdHoJoA`Ho
H=oTH IoLVo<S`<ZoJo'MZoWoI`oL>dZo[L209a6]MT`oV=oLR`IoU`Io! =`n LHcIoJoI`oMoU`Io
FcoLHcIoJVoM=dIoJVowV dMoJoMcHoJT`o0 >`VoVdn n
[177b5]1 >`ZoJo'MZoWoI`o[K194a6][T193b3][D194a6]Z]oLVo1 >cHoJoU`IoWn HcoWZo

<RIoJo'MZoWoI`o<^ ! oMoWoZd<ZoJo9KVo% cIo>`=oTL DcWoLVoT1 ^=oLoA`Ho;= `Zo1 qIo*VLoNMo6 q o

[L209b1]T! ^VoVdn

RcZo<Zb=ZoJZoI` o1qI o*VLoLHcIoJoUdHoJVoT@d<oJo'MZoMoV`<o[K194b1][D194b1]JZo
[177b6][T193b4]UdHoJVoT@d<oJoH=on AdIoMd=Zo>Io! =` oMoV`<oJoR=ZoJT`oAIoV=oH=o1 >=o
ZcMZo;= `o=dVo1 qIo*VLo;= `oLHcIoJoM`oT@d<oJVo<K dIoJoM`IoIdn n
HcoWo[L209b2]H=oJdT`o, ! oMOIoI`oNVoLXHoJo9KVoAdIoMd=ZoJo>Io! =` oMoV`<oJo[T193b5]I`o

[D194b2][K194b2]LHcIoTP TIoU`IoJZn [178a1]HcZoLSb=oLT`oHdIoGo<FHo6qoU=oM`oZ D`HoJT`o0 >`Vo
H=on 1qIo*VLoLHcIoJoU`IoIoGo<FHo6 qoUdHoJZo;?LoJT`o0 >`VoVdn n
HcZoIo?dZo'MZo1 qIo[L209b3]*VLo5[oUdHoJVoT@d<oJT`oT@d<oZT`o1qIo*VLoU`IoIo[T193b6]I`n
AdIo[D194b3][K194b3]Md=Zo>Io! =`o[178a2]MoV`<oJoWo1 qIo*VLo5[o1 >ZoJoHcoMoU`IoH<dZoZdn n
<A`Z oJT` o, ! o MOI oI` o AdI oMd=Z o>I o! =` o M oV`< oJT` o1qI o*VLoR=Z oJ o'MZoW o<= o<` o =dV o

LHcI oJVo [L209b4]T@d< oJT` oLHcI oRcI o! =` o1qI o*VLoMcH o [T194a1]JT` o, ! oMOIo! =`Zn T6 q o

[K194b4][D194b4]1 >cHo'MZo[178a3]HcoH<o<` o=dVoM` oLHcIoJVoL<^ +LZo;= `n 1qIo*VLoLHcIo

JoMoU`IoJVoMoL<^ +LZoJT`o0 >`VoVdn n

HcZoIoHc oH<o<` o=dVoT6q o1 >cHo'MZo1qIo*VLoNMo6q o<Zb=ZoJZo[L209b5]I`n HcT` o=dVo1qIo
[T194a2]*VLoH=oLHcIoJo<A`Zo;= ` oI=oIZo[K194b5][D194b5]LHcIoJVo<R<o5[ o[178a4]McHo
JZn NMo! =`o<^ HZoI`oLHcIoJo<>dHo;= `o1 qIo*VLoLHcIoJoM`o<>dHoJZo1qIo*VLoNMoH=o1 qIo*VLoLHcIoJo

160 D, K, T, D: Hco L, Z: HcZo
161 D, K, T, Z: LR<o L: LR<o
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<A`Zo<Zb=ZoJT`oH<d=ZoJoHcoLR`Io6qoXcZo[L209b6]JVo[T194a3]1 >Tdn n
OT<o<ZWoWZn T@`<o[K194b6][D194b6]%cIo! =`o1qIo*VLo5[oLHcIoJoI`n T@`<o[178a5]% cIo
1qIo*VLoLHcIoJo<K cn RcZo<Zb=ZoJoI`oT@b<oT2FcWoWZn

1 qI o*VLoHcZ o<= oR`< oLHcI oJV o<N= oR`= oV= oLR`I oMcH oLR`I o6q o V= oLR`I o6q o Zd o ZdV o
[T194a4]<N=o[L210a1]LoHcoI`n T@`<o% cIo0 >`Io>`oWd<o[K195a1][D195a1]5[o! ^VoJT`o1 qIo
*VLo5[oLHcIoJZoT@`<o% cIo[178a6]! =`o1 qIo*VLoLHcIoJo<K cn

RcZoNVoLXHoJT`oMoV`<oJT`o1qIo*VLoHcT`o=dVoLHcIoJoWo<ZWoLVo<Zb=ZoJo9KVo1 >oU`n162Go<FHo
[T194a5]6q oLHcIo[L210a2]JVo2 )Lo[K195a2][D195a2]JoWoM`o1 >o<K cn <RIo6q oIoV=o<`oMOIo
A`Ho;= `Zo2 )LoJoGo<FHo6qoU=oM`oZ D`HoJT`oWb<ZoH=o[178b1]T<WoLT`o0 >`VoH=on LHcIo2)LoT<d<oJo
H=oLHcIoMcHo<^ +LoJo'MZoGo<FHo6 qo1 >cHoJT`o0 >`VoVdn n

[T194a6]ObWoTH`ZoZ VdLoHJdIo[K195a3][D195a3]UcoXcZo<F `=oJdZo[L210a3]1 qIo*VLo5[oLHcIo
JVo<IZoJVoLXHoJT=oXcZoJVo1 >Tdn n
TdoIo?dZoA`HoH=oLH<o<A`ZoLHcIo[178b2]TPTIo1qIo*VLoJT`o=dVoLHcIoJZo1qIo*VLoLHcIoJVo
T! ^VoVdo[T194b1]<FMoIn LHcIoTP TIo1 qIo*VLoJT`o[K195a4][D195a4]=dVoLHcIoJoNMoR`<oWo
1 qIo*VLoLHcIo[L210a4]JVoT@d<oIn Hco9KVoT! ^VoMdHo;==oHco9KVoI`oM`o<l HoU`o1631qIo*VLoLHcIoJT`o
LHcIoJoHco1 qIo*VLo[178b3]Jo<=o<`o=dVoLHcIoJT`o1 qIo*VLoJoH=oHcT`o[T194b2]=dVoLHcIoObWoLXHo
JoNMoMdn n

U1世俗と諦との語義を説明すること

第一〔世俗と諦の語義を説明すること〕は、『プラサンナパダー』に、世俗には、真
実に対して覆い隠すもの、相互に依存しているもの、世間の言説という三つの意味が
あると説明している。〔そのうち、〕後者（世間の言説）は述べられるものや述べるも
の、知るものと知られるものなどの特質を持っているものである164と説明されている

162 Z: 1>T`o D, K, L, T: 1>oU`n
163 T, Z: <lHT`o D, K, L: <lHoU`n
164 PSPD,492.10–12:samantād varan. am. sam. vr.tih. / ajñānam. hi samantāt sarva padār thatat tvāvac

chādanāt sam. vr.tir ity ucyate /parasmarasam. bhavanam. vā sam. vr.tir anyonyasamāśrayen. ety
arthah. / atha vā sam. vr.tih. sam. keto lokavyavahāra ity arthah. / atha vā sam. vr.tih. sam. keto
lokavyavahāra ity arthah. / sa ābhidhānābhidheyajñānajñeyādilaks.an. ah. // PSPDt, 163a5–6: 1qIo
IZo<^H`LoJZoIo1 qIo*VLo<Kcn M`oXcZoJoI`oH=dZoJdT`oHco;doIoA`HoWo1 qIoIZoT<c<ZoJVo1>cHoJT`o0>`Vo1qIo
*VLo>cZo1 >Tdn n U=oIoKIoObIoL% cIoJZoIo1 qIo*VLo<Kcn KIoObIoL%cIoJoA`Ho;=`ZoIoRcZo1 >oLT`oHdIo
Fdn n U=oIo1 qIo*VLoI`oL&o<K cn T@`<o% cIo! =`oGo<FHo>cZo1>oLT`oGoO T<o<d nHcoU=oL$ dHoJoH=on L$dHo
1>oH=on XcZoJoH=oXcZo1>oWoZd<ZoJT`oMOIoA`Ho>IoIdn n覆い隠している〔ので〕、世俗である。
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ので、対象を持つものの言説とは、知るものと述べるものだけではなく、知られるも
のと述べられるもののいずれか全てもまた世俗諦であると把握しないのである。その
うち、色などが世俗の如何なる知にとって諦であると設定するような世俗は三つのう
ちの最初のものであり、〔色などが世俗である如何なる知にとって諦であると設定する
世俗なるもの〕それについても、諸法において自性によって成立しているそれ自身が
ないものに対して、存在していると増益するところの無明である。なぜならば、対象
において真実として成立しているものはあり得ないので、真実であると設定するもの
は知にとってであり、真実執着ではない知にとっては真実であると設定することがな
いからである。
同様に『入中論』に、

愚痴は自性 (法性)を覆い隠すので、世俗である。
すなわち、その〔愚痴〕によって作られたものが真実なものとして顕れる。
その〔現われている〕ものは、世俗諦であると牟尼はお説きになっている。
作りものとなっているところの実在は世俗においてである165。

と説かれている。
それについて、『入中論釈』に、

以上のように、輪廻の〔十二〕支分によって完全にまとまっている有染汚の無
明の力によって世俗諦を設定しているのである。
それについてもさらに、有染汚の無明を断じた声聞と独覚、菩薩たちは行であ
る鏡像などが存在しているようにご覧になっている者たちにとっては、作られ
たものの自性であって、真実ではないのである。なぜならば、真実なものであ
ると思い込むことがないからである。
〔行である鏡像などが〕凡夫などにとって欺くものであるが、それ以外の者たち
にとっては、幻などの如き、縁起しているがゆえに世俗のみとしてあることに
なっている166。

すなわち、無知（＝無明）は、事物の真実を、完全に妨げているが故に、「世俗」と言わ
れる。あるいは、相互に依存している〔ので〕、世俗である。すなわち、相互に依存しあ
うので、という意味である。あるいは、世俗とは言語協約（sam. keta, L&n）である。すな
わち、世間の言説という意味である。それについても、述べるものと述べられるもの、知
るものと知られるものなどの特質を持っているものである）

165 MAK,6.28,7:mohah. svabhāvāvaran. ād dhi sam. vr.tih. satyam. tayā khyāti yad eva kr.trimam |
jagāda tat sam. vr.tisatyam ity asau munih. padārtham. kr.takañ ca sam. vr.tih. || MAKt, 205b2–3.

166 MABh, 107.17–108.6（255a1–3）.
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とお説きになっているので、世俗諦が存在すると設定する者たちは無明によって存
在すると設定される〔と示しているわけではなく〕、有染汚の無明を断じた声聞、独覚、
菩薩の知にとって世俗諦は設定することができないのであると示しているわけではな
いのである。
そのうち、第一 (世俗諦が存在すると設定する者たちは無明によって存在すると設定
される〔と示しているわけではない〕)の理由は、前に説明した通りに、有染汚の無明
は真実執着であるので、それ〔真実執着〕によって捉えられる対象は言説においてさ
え存在しないからであり、世俗諦であるのならば、必ず言説として存在しているから
である。
したがって、諸法が世俗有であると設定するときの設定する対象の世俗である（言
説有）ならば、有染汚の無明をさして、世俗である（無明)と言ったときのその世俗で
なければならない。
第二の理由（有染汚の無明を断じた声聞、独覚、菩薩の知にとって世俗諦は設定す
ることができないのであると示しているのではない）は、有染汚の無明という世俗を
断じた者たちにとって、その知にとって諦として設定するところの真実であると思い
込むという世俗が存在しないという理由によって諸々の行は、彼ら（有染汚の無明で
ある世俗を断じた者たち）にとって真実ではないと確立されているのであって、世俗
諦ではないと確立されているのではないからである。
したがって、彼らの知にとって諸々の行は唯世俗であるとお説きになっているので、
彼らの知にとって世俗と真実という二つのうちの真実であると設定することはないの
で、「唯」という言葉によって真実であることを否定しているのであって、世俗諦であ
ることを否定しているわけではないので、唯世俗と世俗諦の両方をお説きになってい
る真意を以上の通りに知るべきである。
『プラサンナパダー』に、

世間の世俗にとって真実であるというのは、世間世俗諦である167。

とおっしゃっているのは、『入中論釈』に、

その世俗によってあるものが真実として顕れ、それが自性がないものでありな
がら、それぞれのものが自性として顕れているものそれが、顛倒したものとなっ

167 PSPD,493.5:lokasam. vr.tyā satyam. lokasam. vr.tisatyam. / PSPDt, 163b2: T@`<o% cIo! =`o1qIo*VLo5[o
LHcIoJoI`n n T@`<o% cIo1qIo*VLoLHcIoJo<Kco（世間の世俗諦とは、世間〔の〕世俗諦である。す
なわち…）
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ている世間の世俗にとって真実であるので、世間の世俗諦である168。

と説かれ、前に説明した無明である世俗の知にとって真実であるものをさしている
とはっきりとお説きになっている通りに考えるべきであって、言説において真実なも
のとして成立しているものをさしていると考えるべきではないのである。なぜならば、
もしそうでないならば、自らの特質によって成立しているものは言説においてさえも
存在し得ないという学説と矛盾するからであり、真実として成立しているものを否定
する。また、真実として存在しないことを論証することなどは言説において行ってい
るからである。
以上に述べた内容によって阿闍梨イェシェー・ニンポが世俗において真実なものと
して存在している169と説明していることもまた知るべきである。
それならば、法性と二我は真実執着である世俗の知にとって真実であるので、世俗諦
であることになってしまうのであると考えるならば、真実執着である世俗の知にとっ
て単なる真実であるものすべてを世俗諦であると設定するならば、そのようになって
しまうのであるが、そのように主張するべきではなく、世俗諦というときのその諦は
その世俗にとって真実であるというときの世俗の知と、その知にとって真実であるあ
り方を単に説明しているだけであるからである。

U2 1 qIo*VLoLHcIoJT`oMOIoA`Hn

<A`Zo[K195a5][D195a5]JoI`n 0 >`oI=o<`oH=dZoJdoTH`o'MZoVcoVcoWoU=o[L210a5]HdIoHMoJo
H=o1qIo*VLoJT`o=doLdo<A`Zo<A`ZoUdHoHcn HcoU=o2 ^o2qo9KoLboR`<oWoMOVIoIn [178b4]XcZo1 >oU=oH<o
JoHco;doIT`oHdIo<S`<Zo[T194b3]JT`oV`<ZoXcZo;= `Zo8F cHoJT`o[K195a6][D195a6]2 ^o2 qT`o=doLdoH=on
XcZo1 >oQWIo170JoZ ]oLT`oHdIoT@WoLT`oGo[L210a6]<FHoJT`oXcZoJZo8F cHoJT`o2 ^o2 qT`o=doLdTdn n

HcT` oN oMoI` o2 ^ o2qT` oHdIoHMoLHcIoJT` o=d oLd oU`Io[178b5]Wn 0 >` oMoI` o2̂ o2qT` o1 qI o*VLoLHcIo
[T194b4]JT`o=doLdTdn n
Hco9KVo[K195b1][D195b1]U=oT@b<oJoWZn

H=dZo1 qIoU=oH<oQWIoJoMGd=oLoU`Zn n
H=dZo8F cHo[L210b1]=doLdo<A`ZoI`oTP TIoJVoT! ^Vn n
U=oH<oMGd=oUbWo<=oHcoHcoA`HoHcn n
MGd=oLoQWIo171[178b6]Jo1qIo*VLoLHcIoJVo<Zb=Zn n[T194b5]

168 MABh, 107.8–10（254b65–6）.
169 SDVV, 85–86（9a3–4）.
170 Z: LQWIo D, K, L, T: QWIo
171 Z: LQWIo ;D, K, L, T: QWIo



80 付論 C『菩提道次第小論』訳註

RcZoZdn n
TH`ZoI`o[K195b2][D195b2]2 ^o2 qT`o=doLdoWoLHcIo<A`Zo;= `o=doLdo<A`ZoUdHoJT`oHdIoHMoI`n XcZo
JoN oMoH=on 1qIo*VLo[L210b2]I`oXcZoJo0 >` oMZo8F cHoJVo<K dIo! =`n 2 ^ o2qT` o=d oLd o<>`<oA`Ho
XcZoJoN o0 >` o<A`Z o[179a1]Wo9K dZ oIZoLHcI oJo[T194b6]<A`ZoZb o<K dI oJ oM`I oFcn172 T@b<o
[K195b3][D195b3]T2FcWoWZn

H=dZoJd oGMZo>Ho;= ` oV=o<` o=d oLd o'MoJo<A`ZoAc oLVoL<KIoFcn TH` o9K o<K c o1qI o*VLo
[L210b3]H=oHdIoHMoJTdn n

RcZoH=dZoJdoVcoVcT`o=doLdoWo<A`Zo<A`ZoZbo[179a2]0 >coIZoHdIo[T195a1]HMoJoI`oU=oH<oJT`oHdIo
<S`<ZoJT`oXcZo[K195b4][D195b4]JoH=on 1qIo*VLoI`oQWIo173JoMGd=oLT`oXcZoJZo8F cHoJVo
<Zb=ZoZdn n
1qIo*VLoLHcIoJoI`oHdIoWoM`oLHcIo! =`n [L210b4]LHcIoTP TIo! =`o=doNMo6 qoLHcIoJoU`IoJZn HcT`o

[T195a2]HdIo9M d<o=cZoJoWo[179a3]QWIo174JVo=cZoH<dZoZdn n
MOIo<R`oLbMoJo[K195b5][D195b5]9KoLboR`<oXcZo1 >oQWIoJoZ ]oLT`oHdIo6 q o=cZoJoWn <R`oHco

WoLHcIoJVoTP TIoJT`oRcIoUbWoV`<ZoXcZo;= `ZoZbIo0 ^=oLT`o[L210b5]9KoLo8F cHoH<dZoFcn LHcIo
[T195a3]JoV`<ZoJZoMo;c<Zo175JVoLQWIo176Jo[179a4]OHoMZoM`oT2 )LoJT`o0 >`VoVdn n

[K195b6][D195b6]LbMo<NMoWoZd<ZoJo1 qIo*VLoLHcIoJoU`IoU=o177HcoH<oL VdZo2)LoJoIo1qIo*VLo
LHcIoJT`oHdIoL VdZoT2)Lo178M`oH<dZoFcn LbMo<NMoZd<ZoV=o[L210b6]LR`Io[T195a4]McHoLR`Io6 qo
<N=oLT`o<^ !oMo9KoLboU`IoU=o179n HcoH<o2 )Lo[179a5]JT`oL VdZo<^ !oMo9Ko[K196a1][D196a1]LbT`oHdIo

T2 )Lo180M`oH<dZoJoLR`IoIdn n
HcT`o0 >`VoHLboMT`o9KoLoMcHoJT`oZdo<\ @cT`oXcZo=doWo9K dZoFcoLbMo<NMoZd<Zo1 qIo*VLoLHcIoJoH=on TK<Zo

[T195a5]JoWo9K dZoFco[L211a1]HdIoHMoLHcIoJVoT@d<oJoTH`T`oWb<Zo[K196a2][D196a2]Zbo<l HoLo
I`oV`<Zo[179a6]JoM`IoFcn T@b<oT2FcWoWZn

HcoWoZdoZdT`o<\ @c oLdo'MZo;= ` oHdIoHMoJo<=oU`IoJoHcoA`Hn TK<ZoJo<N=oLoH=oL>ZoJT`o
\@ dHoUbWo>Io[T195a6]'MZo;= `n 1 qIo*VLoNMoU`IoWn HcT`oV=oLR`Io<Kd=oLoA`Ho<=oU`Io
[K196a3][D196a3]JoHcoI`n Hco'MZo;= `oHdIoHMoJTdo[179b1]

172 Z: <Kcn D, K, L, T: Fcn
173 Z: LQWIo D, K, L, T: QWIo
174 Z: LQWIo D, K, L, T: QWIo
175 L:; Dc<Zo D, K, T, Z: ;c<Zo
176 Z: LQWIo D, K, L, T: QWIo
177 Z: ;==o D, K, L, T: U=on
178 D, K, L, T, Z: 2)Lo
179 Z: ;==o D, K, L, T: U=o
180 Z: T2)Lo D, K, L, T: 2 )Lo
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RcZo<Zb=ZoJoWZoLS Vd<oIZo<l HoLoU`IoJT`o0 >`VoVdn n
ZdoZdo<\ @coLdo'MZo;= `ZoI`oLbMoJoZd<ZoWoLHcIoJVo[T195b1]TPTIoWn HcoA`HoHdIoHMoJVoUdHoJVo
TPTIoJoU=oU`IoJZn HcoH<o<`oXcZo=doHco[K196a4][D196a4]Wo9K dZoFcoLbMoZd<Zo'MZoHdIoHMo
JVo[179b2]2)LoJoU`Io! =`n 1qIo*VLoJT`oHdIoM`IoIdn n
HcoH<o<`o=dVoHdIoHMoJVo2)LoJT`o<R`oLbMoZd<Zo[T195b2]'MZoTK<ZoJT`o, !Ho;= `o<N=oLo<^ !oMo9Ko

LboT@WoLT`oUcoXcZo;= `o<S`<ZoJoWo9K dZo[K196a5][D196a5]IZo1qIo*VLoJoU`IoIdn n
XcZoJoHcoWo9K dZoIoLHcIo[179b3]JVo<R<o5[oMcHoJZo1qIo*VLoNMoRcZo<Zb=ZoZdn n
Hc o9K o IT= o 181Hc o 182H< o [T195b3]<` oV= oLR`I oHdI oHM oLHcI oJV o<Zb=Z oJZ oLbM oZd<Z o
1 qI o*VLoH=on Hc oH<o<` oV=oLR`I o [K196a6][D196a6]TK<ZoJT` oHdI oHMoMd oRcZ o0 >c oIZo
L$dH oJVo1 > oU`n183LbMoZd<ZoTK<Zo[179b4]JoWoHdIoHMoMd oRcZo<l H oLVoM` o1 > o<K cn HcT` oU=o
[T195b4]H<oJT`oHdIoMGd=oLT`oV`<ZoXcZo;= `ZoLbMoZd<ZoMo8F cHoJT`o0 >`VoH=on U=oH<oJT`oHdIo
[K196b1][D196b1]MGd=oLT`oV`<ZoXcZo;= `Zo8F cHoJoHdIoHMoLHcIoJT`oHdIo6 qo<Zb=ZoJT`o0 >`VoVdn n

U2世俗諦の定義 [178b3]

第二〔世俗諦の定義〕は、これら内外の実在のいずれにも、世俗のもののあり方と
勝義のもののあり方という二つずつのあり方がある。それについて芽のようなものを
例にして言うならば、正しい所知、すなわち真実義の対象をご覧になる正理知によっ
て得られる（＝認識される）芽のあり方と、虚偽なる所知、すなわち欺く対象を量る
言説知によって得られる芽のあり方とである。
このうち前者は、芽の勝義諦のあり方であり、後者は、芽の世俗諦のあり方である。
それと同様に、また『入中論』に、

全ての事物は真実を見る〔知〕と虚偽なものを見る〔知〕によって、存在が認
識される。
したがって、すべての実在は二つの存在を持っていることになる。
正しい認識の対象であるもの〔それ〕は真実（tattva）であり、
虚偽の認識の対象は世俗諦であると〔世尊が〕お説きになった184。

と言われている。

181 Z, K, L, T: IT=o D: Io
182 Z, K, L, T: Hco D:TH`o
183 Z: 1>T`n D, K, T: 1>oU`n
184 MAK,6.23,7:samyagmr.s.ādarśanalabdhabhāvam. rūpadvayam. 22 bibhrati sarvabhāvāh. |

samyagdr.śām. yo vis.ayah.23 sa tattvam. mr.s.ādr.śām. sam. vr.tisatyam uktam || MAKt, 205a5–
6.
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これは芽というあり方に二諦という二つのあり方があるというときの勝義のあり方
とは、前者の知によって得られるものであり、世俗のものは後者の知によって得られ
るものであると示しているのであって、芽という一つの存在に前後の知に基づいて二
つの真実があると示しているのわけではないのである。すなわち、『入中論釈』に、

一切の実在のそれ自身の存在は二種類のものがあると示されている。すなわち、
世俗のものと勝義のものである185。

と言い、事物それぞれのあり方を二つずつに分けて勝義のものは正しい対象をご覧
になる知〔によって得られるものであり〕、世俗は虚偽なものをご覧になる知によって
得られるものであるとお説きになっているのである。
世俗諦は対象について真実でないのであるが、真実執着だけにとって真実であるの
で、その対象を確定するために、その対象は虚偽なものであることを確定する必要が
ある。
述定するときの主語であるもの、例えば、壺のようなものは虚偽なる所知、すなわち
欺く対象であると確定するために、その〔壺〕基体に対して真実であると捉える〔知〕
の思念対象は正理知によって否定されるという見解を得ている必要がある。なぜなら
ば、真実なものが正理によって否定されずに虚偽なものは量によって確立されること
がないからである。
壺と布などは世俗諦であるけれども、それらが知によって成立するときに、世俗諦
の意味は知によって成立されている必要はないのである。すなわち、壺や布などが無
自性でありながら、顕れている幻のごときものであるけれども、それら〔幻のごとき
もの〕が成立している知によって〔それらが〕幻のごときものであるという意味は成
立する必要はないのと同様である。
したがって、中観の見解を持っていない凡夫の知にとって壺や布などは世俗諦で
あって、聖者にとっては勝義諦であると設定することがこの帰謬派の説であると主張
するのは正しくないのである。なぜならば、『入中論釈』に、

そのうち、凡夫たちにとっての勝義であるもの、その同じものが、顕れを持っ
ている活動対象を有するところの聖者たちにとっては唯世俗であり、その同じ
もの〔唯世俗〕の自性という空性であるところのものが、それら〔諸々の聖者
にとって〕の勝義のものである186。

とお説き二なっているテキストの真意を逆転して主張しているものであるからで

185 MABh, 102.14–15（253a6）.
186 MABh, 108.13–16（255a5）.
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ある。
凡夫たちが壺などに対して真実であると捉えるが、それ〔壺〕が勝義として存在し
ていると捉えていることでもあるので、彼らの知にとって壺などは勝義として成立し
ているものであって、世俗の対象ではないのである。
彼ら「凡夫たち」の知にとって勝義なものとして成立している基体である壺などは聖
者の心〔相続〕に顕れている幻のごときものを量る智慧にとっては世俗のものである。
その〔聖者の〕知にとって真実であると設定されることがないので、唯世俗である
とおっしゃっているのである。
そうであっても、それら〔壺と布〕の自性は勝義諦であるとおっしゃっているので、
壺などは世俗であり、それらの自性は聖者にとっての勝義であると分けて述べるべき
であって、壺などは聖者にとって勝義であると述べるべきではないのである。なぜな
らば、その〔聖者〕の正しい対象を見ている正理知によって壺などは得られないから
であり、正しい対象を見ている正理知によって得られるものが勝義諦の意味であると
おっしゃっているからである。

U3 1 qIo*VLo;=`oH1>coLn

<ZbMoJoI`n[179b5]HLboMoV=o, !HoJoH<oXcZoJoV=o[T195b5]<`oMOIoA`Ho;=`Zo2 )LoJVo<N=oLoI`n

<N=oLo9KVo6qoUdHoJVo=cZoJZn UbWo>IoWoU=oWd<o[K196b2][D196b2]<A`ZoM`oT1 >cHoJVoUbWo6qo
<N=oLoWo@`o9KVo<N=oLo9KVo! =`oV=o<`oMOIoA`Ho;= `ZoUdHoMcHoT1 >cHoJo[179b6]'MZoI`n LHcIo<A`Zo
[T195b6]WZn

<N=o6 qoTHIoU=oHdIo1 >cHoH<n[195b6]
7 qZoJT`o0 >`VoH=oM`o7 qZo0 >`Vn n
U=oH<oU=oH<oMoU`Io[K196b3][D196b3]JT`n n
1qIo*VLo;= `oI`oH1 >coLo1 >Zn n

RcZo<Zb=ZoJo9KVoLRcHoHdn n
Wb<ZoTH`oI`oMoV`<oJoH=o9MIoJoWoV=o<`oMOIo[180a1][T196a1]A`Ho;= `Zo2)LoJVo<=o<N=oLo
GMZo>Hn XcZoJoHcoMoV`<oJZoLZ VHoJT`o<N=oLVoLRcHoJZn 1qIo[K196b4][D196b4]*VLoJT`o
HdIoWoU=oWd<o<A`ZoZboM`oT1 >cHoHdn n
TH`VoT@b<oT2FcWoWZn

<=oR`<o1 qIo*VLo5[oU=o[T196a2]QWIo187[180a2]JoHcoI`o1qIo*VLo;= `oLHcIoJoMoU`IoIdn n

187 Z: LQWIo D, K, T: QWIo
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RcZo<Zb=ZoJoI`oL&oWo1 >=oLT`oT@`<o% cIoJT`o1 qIo*VLo;= `o=dVo1 >HoLR`Io! =`o[K196b5]<Sb<ZoL8FIo
9KoLboHco1 >HoLR`Io6qoM`oLHcIoJZn HcoWo9K dZoJT`o1 qIo*VLoLHcIoJoM`Io[T196a3]Idn n
Hco9KoIT=o[180a3]XcZo1 >oQWIo188JoZ ]oLT`oHdIoMGd=oLZo8F cHoJT`oHdIoI`oU`IoJZo1qIo*VLoLHcIo

JTdn n
<Sb<ZoL8FIo<N=oLT`oXcZoJo<N=oUbWoWo[K196b6][D196b6]T< (WoLoLR`Io6 qn MoV`<oJoH=o
9MIoJo'MZoWoN dIoJdoWoZd<ZoJo189V=o[T196a4]<`oMOIoA`Ho;= `Zo[180a4]2 )LoJVo<N=oLoU=o<N=o
UbWoWoT< (WoLVoMOb=ZoZdn n
<RWo1 >oLHcIoJoT@d<oIoHco9KVoT< (WoLoHcZoT@d<oJoT<WoU=on [K197a1][D197a1]<RWo1>o
QWIo190JoT@d<oJoWoHcoA`Ho2F d<ZoZboT2FdoLoU`IoIdn n
Hco9KVo191MoU`Io[T196a5]IoGo<FHo6qoLHcIoJVoMo2 )LoIn [180a5]1 qIo*VLoLHcIoJVoT@d<oM`o
7qZoJZo192<^ ! oMo9KoLbT`oQWIo193Jo'MZoGo<FHo6 q oT@d<oIn [K197a2][D197a2]1 qIo*VLoLHcIoJo

<R<oM`o7qZoJVoT! ^VoVdn n
GWoT! ^VoLT`oWb<Zo;= `ZoI`nTK DWo!=` oT<(Wo[T196a6], !ZoMoLZ VHoJT`oXcZoJo6,<oH=on Hc o

WZoLS Vd<oJT`o[180a6]XcZoJo6 ,<oH=on XcZoJoN oMo6 ,<o<`ZoLSb=oLT`oUbWo6,<oH=on 0 >` o
[K197a3][D197a3]Mo6,<o<`ZoLSb=oLT`oUbWo6,<o<K cn Wd<oJT`oUbWoUbWo>Io6,<oWd<oJT`o1qIo
*VLo[T196b1]H=on MoWd<oJT`oUbWoUbWo>Io6 ,<oU=oH<o1qIo*VLo5[oT@d<oWn HcoU=oT@`<o
[180b1]% cIoJTMoGo<FHoJT`oOHoMoA`HoWo9K dZoIZoU=oH<o[K197a4][D197a4]H=oWd<oJT`o1qIo
*VLo5[oT@d<o<`TK<ZoJT`o<S`<ZoJT`o$cZoZboTL D=o[T196b2]LT`oV`<ZoXcZoWo9K dZoIZoM`IoJZn
HLboMoJoV=o<`oWb<ZoWoMoV`<oJoH=o9MIoJoWo<Sb<ZoL8FIoZd<Zo[180b2]H=on Nd oZd<Zo<N=o
Lo<A`Zo[K197a5][D197a5]Wo<N=oUbWoWo9K dZoFcoT< (WoMoT< (Wo<A`ZoMcHoJT`o0 >`Vn U=oH<o
[T196b3]H=oWd<oJT`o1qIo*VLo<A`ZoZboM`o1 >cHoHcn T@b<oJoWZn

<IdHoJoMcHoJT`oHL=oJdo6 ,<o'MZo;= `Zn n
LSb=oLo<=oR`<oT@`<o% cIo! =`Zo[180b3]%d<Zo[K197a6][D197a6]Fcn n
T@`<o%cIoA`HoWZoLHcIoU`Io9Z<oMoI`n n
T@`<o%cIoA`Ho[T196b4]WZoWd<oJVo'MoJVoLR<n

>cZoZdn n
<=oS<oH=o?dZoV=o<`oMOIoA`Ho;= `Zo2 )LoJVoTP TIoJoWo<A`ZoUdHoJT`oV=o<`o2)LoMGTo=Io

188 Z: LQWIo D, K, T: QWIo
189 D, K, T, Z: JT`o
190 Z: LQWIo D, K, T:QWIo
191 Z: 9KVo D, K, T: 9Ko
192 Z: JVo D, K, T: JZn
193 Z: LQWIo D, K, T: QWIo



付論 C『菩提道次第小論』訳註 85

JZo[K197b1][D197b1]TKDWo6 q oU`HoLZ VHoJo[180b4]WZo1 ^=oLo9K oLbT` oTP TIo<K=Zo;= ` oLS Vd< o
[T196b5]0 >d<ZoI`n Go<FHoJT`oOHoMZoM`oT2)LoJZoHM`<ZoLZWoWdn n
<RIoU=oMoV`< oJT` oL<o?<Zo;= `Z oZ VdH o 194JT` o,! oMGToH<oH=oL DWoLT` o@` o<F cH oJ oM; ?cI o

[K197b2][D197b2]JT`oUcoXcZoWo<A`ZoZbo<N=oLoXVoLoU=on[180b4]<N=oUbWo[T196b6]WoT< (Wo
LoI`oM`IoFcn ,!oMOIoI`o<RIo6qoLXHoS`IoFdn n

U3世俗の分類

第三〔世俗の分類〕は、中観自立派の者たちは、自らの特質によって成立している
ものとして顕れているところの知は、顕れている通りに存在していると確定するので、
対象を持つ者の知においてもまた正しい〔知〕と誤った〔知〕との二つに区別するこ
となく、対象として顕れているものに顕れている通りに自らの特質によって存在する
か存在しないかという諸々の区別がある。〔区別があることについて〕は、『二諦分別
論』に、

顕れていることにおいて等しいけれども、効果的作用の能力が、あるがゆえに、
また、ないがゆえに、
正しいものと誤ったものという、
世俗の分類をされた195

と説かれている通りにご主張なさっているのである。
この派〔帰謬派の立場では〕は、無明を持っている者において自らの特質によって
成立しているものとして顕れているもの全ては、その知が無明によって汚された顕れ
であると主張なさっているので、世俗の対象において正しいものと誤ったものという
二つに区別しないのである。
この点については、『入中論釈』に、

世俗においてさえ虚偽なものはなんであれ、それは世俗諦ではないのである196。

とお説きになっているのは、名前について学んだ世間の世俗の知にとって、例えば、顔
の鏡像は、顔としては真実ではないので、その世俗の知にとっての世俗諦ではないの
である。
そうであっても、虚偽なる所知、〔すなわち〕欺く対象を認識する知によって得られ

194 D, Z: Z VHo K, T: Z VdHo
195 SDV, 163（2a4–5）.
196 MABh, 107.16–17（254b7–255a1）.



86 付論 C『菩提道次第小論』訳註

た対象ではあるので、世俗諦である。
鏡像が顕れている知は顕れる対象において迷乱しているのと同様に、無明を持って
いる者たちにとって青などの自らの特質によって成立しているものとして顕れている
ものもまた、〔自らの特質によって成立しているものとして〕顕れている対象について
は、迷乱しているのと等しいのである。
真実なる所量を〔例として〕設定するならば、以上のように迷乱しているものそれ
によって設定することは矛盾するけれども、〔世俗の知にとって〕虚偽なる所量を設定
することにおいてはそれが助けになる。
〔もし〕そうでないならば、言説において真実として成立していないならば、世俗諦
であると設定することができないので、幻のような虚偽なものなどを言説において設
定するならば、世俗諦を設定することがありえないことになってしまうのである。
中観帰謬派の説では、一時的な迷乱の原因によって汚されていない六つの〔感官〕
知と、それとは逆の〔一時的な迷乱の原因によって汚された〕六つの〔感官〕知と、
前者の六つの知によって把握される六つの対象と、後者の六つの知によって把握され
る六つの対象、すなわち、誤った対象とそれを対象とする〔誤った知〕は誤った世俗
であり、正しい対象とそれを対象とする〔正しい知〕は正しい世俗であると設定され
る。それについても、世間あるいは言説の量に照らして、正しい世俗〔である、あるい
は〕誤った世俗であると設定するのであって、聖者の認識に随順する正理知に照らし
て〔そのように設定するの〕ではない。したがって、中観派自身の説においては、無
明を有している者に対して鏡像などと青などの二つの顕れには、顕れている対象に関
して迷乱している、迷乱していないという二つ〔の違い〕はないので、正しい世俗と
誤った世俗の二つに〔分けることは〕ない。
すなわち、『入中論』に、

障害がない六つの感覚器官によって、
把握されているものは、世間によって認識され、
〔そのようなものは〕世間自身の観点から真実であり、
残りは、世間自身の観点から誤ったものであると設定される197。

と説かれている。
人と法が自らの特質によって成立していると把握するという二つがあり、〔そのう
ち、〕誤った自己の学説によって、一時的に、意という感覚器官が汚されていることか
ら生じたような〔知の〕把握し方と逆のものは、言説の量によって成立することがな

197 MAK, 6.25, 7: vinopaghātena yad indriyān. ām. s.an.n. ām api grāhyam avaiti lokah. | satyam. hi
tal lokata eva śes.am. vikalpitam. lokata eva mithyā || MAKt, 205a7.
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いので、特別なものである。
さらに、無明の習気によって汚されたすべての因と離れたところの如量智に二つと
しての顕れが昇ってきているものもまた、顕れている対象に対して迷乱しているわけ
ではないのである。理由は別の箇所ですでに説明した。

T2 HdIoHMoH=oLHcIoJn

<A`ZoJoWo<ZbMn U1 HdIoHMoH=oLHcIoJT`oHdIoLXHoJn U2 HdIoHMoLHcIoJT`oMOIo
A`HoLXHoJn U3 HdIo[K197b3][D197b3]HMoJT`oH1 >coLoLXHoJTdn n

T2勝義諦 [180b5]

第二、〔勝義諦〕には三つ、U1勝義と諦の意味を説明する、U2勝義諦の定義を説明
する、U3勝義の分類を説明する。

U1 HdIoHMoH=oLHcIoJT`oHdIoLXHoJn

H=oJdoI`n O T<o[T197a1]<ZWoWZn

HdIoU=oHco[180b6]U`IoWoHMoJoU=oU`IoJZoIoHdIoHMoJTdn n HcoA`HoLHcIoJoU`IoJZoHdIo
HMoLHcIoJTdn

RcZo<Zb=ZoJZoHdIoH=oHMoJo<A`Zo:oHdIoHMoLHcIoJo[K197b4][D197b4]A`HoWoLRcHoHdn n
HdIo[T197a2]HMoLHcIoJT`oLHcIoObWoI`oM`oZ ]oLoU`IoWn HcoU=o<IZoObWo[181a1]<RIo6 qo<IZo

X`=o<N=oObWo<RIo6 qo<N=oIZoT@`<o%cIoWoM`oZ ]oLT`o0 >`Vn HdIoHMoLHcIoJVoT@`<o%cIo! =`oGo<FHo;= `o

HL=o<`Zo[K197b5][D197b5]UdHoJVoLR<o[T197a3]JoNMoU`IoJVoV`<ZoJo6,<o>boJT`oT2F cWoLo
WZo<Zb=ZoZdn n

[181a2]HcZoIo1 qLo*VLoLHcIoJT`oLHcIoJoI`oLHcIoTP TIo! =`o=dVoLHcIoJoH=on HdIoHMoLHcIoJo
<A`Zo<^ HoHdIoM`oTHITdn n

U1勝義と諦の意味を説明する [180b5]

第一、〔勝義と諦の意味を説明する〕は、『プラサンナパダー』に、

「義もそれであり、勝れたものもそれであるので勝義である。その同じものが諦
であるので、勝義諦である198。

198 PSPD, 494.1: paramaś cāsāv arthaś ceti paramārthah. / tad eva satyam. paramārthasatyam. //
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とお説きになっているので、義と勝のいずれも勝義諦をさしてご主張なさっている
のである。
勝義諦の諦のあり方というのは、欺かないことである。それについても、存在して
いるあり方は別のあり方で顕れて世間を欺かない。それゆえに、勝義諦であると世間
の言説の力によって存在していると設定されているにすぎないと『六十如理論頌の
釈』199にお説きになっている。
したがって、世俗諦の諦は真実執着にとって真実であるのと、勝義諦の〔諦という〕
二つの語義は異なっているのである。

U2 HdIoHMoLHcIoJT`oMOIoA`HoLXHoJn

<A`ZoJoWo[K197b6][D197b6]<A`Zn V1 H=dZo;= `o[T197a4]HdIoH=on V2 )VHoJoR=o
LTdn n

U2勝義諦の定義を説明する

第二、〔勝義諦の定義〕に二つがある、V1 本論と、V2 〔それに対する〕批難を退
ける。

V1 H=dZo;=`oHdIn

H=oJdoI`n HdIoHMoLHcIoJT`oMOIoA`HoI`oT@b<oJoWZn [181a3]XcZo1 >oU=oH<oJT`oHdIoMGd=o
LZo8F cHoJoWo<Zb=ZoJoNVoLXHoJo9KVoU`IoWn HcT`oT2FcWoLoWZn

HcoWo[K198a1][D198a1]HdIoHMoJoI`oU=o[T197a5]H<oJo<S`<ZoJo'MZo;= `oUcoXcZo;= `o; ?Ho
JVo! =`oUbWoA`Ho;= `Zn LH<o<`oV=o<`o=doLdo8F cHoJoU`Io! =`n V=o[181a4]<`oLH<oA`Ho;= `Zo2 )Lo
JoI`oMoU`IoFcn TH`oI`o=doLdo<>`<oU`IoIdn n

RcZo[K198a2][D198a2]Hco;doIoA`HoT@WoLT`oS<oMcHo[T197a6];= `oUcoXcZo;= `Zo8F cHoWn V=o<`o
=doLdZoMo2 )LoJVo<Zb=ZoJZn MAMo<R<oS<oMcHo;= `Zo8F cHo, !oR`<o2001 ^=oIn LHcIoJVo2 )LoJo

[L213a1]U`IoIdn RcZo[181a5]<l HoLoL:<oJoU`IoIdn n
UcoXcZo;= `o; ?Ho[K198a3][D198a3]JVoRcZo<Zb=ZoJZoI`oTK<Zo[T197b1]Jo'MZo;= `oUcoXcZo<=o

PSPDt, 163b5–6.
199 YS. V, 36（7b6）. 付論 B「勝義と諦の意味を説明する」参照。
200 Z, L: >`<o D, K, T: R`<o
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U`Io! =`Zo8F cHoJZoM`o?d<o<`UcoXcZo;= `o; ?HoJVo@`o9KoLoM; ?cIoJT`oUcoXcZo;= `Zo8F cHo[L213a2]JoR`<o201HdIo
HMoLHcIoJVo<K dIoJTdn n
8F cHoJT`oHdIo[181a6]I`oXcZoJoHcZo[K198a4][D198a4]Hco9KVo2)LoJT`oHdIoU`IoFcn 1 qIo*VLoWo

[T197b2]U=oTH ITdn n
U=oHcZo@`o9KVo8F cHoJT`oObWoI`n VLoV`Lo>Io! =`oM`<o<`ZoLVo<N=o<`o<R`Vo<\ HoXHoTP<oJVoMGd=o
LoIn [L213a3]VLoV`LoMcHoLT`oM`<o<`Zo<R`oHcVo<\ HoXHoTP<oJT`o[K198a5][D198a5]<N=oLo
[181b1]NMoU=oMoMGd=oLoLR`Io6 qn MoV`<o[T197b3]JT`oVLoV`Lo;= `Zo<IdHoJo1 >ZoJo'MZo;=`Zo
Kb=oJdoWoZd<ZoJT`oV=o<`o=doLdoHM`<ZoJoHcoA`Hn MoV`<oJT`oL<o?<ZoMoWbZoJVo[L213a4]SHo
JoH=on TK<ZoJoZ VdLoJT`o[K198a6][D198a6]MAMo<R<oS<oMcHo;= `oUco[181b2]XcZo;= `Zn Hco
;d oIo[T197b4]A`Ho<S`<ZoObWo! =` oHL=o6q o1 >ZoIn VLoV`LoMcHoJT` oM`<oLR`Io6qn <A`Zo
<N=oK DoMdoU=oMo<S`<ZoJT`oObWo!=`ZoV=oLR`Io<=o<`Zo<S`<Zo[L213a5]JoI`oHdIoHMoLHcIoJo<Kcn
[K198b1][D198b1]T@b<oJoWZn

VLoV`LoMGboU`Zo<\ Ho[T197b5]XHo[181b3]WoZd<ZoJn n202
[197b5]=doLdoWd<oJo<=oR`<o'MoL%<ZoJn n
HcoA`HoLH<oA`Ho<=o6 qoM`<oH<oJZn n
MGd=o<K coHcoA`HoHcoLR`IoTH`VoXcZo! =`Zn n203

RcZo<Zb=ZoX`=o[L213a6]HcT`oT2FcWoLoWZo[K198b2][D198b2];==on

Kb=oLdoWoZd<ZoJoHco[T197b6]H<oA`HoMoV`<oJT`oL<o?<Zo[181b4]H=oL DWoLoZ=Zo,@Zo
L>dMo9MIoTHZo'MZo;= `Zn VLoV`Lo>IoMoU`IoJZo<\HoXHoMGd=oLT`oObWo6qn V=oLR`Io
<=o<`Zo<S`<ZoJoHc oI` oHc oH<o<` oHdIo[L213b1]HMoJT` oLHcIo[K198b3][D198b3]JTdn
[197b6]

RcZo[T198a1]<Zb=ZoZdn n
Hco9KVo<S`<ZoJT`oHdIoHMoJoI`n ?dZo>IoVcoVco[181b5]Wo=doLdo<A`Zo<A`ZoUdHoLT`oHdIoHMo! =`o=do
LdoU`IoWn HcoU=o?dZo>Io'MZoV=oLR`Io! =`Zo2 )LoJZo<K d=o204LT`oV=oLR`Io[T198a2]'MoH<o<`o
[L213b2]M?=o[K198b4][D198b4]THZoH=on HcoA`HoH I`oMT`oZoLdIo>`oV`<ZoJoH=oL DWoLT`oT<d<o
LHcIo! =`oM?=oTHZo<A`ZoU`IoJZn V`<Zo[181b6]Jo6 ,<o>boJT`oT2F cWoJoWZn

>` oM ? o=IoWZoTHZoJoU=o1qI o*VLoLHcI oJoU`I oIMoRc oIn[T198a3]TH` oI` oHc oLR`I oFcn

201 Z: >`<o D, K, L, T: R`<o
202 D, K, T, Z:Jn n L: JT`n n
203 D, K, T, Z: !=`Zn n L: ;=`Zn n
204 L:<K d=Zo D, K, T, Z: <Kd=o
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[K198b5][D198b5]

RcZoH=on[L213b3]

HcT`o0 >`VoM ?o=IoWZoTHZoJoI`o1 qIo*VLo;= `oLHcIoJVoUd=ZoZboL%<ZoJo;doIoU`IoIdn

RcZo<Zb=ZoJT`oHdIoI`n M ?=o[182a1]THZoHdIoHMoLHcIoJoUdHoJVoT@d<oJoU=on 1 qIo
*VLoLHcIo[T198a4]JoGo<FHoJT`oXcZo=dVoUdHoJo[K198b6][D198b6]NMo6qoT@d<o205<`n Wb<Zo
[L213b4]TH`ZoM ?=oTHZo1qIo*VLoLHcIoJVoLRcHoJoM`IoFcn T2FcWoLoHcoA`HoWZo;==on LHcIoJo
<ZbMo[182a2]1qIo*VLoLHcIoJoH=on M ?=oTHZoHdIoHMoLHcIoJVoLXHo[T198a5]>`=on T@b<o
T2F cWoWZo;==on [K199a1][D199a1]LHcIoJo<RIo<ZbMo1qIo*VLoH=on [L213b5]T<d<o
LHcIoHdIoHMoLHcIoJVo<Zb=ZoJT`o0 >`VoH=on M ?=oTHZo1qIo*VLo5[oUdHoJVoT@d<oIn HdIoHMo
[182a3]LHcIoJVo<Zb=ZoJoH=oT<Wo[T198a6]LVo[K199a2][D199a2]L)HoJT`oWIo6 qn T@`<o
%cIo! =`oGo<FHo;doIZoHdIoHMoJT`oLHcIoJVo<Zb=ZoZdn RcZo[L213b6]<Zb=ZoJT`o0 >`VoVdn n
HcT`o0 >`VoUdHoJVoT@d<oJoGMZo>HoT@`<o%cIo! =`oGo<FHo;= `oHL=o<`ZoT@d<o<K cn XcVo[182a4]0 >`Io

[K199a3][T198b1][D199a3]TLbMoJoWZn

?dZoTH`oGMZo>HoI`oT@`<o% cIo! =`oGo<FHoWoL% cIoIZoLF<Zo206;= `oHdIoHMoJVoI`oMoU`IoIdn n

RcZo<Zb=ZoX`=on [L214a1]<K d=oA`HoL6qIo>boJoWZo;==on

<IZoJTMo<\ @coT@`<oUdHoMcHoHMn n
HMIoJTMo[K199a4][T198b2][D199a4]MAMoJTMo[182a5];?HoJVo>In
Z=Zo,@ZoT@`<o%cIo<FHoHL=o<`Zn n
<Zb=Zo;= `oU=oH<oHL=o<`ZoM`In

RcZo<\ @c oT@`<o<IZo[L214a2]<ZbMoH=on HMIoM?d<oTL D`=o<ZbMoH=on TH`oUdHoTH`oMcHo;= ` o
'Mo<R<o@`o[K199a5][D199a5]<F cHo[T198b3]>`<o<Zb=ZoJoGMZo>Hn ,@Wo[182a6]LZoT@`<o
% cIo! =` oGo<FHo;= ` oHL=o<`ZoLR<oJoNMo6q o<Zb=Zo;= `n Go<FHo;= ` oHL=o<`ZoLR<oJoNMoM`IoJT`o
[L214a3]U=oH<oJT`o<IZoO VHo;= `oHL=o<`ZoLR<oJoM`IoJVo<Zb=ZoZdn n

[K199a6][T198b4][D199a6]Z VdLoHJdIoUcoXcZo<F `=oJdZoHdIoHMoJVoLHcIoJZo[182b1]HdIoHMo
LHcIoJTdn RcZoLXHoJoU=on HcZoV`<ZoXcZo;==oHdIoHMo6 qoLXHoJZn HcT`o=dVo207[L214a4]M`o
Z ]oLoWoLHcIoJVo<Zb=ZoLoU`Io! =`n H/ >HoLSdHo;= `oLHcIo2 )Lo[K199b1][D199b1]WoH<d=ZoJoM`Io

Fcn[T198b5]<8q=oHcVo?dZoGMZo>HoLHcIoJVo2)LoJo[182b2]L:<oJT`o0 >`VoVdn n

205 Z: T@b<o D, K, L, T: T@d<o
206 L:L%<Zo D, K, T, Z: LF<Zo
207 Z: HdIo D, K, T: =dVo, L:HdVo
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HcT`o0 >`VoHdIoHMoHdIoHMo6 q oM`oLHcIoIn 1qIo*VLo1qIo*VLo5[oM`o[L214a5]LHcIoIdoRcZo<l HoLoI`n
THdHoJoU`IoWn NoMoNoMVoMo2)LoIo0 >`oMo0 >`o[K199b2][D199b2]MVoMo2 )LoLdoRcZo[T198b6]<l Ho
IoI`n LHcIoJoL:<oJoLHcIoJVoMo2 )LoIn H<<o[182b3]<R`o?dZo>Io'MZoLHcIo2)Lo5[oT! ^Vo
VdoRcZoJVoT! ^VoFcn HdIo[L214a6]HMoLHcIoJoI`oH<<o<R`o?dZo>IoWoLHcIoJoL:<oJoNMoWo
T@d<oJT`o[K199b3][D199b3]0>`VoH=on ?dZo[T199a1]>Io'MZo1qIo*VLo5[oMo2 )LoJVoTKcIoJo
I`n LQWIo208JVoMo2 )LoJVoTKcIo[182b4]JT`o0 >`VoVdn n
Hco9KoIoI`oX`Io5[oU=oMoTL DcWoLVoT! ^VoFcn [L214b1]?dZo>Io<N=oLo'MZoLHcIo2 )Lo5[oMcHo
JoLHcIoJVoMo2 )LoJoA`Ho[T199a2];= `Zn H<<o[K199b4][D199b4]<R`o'MZoQWIo209JVoT2)Lo
210H<dZoJT`o0 >`VoVdn n
HcZoIoGo<FHo6qoUdHoJVoT@d<oJoWoHco;do[182b5]IoA`Ho;= `oV`<ZoXcZo;= `ZoT2)LoM`oH<dZo;==on Go

[L214b2]<FHoJoH=oV`<ZoXcZo;=`oOHoMo<=o<`Zo;==oM`o<IdHoJoR`<o211[T199a3]H<dZoFcn V`<Zo
Jo[K199b5][D199b5]6,<o>boJT`oT2FcWoLoWZn AcVoWcIo! =`oKb=oLdoM`o%<oZd<ZoLR`Vo1 qIo*VLo5[o
<IZoJZn HcoLR`Vo[182b6]TPTIoJoHcoWo9K dZoFco0 >`Io>`oMoWd<oJo[L214b3]H=on Kb=oLdo%<oZd<Zo
LR`Vo1 qIo*VLo5[oU=o<IZoLoMcHo[T199a4]JZn HcoLR`VoTP TIoJoHco[K199b6][D199b6]Wo9K dZoFco
0 >`Io>`oWd<o5[oLXHo>`=on T@b<oJoWZn

M`oXcZo<A`Ho;= `ZoVLoL<\ @dHoMbo<K c<Zo>In n 'MZo;= `Zo[183a1]LH<o[L214b4]A`Ho@`oLR`Io
LF<Zo212JoH=on n <^ !oMo<R `<o, !oZd<ZoWoLF<Zo213Jo<=on n[T199a5]HcoH<oT@`<o% cIo

WZo;==o[K200a1][D200a1]UdHoM`IoA`Hn

>cZoMbo<K c<Zo;= `Zo1qIoLF<ZoJT`oLH<oH=o<N VoLdoZd<ZoH=on <^ !oMT`o[183a2]%o2 V=oZd<ZoZboRcIo

JT`o[L214b5]UbWo'MZoGo<FHo6 q oU=oMcHoJVo<Zb=ZoJZn L Vd oT< (WoLoR`<o214<`o[T199a6]=dVo
UdHo[K200a2][D200a2]NMoWn 1 qIo*VLo5[oUdHoJVoT@d<oJoGWoT! ^VoLT`oWb<ZoZbo<lHoLoI`n <F`=o
JdoMcHoJT`o<FMoU`IoWn HLboMoLo?cIoJdo<RIo[183a3]ZbZo;==oM`oTHdHoHdn n

[L214b6]T@b<oJoWZoUbWoUbWo>IoWoUdHoMcHoM<do215MOb=Zo[T199b1]MPHoJoU=on \@ `VoUdHo
[K200a3][D200a3]McHoNMoM`Io! =`n Hco<A`ZoV=oLR`Io! =`ZoUdHoMcHoWoHco9KVoMPHoJTdn n
HcZoIoGo<FHo6 q oUdHoJVoT@d<oJo'MZoM`=o<` oGo<FHo;=` oHL=o<`Zo[L215a1]UdHo[183a4]JVo

208 D, K, L, T: QWIo
209 Z: LQWIo D, K, L, T: QWIo
210 Z: T2F do D, K, L, T: T2)Lo
211 Z: >`<o D, K, L, T: R`<o
212 Z: L%<Zo D, K, L, T: LF<Zo
213 Z: L%<Zo D, K, L, T: LF<Zo
214 Z: Jo>`<o D, K, L, T: JoR`<o
215 D, K: T<do L, T, Z: M<do
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LR< oJ oU`I oU= o 216n HcT` o HL= o<`Z o<= o [T199b2]LR< oGMZ o>H oG o<FH o6 q o UdH oJV o
[K200a4][D200a4]M`oTHdHoWn Go<FHo;= `oHL=o<`ZoLR<oJoNMo6qoTHdHo;==on NMo! =`o<^ HZoI`oUbWo
>Io! =`oGo<FHoM`IoJT`oHdIo[L215a2]U`IoJo<>dHoJoH=on T@d<oJT`oHdIoHcoOHoMZo2)Lo[183a5]Jo
<>dHoJo[T199b3]<FIoM`Io217Fcn TH`o9KVoGo<FHoLF<ZoJT`oHL=o[K200a5][D200a5]<`Zo
T@d<oJZoMoO TMoJVn HcoNMoM`IoJT`oLF<ZoHdIoHdIoWo@`o9KVoUdHoLNWoIZo8F cHoIo[L215a3]UdHo
JVoT@d<oWn Mo8F cHoIoMcHoJVoT@d<oJo9KVoWb<ZoTH`ZoM` o1>cHo[T199b4];= `n O VWoWb<Zo
[183a6]HcZoLNWoIZo8F cHo, ! o1 ^=oIn LHcIo2 )Lo[K200a6][D200a6]5[oT! ^VoLVoLRcHoJZnHco

THIoLT`o218H/ >HoIZoUdHoJVo8F cHoJoGo<FHo6q oU=oM`oTHdHo[L215a4]Wn Hco;doIoA`HoWoH/ >Ho
MoH/ >Ho;= ` oZoMOMZo;==oHcoIZoT@d<oJZn[T199b5]V=o<`oMOIoA`Ho;= `Zo2 )LoJoUdHoIn UbWo
[183b1]>Io! =`oGo<FHo;= `oHL=o<`Zo[K200b1][D200b1]LR<oJoNMoM`IoJT`oHdIoV=o<`o=doLdZoUdHo
JVoT! ^VoLVo<S`<ZoIZo[L215a5]V=oLR`Io! =`ZoZMn V=o<`oMOIoA`Ho;= `ZoZMn V=o<`o=doLdo
A`Ho[T199b6];= `ZoUdHoJoGo<FHo6 qoU=oM`oLRcHoHcn ,@ZoJVo<RIo6qoLXHoS`IoFdn n

V1本論 [181a2]

第一、〔本論〕は、勝義諦の定義というのは『入中論』に正しい所知である対象を見
る知によって得られるものをさして〔勝義諦である〕お説きになっていることは前に
説明した通りであり、その〔『入中論』の〕註釈に、

そのうち、勝義のものとは、正しいものをご覧になっている者たちの特別の智
慧の対象に〔なることに〕よってそれ自体を得ているものであって、それ自体
によって成立しているものではないのである。すなわち、これが〔二つの存在
のうちの〕一つの存在である219。

と、真実を量る無漏の智慧によって得られるのであって、それ自体で成立している
ものではないのであるとおっしゃっているので、無漏の三昧智によって何か得られる
べきものが生じたならば、〔それは、〕真実として成立しているものであるという主張
を否定しているのである。
特別の智慧と説かれているので、聖者たちの智慧のいずれかよって得られることで

は十分ではなく、特別な智慧という如実知の智慧によって得られたようなものが勝義
諦であると示されている。

216 Z: ;==o D, K, L, T: U=o
217 D, K, L, Z: M`Io T: MIo
218 L, T, Z: LT`o D, K: JZo
219 MABh, 102.16–18（253a6–7）.
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得られた対象というのは、その知によって〔得られる〕その通りに成立している対
象である。すなわち、世俗についても同様である。
また、その〔三昧の無漏の〕智慧によってどのように得られるかという得られ方は、
眼病を持っている者の目によって空間に毛髪が垂れているように見えているときに、
眼病にかかっていない者の目ではその空間に毛髪が垂れていることは顕れることさえ
も見えないの同様に、無明の眼病によって拒斥された者たちが蘊などの自らの存在を
見ているもの、その同じものを、無明の習気が完全に尽きた者と、有学の無漏の三昧智
によって真実をご覧になる仕方については、眼病にかかっていない者の目と同様に微
細な二つの顕れもまたご覧にならないという仕方よって、ある自性としてご覧になっ
ている〔ところのそ〕の〔自性〕が勝義諦である。すなわち、『入中論』に、

眼病の力によって毛髪などの、
誤った存在が〔眼病の力によって〕妄分別される。
その同じものを清浄な目によってある本質のものとして見えているのである。
すなわち、それが真実であるのと同様にここで知るべきである220。

とお説きになっており、それの註釈でも、

蘊などそれらを、無明の習気〔である所知障〕と離れた仏世尊たちは、眼病に
かかっていない者が髪の毛を見る仕方と〔同様に、〕ある自性としてご覧になる
のが諸仏の勝義諦である221。

とお説きになっている。
以上のようにご覧になっている勝義のものとは、各々の有法に二つずつの存在があ
る〔うちの〕勝義の存在であり、それについてもまた、諸々の有法が自性によって成立
しているものに関して空であるという清浄なる自性の涅槃と、その同じものが汚れの
種子一切と離れた滅諦であるところの涅槃の二つであるので、『六十頌如理論釈』に、

涅槃もまた世俗諦であるのかと問うならば、それはその通りである222。

といい、

したがって、涅槃というのは世俗諦として仮設されただけのものである223。

220 MAK, 6.29, 7 : vikalpitam. yat timiraprabhāvāt keśādirūpam. vitatham. tad eva | yenātmanā
paśyati śuddhadr.s.t.is tat tattvam ity evam ihāpy avaihi || MAKt, 205b3.

221 MABh, 110.8–11（255b5–6）.
222 YS. V, 35（7b3）次の註を参照。
223 YS. V, 35–36（7b3–5）:>`oM ?o=IoWZoTHZoJoU=o1 qIo*VLo;=`oLHcIoJoU`IoIMn HcoHcoLR`IoFcnT;dVo
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と説かれている意味は、涅槃という勝義諦が存在すると設定しているのもまた、世
俗諦が言説知にとって存在しているだけの世俗諦であることを意味しているのであっ
て、この学説が涅槃は世俗諦であるとお考えになっているわけではないのである。な
ぜならば、その同じ〔『六十頌如理論釈』〕にも、三つの諦は世俗諦であり、涅槃は勝
義諦である224と説明している。また、『入中論釈』にも、〔滅諦〕以外の三つの諦は世
俗諦であリ、滅諦は勝義諦である225とお説きになっているからであり、また、〔『六十
如理論釈』に〕涅槃が世俗として存在していると設定するならば、勝義諦であるとお
説きになっていることと矛盾するという論難の答えとして、世間の言説のみの観点か
ら勝義諦であると〔仏世尊は、〕お説きになっている226、とお説きになっているからで
ある。
それゆえに、存在していると設定されるもの全ては、世間の言説の力によって設定
される。なぜならば、『十万頌般若』に、

この全ての法は世間の言説によって仮設されたものであって、勝義において〔存
在するもの〕ではないのである227。

とお説きになっており、『空七十論』にも、

住することや生滅、あるとかないとか、劣ったとか等しいとか、特徴を持ってい
るとか〔言っているのは、〕仏陀は世間の言説の力によって〔存在していると〕
お説きになったのであって、正しい知の力によって〔存在しているわけ〕では
ないのである228。

LVoUd=ZoZbo%d<oJoUdHoIoM ?o=IoWZoTHZoJVoUd=ZoZbo% d<o<Kcn Hco<A`o<oU=oT@`<o% cIo!=`oGo<FHoU`Io
JT`o0>`VoVdn n […] HcoLZoIoM ?o=IoWZoTHZoJoU=o1 qIo*VLo;= `oLHcIoJVoUd=ZoZboL%<ZoJoU`IoIdn n（何
故涅槃もまた世俗諦であるのかと問うならば、それはその通りである。なぜならば、輪廻
であると仮設されることが存在したときに、涅槃であると仮設される。それら二つもま
た世間の言説であるからである。[…] したがって、涅槃もまた世俗諦であると仮設され
たものである）。

224 YS. V, 36. 付論 B「勝義と諦の意味を説明する」参照。
225 MABh, 71.3–5（243a6–b1）: HcoWo<MY<oLNWoH=o1qIoT1̂=oH=oWMo!=`oLHcIoJoI`o1qIo*VLo;=`oLHcIo

JT`o;d=ZoZbo<Fd<ZoZdn n T<d<oJT`oLHcIoJoI`oHdIoHMoJT`oLHcIoJT`oV=o<`o=doLdTdn n（そのうち、苦
諦と集諦、道諦が世俗諦の中に属す。滅諦は勝義諦それ自体の存在である）。

226 YS. V, 36（7b6）.
227 ŚSP, 390a1: HcoU=oHcoLR`Io<Xc<ZoJZoT@`<o% cIo!=`oGo<FHo6 qoL$ dHo;=`n HdIoHMoJVoI`oMoU`IoFcn（し
たがって、如来が世間の言説として語っているのであって、勝義として〔語っているの〕
ではないのである）という言葉がある。

228 ŚSK, 34（24a6–7）.
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と、生、滅、住の三つと、下、上、中の三つと、これがあるとか、これが無いという
あらゆる設定を説かれている全ては、勝者が世間の言説の力によって設定されただけ
のものとしてお説きになっているのであって、言説の力によって設定されただけのも
のではない、正しい存在の仕方の力によって設定されたものではないのであるとお説
きになっている。
阿闍梨イェシェーニンポが〔『二諦分別論の註釈』に〕「勝義において諦であるので、
勝義諦である229と説明していることも、彼は正理知も勝義であると説明しているので、
その意味は、欺かないものをさして真実であるとお説きになっているのであって、考
察に耐えるという真実として成立しているものをさして真実であるとお考えになって
いるのではないのである。なぜならば、そのテキストに全ての法は真実として成立し
ていることは否定されているからである。
したがって、勝義が勝義として真実でないならば、世俗は世俗として真実でないと
主張することは、認められるが、前者が前者として成立していないならば、後者は後
者として成立していないと主張するならば、真実を否定することが真実として成立し
ていないならば、否定の基体である諸々の有法は真実として成立したものになってし
まうだろうということになる。なぜならば、勝義諦は否定の基体である有法において
真実であることを否定しただけのことをさして、設定されているからであり、諸々の
有法は世俗として成立していないのであると提示することは、虚偽なものとして成立
していないと提示するからである。
そうであるならば、全く無関係となってしまうのである。なぜならば、顕れる諸々
の有法は真実成立として存在しないということが真実として成立していないというそ
のことによって、諸々の否定基体が虚偽なものにならなければならないからである。
したがって、言説において存在していると設定するために、真実を考察する正理知
によって成立する必要はないけれども、言説知と正理知の量のいずれによってもまた
否定されないようなことが必要である。すなわち、『六十頌如理論釈』に取蘊は無常な
どの四つのものとして世俗として存在しているので、その四つとして捉える知に関し
て顛倒していないものであり、取蘊は常などの〔逆の〕四つとして世俗においてさえ
も存在していないので、その四つとして捉える知に関して顛倒している230と説明して

229 SDVV, 156（4a4））.
230 YS. V, 35（7b1）: <=oWoHM`<ZoJoUdHoJoU=oHM`<ZoJoHcoI`o'MoJo<A`ZoFcn HcoWo0>`Io>`oWd<oH=o
0 >`Io>`oMoWd<oJTdn n HcoWo0>`Io>`oWd<oI`oLHcoLoWoZd<ZoJVoTP TIoJo<K cn 1qIo*VLo5[oU=oHcT`oLH<oA`Ho6 qo
H=dZoJdo'MoJVoM`o<IZoJT`o0 >`VoVdn n 0>`Io>`oMoWd<oJoI`o<MY<oLNWoLoWoZd<ZoJo<Kcn H=dZoJdo1qIo*VLo

5[oU=oHcT`oLH<oA`Ho6 qoH=dZoJdo'MoJVoM`o<IZoJT`o0 >`VoVdn n 0>`Io>`oMoWd<oJoI`o<M Y<oLNWoLoWoZd<Zo

Jo<K cn H=dZoJdo1qIo*VLo5[oHcT`oLH<oA`Ho6 qoUdHoJT`o0 >`VoVdn n（知覚があるというのもその知覚には
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いる。また、『入中論』に、

無知の眠りによって昏睡している外道たちが、
それぞれに考えていることと、
幻、陽炎において仮設されているもの、
それらは世間の観点からしても存在しないのである231。

というように、外道によって遍計所執された我や根本なるものなどと、幻の馬と象
などであると執着する対象は、言説においてさえもまた存在しないのであるとお説き
になっているので、何らかの迷乱した知にとって存在しているすべてのものをさして、
世俗において存在していると設定することが帰謬派の学説であると主張することは無
意味の言葉であり、偉大なる大中観派の他の誰によっても主張しないのである。
『入中論』に対象と対象を持つものが存在するか存在しないかは同じことになるとお
説きになっていることについてもまた、〔何に限定もなしに〕一般的に単に存在する存
在しないとお説きになっているのではなく、その二つが自性によって存在するか存在
しないかをさして、〔そのように存在する存在しないは同じであると〕以上のようにお
説きになっているのである。
したがって、言説において存在していると設定している諸々のものは、名称の言説
の力によって存在していると設定されるけれども、その力によって設定された全ての
ものが言説において存在していると主張しているのではないのである。また、言説の
力によって単に設定されただけのものと主張しているけれども、「だけ」という言葉
が対象を持つものの言説ではないという対象であるものを断じたるの〔では決してな
い、〕また、設定されたその対象が量によって成立していることを断じるのでは決して
ないのである。
すなわち、このように言説による仮設の力によって設定されたということで満足せ
ずに、単にそれだけではない仮設された対象が、対象においてどのように存在してい
るかを探して得られたならば、存在していると設定することできるけれども、得られ
ないならば、存在しないと設定するというように、この〔帰謬派の〕学説がしないの

二つの形象がある。すなわち顛倒しているものと顛倒していないものである。そのうち、
顛倒しているというのは楽などとして捉えることである。なぜならば、世俗においても
それ自身として実在は存在しないからである。顛倒していないというのは、苦などであ
る。なぜならば、実在である世俗においてもそれ自身として実在は存在しないからであ
る。顛倒していないというのは、苦などである。なぜならば、実在である世俗においてそ
れ自身として存在しているからである）。

231 MAK,6.26,7:ajñānanidrāpracalāyamānais tı̄rthair yathāsvam. parikalpitā ye |
māyāmarı̄cyādis.u kalpitāś ca tes.ām atattvam. khalu lokato ’pi || MAKt, 205b1.
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である。その探し方によって求めて得られるものが生じたならば、真実成立となって
しまうとご主張なさっているので、以上のように考察して存在していると得られるも
のは言説においてさえもまた認めず、真実義に対して考察するか考察しないの違いの
境界線もまたその点から設定しているので、自相によって成立しているものが存在し
ているならば、対象を持つものの言説の力によって設定されただけではない対象は自
性によって存在していることになってしまうことをご覧になって、自性によって、あ
るいは、自相によって、自らの在り方によって存在しているものは言説においてさえ
もまた認めていないのである。詳しくはすでに他の箇所で説明した。

V2 )VHoJoR=oLn

<A`Zo[183b2]JoI`n [D200b2][K200b2]<WoFcoZ=Zo,@Zo;= `o@`o9KoLoM; ?cIoJT`oUcoXcZo;= `ZoHdIo
HMoJT`o[L215a6]LHcIoJo8F cHo232In T@b<oT2F cWoWZn

<WoFco'MoJoHco9KoLbT`o[T200a1]V=oLR`IoMGd=oLoMcHoJoA`HoMoU`IoIMn HcT`o2330 >`Vo@`o9KVo
HcoH<o<`Zo<S`<ZoXcoIn234[D200b3][K200b3]LHcIoMdHo;= `oTdIo[183b3];==oMo<S`<ZoJT`o
ObWo! =`Zn HcoH<o<`Zo<S`<ZoZdo[L215b1]RcZoL$dHoHdn n

RcZo>`oU=oMo<S`<ZoJo[T200a2]WoHco;doIo<S`<ZoJVoLXHo>`=on HcT`oXcZo1 >cHo6qoHdIoHMoLHcIo
JoGMZo>HoM; ?cIoJT`oUco[D200b4][K200b4]XcZo;= `oUbWoWZo;==oTHZoJVoLXHoJo[183b4]H I=Zo
JoH=on Z=Zo,@Zo;= `oZoWo[L215b2]ZcMZoZcMZo1 ^=o<`o, !oLo<FIoWd<o[T200a3]JVoLXHoJoH=on

Z=Zo,@Zo;= `ZoKb=oZd<ZoMo<S`<ZoIn <K dLZoL>bT`o<?LZoZbo?dZoGMZo[D200b5][K200b5]>Ho
M;?cIoLVoLXHoJo@`o9KVoM`oT<WoRcoIn Mo<S`<ZoJT`oObWo[183b5]! =`Zo[L215b3]<S`<ZoRcZo
JoI`n UbWo<=oU`Io[T200a4]GMZo>HoMoMGd=oLoWoM`o1 >cHo;= `n MoV`<oJT`oVLoV`Lo;= ` oMGbZo
HM`<ZoJoTH`o'MZoHco;doIoA`Ho6qoUdHo[D200b6][K200b6]In TK<ZoJT`oMAMo<R<oS<oJoMcHo
JT`oUcoXcZo;= `ZoHM`<ZoH<dZoJo[L215b4]WZoHco'MZo[183b6]>`oU=oMo[T200a5]<S`<ZoJT`o<A d o
IZn HcoH<o<`oHco;doIoA`Ho<S`<ZoJVo<K dIoJoU`IoFcn H<<o1 >oUdHoIoHM`<ZoZboVb=oLoWZoMo
[D201a1][K201a1]HM`<ZoJoA`HoWZoH<<o1 >oL:<oJo% d<ZoJVoT@d<oJT`o0 >`VoVdn n
MGd=oLoMcHoJo[L215b5]I`oMGd=oLoHMo[T200a6]JTdn RcZo[184a1]<Zb=ZoJT`oHdIoU=oHco
LR`Io6 qoXcZoJVo1 >Tdn n
Hco9KVoU=o<M YHoJoWZn

232 D, K, T, Z: 8FcHo L:8FHo
233 K:HT`o D, L, T, Z: HcT`o
234 Z: RcoIo D, K, T: XcoIo
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[D201a2][K201a2]<Sb<Zo'MZoM`oMGd=oOVVoLoH<o;==oM`oMGd=oR`=on n
T6 qoXcZoMGd=oLoMcHoWoZcMZoJoM`oMGd=oR`=on n
<=oWo[L215b6]'MoJVo[T200b1]XcZo[184a2]H=oZcMZoU`HoMGd=oMcHoJn n
[200b1]TH`oI`o?dZoMGd=oU`IoRcZoHcoLR`Io<Xc<Zo235JZoL<KIn n
[D201a3][K201a3]IMoM;ToMGd=oRcZoZcMZo>IoO T<o5[oVLoL$dHoJn n
IMoM;To@`o9KVoMGd=o<K coHcZoTH`oL%<oJVo! =`Zn n
Hco9KVo[L216a1][T200b2]?dZoMGd=oLoU=oHco[184a3]LR`Io<Xc<ZoJZoL<KIn n
MGd=oLoHJco<RIo! =`ZoI`oL<FHoJVo7 qZoMoU`In[D201a4][K201a4]

RcZoM`oMGd=oLoKb=oLdosoH=on MGd=oLoI`o?dZoRcZo<Zb=ZoWn HcoI`oHco;doIoA`Ho;= ` oHdIoFcn
[L216a2]ZbZo% cIoTLDcWoMGd=oLo[T200b3]HcZo?dZoMGd=o=don RcZo<Zb=Zo[184a4]JoLR`IoIdn n
HcoU=oHJcVoIoIMoM;ToI`oGd<ZoJT`oVc<o1 >oL>HoNMo[D201a5][K201a5]U`IoWn HcoMGd=o
=Mo% d<ZoJoI`oH<<o1 >o<^ H`LoGd<ZoUdHoIn HM`<ZoZboVb=oLoWZoMo[L216a3]MGd=oLoWo1>cHoJoH=o
[T200b4]THIo<K cn HcVoU=oMGd=oLoI`oIMoM;ToH=on Mo[184a5]MGd=oLoI`o<^ H`LoGd<ZoZdn n
HJcoHcoLR`Io6qoMGd=oLoM`IoJVoN dIo[D201a6][K201a6]JdoMGd=oLoLR`Io6 qn Hco;doIoA`HoMGd=oLo
I`o!=oJoGoMo<A`Zo;= `ZoL:<o236<dn
Kb=o[L216a4]JdosoM`oMGd=oLVo<Zb=Zo[T200b5]JZoI`n S<oMcHo;= `oMAMo<R<o<`ZoHco;doIoA`Ho
<S`<Zo[184a6]JT`o=dVo?dZo>IoMGd=oLoM`Io237JVoL<KIoFdn n [D201b1][K201b1]LHcIoJo<A`Zo
WoT@b<oJoWZn

9ZT`oLboH<oHdIoHMoJT`oLHcIoJoI`o'MoJoGMZo[L216a5]>Ho;= `oM?d<oH=o[T200b6]9MIoJn
GMZo>HoM; ?cIoJT`oUcoXcZo;= `oUbWo! =`oLVoWZoTHZoJoU`IoFcn [184b1]@`o9KVoHdIoHMoJT`o
LHcIoJTdoRcZoL$dHo[D201b2][K201b2]Jo9KVoI`oMoU`IoIdn

RcZoHdIoHMoLHcIoJTdoRcZoL$dHoJT`oO UoIn L VdoWoUbWoUbWo>Io[L216a6]<A`ZoZdo[T201a1]ZdVo
<N=oLo9KVoM`oMGd=oLoWoLXHoJZo[184b2]<A`Zo<N=oWd<oJT`o;b=ZoU`Io! =`n [201a1]Z=Zo,@Zo;= `Zo
HdIoHMoMo% d<ZoJT`o[D201b3][K201b3];b=ZoM`IoIdn n
T@b<oT2FcWoWZo;==on

H=dZoJdo1 >ZoJo>IoWoMoVc<oJVoV=o[T201a2]LR`IoTLTo[L216b1]R`<oM=dIoZbMo6 qoMPHo
JZn HcoA`HoGb<ZoZbo?bHoJT`o0 >`VoZ=Zo[184b3],@ZoRcZoL$dHoHdn

RcZoZ=Zo,@Zo;= ` o@`o9KoLoM; ?cIoJT`oUco[D201b4][K201b4]XcZo;= `ZoHco;doIoA`Ho<S`<ZoJT`o=dVo

235 D, L, T, Z: <Xc<Zo K: <X<Zo
236 L, Z: LR<o D, K, T: L:<o
237 D, K, T, Z: M`Io L: U`Io
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<RIoHL=oWoMoVc<oJVo?dZoA`Ho[T201a3]TLToR`<oGb<Zo[L216b2]Zbo?bHoJVo<Zb=ZoZdn n
ZcMZoZcMZo1 ^=o<`o, !oLoWd<oJoI`n Hco;doIoA`HoM=dIo[184b4]6qo!V̂oJT`oO Uo'Mo% d<o<`o, !oLoWd<o

JT`oHdIoU`Io[D201b5][K201b5]! =`n ZcMZoH=oZcMZo1 ^=oMcHoJVo<K dIoJoM`IoFcn O T<o<ZWo
[T201a4]WZn

'MoJVo%d<oJo[L216b3]I`oZcMZo;= `o, !oLoU`IoIn HcoH=oL DWoLT`o0 >`Vn Hco;doIoA`HoHcoI`o'Mo

JVo%d<oJoMcHoJoU`IoIdn n
@`o[184b5]<?Ho6qoMHdoWZn HdIoHMoJT`o[D201b6][K201b6]LHcIoJo<=oRcoIn <=oWo
ZcMZo;= `o, !oLoU=oMcHoIoU`o<co[T201a5]'MZo9Ko<R dZo;==o[L216b4]>`oH<dZn RcZo<Zb=Zo

Zdn

RcZoZcMZo;= `o, !oLoMcHoJVo<Zb=ZoJT`oHdIn 'Mo%d<o<`o, !oLoMcHoJoWoLXHoHdn n

HcoU=oTK<Zo[184b6]JoZ VdLoJT`o[D202a1][K202a1]MAMo<R<o<`o6 qZoZbo<FIoWd<oJoM`Io
! =`n238Z=Zo[T201a6],@ZoJT`o[L216b5]6qZoZbo<FIoWd<oJVoT@b<oT2F cWoWZo<Zb=ZoZdn n[201a6]
<RIoU=oT@b<oT2FcWoWZn V=oLR`IoHcoUdHoJoM`IoIoHco%d<Zo[D202a2][K202a2]JT`o0 >`Vo6 qn
1 >=oZcMZo'MZo[185a1]H:ToLo\@dHoJoHdIoMcHoJVoXcZo1 >cHoH=oL>ZoJZo[T201b1]L<^ +LZoFcn

[L216b6]@`o<?Ho6 qoHcoH<o<`oV=oLR`IoU=o<=oR`<o>coIn HcoH<o<`oL>dZoMoMoU`IoJoH=on
<RIoWo9K dZoJoMcHoJo<=o[D202a3][K202a3]U`IoJo<K cn MoV`<oJT`oVLoV`Lo[185a2]H=o
LDWoLT`oXcZoJZo% d<ZoJVo1 >oLT`oV=o<`o=doLdTdn n
>`oHco239[T201b2]UdHo[L217a1]HMoMcHoHdoRcZoHco<?Ho6qoZbo<l Hn <WoFcoMcHoIoI`o>`T`oHdIo6 qo
1 >=o?bLoZcMZoHJTo'MZoKoVdWo5[o0 >`IoJT`oWMo[D202a4][K202a4]<A dMoJVoT! ^VoFcn <=o
<`o0 >`Vo?dZoA`HoHco%d<ZoJVo[185a3]1 >oLT`o0 >`Vo1 >=o?bLo[L217a2]ZcMZoHJTo'MZoHco9KVo
[T201b3]H:ToLoL,@oK D<o)VMoJoU`IoIdn n

RcZo<Zb=ZoX`=on HcT`oXcZo1 >cHo6qn

V`<Zo;= `oLbo<WoFcoHdIoHMoJoUdHo[D202a5][K202a5]JVoMo! ^VoIoI`n O=ZoJVo\@ dHoJoHdIo
McHoJVoT! ^VoR`=on HcoLR`Io[185a4]<Xc<Zo[L217a3]Jo'MZoT1 ^=oLoHdIoMcHoJVoT! ^Vo
[T201b4]Vdn n
<=o<`o0>`VoHdIoHMoJoUdHoJoHcT`o0 >`Vo1 >=o?bLoZcMZoHJTo'MZoWoHdIoHMoJoWoM;ZoJo
[D202a6][K202a6]RcZo1 >Tdn[201b4]

RcZoHdIoHMoLHcIoJoUdHoJoM`IoIn MGVoGb<o<`oM ?=oTHZo;=`oO=Zo[185a5][L217a4]JT`oHdIo

238 D, K, T, Z: !=`n L: ;=`n
239 D, K, L, Z: Hco T: Ho
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6qn \@HoJo\@ dHoJoHdIoMcHoJoH=on <6 qWo[T201b5]1 >ZoHco%d<ZoJoM`oZ D`HoJZn HcZoHco%d<Zo
LVo1 >oLT`oHdIo6 qoZ=Zo,@ZoT@`<o% cIo6 qo[D202b1][K202b1]1 >dIoJoHdIoMcHoJoH=on ,@WoZ DZo?cIo
Jdo'MZoHdIoHMoLHcIoJoWoM;ZoJoM`Io[L217a5]JVoT! ^VoLZn [185a6]HdIoHMoLHcIoJoUdHo
JVoL<^ +LZoJT`o[T201b6]MHdo<M coH I=ZoJZoIn Z VdLoHJdIo?cIoJdoTH`T`oWb<Zo;= `ZoHdIoHMoLHcIoJo

XcZo1 >o[D202b2][K202b2]M`IoJoH=on TK<ZoJT`oMAMo<R<oIoHco;doIoA`Ho% d<ZoJT`oUcoXcZoMcHo
[L217a6]JVo<l HoLoI`oWd<oJVo[185b1]<l HoLo;doIoU`IoIdn
<RIoU=oT@b<o[T202a1]T2F cWoWZn

HcT`o0 >`VoLF<ZoJoWZoHco;doIoA`Ho% d<ZoZdoRcZo'MoJVoLR<o<` n[D202b3][K202b3]H=dZo
ZboI`oT<ToR`<o240T<ToR`<o<`ZoXcZoJoI`oMoU`IoFcn XcZoJo[L217b1]H=oXcZo1 >o<A`Zo:o
241U=oMo<\ @cZoJoA`Ho;= `o[T202a2]0 >`Vo[185b2]Vdn n

RcZo<Zb=ZoJT` oH=oJdT` oHdIoI` oUc oXcZoH=oHc o;d oIoA`Ho<A`ZoUbWoUbWo>IoZd oZd oLo<A`ZoZb o
1 >Zo[D202b4][K202b4]IZn Hco;doIoA`Ho% d<ZoJVoT@d<oJoI`n Go<FHoJT`oXcZo=doNMo6q o
[L217b2]T@d<o<` nUcoXcZoHcT`o=dVoM`oT@d<oJT`o[T202a3]HdIoU`IoWn XcZoJoMo[185b3]<\ @cZoRcZo
JoI`oV=oLR`Io! =`ZoMo<\ @cZoJT`oHdIoWo?boWo?boLR<oJoLR`Io6 qo! ^Vo>cZoJTdn n

[D202b5][K202b5]Uc oXcZ o;= ` oUbW oHc o;d oI oA`H oW oZcMZ oZcMZ o1 ^=oM` o [L217b3]T@b< oJZn
<? Y o;d oIZ oM=dI oZbM o6 q o [T202a4]MPHn >cZ o<Zb=Z oJ oI`n[202a4]M=dI o6 q o1 > o, !T` oWZ oZb o

1 > oL oI` oHc o [185b4];d oI oA`H oH= on UbW o>Io! =` oUc oXcZ oI` oHc oM=dI o6 q o1>cH oJT` o1 >cH oJ oH=on
[D202b6][K202b6]Wd=Zo\@ dHo*V<ZoJT`o<? YoI`oHcoM=dIo[L217b4]6qo1>cHoJT`o1 >cHoJoJdo<K cn M; ?cIoJo

JdTdn n
HcZoHc oM=dIo[T202a5]6 q o1 >cH oObWoI`n NVoLXHoJo9KVoZcMZoZcMZo1 ^=o<` o1 qI o% d< o<` o, ! o

LoWd<o[185b5]JT`oObWo! =`ZoU`IoFcn T2F cWoLoWZn <? Y o<=o<`Zo[D203a1][K203a1]HcoA`Ho

M=dIo6 q oMPHoJT`o[L217b5]<? YoHcoZcMZoZcMZo1 ^=oH=oL DWoLZoR`oLT`oV=oLR`Io>Io6q oLXHoJZo

[T202a6]XcZoZdn n[202a6]Z=Zo,@Zo;= `ZoKb=oZd<ZoMo<S`<ZoIo@`o<F cHoJoM; ?cIoJoH=on @`o<FcHoJT`o
[D203a2][K203a2]HdIo[185b6]GMZo>HoWo<? YVoLoTHcLZoJVoT! ^VoFcn [L217b6]UdHoJoH=o

Z=Zo,@Zo;= `ZoM`oM;?cIoJo<A`ZoT<WoLT`o0 >`VoVdn n
HcZo[T202b1]Io@`o<F cHoJoM; ?cIoJoWo@`o<F cHoJT`oHdIo'MZo<N=oH<dZoX`=on 'MoMcHo6qoM; ?cIoJoTH`o
LT`oWb<ZoM`Io[D203a3][K203a3]JZo'MoJo242XVo[186a1]IZoZdn n
<N=oUbWo[L218a1]@` o<F cH oJoU=oMoV`<oJT` oL<o?<Zo;= `Z oMoLZ VHoJT` oZ=Zo,@Zo;= ` oMOIo

[T202b2]HJcoZd<ZoH=on MoV`<oJT`oL<o?<Zo;= `ZoLZ VHoJT`oMoH<oJT`o<N dHoL>bHoWoZd<ZoJo

240 Z: T<ToR`<oは抜けている。 D, K, L, T: T<ToR`<oT<ToR`<o
241 D, K, L, Z: :o T: <o
242 Z, L: JVo D, K, T: Jo
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<A`ZoZdn n
HcT`o[D203a4][K203a4]H=oJdo[L218a2][186a2]I`oZ=Zo,@Zo;= `oZVo9M d<oJT`oHdIoMcHoWn <A`Zo
LoI`oZoHcVo, !oWd<oJZo9M d<oJoU`IoIdn n

<N=oObWoI`o[T202b3]Z=Zo,@Zo;= `oMOIoHJcoMoV`<oJoMoR=ZoJT`o<=oS<oWo<N=oLoIn V=o<`o
MOIoA`Ho;= `ZoMo2)LoLR`Io6 qo[D203a5][K203a5][L218a3]HcVo<N=oLoI`n UbWo[186a3]HcoMoV`<o
JT`oL<o?<Zo;= `oHL=o<`Zo1 ^=oLT`o, !oMOIo! =`ZoM`Io! =`n UbWo>IoHcoMoV`<oJT`oL<o[T202b4]?<Zo

;= `ZoLZ VHoJT`oHL=o<`Zo<N=oLoU`IoFcn HcoI`o<=oS<o<RIoWoHco9KVo<N=oLoNMo[L218a4]! =` o=dZo
[D203a6][K203a6]IZoUbWo>IoHcoWo<N=oLoM`Io[186a4]JVoV=o=dZoIZoHco9KVo<N=oLoU`IoJT`o0 >`Vo
Vdn n
Z=Zo,@Zo;= `o@`o<F cHoJoM; ?cIoJT`oUcoXcZoWn Mo[T202b5]V`<oJoMoR=ZoJT`o=dVo<Sb<Zo<^ HoZd<Zo
V=o<`oMOIoA`Ho;= `ZoMo2 )Lo[L218a5]LR`Io[D203b1][K203b1]6qn HcVo<N=oLT`oHdIo'MZo<N=oLo
I`n MoV`<oJT`o[186a5]LZVHoJoUdHoJT`o<=oS<oWoHcoH<o<N=oLo;doIT`o<A doIZoZ=Zo,@ZoWo<N=oLo
U`Io!=`n <RIo[T202b6]WoHco9KVo<N=oLoWoMo9K dZoJVoZ=Zo,@Zo;= `oV=o=dZoIZo<N=oLo[L218a6]M`Io
[D203b2][K203b2]Idn n
HcT`o0 >`Vo<Sb<ZoZd<ZoV=oLR`Io!=`ZoMo2)LoLR`Io6q oHcVo<N=o[186a6]LoZ=Zo,@Zo;= `ZoM; ?cIoJo
U=oMoV`<oJoH=o9MIoJoWoHco9KVo<N=oLT`o=dZoIZo[T203a1]U`Io! =`n <=oS<oHcoWoHcVo<N=oLo
WoMo9K dZoJVoZ=Zo,@Zo[D203b3][K203b3][L218b1]V=o<`o=dZoIZn Hco9KVo<N=oLT`oObWo! =`Zo
M;?cIoJoM`IoJZn HcVo<N=oLZoT< (WoLVoT! ^Vo[186b1]LT`oHdIoMcHoHcn HcoI`oUcoXcZoWoLZ VHo
JoUdHoIZo<N=o[T203a2]LoM`IoU=oUcoXcZoHcZn XcZo1 >oGMZo>HoM; ? cIoH<dZoJT`o<IHo;= `Zo
[D203b4][K203b4][L218b2]U`IoJZoZdn n
Hco9KVoIo@`o<F cHoJoM; ?cIoJT`oV=o=dZoIZoI`n H=dZoJdoGMZo>HoLH<oMcHoJoH=oV=oLR`Io

[186b2]! =`ZoMcHoJT`o=doLdVo<N=oLZoQWIo243Jo<^ !oMo[T203a3]LR`Io6 qo<N=o<`oLHcIoJVoM`o<N=oWn Mo

V`<oJoH=o9MIoJo'MZo[D203b5][K203b5]Wo<N=o[L218b3]LT`o?oIZoUcoXcZoHcoWo<N=oLoIn <=o
S<o<RIoHcoWoLHcIoJVo<N=oLVoXVoLo244NMoMdn n
V`<ZoJo6,<o>boJoWZo[186b3];==on

H=dZoWoM;ZoJo[T203a4]'MZo;=`ZoI`n n
H=dZoJdoM`o%<oZ]oLT`o?dZn n

<Zd<oH=o<Kd=oLoLH<o[D203b6][K203b6]McHoJn n[L218b4]
'MoJVoHLcIoRcZo1 >oLVoMGd=on

RcZo<Zb=ZoWn HcT`oT2F cWoLVoU=oMPHoJoMGVo0 >`IoJZoHco9KVo<S`<ZoJVo[186b4]<Zb=ZoZdn n

243 Z: LQWIo D, K, L, T: QWIo
244 D, K, L, T, Z: Jo
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Hco[T203a5]9KVoIoLHcIo<A`ZoWZn

L%<ZoJT`o=doLdZoHLcIoJoU`n n
@`o[D204a1][K204a1]9KVo<N=oLoTH`o;doIn n[L218b5]
L% cIo245Fco<\ @cZoJoGMZo>HoI`n n
GMZo>HoM; ?cIoJZoM=dIoZbMo<S`<Zn

RcZo@`o<F cHoJoGMZo>HoM=dIoZbMo6qoZoWcVo246<S`<ZoJo[T203a6]H=on [186b5]

<=oO UoXcZoH=oXcZo1 >oH=on n
LH<oA`Ho$cZo[D204a2][K204a2]ZboM`oMGd=oLn n
HcoI`oMOIoMoM`o[L218b6]T1 ^=oLZn n
<IZoJoL%Io0 >`VoM`oLRc=ZoZdn

RcZ o <A`Z o<N= o Ac o LV o R` o LT` o F`= o =c o TP TI o WZ o 6 qZ o IM o U= o M` o LRc=Z o JV o LXH o J o
<A`Z o [T203b1]:T` o ObW o [186b6]<Zb=Z o J o 'MZ o;== on @` o LR`I o 6q o M o <d o L o W o Hc o
[D204a3][K204a3]<A`Z o <= o Vb= o <>`< o M o [L219a1]<Fd<Z oJn <A`Z o : o;Z oWcI o J o
T<WoLVo<N=oU=oT<WoLoI` oMcHoHcn Hc o;d oIoA`Ho<S`<ZoJoH=on @` o<F cHoJo<S`<ZoJT` o
Uc oXcZo<A`Zo[T203b2]=d oLd o<>`<oU`IoU=o 247n [187a1][203b2]UbWoZd oZd oWo9K dZoFc oV`<Zo
[D204a4][K204a4][L219a2]XcZoH=on Go<FHoJT`oXcZoJo<A`ZoZboT2Fd oLo>b=oSHo;==oM`oT<Wo
LT`o0 >`VoVdn n
TH`oU=o<R`T`o9KoLT`o<?LZoZbo?dZo>Io<>`<o<`o<K c=oIZoV`<ZoXcZoH=oGo<FHoJT`oOHo[T203b3]Mo

[187a2]<A`Zo;= `Zo8F cHoObWoM`oTH IoLo<A`ZoTd=o[L219a3]U=on [203b3][D204a5][K204a5]T<Wo
Lo>b=oSHo;==oMcHoJoWc<ZoJVoXcZoJoWoV<oWZoZdn n
TLDZoLbT` o<?LZoZb oUc oXcZ o<A`Z o;= `Z oUbW oT@WoL oIn Hc oNMo6 q oM oSH oUbW oHc oW oOH o
Mo[T203b4]<A`Zo<=o6 q oZd= oWc<Zo[187a3]JVoXcZoIn UbWoZd oZdV o[L219a4]Mo=cZo;==o
[D204a6][K204a6]UbWo>Io<A`Zo<R`oMGbIo6q oM`oTd=oLoU=oXcZoJVo7 qZoFcn TH`ZoI`oLHcIoJo
<A`Zo;= `oMOIoA`Ho;= `oR`Lo?T=oXcZoJVo1 >Tdn n

V2批難を退ける

第二〔批難を退ける〕は、もし〔対論者が、〕仏の如実智によって勝義諦を得るとい
うならば、『入中論釈』に、

245 Z: %cIo D, K, T: L% cIo L: L% dIo
246 Z: WcVo D, K, L, T: Wco
247 Z: ;==o D, K, L, T: U=o
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もしそのような自性を見るということはないのではないか。それゆえ、どのよ
うにそれらがご覧になるのかと問うならば、〔自らの特質によって成立している
自性を見ることはないというのは〕その通りではあるけれども、しかしながら、
ご覧にならない仕方でそれらはご覧になるのであると述べられている。248。

と言い、何もご覧にならないことをさして真実義をご覧になっていると説明し、その
典拠として勝義諦は一切智者の智慧の対象をも超えていると説明しているものを引用
していることと、仏地においては心と心所の動きというのは完全に退けられていると
説明していることと、仏陀が〔五〕蘊などをご覧になられないとするならば、十力の
箇所に一切智者であると説明していることとどうして矛盾しないのかと問うならば、
ご覧にならない仕方によってご覧になっているというのは、対象であるすべてを見な
いことをさして〔ご覧にならない仕方によってご覧になる〕と言っているのではなく、
無明の眼病の力によって認識されているこれらのものが、真実なものとして存在する
ならば、聖者の無漏の三昧智によって認識されるはずなのに、それらを何もご覧にな
らないことを通して、それらの真実義をご覧になっていると示しているのである。な
ぜならば、否定対象が存在するならば、知覚されるはずであるのに、知覚されないと
いうことによって否定対象の否定が認識されると設定するからである。
見えているものがないということが勝れた見である249とお説きになっている意味も
また上に述べた通りに理解すべきである。
以上のように、『〔聖般若波羅蜜〕摂頌』に、

諸々の色を見ることなく、受なども見ることもない、
想を見ることなく、思も見ることもない、
識、心、意を見ることがない、その〔人〕が法を見るものであると如来は示した。

248 MABh, 110.12–14（255b6–7）.
249 Bhk, 522: tathaā coktam sūtre / "katamam paramārthadarśanam / sarbadharmān. ām

abarśanam" iti / atredr.śam evādarśanam abhipretam / na tu nimı̄litāks.ajātyandhānām iva
pratyayavaikalyād amanasikārato vā yad adarśanam tato; 571（34b6–7）: Hco<?HoMHdoWZo;==o
<Zb=ZoFcn HdIoHMoJoMGd=oLo<=oRcoIn ?dZoGMZo>HoMGd=oLoMcHoJo<=oU`IoJTdoRcZoT1̂=o=don n
TH`VoHco9KoLbT`oMGd=oLoMcHoJoWoH<d=ZoFcn M`oMGd=oLoRcZoL:ToSWo!=`oM`<oLNbMZoJoH=on HMbZo
Wd=oWoZd<ZoJo9KoLbo+@cIoMoO=oLoH=on U`HoWoM`o1 >cHoJZoM`oMGd=oLoI`oMoU`IoIdn n（そのように経典
の中にもお説きになっている。すなわち、勝義のものを見えているというのは何である
というならば、すべての法を見えていないということであると〔経典に〕出ている。ここ
では、以上のような見えているものがないということを真意なさって、見えていないもの
であると教えているのであって、見を閉じることと、盲目などのような条件が揃っていな
いこと、意において働かないので、見えていないというのではないのである）。
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虚空を見ると有情は言葉で表現する。
虚空をどのように見るのか。このことによって以下のことを考察しなさい。
同様に法を見るということも〔それと同様であると〕如来が示した。
法を見ることは他の比喩によっては説明することができないのである250。

と言い、見ていないのは五蘊であり、見ているのは法であるとお説きになり、それ〔法〕
は真実義を意味している。すなわち、縁起を見る者が法を見るとお説きになった通り
である251。
それについても〔さらに説明するならば〕、例えば、虚空は妨げるものである触を排
除されただけのものであるけれども、それを見るあるいは理解するというのは、否定
対象である妨げるものが存在するならば、知覚されるはずなのに、見られないことを
さして、〔虚空を理解すると言っているの〕と同じである。その場合にも見えていると
いうのは虚空であり、見えていないのは妨げるものである。
その比喩のように見るのではなく、青を見るように、真実義を見ることは最後の二
句によって否定されいる。
五蘊を見ないとお説きになっている〔言葉〕によって、無漏の三昧によって真実義
をご覧になっている智にとって、有法を見ることがないと示されているのである。
『入二諦経』に、

天子たちよ。勝義諦は一切の種類のものの最上のものを有している。一切智者
の智慧の対象に至るまでも超えているのである。すなわち、勝義諦であると述
べられるようなものではない252。

250 PPSG, 52 : rūpasya darśanu adarśanu vedanāye sam. jñāya darśanu adarśanu cetanāye /
vijñāna-citta-manu-darśanu yatra nāsti aya dharma-darśanu nidis.t.u tathāgatena // ākāśa dr.s.t.u
iti sattva pravyāharanti kha nidarśanam. kutu vimr.s.yatha etam artham. / tatha dharma-darśanu
nidis.t.a tathāgatena na hi darśanam. bhan. itu śakya nidarśanena// PPSGt, 171（8b2–4）..

251 ŚL, 1: yo bhiks.avah. pratı̄tyasamutpādam. paśyati, sa dharmam. paśyati | yo dharmam. paśyati,
sa buddham. paśyati | ityuktvā; 44（116a4）: H<coZ Vd=oH<oZbZo% cIo>`=oTL DcWoLoMGd=oLoHcZo?dZo
MGd=o=don n ZbZo?dZoMGd=oLoHcZoZ=Zo,@ZoMGd=o=doRcZoHco<?HoL:ToSWoIZn（比丘たちよ。縁起を
見る者が法を見る。法を見る者がブッダを見るというように教えられた）。

252『世俗諦と勝義諦を示した経』という経典の中に以下のように書いている。SPN, 247a5–7:
9ZT`oLboHdIoHMoJT`oLHcIoJoI`o'MoJoGMZo>Ho;= `oM?d<oH=o9MIoJoH=on GMZo>HoM; ?cIoJT`oUcoXcZo
;=`oUbWo!=`oLVoWZoU=oH<oJVoTHZoJoU`IoFcn 9ZT`oLboHcoWo% d<oJoH=o'MoJVo% d<oJoGMZo>HoT@b<o
JT=oMcHn 9Md<oJT=oMcHoHdn n HdIoHMoJVoIoHcoWoKoVdWoU=oMcHnObVoVdWoU=oMcHn HLbZo;==oMcHo
Hcn9ZT`oLboTH`oI`oHdIoHMoJT`oLHcIoJoRcZo<^ HdoLF<ZoFcoL$ dHoMdHo;= `n @`o9KVoHdIoHMoJT`oLHcIoJTdoRcZo1>o
Lo9KVoI`oMoU`IoIdn n（天子たちよ。勝義諦は一切の種類のものの最上のものを有している。
一切智者の智慧の対象に至るまでも超えているのである。すなわち、天子よ。それ〔勝義
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と、勝義諦であると述べたときに、知に対象と対象を持つものの二つが別々に顕れて
いるのと同様に見ないということをさして〔勝義諦を〕説明しているので、二つの顕
れは誤りの典拠であって、仏陀が勝義を理解していないということの典拠ではないの
である。
『入中論釈』に、

作られた実在に触れずに自性〔法性〕だけを直接ご覧になることによって、真
実をご理解なさっているので、「仏陀（悟った者）」と述べられるのである253。

と、仏陀の如実智によって真実義をご覧になる智にとって、依他起に触れることな
く法性のみをご理解なさっているとお説きになっている。
心と心所の動きが消滅しているというのは、真実義を目のあたりにしているときに、
妄分別の動きが消滅しているという意味であって、心と心所がない〔という〕ことを
示しているのではないのである。すなわち、『プラサンナパダー』に、

妄分別は心の動きであり、それと離れているので、その真実義というのは無分
別である。
経典〔『無尽慧所問経』〕に、勝義諦とは何であるかと問うならば、それについ
て心の動きもないならば、文字などは言うまでもないとお説きになっている254

と言い、心の動きがないとお説きになった意味は、妄分別の動きがないということ
をさしていると説明している。
それについてさらに〔説明すると〕、有学の聖者が三昧に入っているときに、〔妄分
別の動きが〕完全に退けられいるではなく、悟ったときに完全に退けられたと『入中
論釈』に説かれている255。さらにまた『入中論釈』に、その自性が存在しないならば、
それを理解するために、菩薩たちが苦行することは無意味になってしまうという〔こ
とについてを〕典拠と共に論証している。

諦〕においてすべての分別と妄分別が生じることもなく、退けられることもないのであ
る。勝義というならば、それには彼岸なく、此岸もない。中もまたないのである。天子
よ。これは勝義諦であると増益して述べるけれども、勝義諦であると述べられるような
ものではないのである）。ツォンカパはこの文章を省略して引用したと思われる。

253 MABh, 201.17–19（283a2）.
254 PSPD, 374.1–2: vikalpaś cittapracārah. tadrahitatvāt tattattvam. nirvikalpam. // yathoktam.

sūtre / paramārthasatyam. katamat / yatra jñānasyāpy apracārah. kah. punar vādo ’ks.arān. ām iti
/ PSPDt, 120a3–4; AKN, 123b2.

255 付論 D「唯世俗が三〔種の〕プドガラにとって顕れるか顕れないかのあり方について」参
照。
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すなわち、それらの自性というのはいかなるものであるかと問うならば、それ
らが作りものではないことと他のものに依らないことである。無明の眼病と離
れた知によって理解すべき自性である。
それは存在するのかと言うならば、存在しないとそのように誰が主張するのか。
もし存在しないならば、何のために菩薩たちは波羅蜜の道を修習しようとする
のか。すなわち、その法性を悟るために、菩薩たちはそのように百の苦行にと
りかかるのであるか256。

とお説きになっており、その典拠として、

天子よ、もし勝義が存在していないとしたならば、梵行は無意味になり、諸々
の如来が出現することは無意味になってしまうのであろう。
勝義が存在するので、諸々の菩薩をさして勝義諦に通暁しているものであると
述べるべきである257。

と言い、勝義諦は存在しないのならば、究竟の涅槃を完成するために、行を行じる
ことは意味がないこととなり、所化がその〔究極の涅槃を悟ることが〕あり得ないこ
とになるので、その〔所化〕がそれを悟るために仏陀が世間に顕れたことは意味がな
くなってしまうのである。また、偉大なる菩薩たちが勝義諦に通暁できないことにな
るので、勝義諦は存在すると論証する経典を引用したので、この偉大なる阿闍梨の説
では、勝義諦が所知ではないとか、聖者の三昧において真実義を理解する智慧がない
と主張するのは全く誤った主張である。
さらに『入中論釈』に、

したがって、仮設することで真実義を理解すると設定するのであって、実際に
誰かが〔真実義を〕知るわけではないのである。なぜならば、知るものと知ら
れるものとの二つもまた生じたことがないからである258。

とお説きになっている最初の意味は、智慧と真実義の両方は対象と対象を持つもの
という二つの異なったものに分けて、真実義を悟ると設定するのは、言説の知にとっ
てのみ設定するのであって、その智慧にとって設定するのではないという意味であり、
知るものはまだ生じたことがないというのは、自性によって生じたことはないという
意味であり、例えば、水に水を注いだようなものになるということである。

256 MABh, 306.5–12（314a6–b1）.
257 MABh, 307.4–7（314b4–5）; RM, 99a6–7.
258 MABh, 358.15–17（330b6–7）.
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智慧の対象である真実義に対して心と心所は働くことはないので、〔仏の〕お体のみ
がそれを目の当たりになさるのである259とお説きになっているのは、実現すべき対象
は、真実義であり、それを対象とする智慧は、それ〔真実義〕を実現する行為であり、
報身はそれを実現する行為主体である。すなわち、認識なさるものである。
それ〔報身〕が真実義を目の当たりになさる仕方は、前に説明した通りに、心心所
の妄分別の動きを退けるという仕方で〔直接体験〕なさる。すなわち、『入中論釈』に
真実義を直接体験なさるそのお体というのは、心心所と離れているので、寂滅を自性
としている260と説かれていることによって理解される。仏が蘊などをご覧にならない
ならば、如量智と如量の対象一切を損減することになる。なぜならば、存在している
ということと仏がお知りにならないということの二つは矛盾しているからである。
したがって、如量智に如量の対象が顕れなければならないのである。また、形象な
くしてお知りになるということはこの〔帰謬派の〕説ではないので、形象が〔知に〕
昇ってきてから〔お知りになるの〕である。
顕れている対象全てもまた、無明の習気によって汚されていない仏の相好などと、無
明の習気によって汚されている不浄の有情〔世間〕と器〔世間〕などとの二つである。
そのうち、前者〔仏の相好など〕が、仏地において退けられる意味がないけれども、
後者が、その地において〔心と心所の妄分別の〕動きを退けることによって退けられ
るのである。
顕れの仕方については、仏陀の相好が無明を断じていないプドガラに顕れるとき、
自らの特質によって成立していないながら、そのように〔自らの特質によって成立し
ているかのように〕顕れるのは、その対象が無明の習気の力によって生じているとい
う理由によってではなく、対象を持つ者が無明の習気によって汚された力によって顕
れるのである。なぜならば、それは、他の人において単にそのように顕れていること
からその対象を持つ者に顕れているのではなく、〔対象〕自らの側からそのように顕れ
ているからである。

259 MABh, 362.6–8（332a1–2）: Hco9KoIoUcoXcZo;= `oUbWoHco;doIoA`HoWo'MoJoGMZo>Ho6 qoHcT`oUbWo>Io
ZcMZoH=oZcMZoWZo1̂=oLo'MZoM`oT@b<oJZo<?Yo;doIZoM=dIoZbMo6 qoMPHoJVo1qIo*VLo5[o'MoJVo<R<o

<dn n（したがって、智慧の対象である真実義に対してあらゆる形象としてその対象を持つ
もの（知）という心と心所などは働くことはないので、〔仏の〕お体のみがそれを目の当た
りになさるのであると世俗として設定する）ツォンカパは原文を省略して引用している。

260 MABh, 362.14–16（332a3）: <? Yo<=o<`ZoHco;doIoA`HoTH`oM=dIoZbMo6 qoMPHoJVoLXHoJoHcoI`oR`oLT`o

V=oLR`Io>Io6 qoTHdHoHcn ZcMZoH=oZcMZoWZo1̂=oLoH=oLDWoLT`o0>`VoVdn n（お体によって真実義を
目の当たりになさるのであると説かれているということは、寂滅という特質を持つもの
であると主張されているのである。なぜならば、心心所と離れているからである）。
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仏の如量智において無明を断じていない〔人の〕知に色、声など、自らの特質によっ
て成立していないものでありながら、それ（自らの特質によって成立しているもの）
として顕れている〔色・声などの〕諸々の対象が〔仏の如量智に顕れるのは、〕無明に
よって汚された人〔の知〕にそれらが顕れることによってのみ仏に顕れるのであって、
他〔の人の知〕にそのように顕れることに基づくことなく仏自身の側で顕れるわけで
はない。
したがって、色などが自性によって成立していないのに、自性によって成立してい
るものとして顕れるものを仏がご理解になさるのも、無明を持つ者にそのように顕れ
ている側からであって、その人にそのように〔自性によって成立しているものとして〕
顕現することに基づくことなく、仏自身からそのように顕れるという仕方によってご
理解なさっているのではないので、それ〔自性によって成立しているものとして〕顕
れることによって、その智が迷乱することになってしまうという意味はないのである。
なぜならば、それは智慧に汚れが存在することによって顕れるのではないけれども、そ
の智慧がすべての所知をご存知でなければならないという本質によって〔自性によっ
て成立しているものが顕れる〕からである。
そうであるならば、如量智自身の側では、全ての事物は無我であり自性が存在しな
いものとして顕れるので、虚偽である幻のようなものとして顕れるのであって、真実
なるものとして顕れることはあり得ない。しかし、無明を有している人たちに顕れた
ものを通じて、その〔如量〕智に顕れるときには、他の人（無明を有している人）に
真実なものとして顕れたもの〔が、そのようなもの〕として〔仏智に〕昇ったにすぎ
ない。
『六十頌如理論』でも、

事物に通達している者たちは、
事物は無常であり、欺く法であり、
空虚であり、空であり、無我であり、
寂静であるものを見る261。

とお説きになっており、その註釈にも行いが究極に至った者は、そのようにご覧に
なるとお説きになっている262。
以上のように、『二諦分別論頌』に、

分別されたあり方に関して空であるものが、

261 YS. , 12（21a7）;瓜生津（1985, 77）参照。
262 YS. V, 64（18a7）.
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顕れている通りのもののみに、
基づいて生じた一切のものは、
一切をご理解なさっている智によって直接知覚によってご覧になる263。

と、ある限りの全てのものを直接知覚において〔すなわち〕そのままご覧になるこ
とと、

知るものと知られるものと
自性を見ることのない者は、
相が生じないという境地（相不生）に、
堅固に住しているので、〔そこから〕立ち上がることはない264

と、二つの顕れが寂滅した三昧からいかなるときも立ちがることがないと説明して
いる二つのあり方をお説きになっていることも、ありのままに理解していない者にそ
の二つのいずれか一方以外に、両方を承認することは矛盾しているように思われるけ
れども、矛盾はないのである。なぜならば、真実義をご覧になる智慧とある限りのも
のをご覧になる智慧の二つは同じ一つのものであるけれども、それぞれの対象に依拠
して正理知と言説知の二つになることは少しも矛盾することはないからである。
このことについても、土台である見解の箇所で、一つの主題の上に正理知と言説の
量の二つによって得られるという、二つの異なった得られ方があるけれども、矛盾は
少しもないということを正しく知ることに依拠しているのである。
〔仏〕果の段階において二つの智慧によって対象を量るときに、〔対象を量る〕それだ
けにとどまらず、その対象に対して二つの量のいずれになるのかを正しく知るならば、
対象を個別に確定できなくても、二つの対象を持つものが〔その対象において〕共通
の基体は存在しないということも知ることができるのである。すなわち、これによっ
て二諦の定義の詳細もまた知るべきである。

U3 HdIoHMoJT`oH1>coLn

<ZbMoJoI`n HdIoHMoLHcIo[T203b5]JoWoH1 >coIn T@b<oT2FcWoWZn <K d=o[187a4]LoA`HoWo,@Zo
[D204b1][K204b1]JVo[L219a5]0 >coIn <K d=oLoA`HoL>bo6,<oH=on TL D`=o6 qo0 >coIoH=dZoJdoH=on
H=dZoMcHoH=on V=oH=on <RIo! =`o=doLdo<K d=oLoA`HoHcoLR`oH=on L<M YZoIo<=oS<oH=on ?dZo;= `o

[T203b6]LH<oMcHo<A`ZoZbo<Zb=ZoJo9KVoVdn n

263 SDV, 186（3a4–5）.
264 SDV, 187（3a5–6）.
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<8 q=o<RIo[D204b2][K204b2]WZoI`o[187a5]HdIo[L219a6]HMoJoH=dZoH=on MGbIo265JT`o
HdIoHMo<A`Zo<Zb=ZoFcn HLboMo<N=oLoWZn

<\ @coLoMcHoJoTH`oU=oHdIoHMoJoH=oMGbIoJT`o0 >`VoHdIoHMoJoRcZo1 >oU`n266[T204a1] H=dZoZbo
I`oMoU`IoFcn H=dZoZboIoHdIoHMoJo\H dZoJo[D204b3][K204b3]GMZo>HoWZo[187a6]THZo
JT`o[L219b1]0 >`VoVdn

RcZoH=on HLboMo,@IoWZo;==on

HMoJT`oHdIoH=oMGbIoJT`o0 >`Vn n
TH`oI`oHMoJT`oHdIoRcZo1 >n n
U=oH<o5[oIo\H dZo[T204a2]JoU`n n
O V<Zo'MZo1qIoWZoHco2F dWoU`In

RcZoH=on LHcIo[D204b4][K204b4]<A`ZoWZo;==oHco[187b1]LR`Io6q o[L219b2]<Zb=ZoX`=on
LHcIo<A`ZoV=oT2FcWoH=on ,@IoWZoHdIoHMoJVo<\ @coZd<ZoL:<oJo1 qIo*VLoJVoLXHoHdn n
Hc o'MZo[T204a3];= ` oHdI oI` oN dI o! =` oM=oLdZo'Mo2F=ZoJoU`IoM`Io! =` oHdI oHMoLHcIoJo<A`Zo

[D204b5][K204b5]1 >ZoIZn <Sb<ZoZd<Zo[187b2][L219b3]WoHdIoHMoJVo<\ @coZd<ZoL:<oJT`o
<Kd=oA`HoI`oNoMoU`IoR`=on HcoHdIoHMoLHcIoJoLF<ZoJoLn 1qIo*VLoLHcIo[T204a4]JoMOIoA`Ho
JoH=on [204a4]0 >`oMoI`oL Vdo<=o<`Zo;==oUbWo6 qo1 >oM`o7 qZoJZoXcZo1 >oM`Io[D204b6][K204b6]JVo
THdHoHdn n
HcoI`oHco'MZo;= `o[L219b4]HdIo[187b3]M`IoJZoTH`o9KVoLXHoHcn UbWo?dZoA`HoWoHdIoHMoJVo1 >o
H<dZoMdHo;==oUbWo>IoV`<ZoXcZoWo[T204a5]U=oHcVoLXHoJoM=o<K cn LHcIo<A`ZoWZn

Z ]o267LoMcHoJZoV`<ZoJoI`n n

HdIoHMo[D205a1][K205a1]U`IoFcn

RcZoH=on HLboMo<N=oLo[L219b5]WZo;==on

[187b4]<=oU=oHdI oHMoJVo<\ @c oL oMcH o>cZ o1 > oL oW oZd<ZoJo<l HZoJoHc oW oU=oHdI oI` o
TH` oU`IoJVo[T204a6]THdHoHcn U=oH<oJT` oGdZoJoH=oLZMoJoH=oL<A dMZoJoWZo
[D205a2][K205a2]1 ^=oLT`oXcZoJoGMZo>HoI`n 0 >`Io>`oMoWd<oJT`oUbWo>Io[L219b6]U`Io
JT`o0 >`Vn [187b5]HdIoHMoJoRcZo1 >o<K cn TH`T`oHdIoHMoJoU`IoJT`o0 >`Vn

RcZo<Zb=ZoJo[T204b1]9KVoVdn n

265 Z: TGbIo D, K, L, T: MGbIo以後 Zは TGbIと綴られ、D, K, L, Tは MGbIと綴られる。
266 Z: 1 >T`n D, K, L, T: 1>oU`n
267 D, K: LZ ]o L, T, Z: Z ]o
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V`<ZoXcZoWo<A`ZoWZoTK<ZoJT`oMAMo<R<oM`o% d<oUco[D205a3][K205a3]XcZo%d<oMcHoH=on
%<ZoWoL% cIoIZoHco;doIoA`HoT@Wo[L220a1]LT`oV`<ZoXcZo%d<o[187b6]L>ZoWoZd<ZoJTdn n
% d<o<c oTLVoLoWZn HdIoHMoWoM` o% d<o[T204b2]UcoXcZoH=on Hc oH=o$ cZoZb oMGbIoJT`o
XcZoVLo<A`ZoLXHoJT`oH<d=Zo[D205a4][K205a4]JoH=on HLboMo<N=oLoWZoHdIoHMo<A`Zo
[L220a2]LXHoJo<A`ZoI`oH<d=ZoJo<>`<oU`Io[188a1]JZn HdIoHMo<A`ZoLXHoJoI`oUbWo>IoWo
M`o1 >cHoJVoUbWo! =`o[T204b3]HdIoHMo;doIoWo1 >cHoJoI`o<8q=o<`oHdIoM`IoIdn n
HcoWoH=oJdoI`oHco;doIo[D205a5][K205a5]A`HoWoT@b<oJoI`n268LHcIoJoH=o<A`Zo<N=o<`o\H dZoJo

[L220a3]>`<o>Vo269V=o<`o[188a2]UbWo6qo<>dHo7 qZoJZoHdIoHMoJoH=dZoU`IoFcn \H dZoJoGMZo
>HoWZoTHZoRcZo[T204b4]JT`oHdIoU=oHcTdn n
<A`ZoJZoI`oV=o<`oUbWo6 q oLHcIoJT`o[D205a6][K205a6]\H dZoJoT<d<o7qZo;==on <A`Zo<N=o<`o
\H dZoJo<>dHoM`o[L220a4]7 qZoJZoT@`<o%cIoWZoTHZoJT`o[188a3]HdIoHMoH=on 'MoJo$cZoZbo
MGbIoJZoMGbIoJT`oHdIoHMoMdn n
<Sb<Zo[T204b5]Zd<ZoWoHdIoHMoJVo<\@c oZd<ZoL:<oJT`oUbWo[D205b1][K205b1]! =` oHdIoHMo
WoU=oObWo<A`ZoLXHoH<dZoWn HcoWoI`oUbWo! =`o[L220a5]<Kd=oA`HoHcoV`<ZoXcZo%d<oMcHo;= `o=dVoI`o
[188a4]\H dZoJo<A`Zo>Vo270H=oL DWoLT`oHdIoHMoH=dZoU`IoWn V`<ZoXcZo[T204b6]%d<oL>Zo;= `o
=dVoI`o\H dZoJo0 >d<Zo<>`<oNMo[D205b2][K205b2]H=oL DWoLZo[204b6]\H dZoJo<A`Zo:VoH=oL DWo
LT`oHdIoHMoH=dZoM`Io[L220a6]! =`n \@ `VoHdIoHMoLHcIoJoH=dZoM`IoScVoLoM`IoIdn n[188a5]
HcZoIoL VdoT<ToR`<o<`o=dVo<A`Zo<N=o<`o\H dZoJo[T205a1]GMZo>HoH=oL DWoLoMo<Fd<ZoJn LHcIo
<K d=o[D205b3][K205b3]Hco<N=oLT`o\H dZoJoGMZo>HoH=oL DWoLoM`oZ D`HoJZn HdIoHMoLHcIoJoU`IoIo
[L220b1]<A`Zo<N=o<`o\H dZoJoGMZo>HoH=oLDWoH<dZoJoI`o[188a6]<8q=o<`oHdIoM`Io[T205a2]Idn n
HcZ o I o<^ ! o M o V`<Z o2)L o JZ o <R` o Kb= o Jd o9K o Lb o H= on LHcI o<K d= o <` o<N= o L o <A`Z o

[D205b4][K205b4]O V<Z oJ oV`<Z oXcZ o$ cZ o HJ< o<`Z o2 )L oJT` o HdI oNM oHdI oHM oLHcI oJV o
[L220b2]THdHoJoI`n MGbIoJT`oHdIoHMo6 qoT! ^Vo! =`oHdIoHMoLHcIo[188b1][T205a3]JoM`IoIdn n

[205a3]LHcI o JT` o <>`< o H= o6 q o L DW o! =` o<N= o LZ o2 ^ o2 q o Zd<Z o LHcI o McH o;= ` o<N= o LV o<^ +L o

[D205b5][K205b5]JoU=on <R` oHc oLHcI oJVoUdH oMcH oGc oO VMoMo?dH oJT` o<=oS<o% d<Z o
[L220b3]9MIoWoI`n Hc o9KVo<^ +L oJT` oHdI oMcH oWn Gc oO VMo?dH oJ o [T205a4]WoI` o%<Zo

Hc o%<Zo [188b2]U=oH< o5[ oM` o T! ^VoL oH= on HLb oM o<N= oL oWZ o<>`< o6 q o L DWo! =` o%<Zo
[D205b6][K205b6]?dZ o<A`Z o: o'MoL>HoNMo6 q o <Zb=Z oX`= on <>`< oH= o6 q o M oM`I oJ o
[L220b4]H=on Hco<A`ZoZboMcHoJo<=o%<ZoZbo1 >Zo;==oTHIoLVo[T205a5]<Zb=ZoJoI`n MoU`Io
H<<oWoM`o[188b3]1 >cHoJVoHcoA`Ho;= `oHJcVoL$dHoWZoXcZoJZn Z VdLo[D206a1][K206a1]HJdIoR`o
LoTOVoULoZ DZoH=on Z VdLoHJdIoZc=o<coLS=oJdT`oLRcHoJo<FIo[L220b5]M`IoIdn n

268 K, L, T, Z: I`n D:In
269 Z: ?Vo D, K, L, T: >Vo以後 Zは ?Vと綴られ、D, K, L, Tは >V綴られる。
270 Z: ?Vo D, K, L, T: >Vo
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<N=oLoWoH<<o1 >T`o\H dZoJo'MoJVoL>HoJo[T205a6]Wo'MoL>HoH=oUd=Zo<>dHo<A`ZoZbo1 >Zo
JT`o0 >`oMo[D206a2][188b4][K206a2]$cZoHJ<o<`Zo<RWoLT`oHdIoNMoHdIoHMoLHcIoJVoTHdHoJo
U=on HLboMoJo?cIoJdoZboU=oM`oLRcHoHdn n
ObWoTH`Zo[L220b6]WMoV`Mo,@ZoJVoTH`oH<o<`o'Mo[T205b1]<R<oLXHoJoU=oR`Lo5[oXcZoJVo
1 >Tdn n

[205b1]<\ @c oZd<ZoL:<oJo[D206a3][K206a3]MGbIo[188b5]JT`oHdIoHMo6 q oLXHoJT`oTK Dd oWo
LHcIo<A`ZoV=oT2FcWoWZn

<RIoH<oI`oU=oH<oJo;doIVoTP TIoJZn U=oRcZo1 >o[L221a1]Lo271L<M YoLT`oHdIoIdn n

Hc oU= o [T205b2]V`<Z oJZ oH/ >H oI o1qI o*VLo;d o I o<K cn >`T` o0 >`V oRc o In H<< o
[D206a4][K206a4]1 >oUdHoJoMoU`Io[188b6]JZn nU=oH<o5[oIoL:<oMcHo<ZWn

RcZ o <RI o H< o ZcMZ o NM o J o 272H<< o <R` o Wn[L221a2]?dZ o LH< o L:< o JT` o H<< o JT` o
<K d= o A`H oU= oH< o5[ o2 )L o [T205b3]JV oTHdH oJ oH= oV= oWb<Z o;= `Z o H<< o1 > o ?dZ oLH< oMcH o
[D206a5][K206a5]JZoHcoL:<oJT`oH<<oJo[189a1]U=oH<oJVoMo2 )Ln >cZo<Zb=ZoJZn
HdIoHMoJVo<\ @c oZd<ZoL:<oJo[L221a3]1 qIo*VLoJVoLXHoJoI`n 1qIo*VLo5[oUdHoJT`oHdIoU`Io
[T205b4]! =`n 1 qIo*VLoU`IoJVo<K dIoJoM`IoIdn n
U=oHcoA`HoWZn[D206a6][K206a6]

U=oH<oJT`o<\ @co[189a2]Zd<ZoH=dZoJdo<N=oLoIoM`o<N=oLZn Wd<oJT`o1qIo*VLoU`IoJoLR`Io
6 qn U=oH<oJVo<\ @co[L221a4]Zd<ZoL:<oJoU=oWd<oJT`o1qIo*VLo5[o[T205b5]T! ^VoFcn Hco
I`oH<<o<R`T`oH=dZoJdo<N=oLoIoM`o<N=o=don [D206b1][K206b1]

RcZoJT`oWIo6qo

M`o<N=oLoMoU`Io[189a3]Fcn H=dZoJdT`o=doLdoH=oGoM`oHHoJT`o0 >`VoVdn

RcZoN dIoJd o9K oLb o<N=oLoIn HcT` oLHcIo[L221a5]<K d=o<N=oLVoLXHoJoI`n LHcIoJVoUdHo
Jo[T205b6]JVo273L:<oJT`o'MoL>HoNMoM`<oXcZoZd<ZoWo<N=oLoM`Io[D206b2][K206b2]! =`n
[205b6]MoU`IoH<<oWoH<d=Zo[189a4]JZn HcoTH IoHco1 qIo*VLoMOIoA`HoJoU`IoU=on274LHcIoJo
L>HoNMo! =`o<K d=oLoHdIo[L221a6]HMoLHcIoJVoM`oT<WoWdn n
HLb oMo,@Io[T206a1]WZn HdIoHMoJVo<\ @c oL oZd<ZoL:<oJoU=oH<o1 qI o*VLo5[ o<Fd<Zo

[D206b3][K206b3]JoU`IoU=oHdIoHMoJo[189a5]H=oMGbIoJZoHcVoLXHoWn HdIoHMoJoI`oH=dZo

271 D, K, T, Z: Lo L: LoI`o
272 K, T, Z: Jo D, L: JoH<o
273 D: LHcIoJVoUdHoJo K, T, Z: LHcIoJoMcHoJVo; L: LHcIoJoUdHoJo
274 D, K, L, T, Z: ;==o
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JdoUdHoMcHoZd<Zo;=`o\HdZoJT`oH IoLoMGToH<o[L221b1]R=Zo[T206a2]JVo<Zb=ZoJT`o\H dZoJT`oH IoLo
I`n LHcIo<A`ZoV=oT2F cWoWZn

HcoA`Ho0 >`VoIoHco<K d=oM`In n
M`o[D206b4][K206b4]<K d=oMoU`IoUdHo[189a6]McHoM`In n
M`o<\ @coMoU`Io<\ @coM`IoRcZn n
HcoWoZd<ZoJoL>dMo9MIo<Zb=Zn

RcZoH=on

Hco>`T`o0 >`Vo[T206a3]RcoIn [L221b2]HcoI`o\H dZoJoMcHoJoU`In n
Hco;doIoI`o% d<oJT`oHIoLoGMZo>HoH=oL DWoLTdn

RcZo% d<oJT`oH IoLoWo\H dZo[D206b5][K206b5]JT`oH IoLVo[189b1]LXHoJo9KVoU`IoWn HcoU=o
Hco;d oIoA`HoM=dIoZbMo6q o% d<ZoLT`o=dVo9M d<o275JZn HcoI` oHdIo[T206a4]HMoH=dZoH=on Hco
[L221b3]9KVoMo! ^VoJT`oV`<ZoXcZoUbWoL>ZoI`oNoMT`o$ cZoMGbIo276JoU`IoJoZd<ZoI`oNVoLR`IoIdn n

[D206b6][K206b6]U=oH<oJT`o<\ @co[189b2]Zd<ZoL:<oJoWoU=on TH`ZoL:<oJT`oV`<ZoXcZo
H=on HcT`o<RWo1 >o[T206a2]<A`ZoUdHoJZn U=oH<oJT`o[L221b4]1 qIo*VLo5[o<Fd<ZoObWoU=o
HcT`o<K c=oIZoXcZoJVo1 >Tdn n
LHcIo<A`Zo;= `o\H dZoJoU`IoIdo>d<o[D207a1][K207a1]<`oH IoLoH=oL DWo[189b3]LVoLXHoObWoHcoI`n
<?LZoM=oJdoR`<o5[oAcoLVoM;dTdn n

U3勝義の分類を説明する

第三〔勝義の分類を説明するには〕、勝義諦を分類するならば、『入中論釈』に、「空
性を詳しく分類するならば、十六空であり、中ぐらいに分類するならば、事物と非事
物、それ自体と他者の在り方が空性であるという四つであり、まとめるならば、人無
我と法無我の二つである」277と説かれている通りである。
他のテキスト278では、勝義そのものと随順する勝義との二つを説かれている。すな
わち、『中観光明論』に、

生起することはないというこのこともまた勝義と随順するがゆえに勝義である
と言われるものであって、真の勝義ではないのである。なぜならば、真の勝義

275 Z: 9Md<o D, K, L, T: SVd<o
276 Z: TGbIo D, K, L, T: MGbIo
277 MABh, 301.17–302.2（313a3–b2）.
278 中観自立論証派のテキストのことをさしている。
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というのは一切の戯論を超えたものであるからである279。

と説かれ、『中観荘厳論』にもまた、

勝義と随順するがゆえに、
これは勝義と言われる。
本当の意味で〔の勝義は〕戯論の集まり一切からそれは離れたものである280

。
とあり、『二諦分別論』281にもまた、同様に説かれており、『二諦分別自註』と『中観
荘厳論』に、「勝義において生起することなどを否定するのは世俗なものである」と説
かれている282。
それらの意味は、以前のチベットの多くの者は異名であるかないかという二つの勝
義諦であることにし、色などについて勝義において生起することなどが否定された空
性は前者であり、それは仮設された勝義諦であり、真の世俗諦である。後者はいかな
る知によっても対象となることありえないので、所知ではないと主張する。
それは以上のテキストの意味ではないので、以下のように説明する。対象である法
性をさして勝義というべきであるけれども、〔認識する知である〕対象持つものの正理
知をさしてもまた勝義であるというように説明する〔テキスト〕が多くある。すなわ
ち、『二諦分別論頌』に、

欺くことがないので、正理は勝義なものである283。

と説かれ、『中観光明論』にもまた、

いかなるものも勝義において生起することはないなどという主張についても、
その意味は以下のように主張する。すなわち、正しい聞思修から生じたすべて
の知は不顛倒の対象を持つものであるので、勝義のものであると言われている。
なぜならば、これ〔正しい聞思修から生じたすべての知〕の対象は勝れたもの
であるからである284。

とお説きになっている通りである。

279 MA, 149a5;一郷（1993, 110）参照。
280 MAL, 55b2;一郷（1985, 168）参照。
281 SDV, 15（64a4）.
282 本文 188b1–189a5参照。
283 SDV, 156（4a4）.
284 MA, 229b1–2.



付論 C『菩提道次第小論』訳註 115

正理知に二つあるうち、聖者が三昧に入った無分別の智慧と論証因によって真実義
を量る有分別の正理知などである。
『思択炎』に、「勝義には無分別の智慧と、それに随順している般若の智慧の二つが
ある」285と説明していることの真意と、『中観光明論』に二つの勝義を説いていること
の二つは同じお考えであるので、二つの勝義を説明しているのは、対象を持つものと
いう知の方をさしているのではなく、対象の勝義のみをさして〔二つの勝義を説明し
ているのは、〕テキストの意味ではないのである。
そのうち、第一〔無分別の智慧〕が真実に対して働くというのは、真実〔であるとい
う戯論〕と二つの顕れの戯論を一緒に自らの対象として退けることができるので、真
の勝義であり、一切の戯論を離れているという意味もまたそのことである。
第二〔それに随順している般若の智慧〕によって、自らの対象として真実である戯
論を否定することができるけれども、二つの顕れの戯論を退けることはできないので、
世間を超えた勝義と内容が随順しているので、随順勝義である。
色などについて勝義において生起することなどが否定されるところの対象の勝義に
ついてもまた二つの在り方があると説明すべきである。そのうち、対象の空性という
のは無分別の正理知にとっては、二つの戯論が両方とも離れている真の勝義である。
有分別の正理知にとっては一方の戯論だけを離れているので、二つの戯論両方とも離
れている真の勝義ではないけれども、一般的に〔以上のような限定なしに〕真の勝義
諦ではないと言っているわけではないのである。
したがって、ある種の知（無分別の正理知）にとって二つの顕れの戯論一切と離れ
ていることを除いて、真実に関して空であるものは顕れの戯論一切と離れていること
はあり得ないので、勝義諦であるならば、二つの顕れの戯論一切と離れていなければ
ならないというのは、テキストの意味ではないのである。
したがって、幻理成就派の者が、基体である蘊などと真実に関して空であるという
二つの顕れが合わさったものは比量の正理知によって成立している意味のみが勝義諦
であると主張するのは、随順勝義になるのであって、〔一般の〕勝義諦ではないので
ある。
真実なる一と多を離れている顕れによって芽などが真実として存在しない顕れであ
ると論証することもまた、その基体は真実として存在するかしないかについての疑い
を断じていない智慧ある人にとっては、そのように〔真実として存在しないものの顕
れとして〕論証する意味がなく、疑いを断じた人にとってはその論証因は正しい論証
因にはなりえないのである。また、『中観光明論』に離一多性の論証因と所証の法の両

285 TJ, 60b4–52.『思択炎』の著作問題については江島（1980）,斎藤（2005）,安間（2008）
参照。
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方は〔否定対象の〕否定だけである286とお説きになっており、一と多でもない、その
二つのいずれとしても存在しないことのいずれも論証因として同じであるとお説きに
なっているのは、定立的否定のことをさしているのではなく、その同じものの比喩と
して述べられていることから知るので、〔瑜伽行自立論証派の〕軌範師シャーンタラク
シタと〔カマラシーラ〕父子と軌範師ハリバドラのご主張では決してないのである。
顕れにおいて否定対象の戯論を否定する場合に否定されるものと肯定されるものの
二つに分けたものの比量によって量られる対象であるだけのものである後者が、勝義
諦であると主張することについてもまた偉大なる中観派の誰もお認めにならないので
ある。
以上の議論によって、ラムリンチェンモにこれらの設定を説明していることもまた
詳しく知るべきである。
生起などの否定は随順勝義であると説明した後に『二諦分別論の自註』に、

他の者たちは全く正しいものであると捉えているので、「また」という語はまと
める意味である。
それについても、正理によって考察するならば、世俗だけのものである。なぜ
かと問うならば、否定対象は存在しないので、正しく言うなら否定はないこと
は明らかである287

と他の者たちである唯識派は否定の基体において法我を否定したところの否定された
空性は真実において成立していると主張することと、自説（帰謬派）によって否定対
象である法我が存在しないので、それを否定した否定というものは真実において成立
しないとお説きになっているので、勝義において生起などが否定されるのは世俗のも
のであると説明しているのは、世俗において存在しているということであって、世俗
であると説いているのではないのである。
また、同書〔『二諦分別論』自註〕に、

真実の生起などは、事物が顕れているときには顕れないので、誤った世俗であ
るのと同様に、真実において生起などが否定されたこともまた誤った世俗にな
る。なぜならば、それは否定の基体である事物が顕れるならば、顕れないので
ある288

という答えとして、

286 MA, 217b2–3.
287 SDVV, 161（6a2–3）.
288 SDVV, 160–161（5b7–6a1）.
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顕れないわけではないのである。なぜならば、実在の存在と個別ではないから
である。

と説かれている。例えば、青が顕れているときに、それの真実空は顕れていると説明
しているのは、真実として存在しないという否定のみが眼識などに顕れないのであっ
て、定立的な否定を意図しているので、そのようなものは真の世俗であるけれども、真
実が否定されただけの空性は勝義諦であることと矛盾しないのである。
『中観荘厳論』に、勝義において生起などを否定したことは正しい世俗に属している
けれども、勝義と随順しているので、そうのように説明しているが、勝義は実在の有
無などの戯論の網一切を断じたものである289とお説きになっているときの戯論の網と
いうのは、『二諦分別論』自註に、

真実であるがゆえにそれは空ではない、
不空ではなく、有無ではない、
不生起ではなく、生じることがないと、
それらを仏世尊がお説きになっている290

と言い、

それはどうしてであるかと問うならば、それは無戯論であり、
真実義はすべての分別の網と離れたものである291

と言い、分別の網を戯論の網と説明している通りである。それについても、真実義を直
接に認識している知にとって退けるので、それは真の勝義であり、以上のようになっ
ていない正理知及び対象などは前者に随順するものであることなどは前〔に説明した〕
通りである。
真実の生起などを否定することについても、これによって否定される正理知とそれ
の所量の二つがあるので、正しい世俗に属しているあり方についてもその上で知るべ
きである。

289 MAl, 55b2–3.
290 SDVV, 162（6a6）.
291 同上、しかし、原文そのままではない。SDVV, 162（6a6）: >`T`o0 >`VoU=oH<oJVoIo<A`ZoMcHo
>coIn HcoI`o\HdZoJoMcHoJoU`In n RcZo1>oLo<RdZoFcn Hco;doIoRcZo1 >oLo9Z<oMTdn n HcoI`oHco;doIoI`o%d<o
JT`oH IoLoGMZo>HoH=oL DWoLTdoRcZo1>oLZo'MoJVoT2F cWoFdn n （どうして正しいものであるなら
ば、２つはないのであるかと問うならば、それは無戯論であると言うことを述べるのであ
る。なぜならば、真実義というのは余分である。真実義はすべての分別の網と離れたも
のであると述べることによって註釈するのである）
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この二諦のあらゆる戯論の網と離れていると説明しているあり方は、多くの場合に
必要である。

T3 LHcIo<A`Zo;=`o2F=Zo=cZoL<KIoJn

<ZbMoJoI`n <R`o[T206a6]<=oR`<oQWIo292JoZ ]oLT`oHdIo6qoUd=ZoZboL>Ho[L221b5]In M`oZ ]o

LT`oHdIoU`IoJo'MoJVoL>HoH<dZoJZn Z ]oM`o[D207a2][K207a2]Z]oI`oKIoObIoR=ZoFco<IZoJT`o

T<Wo[189b4]LTdn n
HcoI`oXcZo1 >oGMZo>HoWoKIoObIoR=ZoJT`oObWo! =`Zo; ?Lo[T206b1]1>cHo6qoT@b<oJZoKb=oJdo<ZbMoJo
U=oSVd<o293<dn HcT`o0 >`VoXcZo1 >oWo[L221b6]LHcIo<A`ZoZbo2F=Zo=cZoJVoXcZoJVo1 >Tdn n

[D207a3][K207a3]ULoZ DZoM@WoLoWZo;==on TH`o9KVo[189b5]HcoLR`Io<Xc<ZoJZo1 qIo
*VLoH=oHdIoHMoJo294<A`Zo[T206b2]Gb<ZoZbo?bHoHcn XcZoJVo1 >oLoU=o1qIo*VLoH=oHdIoHMo
JT`oLHcIoJo[L222a1]TH`VoSHoHdn RcZoXcZo1 >oGMZo>HoLHcIoJo[D207a4][K207a4]<A`ZoZbo
SHoJVo<Zb=ZoWn TK<ZoJoHco[189b6];doIoA`Ho=cZoJVoL<KIo295JT`oF`=o=coTP TIoWZo;==on
[T206b3]<=oR`<o1 qIo*VLoHcoLR`IoHdIoHMo<K cn n LHcIoJo<ZbMoJo<=oU=oMo[L222a2]M?`ZoZdn
RcZoLHcIo<A`ZoZbo2F=Zo=cZoJVo<ZWo[D207a5][K207a5]LVo<Zb=ZoZdn n
LHcIo<A`Zo;=`o'Mo[190a1]H1 >coXcZoIoGbLoJT`oL:ToWoM`o[ d=ZoJoH=on M`oXcZoIo[T206b4]I`o
L<KIoJT`o296HcoA`HoM`oXcZoJVo<Zb=ZoWn HcoU=oM<dIoJdo1]o<^ +Lo;= `Zo@`o9KVo[L222a3]<FIoWoKLo

Jo9KVoXcZoH<dZoFcn T@b<o[D207a6][K207a6]JoWZn

Z VdLoHJdIo1]o<^ +Lo[190a2]RLZo;= `oWMoWZoI`n n

0 >`oVdWo! ^VoWoR`oLT`oGLZoMcHoHdn n
HcoH<o[T206b5]1 qIo*VLoHcoA`HoLHcIo297WZoAMZn n
HcoWZoAMZoJZoGVoLo2 )LoUdHoM`In n
Go<FHo[L222a4]LHcIoJoGLZoZbo! ^VoJoH=on n
HdIo[D207b1][K207b1]HMoLHcIoJoGLZo1 ^=o! ^VoJo<K cn n
Hco<A`Zo[190a3]'MoH1 >co<=o<`ZoM`oXcZoJn n
HcoI`o'Mo% d<oWd<oJZo[T206b6]WMo=Io8q<Zn

292 Z: QWIo D, K, L, T: QWIo
293 D, Z: 9M d<o K, T, L: SVd<o
294 Z: HdIoHMoJo D, K, L, T: HdIoHMoJT`oLHcIoJo
295 Z, L: L<KIo D, K, T: L%Io
296 D, L, Z: JT`o K, T: Jo
297 D, K, L, Z:LHcIo T:LHIo
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RcZo<Zb=ZoJZoGVoJoTHdHoJo'MZo;= `ZoLHcIo<A`ZoWo[L222a5]M;ZoJVo1 >oLoX`Io5[o<Wo?cTdn n

T3二諦の数を確定すること

第三〔二諦の数を確定すること〕は、ある基体を虚偽なものすなわち欺く対象とし
て肯定したとき、欺かない対象であることを否定しなければならないので、欺く、欺
かないは〔直接に〕相互を退けているものである。
それはすべての所知において相互を退けている仕方によって遍充するものとして働
くので、第三項目もまた退けるのである。それゆえに、所知には二諦として数を確定
することを知るべきである。
『父子相見経』にも、

このように、如来が世俗と勝義との二つをご理解されている。所知にまた世俗
〔諦〕と勝義諦というこの〔二つに〕尽きるのである298。

と、所知すべては二諦に尽きているとお説きになっている。また、『聖真実決定説示三
昧経』にも、世俗と同様に勝義である。第三の諦は何もないのである299と二諦に数は
確定しているとはっきり説かれている。
二諦の分類を知ったならば、牟尼の教えに迷わない。〔二諦の分類を〕知らないなら
ば、教えの真実は知らないとお説きになっており300、それもまた、保護者であるナー
ガールジュナが確定している通りに知るべきである。すなわち、『入中論』に、

阿闍梨ナーガールジュナ御前の道から逸脱している者には寂静の方便はない。
彼らは世俗と真実の諦から劣っていており、それを劣っているので、解脱が成
就することがないのである。言説諦は〔勝義諦を理解するための〕方法と成っ
ており、勝義諦はその方法から生じたものである。その二つの分類を誰が知ら

298 PPS, 60b4.
299『父子相見経』に次のような言葉がある。PPS, 61b5–6: T@`<o% cIoM;ZoJT`oLHcIoJo<A`ZoU`Io
Fcn ; ?dHo;=`Zo<RIoWZoMo<SIoV=o<`Zo<S`<Zn HcoI`o1qIo*VLoLHcIoH=oHdIoHMo<Kcn LHcIoJo<ZbMo
Jo<=oU=oMoM?`ZoZdn n（世間の学者の真実は二つである。すなわち、あなたが他の者から
聴聞することなく、自らによってご覧らになっている。それは、世俗諦と勝義〔諦〕であ
る。第三の諦は何もないのである）

300 MMK, 24.9, 420: ye’ nayor na vijānanti vibhāgam. satyayor dvayoh. | te tattvam. na vijānanti
gambhı̄re buddhaśāsane || <=oH<oLHcIoJoHco<A`Zo;=`n n 'MoH1>co'MoJVoM`oXcZoJn n HcoH<oZ=Zo
,@ZoL<KIoJoI`n n SLoMdT`oHcoA`Ho'MoM`oXcZn n（この二諦の区別を知らない人々は、甚深なる
仏の教えにおける真実義（tattva）を知らない）
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ない者は、誤った分別によって悪道に入るのである301。

と説かれているので、解脱を求めている者たちが二諦に通暁することが大変重要で
ある。

301 MAK, 174.15–19（208a1–3）。
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周知のように『入中論』はチャンドラキールティの著作で、329偈頌からなり、著
者の自註がある。その構成は『十地経』にしたがって、菩薩の発心を十の階梯に分け
て 10 章とし、順番に十波羅蜜の修習を説く。さらに、菩薩地の功徳と仏地の功徳を
説く２章を加えて、全 12章になっている。現在『入中論』およびその自註のサンスク
リット語の写本が見つかっている。そのうち、第一地から第五地までの偈と自註およ
び、第六章の偈のみの校訂テキストが刊行されている302。『入中論釈：密意解明』は
ツォンカパによる『入中論』の註釈書であり、『入中論』の構成にしたがって、菩薩の
十地と仏果である仏地を順次に説明しており、『入中論』と同様に第六地に関して最も
詳しく説明を行っている。また、第６章では、二諦説の詳しい説明している。後代の
ゲルク派では、中観の学説を学ぶとき、このツォンカパの『入中論釈：密意解明』を
基本的なテキストとして学習する303。『入中論釈：密意解明』の正式な題名は以下の通
りである。

HLboMoWoT@b<oJT`o'MoLXHoH<d=ZoJoVLo<ZWn（『入中論釈：密意解明』）

ここでは、本研究の原テキストとなる以下の二諦説の箇所を抜き出して和訳する。

D sde dge par ma, ba, ma. Toh.5408. 111b4–133b4.
K sku ’bum par ma, ma. Toh.5408. 111b4–133b4.
L bla brang par ma, ma. Toh.5408. 103a1–122a5.
T bkra shis lhun po par ma, ma. Toh.5408. 207a5–127b1.
Z zhol par ma, ma. Toh.5408. 95b3-a6–113a3.

302 Li（2015）は第六章の偈のみの校訂テキストを刊行している。
303『入中論』チベット語訳の成立事情、ツォンカパ以前のチベットにおける『入中論』註釈
の歴史、『密意解明』の内容構成、『密意解明』に関連するツォンカパ以後の文献について
は根本（2010）の付論 B参照。また、『密意解明』の著作年代については本稿の付論 A参
照。
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S1 LHcIoJo<A`Zo;= `o\@ `T`o'Mo<R<n

H=oJdo(LHcIoJo<A`Zo;= `o\@ `T`o'Mo<R<o)WoLR`n T1 LHcIo<A`ZoZboH1 >coLZo?dZo'MZoWo=doLdo<A`Zo
<A`ZoUdHoJVoL$ dHoJnT2 LHcIo[L103a2]<A`Zo;= ` o'Mo[95b4]<R<o<RIoL<KIoJn T3 T@`<o%cIo
[D111b5][K111b5]Wo9K dZo304Fco1qIo*VLo;=`oH1 >coLoLXHoJn T4 RcIo[T207a6]UbWoWoT< (WoLT`oRcIo
UbWoGo<FHo6 qoU=oMcHoJVoL<KIoJTdn n

T1 LHcIo<A`ZoZboH1>coLZo?dZo'MZoWo=doLdo<A`Zo<A`ZoUdHoJVoL$dHoJn

H=oJdo(LHcIo<A`ZoZboH1 >coLZo?dZo'MZoWo=doLdo<A`Zo<A`ZoUdHoJVoL$ dHoJo)I`n TH`oIoLHcIo
<A`Zo;= `oV=o<`o=doLdo0 >`Io>`oMoWd<oJo[L103a3]M;?cIoJT`oL>dMo9MIoTHZo[D111b6][K111b6]'MZo
[95b5];= `ZoT6qo1 >cHoZcMZoJoZd<ZoI=oH=o2 ^o[T107b1]2 qoZd<Zo0 >`oVdWo! =`oH=dZoJdo1 qIoFcoGMZo>Ho;= `o
V=o<`o=doLdo'MoJo<A`ZoI`oTP TIoJVoT! ^VoLVoAcoLVoL<KIo305Fcn Hco<=oRcoIn 1qIo*VLoLHcIoJT`o
[L103a4]=do[D12a1][K112a1]LdoH=oHdIoHMoLHcIoJT`o306=doLdTdn n
TH`ZoI`o2 ^o2qo[95b6]9KoLbo<>`<o<`o=doLdo[T107b2]WoU=o0 >coIo1 qIo*VLoU`IoJoH=on HdIoHMoJoU`Io
JT`o307=doLdo<A`ZoUdHoJVo<K dIo! =`o2̂o2 qT`o=doLdo<>`<oA`Ho[K112a2]Zdo<\ @coH=oTK<ZoJoWo9K dZo308IZo
[D112a2]LHcIoJo<A`Zo[L103a5]ZboL<KIoJo<FIoM`IoIdn n
Hco9KVo1 >ZoIo=doLdoMcHoJT`o?dZo[96a1][T107b3]M`oZ D`HoJZn <R`o2)LoJoU`IoIo=doLdo<>`<oH=oGo
HHoWZoM`oTHToWn =doLdoUdHoJo;Zo[K112a3]WcIo;==oV=o[D112a3]LR`Io! =`Zo2 )LoJT`o=doLdoMcHo
JoM`oT<WoWdn n
Hc oWo2 ^ o[L103a6]2q oWoZd<ZoJT` oH=dZoJdT` o=d oLd oHdIoHMoJo[96a2]I`n U=oH<oJT` oHdIo

[T107b4]M=dIoZbMo6 qoMGd=oLo'MZo;= `oUcoXcZo;= `o; ?HoJVo! =`oUbWoA`Ho;= `Zo[D112a4][K112a4]LH<o
<`oV=o<`o=doLdo8F cHoJoU`Io! =`n V=o<`oLH<oA`Ho;= `Zo2)LoJoI`oMoU`IoFcn TH`o[L103b1]I`o=doLdo<A`Zo
LXHoJT`o<>`<oU`IoIdn n
Uc oXcZo;= ` o; ?HoJVo[96a3]RcZoJoI` o[T107b5]TK<ZoJT`oUc oXcZo<=oU`Io!=`Zo8F cHoJoM`IoJVo

[K112a5]UcoXcZo[D112a5];= `o; ?HoJVoFco1 >coL D<oJo>`<oWo1 >cHoHcn HcoU=o@`o9KoLoT@WoLT`oUcoXcZo
;= `Zo8F cHoJTdn n[L103b2]
UcoXcZoHcZo8F cHoJTMo2 )LoJVoL<KIoJoIoHcZo2)Lo, !oR`<o1 ^=oIo[96a4]LHcIo2 )Lo[T107b6]LdoRcZo

304 D, K, L, Z: 9KdZo T: L9KdZo
305 Z: L<KcIo D, K, L, T: L<KIo
306 Dだけは 1 qIo*VLoLHcIoJT`o=do=doLdTdn n となり、 LdoH=oHdIoHMoLHcIoJT`oは抜けている。
307 Z: JT`o D, K, L, T: U`IoJT`o
308 T, Z: L9KdZo D, K,L: L9K dZo
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TPTIoJoH<<oJT`o[K112a6]0 >`Vn V=o<`oLH<oA`Ho[D112a6];= `Zo2 )LoJoI`oMoU`IoIdn n
RcZo<Zb=ZoJZoTK<ZoJT`oMAMo<R<o<`oUcoXcZo;= `ZoHdIoHMoLHcIoJo[L103b3]<RWoIn LHcIo
2 )Lo5[oT! ^VoLZoHcoXcZo1 >oMoU`IoJoZ VdLo[T108a1]HJdIo[96a5][K112b1]TH`T`oWb<ZoZbo<l HoLoI`n
Wb<Zo [D112b1]TH`ZoMAMo<R<o<`Zo8F cHo;==oLHcIoJVoMo2)LoJVoLXHoJT`oHdIoUcoMo%d<ZoLR`Io
6 qoM;ZoJT`oWb<ZoAMZoZboT@b<o[L103b4]JTdn n
HdIoHMoWZo<RIo1qIo[T108a2]*VLoJT`o=doLdoI`n[K112b2]
ZdoZd o<\ @c oLd o[D112b2]MoV`<o[96a6]JT`oVLoV`Lo;= ` oW`=oFd<o<`ZoL VdT` oM`<oMoWbZoJVo;cLZoJo
'MZo;= `ZoLQWIoJoMGd=oLT`o<K dLZoWZoLH<o<`o=doLdoUdHoJo8F cHoJoU`IoFcn 1 >`ZoJo'MZo;=` oMGd=o
[D112b3][L103b5]LT`o[112b3]UbWo6q oV=o[T108a3]<`oMOIoA`Ho;= `Zo2 )LoJVo<N=oLoHcoLR`Io
[96b1]6 qoV=o<`o=doLdoUdHoJoI`oM`IoFco=doLdo<A`Zo;= `o<>`<oU`IoIdn n
Hco9KVoHdIoHMoLHcIoJo8F cHoJoWo8F cHoM;IoTK<ZoJVo[D112b4]<Zb=ZoJoI`o<N VoLdoU`IoJoWo

[K112b4]H<d=Zo;= `Zo309n ZdoZdo[L103b6]<\ @coLdo[T108a4]HLboMT`o9KoLo, !Ho9MIo! =`Zo;==oM`o8F cHoJVo

LRcHoJoM`IoIdn n
1 qIo[96b2]*VLo8F cHoJoWo8F cHoM;IoZdo<\ @coV=oH<ToLoWo<Zb=ZoJoU=on 1qIo[D112b5]*VLoJT`o
MOIo<R`o0 >`oI=o<`oH=dZoJdo[K112b5]'MZoMoV`<oJT`o<RIoHL=o<`ZoMGd=oLT`o[T108a5]<NVoLdo
[L104a1]WoH<d=Zo;=`n TK<ZoJT`o, !Ho;= `oGo<FHoJT`oOHoMZoH=dZoJdoHco'MZoM`o8F cHo[96b3]JVo

LRcHoJoM`IoIdn n[D112b6]
1 qIo*VLo;= `oLHcIoJT`oMOIo<R`oLbMoJo[K112b6]WoZd<ZoJo8F cHoJoHLboMT`o9KoLoMo8F cHoJoWoU=o
UdHo[L104a2]MdHo;==on[T108a6]<R`oHco1 qIo*VLo;= `oLHcIoJoU`IoJVoOHoMZo8F cHoJoWoI`nN dIo6qoHLbo
MT`o9KoLo8F cHoJoR`<o310=cZoJVoH<dZo[96b4]Fcn <R`oHco1 qIo*VLo[D113a1][K113a1]LHcIoJVo2)Lo
IoLQWIoJVoT2)LoH<dZoX`=onLQWIoJVoH=dZoZboT2 )LoJoWo[L104a3]<R`oHco[T108b1]WoN dIo6qoLHcIo
2)LoOHoMZo;c<ZoH<dZoJT`o0 >`VoVdn n
HcZ o I o LQWI o J o MGd= o [D113a2][K113a2]LT` o<K dLZ o WZ o RcZ o J o I`n <= o S< o V= o
H<T o L o Hc o [96b5]'MZ o ;= `Z o LQWI o J o MGd= o U= o Hc o H< o <`Z o LQWI o JV o T2)L o M` o H<dZ o
Fcn HJcV oI o [L104a4][T108b2]<^ ! o MT` o9KH oMd oLZ o<^ ! o MT` o% o2 V= oMGd= oL oI oLQWI oJV o

311[D113a3][K113a3]MGd=oU=on<N=oLoHcoLQWIoJVoT2 )LoM`oH<dZoJoLR`IoIdn n
HcZoIo1qIo*VLoLHcIoJVoT@d<o1 >cHo[96b6]LQWIoJoMGd=oLZo8F cHoJT`oHdIoI`n XcZo1 >oLQWIoJo

[T108b3]Z]oLT`oHdIoT@WoLT`o[L104a5]Go<FHoJT`oOHoMZo[D113a4][K113a4]8F cHoJTdn n

NVoLXHoJT`oV=oLR`IoIMo=doLdoHco<A`ZoWZo;==on U=oH<oJT`oHdIoMGd=oLo<K coT@WoLT`oV`<Zo

309 Z: ;=`Zo D, K, L, T: ;=`o
310 D, K, L: R`<o T, Z: >`<o
311 Z: JVo D, K, L, T: Jo
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XcZo312;= `Zo8F cHoJT`o[97a1]UbWo<=oU`IoJoHcoI`n HcoA`HoHcoHdIo[T108b4]HMoJT`oLHcIoJo<K cn TH`o
[D113a5]I`o[K113a5][L104a6]VLoV`LoMGboU`ZoRcZoZd<Zo;= `o<?LZoZboLXHoJVo1 >Tdn n
XcZo1 >oLQWIoJoMGd=oLoGo<FHoJT`oOHoMZo8F cHoJoI`o1qIo*VLo;= `oLHcIoJVo<K dIoJZo[97a2]<Zb=Zo
Fcn HdIoHMoJoH=o1 qIo*VLo[T108b5]8F cHo[D113a6][K113a6]JT`o<R`o<A`ZoZdoZdVo<Zb=Zo;= ` o
[L104b1]<>`<oWo8F cHoObWo<A`Zo1̂=oLoM`IoIdn n

S1二諦の一般的な設定

第一〔二諦の一般的な設定〕に四つがある。〔すなわち、〕T1 二諦に区別すること
によって諸法に二つずつのあり方（=doLdn）があることを述べること。T2二諦の他の設
定を示すこと。T3世間〔の見方〕に基づいて世俗の分類を示すこと。T4思念対象に
おいて錯誤している思念対象は言説においてもまた存在していないことを示すことで
ある。

T1二諦に区別することによって諸法に二つずつのあり方があることを
述べること

第一〔二諦に区別することによって諸法に二つずつのあり方があることを述べるこ
と〕には、ここ313で二諦の自性 (svarūpa)を不顛倒にご存知である世尊方が行、すなわ
ち思などの内の事物と芽などの外の事物である全ての事物、すなわち、一切の事物は
二種類の自性をもっていると示されている。すなわち、それは何であるかと問うなら
ば、世俗諦というあり方と勝義諦というあり方である314。
ここ〔偈〕では、たとえば芽という一つのものも分けたならば、世俗であるあり方と
勝義であるあり方という二つのあり方があると示しているのであって、芽というあり
方だけが凡夫と聖者に基づいて二諦であると示されているのでは決してないのである。
そうであるならば、あり方がない法はありえないので、基体が成立するならば、あ
り方は同一であるものか別異であるものかのいずれかであって、あり方があるという

312 Z: XZo D, K, L, T:XcZo
313 『入中論』の第 23偈をさしている。
314 MABh, 102.12–15（253a5–6）: TH`oIoLHcIoJo<A`Zo;=`oV=o<`o=doLdo0>`Io>`oMoWd<oJVoM; ?cIoJoZ=Zo
,@ZoL>dMo9MIoTHZo'MZo;=`Zn T6 qo1>cHoH=o2̂o2 qoWoZd<ZoJoI=oH=o0>`oVdWo!=`oH=dZoJdoGMZo>Ho;=`oV=o
<`o=doLdo'MoJo<A`ZoAcoLVoL<KIoFcn TH`o9Ko<K cn 1qIo*VLoH=oHdIoHMoJTdn n（この偈で二諦の自性
を不顛倒にご存知である世尊達が行と芽などの内と外の全ての事物は、二種類の自性を
持っていると示されている。すなわち、世俗のものと勝義のものである）とほぼ同じ内容
である。



付論 D『入中論釈：密意解明』訳註 125

ことを承認しても自性によって成立しているところのあり方というのがないのと矛盾
しないのである。
それ〔二つの存在のうちの一つ〕について、芽などの事物の勝義のあり方は正しい
対象を現量において見ている者たちの特別な智慧の対象であることによって、自らの
あり方を得ているものであって、自分の特質 (自性)によって成立しているのではない
のである。すなわち、これは二つのあり方が説明されているうちの一つのあり方であ
る315。
特別な智慧というのは、聖者の全ての智慧によって得られるものではなくて、その
特別な智慧、すなわち、ある特別なものをさしているのである。さらに、如実 (ありの
まま)を量る智慧によって得られたものである。
その〔聖者〕の智慧によって得られる、あるいは成立しているものとして示されて
いるときに、それによって成立しているような何らかの原因が生じたのならば、真実
として成立していると捉えることを否定するために、自らの自性によって成立してい
るものではないのであるとお説きになっているので、聖者の三昧の智慧によって勝義
諦を量るのならば、真実成立していることとなってしまう。そのため、それ〔勝義諦〕
が知の対象にならないというのはこの阿闍梨の説であると主張する者は、この説が三
昧によって得られるけれども、真実として成立することがないと説いている意味を全
く理解せずに賢者の説を損なわせるものである。
勝義とは別の世俗のあり方とは、「凡夫は無明という眼病によって知という目は残ら
ず覆われている。〔その〕凡夫達が虚偽なものを見ている知の力によってそれ自体の存
在を得ているものであって、凡夫達の見ている対象として」316 自身の本質によって成
立しているかのように現われているその通りに、その自体が存在しているものではな
いのであるというのは、二つのあり方のうちの一つである。
以上のように勝義諦を得るという場合、得る人は聖者であるとお説きになっている
のは、主なものであることをお考えになっているのであって、中観の見解を心に有し
ている凡夫によってもまた得られないとご主張なさっているわけではないのである。
世俗を得るときにも得る者である〔考察をしていない〕普通の凡夫のことをさして
おっしゃったのもまた、世俗であると述定される主語となる内外部の諸々の事物を無
明に依存することによって見られる主なもの〔であることを〕お考えになっているの
であり、聖者の〔心〕相続の言説の量によってその〔内外の〕諸事物は得られないと
ご主張なさっているわけではないのである。
世俗諦であると述される主語となる壺などを得ることは、中観の見解を得ていない

315 MABh, 102.16–18（253a6–7）.
316 MABh, 102.19–103.2（253a7–b1）.
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（自分のものとしていない）人にも存在するけれども、その基体は世俗諦であると量に
よって得るためには、それ以前に必ず中観の見解を得る必要がある。なぜならば、そ
の主語になるものが世俗諦として成立しているならば、〔その主語であるものは〕虚
偽なものとして成立していなければならない。虚偽であるということが直接成立して
いるためには、その主語に対して前もって真実として成立しているということを量に
よって否定していなければならないからである。
したがって、虚偽なものを知覚している力によってというのは、〔考察をしていな
い〕普通の人たちは虚偽なものを知覚しているけれども、彼らによって虚偽なもので
あると成立している必要がないのである。例えば、幻を見ている観客は幻の馬、象を
見ているときに、虚偽なものを見ているけれども、その現われているものが虚偽なも
のであると成立している必要がないのと同様である。
したがって、〔対象を〕世俗諦であると設定する根拠となるところの虚偽を知覚する
ことによって得られるということの意味は、虚偽なる所知は欺く対象を量る言説の量
によって得られるということである。
前に説明した自性あるいはあり方という二つのうちでも、正しい対象を知覚してい
る、すなわち、量っている正理知によって認識される対象である所のそれは真実、す
なわち勝義諦である。これについては、無明の眼病の力によってというなどの個所で
説明しよう。
虚偽なる所知を知覚している言説の量によって認識されるものが、世俗諦であると
教主がお説きになっている。すなわち、勝義のものと世俗〔のもの〕を得る二つの対
象が別々であるとおっしゃっているのであって、一つ〔の対象〕について二つの得ら
れ方が生じているのではないのである。

T2 LHcIo<A`Zo;=`o'Mo[95b4]<R<o<RIoL<KIoJn

<A`ZoJo(LHcIo<A`Zo;= `o'Mo[95b4]<R<o<RIoL<KIoJo)I`n LHcIoJo<A`Zo;= `oH1 >co<R`oWoTHdHo
ObWoM`oTH IoLoM=oMdHo;==on TH`VoXcZo1 >oWo1 >o<K coULoZDZo[D113b1][K113b1]M@WoLT`o[97a3]MHdo
LZVLo[T108b6]L5[ZoZboHI=ZoJoWZn

TH`o9KVoHcoLR`Io[L104b2]<Xc<ZoJZo1qIo*VLoH=oHdIoHMoJo<A`ZoGb<ZoZbo?bHoHcn XcZo
JVo1 >oLoU=o1qIo*VLoH=oHdIoHMoJT`oLHcIoJoTH`VoSHo[D113b2][K113b2]Hcn HcoU=o
L>dMo9MIoTHZo;= `Zo<K d=oLoA`Ho6 qoVLo[T109a1]5[o[97a4]<S`<ZoVLo5[oM; ?cIn Wc<Zo
JVoM=dIo[L104b3]6 qo1>ZoJZoHcT`o0 >`VoGMZo>HoM;?cIoJoRcZo1 >Tdn n

RcZo<Zb=ZoFcn XcZoJVo1 >oLoU=oRcZoJZoXcZo1 >o[D113b3][K113b3]H1 >co<R`oH=on TH`VoSHo
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HdoRcZoJZoLHcIo[T109a2]<A`ZoZbo2F=Zo=cZoJoH=on LHcIoJo[97a5]<A`Zo:oHcoLR`Io<Xc<Zo
[L104b4]JZoGb<ZoZbo?bHoJT`o0 >`VoGMZo>HoM;?cIoJVoL<KIoIdn n317
HcZoIoHdIoHMoLHcIoJo[D113b4][K113b4]XcZo1 >oMoU`IoJoH=on L Vdo<=o<`Zo;==oMo%d<ZoJo\@dHo
T@b<o<`o[T109a3]H<d=ZoJVoT?HoJoI`oWd<oJVoT?HoJTdn n
1 qIo[97a6]*VLo;= `oLHcIoJoH=oHdIo[L104b5]HMoJT`oLHcIoJo<A`ZoZboT1 >cHoJoI`oH1 >coLT`o=doLdTdn n
0 >c o[D113b5][K113b5]LT`oHdIoWoU=oM`oTH IoLo6qoMoR`<oT6 q<o;==on TH`VoI`o<A`Zo:oWo=doLdo
UdHoWn HcoWo=do[T109a4]Ldo<>`<oH=oGoHHo<=oU=oM`IoJoM`oZ D`HoJT`o0 >`VoH=on ?dZo[97b1]>Io
'MZo[L104b6]LHcIo<Kd=oWZo=doLdoGoHHoIo[D113b6][K113b6]LHcIo2 )Lo5[oT!V̂oJT`o0 >`Vn =doLdo
<>`<oWo9M d<oJoGoHHoJo1>ZoJoH=oM`o%<oJo9KoLbo<K cn 1>=o?bLoZcMZoT2FcWo[T109a5]WZn

1qIo*VLoWZoI`oGoHHoJVn n
HcoA`HoHM`<ZoJoMoU`IoFcn n
1qIo*VLo<K d=o[L105a1]Jo[D114a][K114a1]A`Ho6qoLXHn n
[97b2]<K d=oA`Ho;doIo1qIo*VLoU`In
McHoIoM`oT1 ^=o=cZoJT`o0 >`Vn n
1 >ZoH=oM`o%<oH<oLR`IoIdn n

RcZo<Zb=ZoZdn n
!=o[T109a6]JoH=oJdoLR`T`oHdIoI`o1 qIo*VLoWZo=doLdo[D114a2][K114a2]GoHHoJVoHco;doIoA`Ho
UdHoJo[L105a2]M`IoFcn 1 qIo*VLoJo'MZoLHcIoJZo<K d=oLoU`IoJT`o0 >`VoH=on LHcIo<K d=oA`Ho
[97b3];==o<R`o1 qIo*VLoWoT@d<oJT`o0 >`VoRcZoJTdn n
HcoIZo<A`Zo[T109b1];= `ZoI`oHco9KVoU`IoH=o[D114a3][K114a3]McHoIoM`oT1 ^=oLT`oTL DcWoLo=cZo
Wn HcoU=oLH<o<>`<o[L105a3]JT`oTL D cWoLoU`IoJZo1>ZoM`o%<oLR`Io6 q o=doLdo<>`<oJVoL<KIo
Idn n318
0 >c o L o Zd o ZdT` o =dZ o TP TI o [97b4]I` oNV o OH o M o <A`Z o;= `Z o8F cH o J o Zd o [T109b2]ZdT` o MOI o

[D114a4][K114a4]A`Ho6qoLXHoJoLR`IoIdn n
<WoFcoTH`oH=o\@ dHoT@b<o<A`ZoMGbIoJVoT?HoIoHco[L105a4]A`HoWZn

1qIo*VLoH=oI`oHdIoHMo<K cn n
TH`oI`oLHcIoJo<A`ZoZboTHdHn n
HdIoHMoL VdoU`o\@ dHoUbWoM`In n
LVdoI`o1qIo*VLo[D114a5][K114a5][T109b3]U`Io[97b5]JVoL$ dHn n

317 D, K, L, Z: Fdn n T: Idn n
318 D, K, L: Fdn n T, Z: Idn n
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>cZo<Zb=ZoJoTH`o@`o9KVoLXHoJVo1 >oRcoIn HcoWo!=oJoH=oJdo<A`Zo;= `Zo[L105a5]LHcIo
<A`Zo;= ` oH1 >c oLoL<KIoWn 0 >c oLoZdoZdT`o=doLdo=dZoTP TIoJoIoHdIoHMoLHcIoJT`o=dZoTP TIoI`n HdIo
[D114a6][K114a6]HMoRcZoJo<>`<o[T109b4]<`ZoH=on 1qIo*VLoLHcIo[97b6]JT`o=dZoTPTIo1 qIo
*VLo>cZoJo<>`<o<`Zo<K dIoIdn n
!=oJoNoMZoHdIo[L105a6]HMoLHcIoJoL VdT`oUbWoM`IoJVoHMoL>ZoJo!=oJo0 >`oMZo<^+LoJVoTHdHo

JoI`n[D114b1][K114b1]<8q=oHcoH<o<`oHdIo6qo<FIoM`o<N=o[T109b5]=don n
HcZoIoLHcIo<A`Zo;= `o=dZoTP TIoTH`oI`oULo[98a1]ZDZoM@WoLoLZ VLoL5[ZoZboH I=ZoJoWZn

HcoWo[L105b1]1qIo*VLoI`oT@`<o% cIo! =`o\@ dHoJVoHcoLR`Io<Xc<ZoJZo[D114b2][K114b2]<S`<Zo
Zdn HdIoHMoJo<=oU`IoJoHcoI`oL$dHo[T109b6]6qoMcHoJo<K cn XcZoJVo1 >oLoMoU`IoJo319n
'MoJVoXcZo[98a2]JVo1 >oLoMoU`IoJn Ud=ZoZboXcZoJVo1 >oLoMoU`IoJn[L105b2]MoL<KIo
Jn

RcZoZd<Zo[D114b3][K114b3]<Zb=ZoJT`oHdIo\@ dHoT@b<o5[oL:dHoJTdn n
HcoWoHdIoHMoLHcIoJoXcZo[T110a1]JVo1 >oLoMoU`IoJVoLXHoJT`oHdIoI`n Td<oIZoLHcIoJo<A`Zo
WoT@b<oJT`o[98a3]MHdoH I=ZoJT`oHdIoT?HoJVoT! ^VoLo[L105b3]9KVo6 qo[D114b4][K114b4]L VdT`o
UbWo6 qoM`oT! ^VoLoU`IoIdn n
Hco9KVoM`oT@d<oJVoL Vdo<=o<`oU=o[T110a2]UbWoM`IoIn ,@WoLZo1 qIo*VLoH=oHdIoHMoJo<K d=oA`Ho
;= `o'MoJo>IoGMZo>HoM=dIo6 qo! ^VoLZoGMZo>HoM; ?cIoJVo[98a4]T@d<o[D114b5][K114b5]JVo
LXHoJoH=oT<WoFcn[L105b4]Td<o5[oU=oM=o6qoT?HoJVoT! ^VoVdn n
1qIo*VLo[T110a3]LHcIoJT`o=dZoTP TIoI`oL Vdo+@=oLoHcVoT@d<oJT`oHdIoM`Io!=`oL VdT`oUbWoU`IoWn Hco
U=oT@`<o% cIo! =`o\@ dHoJVoRcZo<Zb=Zo[D114b6][K114b6]JZn T@`<o% cIoFcoGo<FHoJT`o[98a5]XcZo
JoLQWIoJoT@WoLT`o[L105b5]\@ dHoJVoFco\@dHoUbWo6 qo8F cHoJT`oHdIo[T110a4]U`IoJZn LVdT`oUbWo1 qIo
*VLoJVoTHdHoJT`oHdIoHcoLR`Io6 qo1 >Tdn n
XcZo1 >oWoLHcIoJo<A`ZoZbo0 >coLo[D115a1][K115a1]I`n XcZo1 >oWoHco<A`ZoZbo2F=Zo=cZoJVo<K dIo
JoU`IoFcn TH`oWoWb=o[98a6]I`oNVoH I=ZoJT`oULo[L105b6]ZDZoM@WoLoH=on[T110a5]TK<ZoJo
Hco;doIoA`Ho=cZoJVoL<KIoJT`oF`=o=coTP TIo[D115a2][K115a2]WZo;==on

<=oR`<o1qIo*VLoHcoLR`IoHdIoHMo<K cn n
LHcIoJo<ZbMoJo<=oU=oMoM?`ZoZdn n

RcZo<ZWoLVo<Zb=ZoX`=on V=oT2F cWo[98b1][L106a1]WZo;==on[T110a6]

HcoLR`Io6q oLHcIoJo<RIo<=o>b=oSHo>`<oUdHo[D115a3][K115a3]JoHcoU=o>`oV`<ZoJVo
LHcIoJo<A`Zo;= `o;d=ZoZbo<Fd<ZoJo;doIVo=cZoJVo1 >Tdn n

319 D, K, L, T: MoU`IoJn Z: MoU`In
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RcZ oZ oL>b oJ oWZ oLHcI oJT` o M`= o>I oM= o6 q o <Zb=Z oJ o [L106a2]GMZ o>H oLHcI o<A`Z oZb o
[T110b1]T6qZoJVo<Zb=Zo[98b2]X`=on HcVo[D115a4][K115a4]LXHoJT`o0 >co<K co% d<ZoJT`oLHcIo
JoI`oKb=oLdoH=o;MZoH=o<\ @coM?cHo;= `o'MoJVoLR<oJoWoLXHoJT`o0 >`VoIn Z VdLoHJdIoTH`Zo;==oLHcIo
Jo<A`ZoZbo[L106a3]2F=Zo=cZoJVoLRcHoHdn n
V`<ZoJo[T110b2]I`o<R` o[D115a5][K115a5]<=oR`<oLQWIoJoZ ] oLT` oHdIo6 q oUd=Zo[98b3]Zbo

L>HoIn M`oZ ]oLT`oHco;doIoA`HoU`IoJo'MoJVo<>dHo320H<dZoJZn Z ]oM`oZ]oI`oKIoObIoR=ZoFco<IZo

JT`oH=dZoT<WoWdn n
Hco[L106a4]U`IoIoI`oXcZo1 >oGMZo>Ho[D115a6][K115a6]Wo; ?Lo[T110b3]JVo1 >cHoJZo<A`Zo
H=o<A`ZoMoU`Io! =`oKb=o<ZbMoZcWoLoU`Io[98b4]FcoHLboMo<N=oLoWZn

KIoObIoR=ZoFco<IZoJT`oMOIoA`Ho;=` o?dZoH<oI`n >`<o321XdZo322H<<oJo<RIo<^ +Lo

[L106a5]JoMcHoIo[D115b1][K115b1]McHoJoU`IoJT`o0 >`Vn<A`Zo[T110b4]:oMoU`IoJT`o
0 >d<ZoZbo% d<oJoU=oV`<ZoJoMoU`IoIdn n

RcZoH=on

<=oR`<o[98b5]Ud=ZoZbo<>dHoJo<=o'MoJVoL>HoJoMcHoIoMcHoJoHco<A`ZoI`n KIoObIo
R=ZoFco[D115b2][K115b2]<IZoJT`o[L106a6]MOIoA`HoU`IoIdn n
<=oH<oKIoObIo[T110b5]R=ZoFco<IZoJT`oMOIoA`HoU`IoJoHcoH<oI`n 'MoJoGMZo>HoWo
;?LoJVo1 >cHoJoH<oU`Io[98b6]Idn n
<=oH<o'MoJoGMZo>HoWo; ?LoJVo1 >cHoJoU`IoJo[D115b3][K115b3]HcoH<oI`n Kb=oLdo
<RIoZcWo[L106b1]LVo1 >cHoJoH<o[T110b6]U`IoFcn HJcVoIoWbZo>IoH=oWbZo>IoMoU`Io
JoWoZd<ZoJT`o1 >coLD<o9KoLbTdn n

RcZo<Zb=ZoJo9KVoFcn TH`oI`oH=dZoT<Wo<RIo[99a1]GMZo>HoWoU=oXcZo[D115b4][K115b4]JVo
1 >Tdn n
Kb=o<ZbMoZcWoLT` oH=dZo[L106b2]T<WoR`<o 323[T111a1]<K dI o, ! oMcHoIoI`n UdHoMcHoHMo

<>`<oH=o6 q oMoZd<Zo<=oTHdHo>cZo324MGTo<A`ZoZbo;oO VIoL>HoJT`oL%<oJo1 >ZoIZoT<d<oZo
325[99a2]McHoWn UdHoIo[D115b5][K115b5]H=dZoT<Wo<>`<oT<d<oJoI`o>`<oXdZo326<^ +LoJo

320 K, T, Z: <>Ho D, L: <>dHo
321 D:K:L:<>`<o T, Z: >`<o以後　 D, K, Lは <>`<と綴られ、T,Zは >`<と綴られる。
322 Z: XcZo D:K: L:T:XdZo
323 D, K, L: <>`<o T, Z: >`<o
324 Z: >Zo D,K, L,T: >cZo
325 K, T, Z: Zo D, L: Jo
326 Z: XcZo D, K, L, T: XdZo
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[T111a2]McHoIoMcHo[L106b3]JoU`IoJZn HLboMoGWoT! ^VoLoWoH=dZoT<WoMcHoScVoLoI`n H<<o
<R<o<`o'Mo<R<oMo?<ZoJTdn n
H=dZoT<Wo<>`<o'MoJVo[D115b6][K115b6]L>HoIo>`<o327[99a3]XdZoUd=ZoZbo<>dHoJoH=on
<>`<oT<d<oIo[T111a3]>`<o[328XdZo<^ +Lo[L106b4]H<dZoJoWoHLboMoGWoV=oWo; ?HoJVoUdHoJoMo

U`IoIdn n

T2二諦の他の設定を示すこと

第二〔二諦の他の設定を示す〕は、異なった主張がたくさんあるけれども、ここ〔『入
中論』〕では所知をさして言うべきである。すなわち、『大乗集菩薩学論』に引用され
ている『父子相見経』に、

如来は世俗と勝義の二つを以下のように理解されている。
すなわち、所知は世俗諦と勝義諦〔の二つ〕に尽きる。
それはまた、世尊は空であるとご覧になり、お知りになり、
正しく実現したので、それゆえ一切智者と言うべきである329。

とおっしゃっている。すなわち、「知られるべきものもまた」ということによって所
知が分類の基体である〔と示され〕、「これに尽きる」と言うことによって二諦に数が
確定されていること〔とが示され〕、二諦の両方を如来がご理解なさるので、一切智者
と示されている。
したがって、勝義諦は所知ではないということと、如何なる知によっても認識され
ないということが、『入菩提行論』の真意であると説明することは、誤った説明である。
世俗諦と勝義諦という二つに分けられたものが分類されたものである（=doLdn）。
分けるということ自体の意味についてもまた、異なった複数〔の意味〕があるけれ
ども、ここ〔『入中論』〕では、二つともにあり方があり、それ〔あり方があるもの〕に
ついては、同一の存在であるか異なった存在であるかのいずれでもないものはあり得
ないので、諸々の有法（主題となるもの）は真実に成立しているものに関して空であ
るものと異なった存在であるならば、真実なものとして成立してしまうので、〔勝義諦
と世俗諦の二つは〕同一の存在で異なった排除である。例えば、作られたものと無常

327 D, K, L: <>`<o T, Z: >`<o
328 D:K:L:<>`<o T, Z: >`<o
329 ŚS, 236.26–27: punarapyuktam- etāvaccaitat jñeyam yaduta sam. vr.tih. paramārthaśca | tacca

bhagavatā śūnyatah. sudr.s.t.am. suviditam. susāks.ātkr.tam | tena sa sarvajaña ityucyate | ŚSt,
142b3–4; PPS, 60b4–5.
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なもののようである。すなわち、『菩提心の註釈』に

世俗とは異なったものとして、
真実が認識されることがない。なぜならば、
世俗は空性に他ならないと説かれている。
空性のみが世俗である。
〔空性〕なくして、〔世俗は〕生じ得ないからである。
作られたものと無常なものなどの如くである330。

と説かれている。
最初の四句の意味は、世俗と異なったものとして真実義は存在しない。なぜならば、
諸々の世俗〔に属するもの〕は真実に関して空であるからであり、真実に関して空で
あることもまた基体である世俗を述定するからである。
その後の二句によって、そのようであり、また、〔諸々の世俗は空であること〕なし
には、〔世俗のものは〕生じ得ないという結合関係を確定し、それもまた、同一性の関
係であるので、作られたものは無常なものと同様に同一の存在であると示されている
のである。
区別されたそれぞれの確定とは、前に〔勝義という正しいものを見る知と世俗とい
う誤ったものを見る知の〕二つの量によって得られたものがそれぞれの定義であると
説明した通りである。
もしこれ〔『入中論』〕と『入菩提行論』の二つが一致していると説明するならば、同
書に、

世俗と勝義、すなわち、
これらは二つの諦であると主張する
勝義というのは知の活動対象（\@ dHoUbWn）ではないのである。
知は世俗であると述べる331。

とお説きになっているこのことについてどうのように説明することができるのかと
いうのならば、その偈の中で最初の二句によって二諦の分類が示されている。分けら
れた各々の存在を確認するときに、勝義諦の確認は、勝義という一語によって示めし、
世俗諦の確認は、世俗という一語によって示されている。
〔後半の〕前句が勝義諦は知の対象ではないと主張したことを後半の句によって論証

330 BCVV, 204（41a1）.
331 BCA, 9.2, 170.27–28: sam. vr.tih. paramārthaśca satyadvayamidam. matam|

buddheragocarastattvam. buddhih. sam. vr.tirucyate|| BCAt, 31a1.
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することを欲するというのは、それらの原典の意味であるとは決して考えられない。
したがって、二諦を確認しているこれについては、『大乗集菩薩学論』に引用されて
いる『父子相見経』に、

そのうち、世俗は世間の人たちが活動するものであると如来はご覧になる。勝
義であるものそれは述べることができない。すなわち、知られるものではなく、
認識されるものではなく、遍知されるものではなく、示されるものないのであ
る332。

となどお説きになっている意味を『入菩提行論』に提示しているのである。
そのうち勝義諦は知られるものではないと説かれている意味とは、後に『入二諦経』
を引用した意味を説明しているよう〔な意味での〕知の対象にはならないということ
である。
以上のように設定することができずに如何なる知の対象でもないとするならば、勝
者は空性の形象を持っている世俗と勝義の一切を現前しているがゆえに、一切知であ
ると設定されると説明しているのと矛盾するのである。それについては以下でも何度
も説明する事になるであろう。
世俗諦というものを特定するとは知だけをそれ〔世俗〕であると設定するという意
味ではなく、知の対象を〔世俗諦であると設定するの〕であり、それ〔知の対象〕につ
いても「世間の働きである」と〔如来が〕お説きになっているので、〔世俗諦というの
は〕世間、すなわち、虚偽なものを量る言説知の働きである。すなわち、活動対象と
して得られるという意味であるので、知の対象が世俗のものであると主張することの
意味であることは以上のように考えるべきである。
所知を二諦に分けるということは、所知についてその二つ〔の諦〕に数が確定され
ていると示すのである。すなわち、それについての経証は前に引用した『父子相見経』
と『聖真実決定説示三昧経』にもまた、

あるものは世俗であり、同様に勝義である。第三の諦は何も存在しないのであ
る333。

332 PPS, 60b5–6; ŚS, 236, 27–28: tatra sam. vr.tirlokapracāratastathāgatena dr.s.t.ā | yah. punah.
paramārthah. , so’ nabhilāpyah. anājñeyo’vijñeyo’deśito’prakāśito; ŚSt, 142b4–5.

333 PPS, 61b5–6: T@`<o%cIoM;ZoJT`oLHcIoJo<A`ZoU`IoFcn ; ?dHo;= `Zo<RIoWZoMo<SIoV=o<`Zo<S`<Zn
HcoI`o1 qIo*VLoLHcIoH=oHdIoHMo<Kcn LHcIoJo<ZbMoJo<=oU=oMoM?`ZoZdn n（世間の学者の真実は二
つである。すなわち、あなたが他の者から聴聞することなく、自らによってご覧になって
いる。それは、世俗諦と勝義〔諦〕である。第三の諦は何もないのである）ŚSt, 2431a4.
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とはっきり説かれている。また、『入中論釈』にも、

同様に他の何らかの諦が少しでもあるのならば、それもまたそれぞれ二諦の中
に必ず含まれることを確信すべきである334。

と『十地経』に諦という名前を持っているものが多く説かれている〔が、〕全ては、二
諦に含まれると〔チャンドラキールティが〕説かれている。また、そこで説かれてい
る〔二諦に〕分けて理解される諦というのは〔五〕蘊と〔十八〕界、〔十二〕処の設定
をさしていると説明されているので、この規範師〔チャンドラキールテ〕が二諦に数
が確定されているとご主張なさっている。
理証は、ある基体が虚偽な欺く対象であると肯定的に主張するならば、欺かない真
実であることを否定しているはずであるので、欺くことと欺かないことは相互を排除
する対立関係にある。
それ〔欺くことと欺かないことというは相互を排除して対立関係にあるの〕である
なら、全ての所知に遍充しているので、二つであり、二つでない第三項は退けられた
ものである。すなわち、『中観光明』に、

相互を排除して存在していることを特質としている〔二つの〕法は、一方が否定
されることは他のものが肯定されることなしに〔否定は〕ないという関係にあ
るので、両者いずれでもない場合をさらに分けることは正しくないのである335。

と述べ、

あるものを肯定するためには、あるものを否定することなしにはないという〔関
係にある〕その二つは、相互に排除して存在するということを特質としている
のである。
〔ある二つのものが〕相互に排除して存在していることを特質としている〔二つ
の〕ものは、あらゆるものに遍充しているものである。
あらゆるものに遍充している二つのものは、他の場合を排除しているもので
ある。例えば、体を持つものと体を持たないものなどの区別のようなものであ
る336。

とお説きになっている通りである。このことは、他の直接対立項全てについてもまた
知られるべきである。

334 MABh, 71.5–7（243b1）.
335 MA, 291a5.
336 MA, 291b3.
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第三の場合を排除している何らかの直接的対立項が示すことができないならば、有
と無、あるいは一つと複数などのどちらを主張するにせよ、二辺に完全に分類して考
察して否定することができる余地がなく、〔第三の場合を排除している何らかの直接的
対立項が示すことが〕あるならば、直接的対立項の一つを否定することはもう一方を
肯定することなしにはないものであるので、中観帰謬派において直接的対立項はない
というのは、否定と肯定の設定が成り立たないことになる。
直接対立項の一つを否定するならば、もう一方が肯定されるはずであり、一方が否
定されるならば、もう一方が肯定されなけばならないことについては、中観帰謬派と
自立派に違いがない。

T3 T@`<o%cIoWo9KdZoFco1 qIo*VLo;=`oH1>coLoLXHoJn

<ZbMoJo(T@`<o% cIoWo9K dZoFco1qIo*VLo;= `oH1>coLoLXHoJn)I`n 1qIo*VLoWoUbWoUbWo>Io<A`ZoWZo
Gd<oMVo[D116a1][K116a1]T@`<o%cIoJT`oXcZoJoWo9K dZoIZoUbWo>Io[99a4]WoU=oH<oJoH=oWd<o
Jo[T111a4]<A`ZoZbo<K dIoJoI`n XcZo1 >o[L106b5]WoLHcIoJo<A`ZoZbo0 >coLVoMoSHoLQWIoJoMGd=oLT`o
UbWo>IoWT=on[D116a2][K116a2]U=oH<oJoH=oWd<oJo<A`ZoZboTHdHoHcn HL=oJdo<ZWoLo<K co
TKDWo! =`oT<(Wo, !ZoMoLZ VHoJT`oHL=o[99a5]Jdo[T111a5]H=on HcoWoL% cIoJT`oXcZoJoH=on HL=o

Jdo[L106b6]<\ @dIo9MIoFcoTKDWo! =`oT< (Wo, !ZoLZVHoJT`o[D116a3][K116a3]UbWo>Io<A`ZoZdn n

HcoWo<\ @dIoH=o9MIoJT`oHL=oJdo>Io'MZo;= `Zo337LZVHoJT`oXcZoJoI`n HL=oJdoWc<Zo[338JVo!̂Vo
Jo<K co[T111a6]TKDWo! =`oT< (Wo[99a6], !ZoMoLZ VHoJT`oXcZoJoWo9K dZoIZn[L107a1]Wd<oJT`oXcZoJVo

[D116a4][K116a4]THdHo>`=on NoMoI`oUbWo0 >`Io>`oMoWd<oJoTPTIoJVoTHdHoHdn n
;?HoJVoHco<A`Zo;==oHLboMT`oWb<ZoM`Io! =`oT@`<o% cIoJT`oXcZoJo[T111b1]Wo9K dZoIZoU`IoIdn n
UbWo>Io[99b1]Wo0 >`Io>` o[L107a2]Wd<oMoWd<o<A`Zo[D116a5][K116a5]Zbo0>c oLoHc oLR`Io6qn
UbWoU=oU`IoJVo<K dIoJoI`n TK DWo!=` oT< (Wo, !T`o<IdHoJoMcHoJVoHL=oJdo6,<o<`oXcZoJo'MZo;= `Zo

<Sb=oLVo1 >oLT`o[T111b2]HdIo<=oR`<oT@`<o% cIo! =`Zo%d<ZoJoHcoI`n T@`<o[D116a6][K116a6]% cIo
A`HoHco;doIo[L107a3][99b2]WZoLHcIoJo<K coU=oH<oJoU`Io! =`n TK<ZoJoWo9K dZo339IZoUbWoHcoH<o
LHcIoJoH=oU=oH<oJVoT@d<oJoI`oMoU`IoIdn n
TK<ZoJoRcZoJoH=o[T111b3]HLboMT`oWb<ZoRcZoJoI`o[D116b1][K116b1]TH`VoHdIoTHITdn n
9Z<oMo<K c o<Sb<ZoL8FIoWo[L107a4]Zd<ZoJo<=oR`<o[99b3]HL=oJdo'MZoWo<IdHoJoUdHoJoIo
UbWo6 qo<N=oLoHcoI`n T@`<o% cIoA`HoWo9K dZo340IZoWd<oJVo'MoJVoLR<o<dn n

337 D, K: ;=`o L, T, Z: ;= `Zo
338 Z: W<Zo D, K, L, T: Wc<Zo
339 D, K, L: 9K dZo T, Z: L9K dZo
340 D, K, L: 9K dZo T, Z: L9K dZo
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A`Ho;= `o<^ HZo[T111b4]I`o[D116b2][K116b2]XcZoJoHco'MZoT< (WoJVoT@d<oJoWoI`n Go<FHoJT`o
OHoMoA`Ho;= `Zo?d<o<`o[L107a5]V`<ZoXcZoWoM`o9K dZoJVo[99b4]<K dIoJTdn n
Hc o W o HL= o Jd o W o <IdH o JT` o+@ cI o I= o I o UdH o J o I` o VL o V`L o H= o M`< o ZcV o W o Zd<Z o J o

[D116b3][K116b3]H=oHo6 qoVo[T111b5]SdZoJoWoZd<ZoJTdn n
Ho6 qoVoI`oG=oKDdMo<K cn HcT`oTL DZoLboSdZoIoGMZo>Ho<ZcVo6 qo<N=o[L107a6]LTdn n
Zd<ZoJZoI`oV`MZoWoZd<ZoJo[99b5]L<M YTdn n

HL=oJd oW o<IdH oJT` o+@ cI o0 >` o I oUdH oJ o [D116b4][K116b4]I`n Mc oWd= oH= oL D<oKb< oW o
[T111b6]Zd<ZoJoIZo<^H oL$ dH oJoH=on ZdZo:T` oA` oMT` oTdHoScVo1 >c oMo<\ @ o 341LdT` oUbWoH=oAc o
LVo! ^VoJoWoZd<ZoJo[L107b1]<K cn HcoH<oI`oHL=oJdoWo<IdHoJT`o+@ cIoI=oIoMcHo;==on V`Mo
[99b6][D116b5] [K116b5]JoLR`Io6 qo<Sb<ZoL8FIoH=oL D<o?oH=o<R `<o, !oWo?bo[T112a1]WoZd<Zo

JVoTP TIoJT`o, !VoT! ^VoVdn n

HcoLR`Io6 qoM`<oT0 (WoM;IoWoZd<ZoJZo<k @VoLT`oN<ZoH=o<RIo[L107b2]WoZd<ZoJoU=oXcZoJVo
1 >Tdn n[D116b6][K116b6]U`Ho;= `oHL=oJdT`o<IdHoJoI`oN<Zo[100a1]H=o<RIoWoZd<Zo[T112a2]Jo
HcoH<oH=o2 )LoMGToWd<oJoH=on <FIoO T<Zo9KVo<N=oH=o<A`Ho;= `o<IdHoJoZd<ZoZdn n
<A`HoI`oHL=oJdo6,<o<`oI=oIZoU`Ho;= `o[L107b3]<IdHo[D117a][K117a1]JVo<Zb=ZoJZn [̀o
WMo6qoHL=oXcZoUdHoJVo[100a2]ZVdLoHJdIoTH`o[T112a3]LRcHo>cZoJoI`oWd<oJVoLXHoJo?cIoJdTdn n
Hco9KVoIoGd<oMoMcHoJoIZo8q<ZoJT`oLH<o5[oTP TIoJo<A`Zo[D117a2][K117a2];= ` oMoV`<oJoWo
Zd<ZoJZoLZ VHoJT`o[L107b4]<IdHoJoI`oTH`Vo<IdHoJT`o, !VoM`o<Sb"A `NVoLXHoJo[T112a4]9KVo! =`o

[100a3]TKDWo! =`oHL=oJdoWo<IdHoJT`oT< (Wo, !o'MZo<Sb=o=don n

Hco9KoLbT`o<IdHoJoMcHoJT`o[D117a3][K117a3]XcZoJo6 ,<o<`Zo<Sb=oLT`o1qIo*VLoJT`oHdIoH=on Hco
WZoLS Vd<oJT`o[L107b5]HdIoWoU=oH<oH=oWd<oJVoT@d<oJoI`oT@`<o[T112a5]% cIoJT`oXcZoJo;doIo
Wo[100a4]9K dZoIZoU`IoFcn HcoH<o@`o9KVo<N=oLo9KVo! =`oHdIo6 qo[D117a4][K117a4]UdHoJoWoT@`<o
%cIoJT`oXcZoJZo<IdHoJoMcHoJoH=oUdHoJT`o0 >`VoVdn n
TK<ZoJoWo9K dZoIZoI`oU=o[L107b6]Wd<o<A`ZoZboMcHoHcn @`o9KVo[T112a6]<Sb<ZoL8FIoWo
Zd<Zo<N=oLo9KVo! =`oHdIo6qo[100a5]McHoJo[D117a5][K117a5]LR`Io6 qn MoV`<oJoH=o9MIoJo'MZo
WoN dIoJdoWoZd<ZoJoV=o<`oMOIoA`Ho;=`Zo2 )LoJVo<N=oLoU=on <N=oLo9KVo! =` oHdIo6 q oMcHoJT`o0 >`Vo
Vdn n[L108a1]HcT`o0 >`Vo[T112b1]XcZoJoHco<A`ZoWoT< (WoMo[K117a6]T< (WoU=oH1 >cVoMcHoHdn n
TdoIoHL=oJdo<Sb<Zo[100a6]>IoWoTK DWo! =` o<IdHoJoUdHoJZoUbWoWd<oJVo<N=oLoH=on U`Ho
;= ` oXcZ oJ oWo<A`H oW oZd<ZoJT` o [L108a2]<IdH oJ oUdH oJZn [ ` oWMo6q oM`V o [T112b2]<N=o
[D117b1][K117b1]LoZd<ZoWoM`oWoZd<ZoJVoTP TIoJoH=on ZHo6qZoZbo<^ ! oMT`o%o2V=o<`o<N=o

LoWo%o2 V=oH=o[100b1]<R `<o, ! o?bVo<N=oLoWo?bVoTP TIoJo'MZo0 >`Io>`oWd<oU`IoJVn T@`<o% cIo
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JT`oL Vd oV=oH<To[L108a3]LZo;==o%d<Zo[D117b2][K117b2]MdHo;==o 342[T112b3]U`HoWo2 )Lo
MGTo=IoJT`o<IdHoJoUdHoJZoWd<oJVoLSb=oLT`oHdIo'MZn T@`<o%cIoJT`oL VdoV=oH<ToLZo0 >`Io
[100b2]>`oWd<o5[oM`o%d<ZoJZn T@`<o% cIoA`HoWZoWd<oJVo@`o9KVoLR<o[D117b3][K117b3]>co
In[L108a4]TH`Vo<IdHoJoUdHoMcHo[T112b4]H/ >dHoJT`o<IdHoJoI`n 9ZIo<\ @cZo;= `Zo0 >`Io>`oWd<o5[oTP TIo
JT`o<IdHoJoWoM`o1 >cHoJZn 2)LoMGTo=IoJZoLF<ZoJoI`o2)LoMGZoL VdoL<^ !Vo[100b3]Lo;doIZoWd<o

JVo[D117b4][K117b4]LF<ZoJT`o<N VoLdoZd<ZoU`IoWn Hco[L108a5]H<o0 >`Io>`o[T112b5]Wd<o
5[oT@`<o% cIoJT`oL VdoV=oH<ToLZoM`o% d<Zo;==on Hco;doIoA`HoWoM=dIo6 qoMo0 >d<ZoJT`oGo<FHoJT`oOHo
MZoWd<oJVo%d<ZoIn T@`<o% cIo[D117b5][K117b5]JT`oXcZoJZoWd<oJVo%d<Zo[100b4]JoU`Io
Idn n
LH<oTP TIo9ZIo<\ @cZo[L108a5]<A`Zo[T112b6];= `ZoLSb=oLT`oHdIo9KoLboI`n <IdHoJoMcHoJT`oHL=o
JdZoLSb=oLoRcZoJoU`IoWn T@`<o% cIoJT`oLZMoJoV=oH<ToLoWo[D117b6][K117b6]9K dZo343IZo
U=oH<oJTMoLHcIoJoU`IoMdHo;==oGo<FHo6qoU=oMcHoHdn n
<WoFcoU=o[100b5]H<o[T113a1][T113a]JT`o[L108b1]1qIo*VLoM`oTHdHoJZoU=oWd<o<A`ZoZbo
M`o1 >cHo;==on MoV`<oJZoLZ VHoJT`oUbWoH=oUbWo>Io'MZo[D118a1][K118a1]Wd<oJT`o1qIo*VLo5[o
>`T`o0 >`VoM`oT@d<o>coIn 1qIo*VLoI`oGo<FHoJT`oOHoMZoT@d<oH<dZo[T113a2]JT`o0 >`VoWd<oJT`o1qIo*VLo
[100b6]T@d<oIoU=o[L108b2]HcoWo9K dZo344IZoT@d<oH<dZoIn MoV`<o[D118a2][K118a2]JT`o
L<o?<Zo;= `ZoLZVHoJoI`oT< (WoLVoGo<FHoJT`oOHoMZoM`oT2)LoJT`o0 >`VoVdn n

T3世間〔の見方〕に基づいて世俗の分類を示すこと

第三〔世間〔の見方〕に基づいて世俗の分類を示すこと〕は、世俗には、対象と対象
を持つもの（知）の二つがある。そのうち、最初に世間の知に関連して対象を持つも
ののについて正しいものと誤ったものの二つがあると示しているのは、所知を二諦に
分けるのみならず、虚偽なものを見ている対象を持つものについてもまた正しい知と
誤った知の二つがあると主張している。すなわち、明晰な感覚器官、すなわち一時的
な迷乱の原因によって汚されていない感覚器官に依存している知と、過失がある感覚
器官、すなわち、一時的な迷乱の原因によって汚されている対象を持つものの二つで
ある。
その二つのうち、過失がある感覚器官を有している人々の迷乱の〔原因によって汚
されている〕知とは、正しい清浄な感覚器官、すなわち、一時的な迷乱の原因によっ
て汚されていない知に対比して誤った知であると主張される。一方、前者（明晰な感

342 Z: 1>=o D, K, L, T: ;==o
343 D, K, L: 9K dZo T, Z: L9K dZo
344 D, K, L: 9K dZo T, Z: L9K dZo
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覚器官）は、対象を顛倒せずに把握している知であると主張される。
その二つの区別についても、中観の説〔に関して〕のものではなく、世間の知に関
して〔分けられているの〕ものである。
対象を持つものについて顛倒したものと顛倒していないものの二つに分けたのと同
様に、対象についても〔二つに分けられる〕と示している345のは、一時的な迷乱の原
因である障害なしに六つの感覚器官の知によって把握されている対象を世間が認識し
ている場合、それは、世間のみに基づいて真実、すなわち、正しいものであって、聖
者の知にとってそれらの対象が真実なもの、すなわち正しいものであると設定される
のではないのである。
聖者というのと中観の説というのはここでは同じ意味である。
残り（もう一方のもの）、すなわち、鏡像などは感覚器官に障害があるときに、対象
として現われているものは、世間のみに関して誤っていると設定される。
〔世間のみというの〕「のみ」という言葉によってそれらの知が迷乱していると設定
するためには、言説の量によって設定するので十分であり、正理知に基づいて設定さ
れるのではないと示しているのである。
その場合、感覚器官に対して障害の縁が内にあるというのは、ティミラ眼病と黄目
病などとタトゥラを食べたことなどである346。
タトゥラとは薬草であり、その果実を食べたならば、全てのものが黄色く現われる。
「など」という言葉によって、伝染病などが含まれている。
感覚器官に対して障害の縁が外にあるというのは、鏡と、洞窟などから話し声がす
るのと、春の太陽の光が白砂の地と近づいていることなどである。すなわち、それら
は感覚器官に対する障害の縁が内にはないけれども、順次に鏡像と、こだまと、陽炎
における水などとして把握する原因となっているものである。同様に魔術師などが用
いている真言と薬なども〔同じようなものであると〕知られるべきである347。
意という感覚器官に対する障害というのは、それらの真言と薬などと誤った学説、
誤った論証因と眠りという障害などである348。
眠りとは六つの感覚器官のうち、意の障害であるとお説きになっているので、夢に
感官器官の知があるとこの阿闍梨〔チャンドラキールティ〕がご主張なさっていると
いうのは大きく誤った説明である。

345 MABh, 104.1–3（253b5）参照。
346 文章の前後を少し変えているが、内容自体は『入中論釈』と一致している。MABh,

104.8–10（253b6–7）参照。
347 MABh, 104.10–17（253b7–254a2）参照。
348 MABh, 104.17–20（254a1–3）参照。
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それゆえに、無始時来から生じている二我執の無明などによって汚された障害は、
ここでは障害の原因であると捉えられないのであって、前に説明したように一時的な
感官器官に対して害している迷乱の原因などであると捉えるべきである。
以上のような障害のない六識によって捉えている世俗の対象と、それとは逆の対象
において正しいものと誤ったものを設定するのは世間の知だけに関して〔そのように
設定している〕。なぜならば、それら〔世俗の対象とそれとは逆の対象〕が顕れている
通りの対象として存在していることについて、世間の知によって障害されるものと障
害されないものであるからである。
聖者に関しては正しいものと誤ったものという二つに〔分けられることが〕ないの
である。なぜならば、鏡像などが顕れている通りの対象として存在しないのと同様に、
無明を有する者たちに、青などが自らの特質によって成立しているものとして顕れる
けれども、顕れている通りの対象としては存在しないからである。したがって、その
〔鏡像の顕れを捉える知と青の顕れを捉える知〕二つの知において、迷乱しているもの
と迷乱していないものを区別することがないのである。
〔対論者が〕そうであるならば、感官器官である有色には一時的な障害があるので、
誤った対象として顕れているものと、意識には眠りなどの障害があるので、夢の中で
人として顕れるものなどを〔実際の〕人などとして捉える知と、目覚めたときに、〔夢
の中で〕顕れた幻の馬と象の顕れに対しては馬と象であり、陽炎が水として顕れてい
たものに対して水であると捉えているものなどは顛倒しているものであると世間一般
の知によっても理解されるけれども、意に誤った学説の障害があるので、誤って捉え
られる諸対象は、世間一般の知によって顛倒したものであると理解することができな
いので、世間だけによって誤っているものであるとどのように設定するのかというな
らば、ここで障害があるかないについて考察するところの障害とは、倶生によって顛
倒したものであると捉えているような障害のことをさして言っているのではない。そ
のため、誤った学説によって仮説されたものは、学説が知を変化しているものだけよ
り誤って仮説された主なるものなどである。それらが顛倒していると世間一般の知に
よって理解することができないけれども、真実を現前にしていない言説の量によって
誤っていると理解されるならば、世間の知によって誤っていると理解されるのである。
俱生の二我執によって把握されている対象のようなものは、障害のない感覚器官に
よって把握されているものと言われているので、世間の考えにとって正しいもの、あ
るいは真実なものではあるけれども、言説においても存在するものではないのである。
もし正しい世俗というものを認めないので、正しいものと誤ったものの二つに区別
することができないけれども、無明によって汚された対象と対象を持つものは誤った
世俗であるとどうして設定できないのであるかと問うならば、世俗は言説の量によっ



付論 D『入中論釈：密意解明』訳註 139

て設定されるべきものであるので、誤った世俗を設定するならば、それ（言説の量）に
よって設定する必要があるが、無明の習気によって汚されたものは迷乱していると言
説の量によっては論証することができないからである。

T4 RcIoUbWoWoT<(WoLT`oRcIoUbWoGo<FHo6qoU=oMcHoJVoL<KIoJn

LR`oJo(RcIoUbWoWoT< (WoLT`oRcIoUbWoGo<FHo6q oU=oMcHoJVoL<KIoJo)I`n HoI`oLXHoS`IoJT`o
U`Ho;= `o[T113a3]<IdHoJZoRcIoUbWoWoT< (WoLo\@ `VoL<KIoJT`o[101a1]HdIoHcoA`HoMOIo[L108b3]<R`o
[D118a3][K118a3]1 >coLD<oWoHJcVoL$ dHoJT`oObWo! =`ZoL<KIoJT`o0 >`VoLXHoJn
M`oXcZoJT`o<A`Ho;= `ZoU`HoVLo5[oL<\ @dHoJT`oMbo<K c<Zo>IoU`HoWo0 >`Io>`o[T113a4]Wd<o<`o2 )LoMGTo
=IoJoH=on <FIoO T<Zo9KVo[D118a4][K118a4][101a2]<N=o<`o<IdHoJoUdHoJoTH`oH<oI`n Hco
[L108b4];doIoA`HoWoT@b<oJVoTHdHoJZo<\ @c oLdoMo1 >=oLo<I<o*ToH=oLbHoMcHoWoZd<ZoJoUIo?Ho
Wo2F<ZoJT`o<\ @c oLoH=on T@`<oJoWo[T113a5]Zd<ZoJo0 >`Io>`oMoWd<oJo[D118a5][K118a5]Mo
LSb=oLVoT@`<o%cIoJo'MZoWZoKbWo6q o1 ^=o[101a3]LVoT2Fd oLVoTHdHoJZn HJcVo[L108b5]Io
X`=oWoTP U<oJZoUWo<o0 >` oMoMoLSb=oLVoNoMoLF=oLo3499KVn 9K Z=oLo?cIoJdZo9KoLo=IoJT`oV`o

[T113a6]ZbWo[D118a6][K118a6]6qo9K Z=oLVoT! ^VoR`=on LHcIo<A`ZoWc<ZoJVoMGd=oLoH=oL DWo

LZoTL DZoLboGVoLoGdLoJVoM`oT! ^Vo[101a4]Vdn n
HcT` o0 >`V oMb o [L108b6]<K c<Z o>I oTH` o'MZo;= `Z oV= oV= o<` o<8 q= oWZ oT1 ^= oLT` oLH< oA`H o

[D118b1][K118b1]@`o9KoLoLR`Io[T113b1]6 qoUdIoFIo<ZbMoWoZd<ZoJo<=oL%<ZoJoI`n T@`<o
%cIo! =`o1 qIo*VLo5[oU=oUdHoJoMoU`IoIdn n
TH`ZoI`oWb<ZoTH`ZoL VdoT< (WoLo[L109a1]R`<o350<`o[101a5]=dVoUdHoJoWn 1 qIo*VLo5[oUdHoJVo

[D118b2][K118b2]T@d<oScVoLoWc<ZoJVoL:<o<d n
HcoLR`Io[T113b2]6 qo<^!oMoH=o<R `<o, !oH=o<Sb<ZoL8FIoWoZd<ZoJoWo%o2 V=oH=on ?boH=o1 >HoLR`Io

Zd<ZoZboL%<ZoJo<=o[L109a2]U`IoJoHcoH<o;==on T@`<o% cIo1qIo*VLo[D118b3][K118b3]WZo
;==oUdHo[101a6]JoM`IoJoA`HoHdn n
Hco9KVoIoGo<FHo6qoUdHoJo[T113b3]WoI`oOHoMZo2 )LoJoR`<o351H<dZoZdn n
HcoTHIoLT`oRcIoUbWo'MZoGo<FHo6 qoU=oMcHo;==o<N=oUbWoWoI`oHco9KVoM`oLRcHoHdn n
Ho9K o[L109a3]<Sb<Zo[D118b4][K118b4]<^ H oZd<Zos oV=o<` oMOIoA`H o;= `Z o2 )L oJVoHL=o
XcZo[101b1]Wo<N=oLoI`n[T113b4]MoV`<oJZoLZ VHoJoU`IoJZoXcZoJoHcoH=on <Sb<ZoL8FIo
H=oL D<o?oZd<Zo<N=oLT`oHL=oXcZo'MZoWn K DoV<Zo[D118b5][K118b5]NMoMo<Fd<ZoJo
[L109a4]<N=oUbWoWoT< (WoMoT< (WoWo; ?HoJVoMcHo>`=on N doZd<ZoV=o<`oMOIoA`Ho[T113b5];= `Zo

349 Z: LVo D, K, L, T: Lo
350 D, K, L: R`<o T, Z: >`<o
351 D, K, L: R`<o T, Z: >`<o
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2)L oJ oH=on[101b2]<Sb<ZoL8FIo1 >HoLR`I o6q oUdH oJ oM` oZ D`H o;==on 1 >HoLR`I o6q oMcH oJT` o
[D118b6][K118b6]<Sb<ZoL8FIoUdHoJoLR`Io6qn V=o<`oMOIo[L109a5]A`Ho;= `Zo2)LoJoM`Io
;==oN d oZd<ZoUdHoH<dZoWn HcoU=o0 >` oVdWo! =` oHdIo6 q oUdHo[T113b6]JoLR`Io6 q o<Sb<ZoL8FIoU=o
<Sb<Zo;= `o<\ @coM?cHo[101b3]6qoLRcHoJo[D119a1][K119a1]U`IoFcn Td<oIZo<Sb<ZoL8FIo! =`ZoHco
<N=oLT`oHL=oXcZo<\ @cHoJVoU=o[L109a6]<Zb=ZoZdn n
ObW o Hc o H< o I` o M`< o W o% o2V= o6 q o<N= o LT` o<^ ! o M o H= o L D< o ? o Zd<Z o [T114a1]W oU= o XcZ o

[D119a2][K119a2]JVo1 >o<K cn Wb<ZoHMoJoTH`oU`o'MoLR<oGbIoMd=oMoU`IoJTdn n[101b4]

T4思念対象において錯誤している思念対象は言説においてもまた存在
していないことを示すこと

第四〔思念対象において錯誤している思念対象は言説においてもまた存在していな
いことを示す〕とは、さて、前に説明した意の障害によって思念対象について迷乱し
ている知を一般的に説いたその同じ内容を、各々のものについて例えを述べるという
仕方で示すために説明する。
無知という眠りによって突き動かされている外道、意に顛倒した誤った学説や誤っ
た論証因という障害が心にあるそういう者たちは、

真実に入ると主張しているので、無学な凡夫の放牧者や女性などに至るまでの
人に知られている生起と、滅などを顛倒せずに把握することなく、世間の者た
ちより優れたものになっていると主張するので、例えば、樹に登る者が、上の
枝を捉えずに、下の枝を放してしまうのと同様に、大きな過ちによって正しく
ない見解の谷底に落ちてしまうことになり、二諦を正しく見ることを離れてい
るので、〔目指すところの〕結果である解脱を得られないのである352。

それゆえに、これらの外道たちはそれぞれの原典にでているそれぞれの立場に応じ
て、「三徳など考察されているものは、世間の世俗においてでさえ存在するものはない
のである」353。
このことによって、この学説（帰謬派）は、迷乱した知にとって存在しているもの

が世俗として存在していると設定すると主張していることを正しく否定している。
同様に、幻や陽炎、鏡像などにおいて馬と象、水と顔など〔がある〕と考察されて

いるところのそれらのものもまた、世間の世俗〔という観点〕からも存在するもので
はないのである。

352 原文そのままではない。MABh, 105.13–20（254a5–7）参照。
353 MABh, 105.20–106.1（254a7）参照。
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そうであるならば、言説として存在しているものは量によって成立しているあるも
のである必要がある。
そのような諸々の思念対象は言説としても存在しないけれども、顕れの対象につい
ては以上のようにはお考えにならないのである。
さて、色声などの五つが自相によって成立しているものとして感覚器官の知に顕れ
ているものは、無明によって汚されたものであるので、そのような知と鏡像やこだま
などが顕れている感覚器官の知には、微細なもの粗大なものということを除いては顕
れている対象に対して迷乱しているか迷乱していないかの点についての違いがないの
である。自相によって成立している青などと顔として存在している鏡像は存在し得な
いけれども、顔として存在していない鏡像が存在しているように、自相によって成立
しているのではなくても、青などは存在すべきであり、それもまた、外界の対象として
存在しているように鏡像もまた色処であると主張されるのである。すなわち、以下で
鏡像によってそれが顕れている感官知を生起させるのであるともお説きになっている。
それらのあり方は目に馬と象として顕れている幻やこだまなどについても〔同様に〕
知るべきである。すなわち、この優れた説の独自な設定である。

S2 <?LZoHdIoWo<k@VoLn

<A`ZoJn I`n Hco;doIoA`Ho;= `oHdIoGo<FHoJT`oXcZoJZoM`oT@d<o[L109b1]JoHcT`o0 >`Vn <RIo<\ @co
T<d<oJoI`oT@`<o% cIoJT`o9KoLo[T114a2];doIo[D119a3][K119a3]Wo<IZoIZoM`o1 >cHo;= `n TK<Zo
JT`oHco;doIoA`Ho;= `o<S`<ZoJo;ZoL V=ZoIZoHdIoHMoJVoT<d<oJoU`IoIdn n
<=o[101b5]<`oO U o<RIo<\@c oH<<oJoTH` oWoHdIoHMo! =` o; ?HoJVo<k @dVo[L109b2]LoU`IoJoHcT` oO Un

[D119a4][K119a4]@`o9KVoM`<oI`oVLoV`Lo[T114a3]>Io! =`oXcZoJZo<\ HoXHoWoZd<ZoJoHM`<ZoJZn
VLoV`Lo;= `ZoMoLZ VHoJT`oXcZoJoWo<\ HoXHoZd<ZoM`o<N=oLoWo<IdHoJoM`IoJo[101b6]@`o9KoLoHcoLR`Io
6 qn H I`oMo<K coS<o[D119a5][K119a5]JoMcHoJT`oUco[L109b3]XcZoR=ZoJo<K coHcoH=oL DWoLT`oZdo<\ @cT`o
[T114a4]L Vd oMoV`<oJZoLZ VHoJZn MoV`<oJZoMoLZ VHoJT`oH I` oMo<K c oS<oJoMcHoJT`oL Vd oWo<IdHoJo
UdHoJoMoU`IoJZn HdIoHMoJVo<RIo[D119a6][K119a6]<\ @coL:<o[102a1]JoWoT@`<o% cIoJT`o=dVo
<RIo<\ @co2 )Lo[L109b4]5[o?b<o;==oM`o<IdHoHdn n HcT`o0 >`VoKo[T114a5]VdWoJdoI`oHMoJoM;ZoJoH<o
<`ZoLRHo<Ho6 qo1 >oLVoTdZoZdn n

S2本テキストの意味に関連させる

第二〔本テキストの意味に関連させる〕とは、真実なる対象を言説知によって設定
することができない。それゆえ、他からの生起を否定することは、世間のものの見解
のみに立って行うことができず、聖者の真実をご覧になっているものを承認した上で
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勝義において〔他からの生起を〕否定するのである354。
他からの生起を否定することにおいて勝義という限定をつけた上で〔他からの生起
を否定しているので〕ある。そのときに、目は眼病を持っているものの知によって毛
髪などを認識しているので、眼病によって汚されていない知に毛髪などが顕れること
はないということに対して障害することはないのと同様に、汚れ、すなわち、漏がな
い智慧を捨てている、すなわち、それと離れている凡夫の知は無明によって汚されて
いるので、無明によって汚されていない汚れ、すなわち、漏がない智慧に対して障害
することは存在しない。それゆえに、勝義において他のものからの生起を否定すると
きに、世間の人にとって他のものから生起が成立するとしても、〔他のものからの生起
が勝義において否定されることに対して〕障害することはないのである。したがって、
対論者は、優れた学者達によって笑われるものとされるに値する355。

S3 LHcIo<A`ZoZdoZdT`o=doLdoLXHoJn

<ZbM oJ o (LHcI o<A`Z oZd o ZdT` o =d o Ld o LXH oJ o )W o<A`Zn T1 1qI o*VL o;= ` o LHcI oJ o
[D119b1][K119b1]LXHoJoH=on T2 HdIoHMoJT`o[102a2]LHcIoJoLXHoJTdn n

T1 1 qIo*VLo;=`oLHcIoJoLXHoJn

H=oJdo(1qIo*VLo;=` oLHcIoJoLXHoJo)Wo<ZbMn U1 1qIo[L109b5]*VLoJo<=o<`o=dVoLHcIoWo
<=o[T114a6]<`o=dVoM`oLHcIoJoH=on U2 1qIo*VLoNMoHco<=oS<o<ZbMoWo<N=oLoH=oM`o<N=oLT`o
[D119b2]ObWo[K119b2]H=on U3 Zdo<\ @coH=oTK<ZoJoWo9K dZoFcoHdIoHMoJoH=o1 qIo*VLo5[oT! ^VoObWo
[102a3]Wdn n

U1 1qIo*VLoJo<=o<`o=dVoLHcIoWo<=o<`o=dVoM`oLHcIoJn

H=oJdo(1qIo*VLoJo<=o<`o=dVoLHcIoWo<=o<`o=dVoM`oLHcIoJo)Wo<A`Zn V1 H=dZo[L109b6];= `o
HdIoH=on V2 AdIoMd=Zo;= `o'Mo[T114b1]<R<oGbIoMd=oMoU`IoJoLXHoJTdn n

S3二諦それぞれの存在の説明

第三〔二諦それぞれの存在を説明すること〕に二つ〔がある〕。T1 世俗諦を説明す
ることと、T2勝義諦を説明することである。

354 MABh, 106.7–9（254b1–2）.
355 この箇所もチャンドラキールティの文章とほぼ同じであるが、所々にツォンカ自身の言
葉が付け加えられている。MABh, 106.9–16（254b1–3）参照。
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T1世俗諦を説明すること

第一〔世俗諦を説明すること〕に三つ〔がある〕。U1如何なる世俗の者にとって真
実であり、如何なる〔世俗の者〕にとって真実ではないのかと、U2唯世俗というもの
が、三種のプドガラに顕れるあり方と顕れないあり方、U3凡夫と聖者によって勝義と
世俗になる仕方である。

U1如何なる世俗の者にとって真実であり、如何なる〔世俗の者〕にとっ
て真実ではないのか

第一〔如何なる世俗の者にとって真実であり、如何なる〔世俗の者〕にとって真実で
はないのか〕に二つ〔がある〕。V1本論と、V2煩悩の独自の設定についてを説明する。

V1 H=dZo;=`oHdIn

H=oJd o(H=dZo;= ` oHdIo)I`n[D119b3][K119b3]TH`ZoZcMZo>Io'MZoH=dZoJd o@` o9KVo<IZoJT` o
V=oLR`Io9KoLoWo<^ H`LoJo<K c o[ d=ZoJVo1 >cHoJT`o0 >`VoIo<F`oMb<o<K cn[102a4]MoV`<oJoH=dZoJdT`o=doLdo
[L110a1]V=oLR`Io! =`ZoUdHoJoMoU`Io[T114b2]JoWn V=oLR`Io! =`Zo[D119b4][K119b4]UdHo
JVo<^ HdoTHd<ZoJVo1 >cHoJoU`IoWb<Zo;= `oV=oLR`IoMGd=oLoWo<^ H`LoJT`oLH<oA`Ho>IoI`o1qIo*VLoLdn n
TH`oI`o1 qIo*VLoLHcIoJoRcZoJT`oLHcIoJn[L110a2]1 qIo*VLo[102a5]Jo<=o<`o=dVoT@d<oJT`o1qIo
*VLo=dZo[T114b3][D119b5][K119b5]TPTIoJoU`Io! =`n 1qIo*VLoJo\@ `o=dZoTP TIoJoM`IoIdn n =dZo
TPTIoHcoU=oW=o:Vo<Xc<ZoJoWZn

H=dZo'MZo<\ @coLo1qIo*VLo5[n n
HMoJT`oHdIo6qoV=oLR`IoMcHn n
V=oLR`Io[L110a3]McHoWoT< (WoLo[D119b6][K119b6]<=on n
HcoI`o[102a6]U=oH<o1 qIo[T114b4]*VLoTHdHn n

>cZoHdIoHMoJVoV=oLR`IoMcHoJoWoV=oLR`IoUdHoJVoT< (WoLT`oL Vdo1qIo$ dLoJoU`IoJVo<Zb=ZoJT`o
HdIoIdn n
1 qIo*VLoHcoI`o1qIo*VLo;= `o<?HoHdHo<^ H`Lo1 >cHoWo[D120a1][K120a1]U=oT@b<o[L110a4]JZo<^ H`Lo1>cHo
Hdn n
HcZo<=oWo<^ H`Lo[T114b5]Io[102b1]U=oH<o1qIo*VLoTHdHo>cZoJZoU=oH<oJT`oHdIoWo<^ H`LoJZo
1 qIo*VLoLMo<^H`Lo1 >cHo6 qoTHdHo>cZoJo<K cn U=oWd<o[D120a2][K120a2]<A`Zo;= `oI=oIZoU=oH<o1qIo
*VLo5[o<K dIoJoM`IoIdn n
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!=oJoH=oJdZoL<KIo[L110a5]JT`o1 qI o*VLoH=on !=o[T114b6]Jo0 >` oMo<A`Zo;= `ZoL<KIo
[102b2]JT`o1 qIo*VLo<A`Zo<>`<o5[oM`o1 >o<K cn H=oJdoI`n V=o<`ZoH=dZo[D120a3][K120a3]Jdo
'MZo<\ @coLoZd<ZoZbo<=o6 qo;ZoWcIoJT`o1qIo*VLoU`IoWn 0 >`oMoI`oH=dZoJdo'MZo<=o<`o=dVoLHcIoJT`o
LHcIo[L110a6]TPTIo! =`o[T115a1]1qIo*VLoU`IoJT`o0 >`VoVdn n
1qIo*VLoLHcIo[102b3]TPTIoHcT`oMGbZoNdIo[D120a ４][D120a4][K120a4]JdoWoZd<ZoJo<=o
R`<oV=oLR`Io! =`Zo2 )LoJoMcHoLR`Io6q oHcVo<N=oLVoL>dZoJT`oL>dZoMoZcMZo>Io'MZoWoLHcIo
JVo<N=oL oHc oI`n NVo [T115a2]LXHoJT` o [L110b1]T@`< o%cI o! =` o0 >`I o>` oWd< o<` o1 qI o*VLo
[D120a5][K120a5]JoHcT` o=dVoLHcIo[102b4]JZoT@`<o%cI o! =` o1qI o*VLo;=` oLHcIoJoRcZoGbLoJo
HcZo<Zb=ZoFcn <Zb=ZoObWoI`oNVo! =`oMHdoHcVo<Zb=ZoJTdn n
<=oS<o<ZbMoJdo<=o<`o=dVoM`oLHcIoJT`o[T115a3]% d<oJZoL>dZo[D120a6][K120a6][L110b2]JZo
L>dZoMVo! ^VoLT`oH=dZoJdoI`oHcT`o1qIo*VLoJT`o=dVoM`oLHcIo[102b5]JZo1 qIo*VLoNMoRcZo1 >Tdn n

% cIoT1 ^=o<Sb<ZoL8FIoH=oL D<o?oZd<Zo>b=oSHo>`<oI`oLQWIoU=oMoV`<oJoH=o9MIoJo'MZo
Wo[D120b1][K120b1]<N=o[T115a4]Wn N dIoJdoWoZd<ZoJT`o[L110b3]<Sb<ZoH=oZcMZo
H=oO VVoLoZd<Zo>b=oSHo>`<oI`oLHcIoJVo<N=o<K cn ?dZo'MZo;= `o[102b6]U`IoWb<Zo;= `oV=o
LR`IoI`oMoV`<oJoH=o9MIoJo'MZoWo'MoJoGMZo[D120b2][K120b2]>Ho6 qoM`o<N=o=don n
HcT`o[T115a5] 0 >`VoV=oLR`IoHcoH=o<=oR`<o1qIo*VLo5[oU=o[L110b4]LQWIoJoI`o1 qIo*VLo;= `o
LHcIoJoMoU`IoIdn n

RcZ o<Zb=Z oJT` o HdI oLXH oI o>b= oSH o>`< o [103a1]>cZ oJ oI`n I< oO VT` oT! ^V oWZ oT<T o
[D120b3][K120b3]R`<o5[oL<^ !VoLo9KVoLHcTdn n

<Sb<Z o [T115a6]L8FIoZd<Z oLQWIoU= o<N=oL oI` oLQWIoJV o<N=oL oU`I oWn Hc oI` o1 >Ho
[L110b5]LR`Io6 q o<N=oLoH=oHcZo<K d=oLo<A`ZoO V<ZoJT`oLQWIoJoU`Io[103a2]JZoHcT`oLHcIo<K d=o
[D120b4][K120b4]I`o1 >HoLR`Io6q oLHcIoJZo<K d=oLoU`Io! =`n<Sb<Zo[T115b1]L8FIoV=o<`oMOIo
A`Ho;= `Zo2)LoJT`oLHcIo<K d=o<`oHdIoMcHoHdn n
HcT` o0 >`V o<Sb<Z oL8FI o1 >H o [L110b6]LR`I o;= `Z o<K d= oLV o2 )L o;== on <Sb<Z oL8FI oV= o

[D120b5][K120b5]<`oMOIoA`Ho;=`Zo2)LoJVo[103a3]TPTIoJT`o1 qIo*VLo;= ` o=dVoLHcIoJoU`IoJo
[T115b2]WoT<WoLo>`oU=oMcHoJT`oH=dZoJdoU`IoJZo1 qIo*VLo;= `oLHcIoJoU`IoIdn n
HcZoIo<Sb<ZoL8FIo1qIo*VLo;= ` oLHcIoJo[L111a1]M`Io[D120b6][K120b6]JVo<Zb=ZoJoI`n
L&oWo1>=oLT`oT@`<o%cIo! =` o1 qIo*VLo;= ` o=dVo1 >Ho[103a4]LR`Io! =` o<Sb<ZoL8FIo9KoLbo[T115b3]Hcn
1 >HoLR`IoU`IoJoHcoLQWIoJZoHcoWo9K dZoJT`o1qIo*VLo;= `oLHcIoJoM`IoJoWoH<d=Zo;= `n[K121a1]MGd=oLo
LQWIo[L111a2]JT`o1qIo*VLoLHcIoJVo<Zb=Zn RcZoJZoLXHoJT`o1qIo*VLoLHcIoJVoM`oT@d<oJo<o
WoU`In
Hc o [103a5]9K oM oU`I o [T115b4]JVo1qI o*VLo5[ oLHcI oJVoMcH oI o [K121a2]1qI o*VLoLHcI oJo
U`IoJVoT<WoIn V=o<` oMOIoA`Ho;= `Z o2 )L oJoGo<FHo6q oU=o[L111a3]McHoJVo<Zb=ZoJo
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H=on LHcIo2 )LoT<d<o356JoH=oLHcIoMcHo<^ +LoJoGMZo>HoGo<FHo6 qo1 >cHoJT`o[T115b5]'Mo<R<o

[103a6][K121a3]GMZo>HoH=oT<WoLVoT! ^VoVdn n
HcT`o0 >`Vo<Sb<ZoL8FIoZd<ZoT@`<o% cIoJT`oXcZoJoV=oH<ToLZo;==oT< (WoLVo[L111a4]XcZoJT`o
UbWo'MZo1qIo*VLoLHcIoJoM`Io! =`o1 qIo*VLoNMoMdn n [K121a4]RcZoScVoLoI`oLHcIo[T115b6]<A`Zo;= `o
2F=Zo=cZo[103b1]H=on T@`<o% cIoJoWo9K dZoJT`oLHcIoLQWIoH=on HLboMoJZoT@d<oJT`oLHcIo
LQWIoWo<doLoMo?<ZoJT`o<FMo6qo<N=o[L111a5]=don n
V=oLR`IoI`oMoV`<o[K121a5]JoH=o9MIoJoWoGMZo>Ho6 qoM`o<N=o=doRcZo<Zb=Zo[T116a1]JoU=on
MoV`<oJoMoR=ZoJT`oTK<Zo[103b2]JZoHco;doIoA`HoM=dIoZbMo6q o% d<ZoJVoLRcHoJZoIn Mo
V`<oJZoLZ VHoJT`oXcZoJoWo[K121a6]H<d=Zo[L111a6]Wn TK<ZoJoZ VdLoJT`o$ cZoGdLo;= `oUcoXcZo
H=on[T116a2]Zdo<\ @cT`oHco;doIoA`Ho;= ` o9KoLo'MZn MoV`<oJoH=oHcT`oL<o?<Zo;= `ZoLZ VHoJoU`Io
JZo[103b3]M=dIoZbMo6qoM`o<N=oU=on \@ `Vo357HdIoHMo[D121b1][K121b1]LHcIoJo<N=oLVoTHdHo
H<dZoZdn n

Hco9KVoIoVcoR`<oZ D`Ho[L111b1]JT`oUIoW<o<`ZoL<M YZoJZo[T116a3]AdIoMd=Zo>Io! =`oMoV`<o

JT`oHL=o<`Zn 1qIo*VLo;= `oLHcIoJo'MoJVo<R<o<dn n

RcZo<Zb=ZoJZoI`n[[D121b2][K121b2]?dZo'MZo[103b4]LHcIoJVoTP TIoJT`oMoV`<o358Jo<=o
S<oH=o?dZo;= `oLH<oTP TIo6qo2F<ZoJo[L111b2]I`nUIoW<oL>bo<A`Zo;= `oMo[T116a4]V`<oJVoLRcHo
JZoXcZo<^ H`Lo5[oM`oLRcHoHdn n
MoV`<oJoLHcIoTP TIoHcT` oHL=o[D121b3][K121b3]<`Zo1qI o*VLo;= ` oLHcIoJoT@d<o>cZoJoI`n
LHcIo[103b5]Jo1qIo*VLoJo<=o<`o=dVoT@d<oJT`oT@d<oObWo<K dIoJoU`Io! =`n 1 qIo[L111b3]*VLo
LHcIoJoU`IoJT`oLbMo<NMo[T116a5]Zd<Zo[D121b4][K121b4]LHcIoTP TIoHcZoT@d<o>cZoJoM`IoFcn
LHcIoTPTIoHcZoLR<oJoI`oV=o<`ZoGo<FHo6 qoU=oM`oZD`HoJVoLRcHoJT`o0 >`VoVdn n
HcZo[103b6]Io1 qIo*VLo;= `oLHcIoJoRcZoJT`oSbVo! =`oLHcIoJo<=o<`o=dVo[L111b4]T@d<oJT`o1qIo*VLo
H=on LbMo[T116a6]Zd<Zo1 qIo*VLo5[oUdHo[D121b5][K121b5]JVoT@d<oJT`o1qIo*VLo'MZoM`=o
MOb=ZoJZn HdIoU=o<>`<o5[oT< (WoLoM=o6qo1 ^=o<N=oLZoWc<ZoJVo0 >cHo[104a1]JVo1 >Tdn n
TdoIoLbMoZd<ZoTH`o'MZoZ=ZoMo,@ZoJT`o<=o[L111b5]S<oGMZo>Ho;= `o[D121b6][K121b6][T116b1]1 qIo
*VLo;= `o=dVoLHcIoJoU`IoIMn <=oS<oT<ToR`<o<`o1 qIo*VLo;= `o=dVoM`oLHcIoJoU=oUdHo>coIn 1qIo*VLo
;= `oLHcIoJVoT@d<oJT`o[104a2]<Sb<Zo<^ HoZd<Zo

HcoU=on AIoV=oH=o1 >=oZcMZoAdIo[D122a][K122a1]Md=Zo>Io! =` oMoV`<o[L111b6]Jo
R=ZoJn T6 qo1 >cHo[T116b2]<Sb<ZoL8FIoZd<ZoH=oTH IoLVo<S`<ZoJo'MZoWoI`n L>dZo

356 T, K: T<c<Zo L:T<d<Zo Z: T<<Zo
357 D, L, T, Z: \@`Vo K:0 >`Vo
358 Z: V`<Zo D, T, L, K: V`<o
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MT`oV=oLR`IoU`Io! =`oLHcIoJoI`oMoU`IoFcn LHcIo[D122a2][K122a2]JVoM=dIoJVowV dMoJo
[104a3]McHoJT`o0 >`VoVdn n

RcZo<Zb=ZoJT`oHdIoLXHoIn <=o<`o=dVoM`o[L112a1]LHcIoJT`o<=oS<oI`o<ZbMo[T116b3]<K cn
AIoV=oH=o1 >=oZcMZoZdn n
HcoU=oAIoV=oH=o1 >=oZcMZo<=oU`Io[D122a3][K122a3]WoM`o1 >cHoJZo;?HoJVo<R dZoJoI`n T6 qZo
1 >ZoGMZo>Ho<Sb<ZoL8FIo[104a4]LR`Io6 qoV=oLR`Io! =`Zo<K d=o[L112a2]U=oHcVo<N=oLVoM=dIoZbMo
6qo%d<ZoJoI`o; ?HoJVo[T116b4]<>`<o<d n
Hc oNM oI` o1 >=oZcMZ oZ oL6 qI o [D122a4][K122a4]JoL oMI o?H oH= on AI oV= oTK<Zo
JoZ VdL oJo'MZoWT=oUdHoJZoHc o<>HoJT` o0 >`V o6 qn <=oS<o<ZbMoJoWoMoV`<o[104a5]Jo
R=Z oJ oRcZ o [L112a3]<Zb=Z oJZ oH< oJ oZT` o1 >= oZcMZ oH= on AI o [T116b5]V= oH2F o
[D122a5][K122a5]L>dMoJo<A`ZoWo1 >o<K coHco<ZbMo! =`o=dVoM`oLHcIoJTdn n
<=oR`<oM`oLHcIoJoI`oHcoU=oRcZoJo0 >` oI=o<`o?dZo'MZoZdn n M`oLHcIoJT`o, ! oMOIoI`oLHcIo

JVowV dMoJo<K co[L112a4][104a6]LHcIoRcIoMcHoJT`o0 >`VoFcn LHcIo[D122a6][K122a6]TPTIo! =`oMo
[T116b6]V`<oJoSHoJT`o0 >`VoVdn n
HcZoIo0>`oI=o<`o?dZo'MZo<=oS<o<ZbMoJdoHcT`o1qIo*VLo;= `o=dVoLHcIoJVoMo2)LoJVo<^ +LoJoU`IoIdn n

Hc o 9KV o T2FcW o LZ o Hc o 'MZ o ;= ` o =dV o 1 qI o *VL o [L112a5]LHcI o J o M`I o [104b1]JV o Uc o
[D122b1][K122b1]M oL<^ +LZ oJV oLHcI oJ o [T117a1]M`I o RcZ oL<^ +LZ oJ oW o1 qI o*VL oLHcI o

JoM`IoJVoL<^ +LZoJVoTP TIoJoI`n [o>=oU=oL VdT`oT@b<oJo)T=ZoJZoZ VdLoHJdIo! =`oH<d=ZoJoV=o<`o

LVdT`oH I`oMZo<Q<ZoIZoT?Ho[D122b2][K122b2]JT`oWb<Zo[L112a6]=IoJTdn n
Hco[104b2]9KVo<^ +LoJoU=o[T117a2]<=oS<oHco<ZbMoWoM`Io! =`n Hco<ZbMo! =`o=dVoLHcIoJoM`IoJo

<=oS<o<RIoLH<o><o'MZo9KoLboWo<^ +LoJoU`IoIdn n

<= oS< oHc o <ZbM oM`I oJT` o Td< oM o [D122b3][K122b3]'MZ oW oI` o9ZI o<\ @cZ o;=` o LHcI oTP TI o
[L112b1]UdHoJZn Hco'MZo;= `o[T117a3]1qIo[104b3]*VLo<=oU`IoGMZo>Ho;= `o=dVo<=oU=oLHcIo
JVoMo2 )LoJVo<^ +LoM`o7qZoZdn n

NVoLXHoJoHco9KoM`IoJVoHcoH<o<`o=dVo1 qIo*VLo;= ` o[D122b4][K122b4]LHcIoJoM`IoJoL<^ +LoIo

I`n X`Io5[oMoTL DcWoLT`o<^ +Lo1 >cHo6 qoT! ^VoFcn L Vdo[L112b2][T117a4]HcT`o=dVo<R`oHco1qIo*VLoLHcIo

[104b4]JVoT2 )LoJoWo<R`oHcoLQWIoJVoT2)LoH<dZoJZoHcoWoLHcIoRcIoMcHoJo, !oMOIo6qoT<dHoJoI`o

LRHo[D122b5][K122b5]<Ho;= `o<IZoZdn n
LVdoHcT`o=dVo<R`oHco1qIo*VLoLHcIoJVoT2 )LoJoWo<R`oHco[T117a5]LQWIoJVoT2 )LoH<dZoJT`o, !oMOIo

[L112b3]I`n LbMoZd<ZoWo[104b5]1 qIo*VLoLHcIoJoRcZoJT`oO T<oSbVo! =`oLHcIoJoT@d<oJoIoL VdoH=o
HdIo[D122b6][K122b6]<A`ZoWZn HdIoWoLHcIoJVoM`oT@d<oJVn LHcIoTP TIo1 qIo*VLoJT`o=doLdo
A`Ho6qo[T117a6]LHcIoJVo<R<oH<dZoJVoMGd=oLoIn ; ?HoJVoHcoMo<k @VoIo[L112b4]LHcIoJVoM`o
T2 )Lo[104b6]>`=oLQWIoJoU`IoJVoMGd=oH<dZo[D123a1][K123a1]JT`o<IHo;= `ZoU`IoIdn n
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V1本論

第一〔本論〕は、これ（無知）によって諸々の衆生が事物が存在している通りの自
性を見ることに対して覆っている。すなわち、眩ましているがゆえに、無知である。
なぜならば、無明は事物それ自身が自性によって存在していないことに対して、自性
によって存在していると増益すること、すなわち、真のあり方である自性（U`IoWb<Zo
;= `oV=oLR`In）を見ることに対して妨げるという自性としているところのもの（<^ H`LoJT`o
LH<oA`Ho>In）が世俗である359。
この説は、世俗諦というの諦とは、いかなる世俗の知にとって〔諦を〕設定するの
かという世俗を確認したものであって、世俗という一般のものを確認したものではな
いのである。その確認の仕方もまた『入楞伽経』に、

諸々の事物が生起するのは世俗においてであるが、
勝義においては自性がないのである。
無自性に対して迷乱している知は、
真実〔を覆い隠すという〕世俗であると主張しているのである360。

というように、勝義において自性がないものに対して自性があると迷乱している知が
世俗のものであるとお説きになっている意味である。その世俗というのは世俗の語彙
（サンスクリット語の意味）では、覆うものということも意味しているので、覆い隠す
ものである。
それ〔世俗〕が何を覆い隠しているのかと問うならば、「真実〔を覆い隠すという〕
世俗であると主張する」と言っているので、真実の対象を覆い隠すので、世俗あるい
は覆い隠すものであると主張しているということである。すなわち、正しい〔世俗〕
と誤った〔世俗〕という二つのうちの正しい世俗のことを説いているのではないので
ある。
〔『入楞伽経』〕第一行目で説かれている世俗と、後半の二行で説かれている世俗の二
つを同じであると考えるべきではないのである。なぜならば、一行目は、自分自身が
〔世俗において〕諸々の事物が生じるなどと承認しているところの世俗であって、後半

359 MABh, 107.5–8（254b5）参照。
360 LA, 2.978, 131: LAt, 174b5–6: 1qIo*VLo5[oH=dZo'MZoUdHn n HdIoHMo6 qoI`oV=oLR`IoMcHn n V=o
LR`IoMcHoWo<=oIdVoIn n HcoI`o1 qIo*VLoLHcIoJoU`In n （世俗において諸々の事物が存在する。
勝義として自性がないのである。無自性に対して誤っているのならば、それは世俗諦で
ある。）
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の二行は、諸事物がそれ〔真実であるととらえる知〕にとって真実であるところの真
実執着〔という意味〕の世俗であるからである。
世俗すなわち真実執着の力によって、青などの何らかのものが、自性によって成立
しているものではないのに、それ〔自性によって成立しているもの〕として現われるよ
うに作り出された作りものが、衆生にとっては真実なものとして現われているもので
あり、それが前に説明した世間の顛倒しているその世俗にとって真実であるので、世
間の世俗の諦であると牟尼がお説きになっている。〔牟尼がお説きになった〕内容とい
うのは前のテキスト〔『入楞伽経』〕にお説きになっているものである。
三種の人の知にとって、真実なものではない分別知によって作り出されたので、作
りものとなっている事物は、その人の世俗〔の知〕にとっては真実ではないので、唯
世俗と言われる。

縁起しているものの中で、鏡像やこだまなどのいくつかのものが、〔世間におい
ても〕虚偽であるが、無明を有している者達に現われ、青等の色や心や受など
のいつかのものは真実なものとして現われる。すなわち、諸法の真実のあり方
(無自性)としての自性は無明を有している者たちには如何なる意味でも顕れる
ことはないのである。
したがって、その自性とあるものが世俗においてさえ虚偽なるものは世俗諦で
はないのである361。

とお説きになっている意味を説明するならば、「いくつかのもの」といっているのは、
ナクツォ〔翻訳師〕の翻訳では、「ある種のもの」と訳されているように理解するなら
ば、良いのである。
鏡像などは虚偽であっても、現われは虚偽なものとして顕れているのであるが、そ
れ〔虚偽なものとして顕れていること〕は、顔として現われていることとそれ〔顔〕
に関して空であることの二つが合わさった時の虚偽なるものであるので、その〔鏡像〕
が真実に関して空であるというのは顔としては真実なものではないという意味であっ
て、鏡像が自らの特質によって成立しているような真実なものではないという意味で
はないのである。
したがって、鏡像は、顔に関して空であると成立しているけれども、鏡像は、自ら
の特質によって成立しいると把握する世俗の知にとって真実なものであることに矛盾
は何も存在しないという事物ではあるので、世俗諦である。
したがって、鏡像が世俗諦でないとお説きになっているのは、名前のいみについて学

361 MABh, 107.11–17（254b6–7）.
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んだ世間の世俗の知にとって、たとえば顔の鏡像のようなものは、顔であるというこ
とは虚偽なものであるので、これに関連して世俗諦ではないということを意図なさっ
ているので、「虚偽な知覚をするものにとって世俗諦であるとお説きになっている」362
ということによって説明された世俗諦と設定しないのはどうしてであろうか。
そうではなく、世俗において真実として存在しないならば、世俗諦であることが矛
盾するというならば、自らの特質によって成立しているものは言説においてさえも存
在しないとお説きになっていることと、真実として成立していることが否定されるこ
と、真実として存在しないことを論証すること一切を言説において行われること全て
の設定と矛盾することになってしまう。
したがって、鏡像などは無思慮な世間の知によってもまた誤っていると知られる知
の対象〔であるところの鏡像など〕は世俗諦ではないのであって、唯世俗であるとい
うのは、二諦の数の確定、世間に依拠した真偽と中観派が設定するところの真偽〔の
違い〕を理解していない話であると思われる。
自性は無明を有している者全てにおいて顕れないのであるとお説きになっているこ
とについても、無明を断じていない聖者が真実を直接知覚において認識するとご主張
なさっているので、無明によって汚された知のことをさして〔お説きになっているの〕
であるが、有学の聖者の後得智と、凡夫の真実についての見解は無明とその気習によっ
て汚されているので、〔真実は〕直接知覚においては顕れないけれども、一般的に勝義
諦が顕れると主張すべきである。

それゆえ、まずは〔十二支の〕輪廻の支分に含まれるので、有染汚の無明の力
によって世俗諦が設定される363

とお説きになっているので、諸法は真実であると把握している無明は、人〔我執〕と
法我執であると知られているものは十二支〔縁起〕の〔第一支である〕無明であると
〔チャンドラキールティは〕ご主張なさっているので、所知障であるとご主張なさらな
いのである。
無明である真実執着の力によって世俗諦を設定するというのは、如何なる世俗〔の
知〕にとって真実を設定するのかという設定の仕方を示しているのであって、世俗諦
である〔ところの〕壺や布などがその真実執着によって設定されるというのではない

362 MAK, 6.23, 7: samyagdr.śām. yo vis.ayah. sa tattvam. mr.s.ādr.śām. sam. vr.tisatyam uktam; MAKt,
205b6: U=oH<oMGd=oUbWo<=oHcoHcoA`HoHcn n MGd=oLoQWIoJo1qIo*VLoLHcIoJVo<Zb=Zn n（正しい認
識の対象であるもの〔それ〕は真実（tattva）であり、虚偽の認識の対象は世俗諦である
と〔世尊が〕お説きになった）

363 MABh, 107.17–19（255a1）.
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のである。なぜならば、真実執着によって設定されたものは自説（帰謬派）によって
言説においてもあり得ないとご主張なさっているからである。
したがって、世俗諦という一部である諦は、如何なる〔世俗の〕知にとって設定さ
れる〔その〕世俗と、壺などが世俗として存在していると設定される〔２つの〕世俗
は、名称が同じであるので、意味もまた同じであると迷乱している者がたくさん顕れ
てきたように思われるので、正しく区別すべきである。
そうであるならば、これら壺などがまだ仏地を得ていない全てのプドガラの世俗〔の
知〕にとって真実であるのか。それともある種のプドガラの世俗〔の知〕にとって真
実でないことも存在するのかと問うならば、世俗諦であると設定されるところの色や
声なども、

また、有染汚の無明を断じて、諸行は鏡像などと同じようなものであるとご覧
になっている声聞、独覚、菩薩たち〔の知〕にとっては、作りものの自性であっ
て、真実ではないのである。なぜならば、〔有染汚の無明を断じた聖者たちに
とってそれらの色声などを〕真実であると思い込むことはないからである364。

とおっしゃっている意味を説明するならば、そのプドガラにとって真実ではないとい
うそのプドガラというのは、三種である。すなわち、声聞、独覚、菩薩である。
それについてもまた、声聞、独覚、菩薩であるもの全てをさして言っているのでは
ないので、限定を述べるのが、全ての有為が鏡像のように自性に関して空であるけれ
ども、それ〔有為〕として顕れると直接知覚において理解しているのが一つの限定で
ある。
それだけは第七地の菩薩以下の者や声聞、独覚の有学の聖者たちにもあるので、そ
れらを排除するために、その三種の者に対して無明を断じたとお説きになっているの
で、清浄地（第八地以上）の菩薩と、声聞と独覚の阿羅漢の二つをさしているとすべ
きである。すなわち、その三者にとって真実ではないのである。
あるものは、真実でないということがそれについても、というのは、内外の諸々の
法である。真実ではない理由は、真実であると思い込むこと、すなわち、真実である
と思い込む（wV dMoJn）ことがないからである。なぜならば、真実執着の無明が尽きてい
るからである。
したがって、内外の諸法は三種のプドガラの世俗の知にとって真実として成立して
いないと確立されているのである。
以上のように註釈しているので、彼ら〔三種の人の知〕にとって世俗諦ではないと

364 MABh, 107.19–108.3（255a1–2）.
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全く成立せずに真実ではないと論証しているときに、世俗諦ではないと論証している
と捉えることは、甚だ知の働きが粗いので、阿闍梨の真意を自分の知の汚れによって
汚して説明している誤った説である。
以上のように論証しているのもまた三種のプドガラにとって〔真実ではないと論証
しているの〕ではなく、彼らの知にとって真実ではないということが他のプドガラで
ある我々のような者において論証しているのである。
その三種のプドガラ以外の下の者達においては、倶生の真実執着（無明）があるの
で、彼らの全ての世俗〔の知〕にとって何も真実なものとして成立していないと論証
することができない。
前に説明した通りのようではなく、彼ら（三種のプドガラ）の知にとって世俗諦では
ないと論証しようとするならば、全く関係のない論証因になってしまうのである。す
なわち、彼らの知にとって基体が世俗諦であると成立しているためには、その基体は
虚偽なものであると成立する必要があるので、彼らに真実であるという思い込みがな
いということを理由として提示するのは笑うべきことである。
その〔三種のプドガラの知〕にとって、その基体は世俗諦として成立するために、そ
の主題が虚偽なものであると成立していなければならないという理由は、壺などに対
して世俗諦という時の言葉の一部である「諦」を設定するとき、知と対象の二つのう
ち、対象について諦であると設定することなく、世俗のものである真実執着にとって
のみ真実であると設定しなければならないと考えたとき、その限定を結び付けないな
らば、真実であると成立することができず、虚偽なものであると見なければならない
ということであるからである。

V2 AdIoMd=Zo;= `o'Mo<R<oGbIoMd=oMoU`IoJoLXHoJn

<A`ZoJo(AdIoMd=Zo;= `o'Mo<R<oGbIoMd=oMoU`IoJoLXHoJo)I`n Wb<ZoTH`oWoAdIoMd=Zo;= `o=dZoTPTIo
M=dIoJo<d=oTd<o[T117b1]IZoLXHoJoH=oM`oMGbIoJoGbIoMd=oMoU`IoJoR`<oUdHoJoHcoXcZoJo<Wo?co
LVo[D123a2][K123a2][L112b5]<N=oLZoHco[105a1]LXHoIn H=dZoJdoLHcIoTP TIoWo<=oS<o
H=o?dZoWoLHcIoTP TIo<A`ZoUdHoWn HcoA`HoLH<oTP TIo[T117b2]<A`ZoZbT=oLRcHoJoI`oNVoLXHo
S`IoFdn n
LHcIoTP TIoHc oT@b<oT2F cW oH=on LR` o[D123a3][K123a3]L,@ oJT` oT2F cW oJo[105a2]<A`Zo

[L112b6]:VoAdIoMd=Zo>Io! =` oMoV`<oJVoLXHoWn MoV`<oJoHcoAIoV=oH2FoL>dMo! =`ZoR=Zo
JoH=on LR` o[T117b3]L,@ oJT` oT2FcWoJVoM` o<\ @c oLT` o?dZoWoLSdHoJoGdLoJT` o1 >=oZcMZo;= `Z o
[D123a4][K123a4]R=ZoJVoLXHoHdn n
HcT`o0 >`VoAdIoMd=Zo>Io! =` o[105a3]Mo[L113a1]V`<oJoI`n LH<oMcHoJT`oHco;doIoA`HoV`<oJT`o
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M`oMGbIo0 >d<ZoH=on HcoU=oV`<oJo[T117b4]HcoMcHoJoNMoH=on HcoWZo<RIoJoNMoWoM`o1 >cHo
;= `n T<Wo[D123a5][K123a5]S VoM`oMGbIo0 >d<Zo<=oS<oH=o?dZoV=oLR`Io! =`Zo2 )Lo[L113a2]JVo
<^ HdoTHd<ZoJTdn n
Hco[105a4]9KVo1 >ZoIo?dZo;= `oLH<o5[o<^ Hdo365THd<ZoJoAdIoMd=Zo>Io! =`oMoV`<o[T117b5]JVoT@d<o
JoH=on =oH=o=oU`oLoV=o<`oMOIoA`Ho;= `Zo2 )Lo[D123a6][K123a6]JVoTP TIoJo<A`ZoT@`<o9KVo
T@d<oJo'MZoM=dIoJoLoH=oM`oMGbIoIdn n
M=dI o [L113a3]J o LT` o Wb<Z o [105a5];= `Z o I` o MP VH o T2F cW o! =` o <IZ o H2 q o J o WZ o LXH o J o

[T117b6]9KVn <=oS<oV=o+@o366GbLoJT`o*ZoZboUdHoJVoTP TIo[D123b1][K123b1]JoT@`<o9Ko
=VoTP TIoH=on LH<o<`oLo'MZo<=oS<o*ZoUdHoHcT`o367HL=oL<^ !Vo1 >VoTP TIoJoI`n T@`<o9Ko

LH<o[L113a4][105a6]<`VoTP TIoJVoT@d<oJoU`IoFco?cZoM`oMGbIo[T118a1]Idn n
<=oS<oV=o+@o368GbLoJT`o*ZoUdHo6qoTP TIoJo[D123b2][K123b2]I`o2 )LoMGZoL VdoMoL<^ !VoLoWo

U=oUdHoMdHo;==on <=oS<oKb=oLdoH=oMOIoA`HoM`oMGbIoJT`o<RIo6 q oUdHoJVoTP TIoJoI`o2)Lo
[105b1]MGZo[L113a5]LVd oMoL<^ !VoLo[T118a2]WoMcHoHdn n Hco9KVoIoMGVoTP TIoJVo9KoLoU=o

<A`ZoZdn n
[D123b3][K123b3]<W oFc o<= oS< oH= o?dZ oV= o<` oMOI oA`H o;= `Z o2 )L oJ oUdH oJV oTHdH o
JT` o0 >d<Z oWn Hc o9KVoTP TIoJ oHc o'MZoAdI oMd=Z o>Io! =` oM oV`< oJ oH= on LH<oTP TIo
[L113a6][T118a3][105b2]<A`ZoZbo@`o9KVo<^ +Lo>coIn <=oS<oH=o?dZoV=oLR`Io[D123b4]! =`Zo

[K123b4]2 )LoJoI`n HcoT<d<oJT`oV`<ZoJo'MZo;= `Zo;c<ZoJVoT! ^VoR`=on HcT`oO UoHco9KVoTP TIo
JoHcoRcIoUbWoWoT< (WoLT`oLHcIoTP TIo6 qoT2 )LoWn Hco2)LoIo[T118a4]<=oS<o[L113b1]H=o?dZo
<A`Zo[105b3]LHcIo2 )Lo5[oTP TIoJoLH<o[D123b5][K123b5]TPTIo<A`ZoZboT2 )LoLdn n
Hco'MZo2)LoIoLHcIoTP TIoHcoHco;doIoA`Ho;= `oHdIoV`<oJT`oT<WoLoM`oMGbIo0 >d<ZoZboT2 )LoJZn Mo
V`<oJVoT2)Lo>`=on HcoMoSHo[T118a5]LVo6 q oT@`<o9KoU=oM`oTPHoJVo[L113b2]<^ +Lo7qZoJZn

AdIo[D123b6][K123b6][105b4]Md=Zo>Io! =`oMoV`<oJVoT2 )LoJZoAdIoMd=Zo;= `o'Mo<R<oGbIoMd=o
MoU`IoJoT@d<oXcZoJoX`Io5[o<Wo?cTdn n
THdHo?<ZoWoZd<ZoJoAdIoMd=Zo<RIo[T118a6]'MZo;==oLHcIoTP TIo! =`o<F`oMb<oWZoT@b<oObWo

[L113b3]I`n[D124a1][K124a1]LR`oL,@oLoWZn

WbZo[105b5]WoWbZoHL=o@`oLR`Io6 qn n
<F`oMb<o1qIoWo<IZoT! ^VoFcn

RcZoJT`oT2F cWoJoWZn

365 Z: <^Ho D, K, L, T: <^Hdo
366 Z: ,@o D, K, T, L: +@o
367 Z: HT`o D, K, T, L: HcT`o
368 Z: ,@o D, K, T, L: +@o
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<F`oMb<oI`oHco'MZo@`o9KVoLHcIoJVo%d<ZoJo[T118b1]WZo[ d=Zo[D124a2][K124a2]JoA`Ho
;= `o0 >`Vn H=dZoJdoLHcIoJT`oV=o<`o=doLdVo9Z<o[L113b4]JVo<^ HdoTHd<ZoJVoVLo5[oT@b<o<d n
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Mb<oWoL% cIo[106a1]JVoU=oT! ^VoFcn <F`oMb<o<N VoLdoA`Ho;= `o0 >`Vo[D124a4][K124a4]Vdn n

RcZo<Zb=ZoJo9KVo[T118b3]LXHoIn T@b<o<doRcZoJoUIo! =`Zo<F`oMb<oLHcIoTP TIo6qo<K dIoIdn n
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HcT`o, !oMOIo[T118b4]I`o?<ZoZd<ZoIZoT@b<oJoA`Ho;= `o0 >`VoRcZoJoU`IoIdn n

HcoWoUbWoWoU`Ho6q oTd=oM`oTd=o<`o; ?HoJVo<^ Hd oTHd<Zo[L114a1]JoI`o?<Zo<M=o<A`Zo<\ @c oLT`o,! oObWo

[D124a6][K124a6]M`IoU`Ho1 >cHoU`IoJZn ?<Zo[106a3]<M=o<A`Zo;= ` oTP TIo<K=Zo<K dIoJoM`Io
[T118b5]Idn n
HcZoIo<F`oMb<o<`Zo1qIoL%<ZoJo;doIoWoRcZoZd<ZoI`n V=oLR`Io! =`Zo2 )LoJo;do[L114a2]IT`oU`Ho
6 qoTd=oM`oTd=o<^HdoLF<Zo[D124b1][K124b1]JoWoL% cIoIZo?<Zo<M=o<A`ZoT@b<oJT`o0 >`VoRcZoJTdn n
<F`oMb<o<`Zo[106a4]LF<Zo[T118b6]JT`oLHcIo2)Lo;doIo?<ZoZd<Zo;= ` oHM`<Zo'Mo<A`Zo;= ` o
I=oIZoHM`<ZoJVo<K dIoJoM`IoFcn LH<o[L114a3]TPTIo9ZIo<\ @cZo[D124b2][K124b2]<A`Zo:T`o
HM`<Zo'Mo<A`Zo;= `oHM`<ZoJo<R`o2)LoJoU`IoWn ?<ZoZd<Zo;==o<F`o[T119a1]Mb<oH=oMOb=Zo
[106a5]9MIoU`IoJZoHM`<ZoJoMOb=ZoJT`o0 >`VoVdn n
ObWoM`IoU`Ho1 >cHoHco<A`Zo;= `ZoH I=ZoJT`o[L114a4]UbWo[D124b3][K124b3]WoTHdHoJT`o'MoJo
>IoH=on M`oTHdHoJo,@Lo;= `Zo0 >d<ZoJT`o'MoJo>IoI`n[T119a2]?<ZoJoH=o<M=oLVoT! ^VoLZn
<=oS<oV=o+@o369GbLoJT`o[106a6]*ZoUdHo6 q oTP TIoJZoH I=ZoJT`oTHdHoM`oTHdHo;= ` o'MoJo>IoNMo
R`<o[D124b4][K124b4]THdHo?<Zo[L114a5]H=oRco<M=o6 qoT@d<oJoM`IoJT`o0 >`Vn ?<Zo<M=o<A`Zo
;==oT@d<o[T119a3]ObWoM`oTH ITdn n
<F`oMb<oWoL%cIoJVoU=oT! ^VoFcoRcZoJoI`n V=o<`oMOIoA`Ho[106b1];= `Zo2 )LoJVoTP TIoJT`o<F`o
Mb<oN dIo6 qoZd=o[D124b5][K124b5]LZo?<ZoZd<ZoTH IcIoJT`o[L114a6]HdIoIdn n
WbZoWoWbZoHL=oRcZoJT` oHJc oI`n HL=oJd o[T119a4]<RIoLR` oWoWbZoHL=oSbVo6 q oLR<o
JT` o% cI oMcH oJ oLR`I o6qn AdI oMd=Z o<RI oGMZ o>H o;== o<F` oMb< oW oL% cI o [106b2]IZ o
[D124b6][K124b6]T@b<o>`=on HcoH=oM`oTL DWoLVoT@b<oJT`o[L114b1]HdIoIdn n
HcZoIo<F`oMb<oL>dMoJoA`Ho;= `ZoAdIoMd=Zo[T119a5]GMZo>HoT@dMZoJVoT! ^VoLZn TH`T`o
<AcIoJdo%cIoT1 ^=oV=oLR`Io! =`Zo2 )LoJZo<K d=oLT`o<FMoA`Ho[D125a1][K125a1]Wo2qZoJVo1 >oLVo
<Zb=ZoZdn n
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H=dZ o [106b3]Jd o LHcI o TP TI oTH` o I` o T;dV o [L114b2]LT` o) o LT` o M o V`< oJV oU= o<K d= o A`H o
[T119a6]L6 qIo>boJoWZo<Zb=ZoX`=on V`<ZoJo6,<o>boJoWZo;==on

<=oU=oVb=o[D125a2][K125a2]LT`o<IZo8F cHoIn n
AdIoMd=Zo<k +Wo<6q<o<Udo>Io! =`Zn n

S`IoJVoT! ^VoVdo<=o<`oZcMZn n
<IZo[106b4]McHoHcoH<oS`Io[L114b3]M`oT! ^Vn

RcZ o LHcI o [T119b1]TPTI o! =` o HM`<Z o <FH o <= o U= o Vb= o LT` o <IZ o X`< o8F cH o In AdI o
[D125a3][K125a3]Md=ZoJT`o<k +Wo! =`ZoTPTIoJVo<Zb=ZoX`=on U=oHcoA`Ho;= `oM@b<oGd<ZoZbn

<IZoH=oL>ZoJT`oZcMZo9MIoWn n
AdIoMd=Zo[106b5]6 q<o?cIo[L114b4]>`ZoM`oT1 ^=on n[T119b2]

RcZo<Zb=ZoJZoTH`oI`oTK<ZoJT`o[D125a4][K125a4]LRcHoJoHMoJTdn n
!=oJo0 >`oMo<A`Zo;= `oMOMZo<k @dVo6 qn

<=oH<o<Sb<ZoWoZd<ZoJo'MZo;= `oV=oLR`IoHM`<Zo;==on AdIoMd=ZoJo'MZoR d=oLVoTHdHo
JoHcoH<oWo[L114b5][106b6]I`n[[T119b3]AdIoMd=ZoJoR d=oLo[D125a5][K125a5]M`oZ D`Ho
JoA`HoHdoRcZoL<KIo370JT`o0 >`Vo<Zb=ZoJo

RcZoH=on 0 >`oT2FcWoWZo;==on

H=dZoJdVoHM`<ZoJoU`IoIoI`oTHdHo?<ZoWoZd<ZoJT`oAdIoMd=ZoJoVLoT1 >MZo=cZoJVoLS Vd<o
5[oMcHoJo'MZo[D125a6][K125a6]T1 ^=o[T119b4][107a1]=don n
@`o[L114b6]9KVoRcoIn VcoR`<o<WoFcoH=dZoJdoHcoU`HoH=oMGbIoJoU`IoIoI`n HcT`oO UoHcoWo$ cZo
Zbo?<ZoJoLS Vd<oJVoH:Tdn n
>`o<K coM`oMGbIoIoI`oHcT`oOUoHcoWo;d=o; DdoLoH=oO T<oJoSoLoLSVd<oJVoH:Tdn n[D125b1][K125b1]

RcZo[107a2]<Zb=ZoX`=on[T119b5]UbWoHcoU`Ho6 q oTd=oM`oTd=o[L115a1]<=oU=oM`IoJoR`<oIT=oMo
V`<oJo<\ @coLVoT2F cWoLoWZo<Zb=ZoFcn

UbWoHc oV=o<` oMOIoA`Ho;=`Z o2 )L oJVoTP TIoJoR`<o 371, !H oWoT@b<oLR`IoJoIn U=o

IoTHdHo[D125b2][K125b2]?<Zn U=oIoRc o<M=o<\ @c oHc o[T119b6]<A`Zo[107a3]M`Io
[L115a2]IT=o<F`oMb<o<`oV`<ZoTH IoT@b<oJVo
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LRcHoWn \@ dHoT@b<oWZo;==on

HM`<ZoJoH=oI`oL>ZoJT`oZcMZn n
T<ToR`<oWoI`o<IZoJVoT! ^Vn n
<K d=oLoA`Ho[D125b3][K125b3]H=oLDWoLT`oZcMZn n
T<<ZoJoZVVo[T120a1]U=o<\ @coT! ^VoFcn n
T6qo[L115a3]XcZoMcHoJT`o[107a4]<F dMZoT@b<oLR`In n

RcZo<Zb=ZoFco0 >d<ZoTH`oWoZ VdLoHJdIoTH`o<A`ZoH=oZ=Zo,@ZoL<\ @=Zo<ZbMoTK<ZoJT`oH<d=ZoJo
[D125b4][K125b4]T2F cWoLoWo; ?HoJVoMcHo[T120a2]Hdn n
TH`T` o<IHo;= `ZoM`o%<oZd<ZoL>bo6 ,<o<`oWMoNMo[L115a4]! =`ZoM ? o=IoWZoTHTo[107a5]LVo
LXHoJoI` oH<d=ZoJo>IoU`I oWn WMoHcT` oHL=o6 q o1 >ZoJT` oAdI oMd=Zo;= ` o=dZ oTP TIo'MZo
[D125b5][K125b5];==o9Z<oMoH=oL>ZoJo[T120a3]U`IoIdn n
Hc oH<oWoL% cI oIZo=o,@WoZd<Zo;==oXcZoJVo7qZ oWn GbIoMd=oMoU`IoJT` oMoV`<oJoH=o
T@`<o[L115a5]9Ko[107a6]H=oMGVo9KoWoU=o1qIoLF<Zo372H=o9ZIo<\ @cZo<A`Zo:oXcZoJVo1>o<K c o
[D125b6][K125b6]O T<oM=ZoZboHd<ZoIZoMoL D`Zo[T120a4]Zdn n
Hc oLR`I o6q o ?dZ o'MZoLHcI o2)L o5[ o TP TI oJT` o'Mo%d< oW o<A dM oR= o?c o TL D`= oH2qV o1 >ZoIZn
<AcI oJd o<A dM oWMo [107b1]H2 q oH= o<k @dV o [L115a6]LoU=on <Sb= oTP TIo*ZoGoHHo6q o TP TIo
[D126a1][K126a1]JT`o'Mo%d<oWo<A dMoR=o?c oTL D`=o[T120a5]H2 qVo1 >ZoIZn <A dMoWMoH2 q o
H=oR=o<AcIo6 qo<k @dVoLVoLXHoJoLR`Io6qn VcoR`<oWo?dZo;= `oLH<oMcHoK DoV<Zo<A`Zo:o*V<ZoJVo
[D126a2][K126a2]%d<ZoM`o7 qZoJT`o[107b2]<6 qWo1 >o[L115b1]T<ToR`<o<`o=dVo<Zb=ZoJT`oH I=o
LT`oHdIo6 qo[T120a6]XcZoJVo1 >Tdn n

V2煩悩の独自の設定の仕方について説明する

第二〔煩悩の独自の設定の仕方について説明する〕、この〔帰謬派の〕説では、煩悩
の確認は上下のアビダルマに説かれているものと異なったある種独自のものがあるこ
とを知ることは重要であると思われるので、それを説明するならば、事物を真実なも
のであると執着する真実執着にはプドガラに対する〔真実執着〕と法に対する真実執
着の二つがあり、その同じものが二我執であるともご主張なさっていることはすでに
説明した。
その真実執着は、『入中論釈』と『四百論釈』の両方に有染汚の無明であると説明さ
れており、その無明は声聞〔の阿羅漢〕と独覚の阿羅漢によって断じられると〔説明
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されており〕、『四百論註』では「不生法忍の境地を得た菩薩によって断じられる」373と
説明されている。
したがって、有染汚の無明というのは、無我という真実の明知の逆のものである。
それについてもまた、その明知が単にないということや、それと単に別のものをさし
ているのではなく、それと逆のものであるプドガラと法が自性によって成立している
と増益する知のことである。
そうであるならば、法我であると増益するものが、有染汚の無明であると設定する
ことと、我と我所が自らの特質によって成立していると執着する二つ〔の知〕が有身
見であると設定することは、アビダルマの考え方と異なっているのである。
アビダルマの立場に立つ者の説では、『倶舎論釈』の第九章に説明しているように、
プドガラが独立自存の実有であると執着するものが有身見の我執である〔と設定〕し、
我所はプドガラという実有の支配にあると執着するものが、有身見の我所執であると
設定するのであり、全く異なっているのである。
プドガラは独立自存の実有であると執着するものは学説によって知が変えられてい
ない者にも存在しているけれども、プドガラが蘊と異なった特質の別のものとして存
在していると執着することは、学説によって知が変えられていない者には存在しない。
それゆえ、辺執（実在論）の見方にも〔一般のプドガラと学説によって知が変えられ
たプドガラの〕二つの捉え方がある。
もしプドガラと法が自相によって成立していると主張する立場において、そのよう
に捉えるものそれらは有染汚の無明と、我執の二つであるとどのように論証するので
あるかと問うならば、プドガラと法は自性によって成立しているのは、それを否定す
る諸々の正理によって否定されることになり、そのときに、その〔プドガラと法が自
相によって成立していると〕捉える知は、思念対象について迷乱している真実執着で
あると成立する。また、それが成立しているならば、プドガラと法の二つが真実とし
て成立していると執着するものは二我執であると成立するのである。
それら〔二我執〕が成立しているならば、その真実執着は真実の意味を知る明知の
対立物である逆のものであると成立するので、無明であると成立する。また、それが
尽きない間は有身見も尽きないと論証することができるので、〔二我執が〕有染汚の無
明であると成立することによって独自の煩悩の設定ができるということが非常に重要
である。
貪欲などの他の煩悩もまた真実執着という無痴から生じるということについては、

『四百論』に、

373 CŚT, 221b6参照。



付論 D『入中論釈：密意解明』訳註 157

身体には身の感覚器官〔がある〕通りに、
無痴はあらゆるものにおいて拠り所となっている374。

という註釈に

無痴はそれらのものがありのままに真実であるように理解しているからまさに
愚痴であるがゆえに、事物は真実を本質としているものであると増益して生じ
るのである。
貪欲などもまた、無痴によって遍計執された事物の自性のみに対して、愛着す
るものや愛着さないものなどという区別を増益するものとして生じるものに他
ならないので、無痴から離れることなく生じ、さらに、無痴を拠り所としてい
るものともなる。なぜならば、無痴は根本的なものであるからである375。

とお説きになっている通りに解説するならば、「生じるのである」というところまでで
無痴が真実執着であると示しているのである。
「貪欲などが無痴から離れることなく生じる」というのは、無痴と共に生じるので
あって、それと離れて生じることはないのである。
その理由は、「貪欲など」から「まさに生じるもので他ならない」という箇所までで
ある。
それにおいて、対象に対して、好しいか好ましくないかを区別して増益するという
のは、貪瞋の二つが生じる原因である非如理作意であるので、貪瞋という二つの〔対
象の〕捉え方を示しているのではないのである。
したがって、「無知によって遍計執されたもののみに対して」などと言っているは、
自性によって成立しているだけの、好ましいものや好ましくないものというものが増
益されたものを拠り所として貪と瞋という二つが生じるからであるという意味である。
無痴によって仮設された真実成立しているのみのものは、貪などの認識対象と形象
の二つのうちの認識対象を示しているのではない。なぜならば、倶生の二我執の認識
対象と形象の二つのうち、認識対象は、基体成立しているのであり、貪などもまた無
知と共に働くので、認識対象は同じであるからである。
非如理作意は、その二つによって引き出される対象に対して、望む形象を持ってい
るものと、望まないという逆の形象を持ったもの〔の二つ〕が、貪欲と瞋恚〔の知の
働き〕になるので、プドガラが独立自存の実有であると捉える〔知〕によって引き出
された、望む望まないという形象を持ったのみのものが、〔非如理作為である〕貪欲と

374 CŚ, 6.10, 66（7b2）.
375 CŚT, 112b7.
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瞋恚であると設定されるものではないので、貪欲と瞋恚の両方とも設定する仕方は同
じでないのである。
〔『四百論』の註釈に、〕「無痴を拠り所とすることにもなる、すなわち」というのは、
自相によって成立しているものであると捉える無痴を前提とすることによって、貪欲
などが引き出されるという意味である。
「身体には身の感覚器官」という比喩は、他の四根に対して、身根を別において拠り
所がないのと同様に、他の一切の煩悩もまた無痴を拠り所として生じ、それと離れる
ことなく生じるという意味である。
したがって、無痴を滅ぼしたことによって一切の煩悩を滅ぼすことになるので、そ
れ〔無痴〕の対治である縁起は自性によって成立しているものに関して空であるとい
う他ならぬ〔仏の〕説に対して尊敬すべきであるとお説きになっているのである。
事物を真実であると執着するというこの〔真実執着〕は、輪廻の根本である無明で
あると『空七十論』にお説きになっている。『六十頌如理論』にもまた、

なんらかの拠り所を得るならば、
ずる賢い毒蛇〔のような〕煩悩によって、
捉えられることになってしまうのであるけれども、
ある人の心になんらかの拠り所がない場合には、捉えられることはない376。

と真実執着の認識対象のいずれであっても、拠り所を得るならば、煩悩の蛇によって
捉えることになるとお説きになっており、また同書のその直後に、

拠り所を伴っている凡夫において、煩悩という大きな毒がなぜ生じないのであ
ろうか377。

とお説きになっているので、これは、聖者の最上のご主張である。
後半の二行の偈の導入の言葉において、

色などの自性を認識しても、諸々の煩悩を断じたいというそれらの者たちにお
いては、煩悩を断じることはありえないと示すためにお説きになった378。

というのと、後の註釈にもまた、

事物を知覚しているものであるならば、貪欲などの決して退けることができな

376 YS. , 16(22a6).
377 YS. , 16(22a7).
378 YS. V, 90–91（28a5–6）.
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い巨大な煩悩が生じるのである。どのようにかというのならば、まずは、もし
その事物は意と共通であるならば、そのときに、それに従う貪欲を排除するこ
とが困難である。
もし共通でないならば、そのときに、それに対する瞋恚と怒りが生じることを
退けることが困難である379。

とお説きになっており、その対象が好ましい好ましくないのいずれでもないものにお
いても、無明が生じると註釈に説かれている。すなわち、その対象が自相によって成
立していると捉えるというようなものが心に生じているときに、貪欲か怒りかが生じ
る。その二つでなくても無痴の同類のものが生じるのであるとご主張なさっており、
『入菩提行論』にも、

認識対象を有している心は、
何らかのものに対して拠り所としている場合、
空性を離れた心が、一度消滅しても再生することになる。
無想定〔が生じてくるのと〕と同様である380。

と説かれている。すなわち、この主張についてこの二人の阿闍梨〔チャンドラキール
ティとシャーンティデーヴァ〕とブッダパーリタの三人は、聖者の真意を註釈するこ
とについて違いはないのである。
この本質的な内容によって、四諦十六行相の道だけで涅槃すると説明しているのは
別の意図があり、その〔四諦十六行相の〕道に関連した煩悩の確認というのもまた別
の意味があるのである。
それらによって傲慢などもまた理解できる。また、〔帰謬派〕独自の無明や有身見、
偏見についてもまた遍計と倶生の両方を知るべきである。言葉が多くなるので、ここ
に書かなかった。
それと同様に、諸法が真実として成立していると把握する妄分別には修所断である
大中〔小〕の九つがあるとして、対治である九つの修道と関連させるというのもまた、
所取と能取が別の実体であると捉える妄分別知を大中〔小〕の九つの修所断として、九
つの修道と所断と対治として関連させて説明しているのと同様に、最初に法無我が微
細なものと粗大なものの両方を完全に理解することができないある種の所化に対して
お説きになった未了義であると知るべきである。

379 原文そのままではない。YS. 91(28a7)参照。
380 BCA, 9.48–49, 209.6–12 : sālambanena cittena sthātavyam. yatra tatra vā|| vinā śūnyatayā

cittam. baddhamutpadyate punah. | yathāsam. jñisamāpattau; BCAt, 32b4.
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U2 1qIo*VLoNMoHco<=oS<o<ZbMoWo<N=oLoH=oM`o<N=oLT`oObWn

<A`ZoJo(1qIo*VLoNMoHco<=oS<o<ZbMoWo<N=oLoH=oM`o<N=oLT`oObWo)I`nH=dZoJdoTH`oH<o;==o1 >`Zo
Jo'MZoWoI`oV=oLR`IoMcHoLR`Io6q oHcVo<N=oLZoZ ]oLVo1 >cHoWn HcoH<o[D126a3][K126a3]WZo

<RIoNVoLXHoJT`o<=oS<o<ZbMoWoI`n L>dZo[L115b2][107b3]MVo! ^VoLT`oH=dZoJdT`o% cIo
[T120b1]>`=oTLDcWoLVoT1 ^=oLoA`Ho;= `ZoI`o1qIo*VLoNMo6qoT! ^Vo! =`oLHcIoJVoM`oT! ^VoVdn n
HcoU=oXcZo<^ H`Lo;= ` oMOIo[D126a4][K126a4]A`Ho>Io! =` oAdIoMd=Zo>IoMoU`IoJT`oMoV`<oJoNMo
1qIo5[o\@ dHoJT`o0 >`Vn MoV`<oJoH=oHcT`o[L115b3]L<o?<Zo[107b4];= `Zo[T120b2]LZVHoJT`o<N=o
LoH=oL>ZoJT`o\@ dHoUbWo>Io! =`o$ cZoGdLoWo<IZoJT`oTK<ZoJo'MZo[D126a5][K126a5]Wo<N=o<`
nTK<ZoJo<N=oLoMcHoJT`o\@ dHoUbWoM=ToLoMAMo<R<oWo<IZoJo'MZoWoI`o<N=oLoM`IoIdn n
TdoIoWb<ZoTH`Zo[T120b3]XcZo<^ H`Lo[L115b4][107b5]<=oWo1 >cHo>coIn T@b<oT2F cWoWZn

HcoWoMoV`<oJT`o[D126a6][K126a6]L<o?<ZoI`oXcZo1 >oUd=ZoZbo<>dHoJT`o<c<ZoZbo! ^Vo
LoU`IoWn THdHo?<ZoWoZd<ZoJT` oL<o?<ZoUdHoJoI` oWbZoH=o=<oH<o<` oT@b<o
JoHc o9K oLbT` o, ! o[T120b4]U=oU`IoFcn MoV`<o[107b6]JoH=o[L115b5]THdHo?<ZoWo

[D126b1][K126b1]Zd<ZoJT`oL<o?<ZoHcoU=o'MoJoGMZo>HoM; ?cIoJoH=on Z=Zo,@Zo
;doIoWo9M d<oJVoT! ^Vo! =`n <RIoH<oWoI`oMoU`IoIdn n

RcZo<Zb=ZoJo9KVoFcn WbZoH=o=<o<`o[T120b5]T@b<oJoI`oH2FoL>dMoJoWo[D126b2][K126b2]UdHo
[108a1]Jo\H cTbo9KVoM?d=o[L115b6]LoH=on <RIoWo[=ZoMdoRcZoScVoLT`oWbZo=<o<`o<IZo=IoWcIo
<K dIoJZoL:<o;==oMoWd<oJo9KoLboU`IoIdn n
U=oRcZoJZo?<ZoZd<Zo;= `oL<o?<ZoXcZo[T120b6]1 >o<>dHoJT`o[D126b3][K126b3]<c<ZoZbo
U=o[108a2]L<KIoJZn AdIoMd=ZoJT`oL<o?<Zo[L116a1]'MZoXcZo<^ H`LoU`IoFcn HcT`oTL DZoLbo
<A`Zo<N=oT< (WoJT`o?oGMZo>Ho;==oHcVoL<M YTdn n

AdIoMd=Zo;= ` oZoLdIoWoL<o?<ZoZboLR<oJo[D126b4][K126b4][T120a1]<>`<o 381H=onAdIo
Md=Zo;= `oZoLdIoM`IoJT`oL<o?<Zo<A`Zo[L116a2][108a3]WZoXcZo<^ H`Lo5[oT@d<oJoI`o0 >`oMo<K cn AdIo
Md=Zo;= ` oZoLdIoGMZo>HoSHoJZoLHcIoTP TIoM` o<\ @c oU=on L<o?<Zo;= `ZoLZ VHoJZo<N=oUbWo
[D126b5][K126b5][T121a2]WoT< (WoLT`oLVdo<\ @cHoJTdn n
Z=ZoM o,@ZoJT` oTK<ZoJ o'MZo;= `Z oI` oXcZ o [L116a3]<^ H`L o;= ` o M oV`< o [108a4]JoM oR=Zo
JZn $ cZoGdLo;= ` o<N=oL>Zo;= ` o% d<oJoH=on MAMo<R<o5[ o<N=oMcHo6q oT!̂VoLT`oVcZoT@d<o
[D126b6][K126b6]UdHoWn Z=Zo[T121a3],@Zo'MZo;= `ZoI`o?dZoGMZo>Ho;= `oHdIoHMoJoH=o1 qIo
*VLoJT`o'MoJoM=dIoJVoFcoM=dIo[L116a4]6 qo! ^VoJVo*V<ZoJVo[108a5]FcoMoWbZoJVn1 >=o?bLoJo<K co

381 T, Z: >`<o D, k, L: <>`<o
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% d<ZoJT`o0 >`VoZcMZoH=oZcMZo1 ^=o[D127a1][K127a1]<`o'Mo% d<o<`o, !oLoGMZo>Ho[T121a4]<FIo

Wd<oJZn MAMo<R<oH=o$ cZoGdLo;= `o<N=oLT`o% d<oJoUdHoMcHoVcZoT@d<oJoMcHoHdn n
<FIoRcZo[L116a5]JT`oO T<o<`ZoTK<ZoJo[108a6]<RIoWo[D127a2][K127a2]MAMo<R<o5[o
Wd<oJoI`oVcZoT<ToLVo<K dIoWn HcT`o0 >`VoMAMo$ cZo[T121a5]VcZoT@d<oJoUdHoHdn n
HcZoIoXcZo<^ H`Lo;= `oMoV`<oJo\@ dHoJT`o0 >`Vn RcZoJoI`o<N=oLoUdHoJT`o, !oMOIoM`Io! =`n MAMo$ cZoZbo

[D127a3][K127a3][L116a6]<N=oLoUdHoMcHoVcZo[108b1]@d<o5[oT1 ^=oLT`o<^ +Lo1 >cHoHdn n

ZcMZoH=oZcMZo1 ^=o<`o, !oLoI`o'Mo[T121a6]%d<oWoLRcHoJoU`IoFcn O T<o<ZWoWZn

'MoJVo% d<oJoI`oZcMZo;= `o, !oLoU`IoIoHcoH=oL DWoLT`o0 >`Vn Hco[D127a4][K127a4];doIoA`Ho

HcoI`o'MoJVo%d<oJo[L116b1]McHoLoU`IoIdn n
@`o<?Ho6qoMHdoWZn[[108b2]HdIoHMoJT`oLHcIoJo<=oRcoIn <=oWo[T121b1]ZcMZo;= `o, !oLo

U=oMcHoIn U`o<co'MZo9Ko<R dZo;==o>`oH<dZoRcZo<Zb=ZoZdn n

RcZo[D127a5][K127a5]LXHoHdn n

U2唯世俗が三〔種の〕プドガラにとって顕れるか顕れないかのあり方
について

第二〔唯世俗が三〔種の〕プドガラにとって顕れるか顕れないかのあり方について〕
は、これらの事物もまた凡夫にとっては無自性でありながら、それ〔自性があるもの〕
として顕れるので、〔凡夫たちを〕欺くのであるけれども、それら以外、前に説明した
三種のプドガラにとっては、作りものである事物は縁起しているがゆえにそれは唯世
俗となるのであって、真実なものとならないのである。
それについても、所知障を特質としているところの不染汚の無明が普遍的に働いて
いるので、無明とその習気によって汚された顕れを有するところの対象を見ている後
得智に住している聖者たちには〔唯世俗が〕顕れるのであるけれども、顕れがない対
象を有している三昧に入っている聖者たちには〔唯世俗が〕顕れないのである。
それならば、この〔帰謬派の〕説では、所知障は何をさしているのかというならば、

『入中論釈』に、

そのうち、無明の習気は所知を確定することに対して妨げとなっているもので
あり、貪欲などの習気があるということは体や言葉などが生じてくる原因でも
ある。すなわち、無明と貪欲などの習気というのもまた一切智者と仏のみにお
いて退けられるものとなるのであって、他の者達（声聞、独覚、菩薩）におい
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ては退けられないのである382。

と説かれている通りである。すなわち、体と言葉が生じてくるものは阿羅漢に存在し
ている。〔それは、〕猿のように跳びはねたり、他のプドガラに愚かの者と言ったりす
るような体と言葉の罪を釈尊が否定されても、それは無くならないのと同様である。
「また」ということによって貪欲などの習気は所知を確定する妨げであるとしても示
されているので、煩悩の諸々の習気は所知障である。すなわち、その結果である二つ
の顕れという迷乱している部分全てもまたそれ〔所知障〕に含まれるのである。
煩悩の種子を習気として設定したものと煩悩の種子でない習気の二つがあるうち、
所知障であると設定するものは後者である。なぜならば、煩悩を生じさせる全ての種
子が尽きたことによって真実執着が生じることはないけれども、習気によって汚され
ているので、顕れている対象について迷乱している知を生じさせるのである。
悟っていない諸々の聖者は、所知障の無明をまだ断じていないので、顕れを有する
後得智の分別と、三昧に入ったときに顕れがなくなる知は交互に起こって来ることが
あるけれども、諸々の仏は、全ての法の勝義のあり方と世俗のあり方を明らかに、す
なわち、目の当たりになったものとして、すなわち、完全なものとして、すなわち、残
すことなく悟り、すなわち、認識しているので、心と心所の妄分別の全ての動きが完
全に退けられているので、三昧に入っている状況と顕れのある後得智の分別のあるな
しが交互に起こることはないのである。
「完全に」という言葉によって他の聖者において三昧に入ったときに退けられるとい
うことが一時的なものであると示している。したがって、三昧智と後得智が交互に起
こるのである。
したがって、「所知障の無明が働いているから」というのは、顕れがあるということ
の理由ではなく、三昧に入った状況と後得智において顕れがあるかないかが交互に生
じるということに対する論証因である。
心と心所の動きというのは妄分別をさしているとご主張なさっているのである。す
なわち、『プラサンナパダー』に、

妄分別は心の働きであるが、それと離れているので、真実義というのは妄分別
がない〔という〕ことである。
以下のように経典に〔説かれている通りである。〕勝義諦とは何かと問うのなら
ば、そこ〔勝義諦〕において心の動きさえないならば、諸々の文字については
更に言うまでもないのである383。

382 MABh, 393.17–394.3（342b6）.
383 PSPD, 374.1–2: vikalpaś cittapracārah. tadrahitatvāt tattattvam. nirvikalpam. // yathoktam.
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と説明されている。

U3 Zdo<\@coH=oTK<ZoJoWo9KdZoFcoHdIoHMoJoH=o1 qIo*VLo5[oT!̂VoObWn

<ZbMoJo(Zdo<\ @coH=oTK<ZoJoWo9K dZoFcoHdIoHMoJoH=o1qIo*VLo5[oT!̂VoObWo)I`n

HcoWoZdoZdT`o<\ @c oLdo'MZo;= ` oHdIoHMoJo[L116b2]<=oU`IoJoHcoA`Hn384TK<ZoJo<N=oLoH=o
L>Zo[108b3]JT`o\@ dHoUbWo>Io[T121b2]'MZo;= `o1 qIo*VLoNMoU`IoWn HcT`oV=oLR`Io<K d=o
LoA`Ho<=oU`IoJo[D127a6][K127a6]HcoI`oHco'MZo;= `oHdIoHMoJTdn n

RcZo<Zb=ZoJT` oN oMT` oHdIoI`n Zd o<\ @cZ oHdIoHMoJVo[L116b3]2 )L oJVoLSb=oLT` oLbMoZd<Zo
HcoA`Hn NVoLXHoJT`oTK<ZoJo[T121b3][108b4]<ZbMoMAMo<R<oWZoW=ZoJT`o$cZoGdLo
[D127b1][K127b1]<N=oLo>Io'MZo;=` o1qIo*VLoNMoU`IoJVoL<KIoJZn Hco'MZo;= ` o=dVoLHcIo
JoNMo<>dHo;=` o1qIo*VLoLHcIoJo[L116b4]U`IoJoM`o<>dHo>`=on Zdo<\ @cZoLbMoZd<ZoWoHdIoHMo6 q o
[T121b4]2)LoJVoTP TIoJT`oRcIo[108b5]UbWo[D127b2][K127b2]TK<ZoJoWo1qIo*VLo5[oT! ^Vo
LVo<K dIoJoM`IoFcoHcoM`oZD`HoJT`o0 >`VoVdn n
<8q=o0 >` oMT`oHdIoI`o%cIoTL DcWo1 qIo*VLoJT`oV=oLR`Io?dZoA`Ho[L116b5]TK<ZoJo'MZo;= ` oHdIo
HMoJVo<K dIoJZoLbMoJo[T121b5]WoZd<ZoJT`o<R`o[D127b3][K127b3]<>`<oA`Hn Zd o<\ @c oWo
[108b6]9K dZoIZo1 qIo*VLoH=on TK<ZoJoWo9K dZoIZoHdIoHMoMdn n RcZo<8q=oWZo0 >`Io>`oWd<o
5[ oLS Vd<o<K c o<l H oLoI`n L Vd o<=o<`o=dVo1 qIo*VLoLHcIoJVo[L116b6]Zd=oLoHcT` o=dVoLHcIoJo;c<Zo
[D127b4][K127b4][T121b6]H<dZoJoMoXcZoJT`o<FMoMdn n

Z=Zo,@Zo'MZo;= ` oHdIo[109a1]HMoJoI`oV=oLR`IoA`HoU`IoR`=on HcoU=oZ ]oLoMcHoJoA`Ho

;= `ZoHdIoHMoJT`oLHcIoJoU`IoWn HcoI`oHco'MZo;= `ZoZdoZdoV=o<`ZoV`<o[L117a1]JVo1 >oLo
[D127b5][K127b5]U`IoIdn n

RcZo[T122a1]<Zb=ZoZdn n
V=oLR`IoA`HoU`IoR`=oRcZoJT` oA`Ho;= ` o[109a2]<^ H oI` o=cZo<Sb=oU`IoWn HcZo<=o<>dHoJo
I` oTK<ZoJo<RIo'MZo;= ` oHdI oHMoLHcI oJoI` oMAMo<R<o5[ o<N=oMcH o[L117a2];= ` oV=oLR`I o
H=on[D127b6][K127b6]$ cZoGdLo5[o[T122a2]<N=oL>Zo;= ` oV=oLR`Io6 q oT@d<oJo9KoLbT`oVcZoT@d<o
M`IoJVn 6qZo%<o5[oV=oLR`IoWo[109a3]MAMoJVoLR<oJT`o?dZoA`HoU`IoRcZoJTdn n
HcoU=oRcZoZd<Zo;= `oHdIoI`oHdIoHMoLHcIoJT`oLHcIoJo[D128a1][K128a1][L117a3]HcoLHcIo2 )Lo
MoU`IoJVo[T122a3]L<KIoJVoLRcHoIZn Hco;doIoA`Ho<S`<ZoJT`o=dVoZ ]oLoMcHoJVo<IZoJoLHcIo

sūtre / paramārthasatyam. katamat / yatra jñānasyāpy apracārah. kah. punar vādo ’ks.arān. ām iti
/ PSPDt, 120a3–4.

384 Z: HcoA`HoHdo D, K, L, T: HcoA`Ho
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JT`oHdIo6 qoLXHoHdn n

U3凡夫と聖者によって勝義と世俗になる仕方

第三、〔凡夫と聖者によって勝義と世俗になる仕方〕は、

それについて、凡夫たちにとっての勝義であるものそれ自体が、顕れを伴うも
のを活動対象としている聖者たちにとっての唯世俗であり、それの自性が空で
あることがそれら〔諸々の聖者にとって〕の勝義のものである385。

とお説きなっている前半の意味は、凡夫が勝義のものとして成立しているものである
と把握している壺などそれは、前に説明した三昧から出た後の後得智の顕れを有する
三種の聖者たちにとっての唯世俗であることを示しているので、彼ら〔後得智の顕れ
を有している聖者たち〕にとって真実であること全てを否定しているのであって、世
俗諦であることを否定しているのではないのである。凡夫が壺などを勝義において成
立していると把握する時のその思念対象が聖者にとって世俗となると示しているので
はないのである。なぜならば、それ〔勝義において成立しているもの〕は存在し得な
いものであるからである。
テキストの後半部分の意味は、縁起している世俗のものの自性であるところの法性
が聖者たちにとっての勝義のものであると示しているので、壺などの同じ一つの対象
が凡夫にとっては世俗であり、聖者にとっては勝義であるとテキストの真意を逆転し
て語る者は、世俗諦になるところのその意識にとって真実であることを否定しなけれ
ばならないということを知らないという話である。

諸々の仏の勝義のものというのは自性のみである。それはまた、〔人〕を欺くこ
とがないがゆえに勝義諦であり、それは彼らがそれぞれ自内証すべきものであ
るとおっしゃっている386。

とおっしゃっている。
「自性のみであり」と説かれている「のみ」という言葉は限定詞である。その〔限定
詞〕によって否定されるのは、〔仏ではない〕他の聖者たちが〔認識する〕勝義諦とは、
三昧においては顕れがないという自性〔を持つものとして設定され〕、後得智において
は顕れを有しているという自性〔を持つもの〕であると設定される。〔仏が認識する勝
義諦は〕このような交互的なものではなく、常に自性（＝空性）に等持している法性

385 MABh, 108.13–16（255a5）.
386 MABh, 108.16–19（ 255a5–6）.
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であると言っているのである
「それについてもまた」というなどの意味は、勝義諦という時のその諦というのは、
真実として成立しているものではないと示しているとご主張なさり、真実をご覧に
なっている〔仏の〕智にとって決して欺くことがないということに決まっていること
が真実の意味であると説明しているのである。

T2 HdIoHMoJT`oLHcIoJoLXHoJn

<A`Zo[109a4]JoWo<A`Zn U1 )oLT`oO T<oHdIoLXHo[D128a2][K128a2]JoH=on U2 Hco
Wo)VHoJoR=oLTdn n

T2勝義諦を説明すること

第二〔勝義諦を説明すること〕に二つ〔がある〕。U1偈の言葉と内容について説明
することと、U2それに対する論難を退けることである。

U1 )oLT`oO T<oHdIoLXHoJn

H=oJdoI`n

Hco387I`oHdIoHMo[L117a4]JT`oLHcIo[T122a4]JoL<KIoJVoTHdHoJZn HdIoHMoLHcIoJo
HcoI`o<^ HZoL$dHo6 qoMcHoJT`o0 >`VoH=on <^ HoHcT`o$cZoZboTL D=o388LT`oXcZoJT`oUbWoMoU`IoJoA`Ho
[D128a3][K128a3];=`o[109a5]0 >`Vn H=dZoZboL<KIoJVoM`o7 qZoJZoAIoTHdHoJo'MZoWo
HcT`oV=oLR`Io[L117a5][T122a5]<ZWoLVo1 >oLT`o0 >`Vo6 qoZdo<\ @coV=o<`ZoM ?d=oLT`oHJcoLXHoJn

RcZo<Zb=ZoJT`oXcZoL$ dHo;= ` oUbWoM`IoJT`oHdIoI` oH=dZo[D128a4][K128a4]ZboL<KIoJVoM` o7 qZo
JZoRcZo<Zb=Zo[109a6]Jo9KVoFcn HcoU=oI<oO VT`oT! ^VoWZoM=dIoZbMo[T122a6]6 q oL<KIoJVo
[L117a6]M`o7 qZoRcZoT1 ^=oLTdn n
HcT`oHdIoI`oHco;doIoA`Ho;= `oHdIo<RIoWZoXcZoJVo1 >oLoM`IoJVo<Zb=ZoJT`o[D128a5][K128a5]T2F cWo
JoO T<o<ZWoWZn

@`o9KVoVLoV`Lo>IoH<o<`Zo<\ HoXHoWo[109b1]Zd<ZoJT`o=doLdo0 >`Io>`oWd<oJo[T122b1]MGd=oLo
In VLoV`Lo[L117b1]McHoJZoL<KIo6qoS`Io;==on VLoV`LoMcHoJo9KVo<\ HoXHoWoZd<ZoJo
V=o<`o=doLdoMo[D128a6][K128a6]MGd=oLT`oObWo! =`Zn % d<ZoJVo1 >oLo@`o9KVo<IZoJoLR`Io

387 D, K, T, Z: Hco L:Ho
388 Z: TL Dc=o D, K, L, T: TLD=o
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%d<ZoJVoM`o7qZo;= `n

RcZoVLoV`Lo>IoWoVLo[109b2]V`LoMcHo[T122b2]JZo<\HoXHoMcHoHdoRcZo[L117b2]L<KIo;==on VLo
V`LoMcHoJZoMGd=oLoTH IoLT`o<\ HoXHoMcHo[D128b1][K128b1]JoM`o% d<ZoJVo<Zb=ZoJZn AIoJo
JdZoHco9KVoMo%d<Zo;==o<\ HoXHoMcHoJoM`o%d<ZoJoM`IoIdn n
HcoHJcVo1 >ZoIZoHco;doIoA`HoL<KIoJoIo[T122b3]Mo[109b3]V`<oJT`oVLo[L117b3]V`Lo;= `oLZ VHo
JoH=oL DWoLZoMGd=oLoTH I oLo[D128b2][K128b2]R`<o 389M`o% d<Zo;==on \@ `VoHc o;d oIoA`HoM`o
%d<ZoJoM`IoJVoLRcHoJZoIn HdIoHMoLHcIoJoI`oSLoMdT`oHdIo>Io! =` o=cZoHdIo! =` oWb=oH=on Hco
9KVo<K dIoJT`o=<o<`Zo[T122b4]L$dHoM`o7qZoJoH=on HcT` o[109b4][L117b4]$ cZoZboTL D=oLT`o
[D128b3][K128b3]L VdZo;==o% d<ZoM`o7 qZoJoM`IoFcn Hco;doIoA`Ho;= `oHdIoXcZoL$ dHo;= `oUbWoM`IoJVo
<Zb=ZoJoGMZo>HoWoU=oHcoLR`Io6qoXcZoJVo1 >Tdn n

M`<oVLoV`Lo;= `ZoLZVHoJT`oMGboU`ZoVLo[T122b5]V`Lo>Io! =`ZoV=o<`o[D128b4][K128b4]W<o
<`oLZco[L117b5]VboWoZd<Zo[109b5]JT`oLSToL5[=o<`o<N dHo;= `oI=o6 qn <\ HoXHoH=oWoZd<Zo
JZo<k H=oMoWoZd<ZoJoMGd=oLoIn <\ HoXHoH=o<k H=oMoZd<ZoU`IoJVo=doLdoWd<oJo<=oR`<o'Mo
JVoL%<ZoJoIn Hco[D128b5][K128b5][T122b6]LZWoLVoTHdHoIZo<N dHoHcoWoU=oH=o
U=o[L117b6]6 qoL<^HcoLS Vd<o1 >cHoJT`o[109b6]OU<ZoGdLoJVoV`<o<K cn M`<oH<oJT`oVLoV`Lo
McHoJZoHcT`o<Io6 q o0 >`IoIZn <\ HoXHoZd<ZoHcoH<oA`Ho;=` oLH<oA`Ho<R`o<=o6q oMGd=oLoHcVo
[D128b6][K128b6]M`<o<FHo[T123a1];==o<\ HoXHo;= ` o'MoJoHcoH<oMoHM`<ZoX`=on <\ Ho
XHoHcT`o%cIo>Io[L118a1]Fco; ?HoJVo! =`o?dZo<=o[110a1]U=o%d<oJVoM`o1 >cHoHdn n
U= o<= o<` oO U o VL oV`L o>I o! =`Z oVL oV`L oMcH oJ oWn <\ H oXH oMGd= o=d o RcZ oV= o<` o
[D129a1][K129a1]LZMo[T123a2]Jo<K dIoJVo1 >cHoJoHcT`oO Un VLoV`Lo>Io! =` o'Mo% d<o
LZWoLVoTHdHoJZoHcT`o[L118a2]=dVo1 >ZoIZn TH`oIo390<\ Ho[110a2]XHoMcHoHdoRcZoH<<o
Jo9Z ZVo1 >cHoJT`oO T<o<lHoMdHo;==on <l HoLoJdoTH`o[D129a2][K129a2]Wo<\HoXHoWo<? YVoJoTHcLZo

JoMcHoHdn n
VLoV`Lo[T123a3]>Io! =`ZoMGd=oLT`o<\HoXHo;= `oHco;doIoA`HoI`n VLoV`LoMcHoJZoMGd=oLoHco
U`Io! =`n[[L118a3]VLoV`Lo>Io! =`ZoMGd=oLoHcoM`IoIdn n

HJco[110a3]<A`ZoJdoHcoLR`Io6qoHdIo! =`o[D129a3][K129a3]<?LZoTH`VoXcZoJVo! =`ZoX`<o XcZo
JVo1 >cHoObWoI`n MoV`<o[T123a4]JT`oVLoV`Lo;=`Zo<IdHoJo1 >ZoJo<K coLVdoLZVHoJZoHco;doIoA`HoMoMGd=o
Lo'MZo;= `Zn Kb=o[L118a4]JdoH=o;MZoH=o<\ @coM?cHoWoZd<ZoJT`o[D129a4][K129a4]V=o<`o=do
LdoHM`<Zo[110a4]JoI`n Kb=oZd<ZoHcoH<o<`o=doLdo1qIo*VLoJo<KcoVLoV`Lo>Io! =`Zo<\ Ho[T123a5]XHo
HM`<ZoJo9KoLbTdn n

389 D, K, L: R`<o T, Z: >`<o
390 D, Z: I`o K, T, L: Io
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Kb=oLdoWoZd<ZoJoHcoA`HoMoMGd=oLZoHM`<ZoJoHcoH<oA`Hn MoV`<o[L118a5]JT`oL<o?<Zo
[D129a5][K129a5]XcZo<^ H`LoH=oL DWoLT`oZ=Zo,@Zo'MZo;= `Zn VLo[110a5]V`Lo>IoMoU`IoJT`o
M`<o<`Zo<\ HoXHoMoMGd=o[T123a6]LT`oObWo6qn Kb=oZd<Zo;= `oV=oLR`Io<=o6qo<S`<ZoJT`oUbWoHcoI`o
Z=Zo,@ZoHco'MZo;= `oHdIoHMo[D129a6][K129a6]JT`o[L118a6]LHcIoJTdn n

U1偈の言葉と内容について説明すること [109a3]

第一〔偈の言葉と内容について説明することは〕、

それは、勝義諦を示そうと望む者が、勝義諦それは言葉によって述べられるこ
とができない。また、その言葉にしたがって〔生じる〕知の対象ではないから、
直接に示すことができないので、聴聞することを望んでいる者たちにその〔勝
義諦の〕自性を明らかにするために、凡夫自身が経験しているような例えで説
明をする391。

とお説きになっている知と述べるものの対象ではないということの意味は、直接に
示すことができないとお説きになっている通りである。すなわち、それ (知と述べるも
のの対象ではない)についてもナクツォ翻訳師の翻訳に、「直接知覚されるものとして
示すことができない」と出ている。
その意味は真実義の意味を「他のものから知ることができるものではない」とお説
きになっている箇所の註釈は、『プラサンナパダー』に、

ティミラ眼病を持つものたちが毛髪などの顛倒した存在が見えるとき、眼病に
かかっていない者が〔毛髪などは顛倒した存在であると〕説いて示したとして
も、〔眼病を持つ者が、〕眼病にかかっていない者のように毛髪などはそのもの
自体が見えないという仕方で理解すべきものを存在している通りに理解できな
い392。

と眼病者に対して眼病にかかっていない者が毛髪がないと説いて示しても、眼病に
かかっていない者が見ているのと同じ毛髪がないということを理解することができな
いとお説きになっているので、聞く者はそのような〔もの自体が見えないという〕仕
方では理解できなくても毛髪がないということが理解できないわけではないのである。

391 原文そのものではない。MABh, 109.1–5（255a6）.
392 PSPD, 392 : taimirikai[kai]kakeśavad andhabadhirādi rūpaśabdādivat kun.

ādivyavahitaghat.ādivat siddhadevapiśācādiśarı̄ravad vis.ayāntaravyāpr.tasya vis.ayāntaravan
na gr.hyanta iti cet // ; PSPDt, 119b5.
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それを例えとして、真実義が示されたときに、無明という眼病に汚されていない者
が見ている通りのようなものを理解することができないけれども、一般的〔限定なし
に〕真実義が理解できないというわけではないとお考えなっているので、勝義諦は深
甚なる意味を持つ了義の経典とその〔了義の経典の〕通りに示す言葉によって述べる
ことができないわけではない。また、それにしたがって生じる知によっても理解でき
ないわけではないのである。すなわち、真実義の意味を知と述べる言葉の対象ではな
いとお説きになっている全ての場合においてもその通りに理解すべきである。

眼病に侵された目の力によって眼病者が自分の手にある角などでできた食器の
中に、髪毛などによってミツバチなどを見たときに、髪毛とミツバチなどであ
るという顚倒した存在を分別したときに、それ〔顚倒した存在〕を取り除こう
と望んで、その器において繰り返し混じったものを取り除こうとして苦労して
いるのを見て、健全な眼の病にかかっていない者がその〔眼病者〕の元に行き、
毛髪などがそれらのそれ自体として何らかの基体に見えているその対象に目を
向けても、それらの毛髪の姿は知覚されない。また、その毛髪を拠り所として
いるもの、すなわち、〔毛髪にある〕属性も分別することができないのである。
また、眼病者が眼病のない者に対して、毛髪が見えると自らの考えを示したと
きに、眼病にかかっている者の妄分別を取り除こうと望む者が、その人を対象
として、ここには毛髪がないのであると熱心に否定の言葉を主張するけれども、
その主張する者自身は髪毛に対して損減することはないのである。
眼病者が見ている毛髪の真実義というのは、眼病のない者が見ているもので
あって、眼病者が見ているものではないのである393。

その二つの例の通りに実際の〔意味を〕この箇所で知るべきである。どのように理
解したらいいのかというと、無明という眼病によって侵されている者、すなわち、知
が汚されているので、真実義が見えていない者たちが、蘊界処などのそれ自体を知覚
しているのは、それら蘊などの世俗のあり方〔を認識しているのである〕394。すなわ
ち、眼病者によって毛髪を認識しているのようなものである。
蘊などの真実が見えていない者によって認識されているところの〔蘊などと〕同じ
ものは、無明の習気である所知障から離れた仏たちが眼病にかかっていない目によっ
て毛髪を見ないという仕方で、蘊など395の自性をご覧になっている〔知の〕対象はそ

393 『入中論釈』の言葉そのままではないが、ほぼ同じ内容である。MABh,109.10–110.5
（255b1–255b4）.

394 MABh, 110.5–8（255b4）参照。
395 MABh, 110.8–11（255b7）参照。
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の仏たちの勝義諦である。

U2 HcoWo)VHoJoR=oLn

<A`ZoJo(HcoWo)VHoJoR=oLo)I`n <WoFcoVLoV`LoMcHoJT`oM`<o<`Zo<\ HoXHo6 qo<N=oLo[110a6]NMoU=o
MoMGd=oLoLR`Io6 qn Z=Zo[T123b1],@Zo;= `ZoMoV`<oJZoLZ VHoJT`oL VdoWo<N=oLT`oKb=oZd<Zo1 qIo*VLo
JoMo[D129b1][K129b1]<S`<ZoIn Hco'MZoMcHoJVo[L118b1]T!̂VoFcn UdHoIoI`oZ=Zo,@Zo
;= `Zo<S`<ZoH<dZoJT`o0 >`VoVdn n
Kb=oZd<Zo1 qI o[110b1]*VLoJo'MZoMcHoIoI` oZ=Zo,@ZoGdLo[T123b2]JoU=oMcHoJVoT! ^Vo
Fcn H=oJdVoZcMZoL<\ @cHoJT`o[D129b2][K129b2]<=oS<oI`oMoV`<oJZoLZ VHoJo>IoU`IoJT`o0 >`Vo
VdoRcoIn[[L118b2]<\@dIoTH`oMcHoObWoLXHoIn Z=Zo,@Zo;= ` oUcoXcZo;= `ZoXcZo1 >oM; ?cIoObWoI`o<A`Zo
[110b2]Fcn HdIoHMoLHcIoJT`o[T123b3]XcZo1 >oGMZo>HoM;?cIoObWoH=on[D129b3][K129b3]1qIo
*VLoLHcIoJT`oXcZo1 >oGMZo>HoM; ?cIoObWoWdn n
HcoWoH=oJdoI`n Kb=o[L118b3]JdoWoZd<ZoJo1 qIo*VLoJT`o<N=oLo'MZoMo<S`<ZoJT`oObWo! =`Zn Hco
'MZo;= `oHco;doIoA`HoM; ?cIo[110b3]JTdn n

[T123b4]<A`ZoJoI`n M`o<N=oU=o[D129b4][K129b4]%d<ZoJT`o9 q<Zo%d<ZoZ=Zo,@ZoWo<R<o
5[oM`oVb=oLT`o0 >`Vn <N=oIZoM; ?cIoH<dZoJZo[L118b4]@`o<F cHoJoM; ?cIoJT`oUcoXcZoHcT`o=dVn UbWoH=o
UbWo>Io<A`ZoZbo<N=oLT`oObWo! =`ZoM;?cIoJTdn n[T123b5]
Z=Zo[110b4],@Zo;= ` o[D129b5][K129b5]@`o<F cHoJoM; ?cIoJoHcoMoV`<oJT`oL<o?<Zo;= `ZoLZ VHo
IZoKb=oZd<Zo<N=oLoM`Io;==on <=oS<o<RIo! =`o[L118b5]XcZoJoMoV`<oJZoLZ VHoJoWo<N=oLoZ=Zo
,@ZoWo<N=oH<dZoFcn <N=oLoHcoMcHoJVoM`o[T123b6]Vb=oWo1 qIo[D129b6][K129b6]*VLoHcoUdHoIo@`o
<F cHoJo[110b5]M;?cIoJZoHM`<ZoH<dZoJT`o0 >`VoVdn n
VLoV`LoH=oL DWoLT`oM`<oXcZoWn VLoV`Lo>IoWo<N=oLT`o<\ HoXHo6q o<N=oLo[L118b6]McHo;==on
<N=oLoHcoMcHoM`oH<dZoJZoZ=Zo,@ZoH=oM`o[D130a1][K130a1]TH ITdn n[T124a1]
<A`Z o<N=oT< (W oJT` oL<o?<ZoMoSHo;= ` oLV o6 q o @` o [110b6]9K oL oH=on @` o<F cH oJ oM=dI o
ZbMo6q oT@WoLo<A`Zo=d oLd o<>`<o5[ o<\ @c oM` o7 qZ oJZn MAMo$ cZ oVcZoT@d<o5[ o[L119a1]T@Wo
[D130a2][K130a2]H<dZoJZoUcoXcZo<?Ho>`<oMo<>`<o<`o<K c=o[T124a2]IZoHco<A`ZoT@WoLoM`oTd=o
=don n
T< (WoLT`oL<o?<ZoMoWbZoJVoR=Zo[111a1]JoIn UcoXcZo<?Ho>`<oMoVcoVcT`o<K c=o6qoU=oUcoXcZo
<A`Zo=doLdo<>`<o[L119a2]5[o<\ @coLo, !Io[D130a3][K130a3]M`oT?Ho396JZn 6 qZo<>`<o5[oXcZo1 >o

<A`ZoM=dIoZbMo6 qo[T124a3]T@WoM`oT@Wo! =`oVcZoT@d<oM`oH<dZoZdn n
HcZoIn[111a2]

396 D, K, L, T: T?Ho Z: ?Ho
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M;?cIoJT`o<?Ho>`<o<>`<o<`Zo;==on n
XcZo1 >T`oH;= `WoT;dVo1 qIo; ?Lo>In n

RcZo<Zb=Zo[D130a5][K130a4][L119a3]JoU=oM`oT<WoWdn n
Uc oXcZo<A`Zo=d oLd o<>`<oU`Io;==oUbWo[T124a4]<A`ZoWo9K dZ oJT` oM; ?cI oObWoM` oTH I oLo<A`Zo
Td=oLoWoT<WoLo>b=o[111a3]SHo;==oMcHoJoI`n Z=Zo,@ZoL>dMo9MIoTHZoA<o<>`<o<` o
[K130a5];?Ho[D130a5]?dZoZboT6q<oJoWn[L119a4]Hco;doIoA`Ho;= `oM; ?cIoObWo<>`<oJboZ=Zo,@Zo;= `o
[T124a5]M;?cIoObWo6qo1 >ZoIZn @`o<F cHoJoM; ?cIoJoZ=Zo,@Zo;= `oGb<Zo, !HoWoMcHoJVo<6qWo1 >T`o, !Ho

[111a4];= `ZoL<M YZoRcZn Z=Zo[D130a6][K130a6],@Zo;= `o@`o<F cHoJoM; ?cIoJoWo<? YVoJo THcLZoJo

H=on[L119a5];o>`<o@`o9KoLoM; ?cIoJoU=oZ=Zo,@Zo[T124a6];= `oGb<Zo, !HoWoMcHo>cZoUcoXcZo<A`Zo

:oWo<? YVoLoTHcLZoJVo<N=o=don n

TH`T`o9Z<oMoT<ToR`<o[D130b1][K130b1]TLDZoLbT`o[111a5]<?LZoZboLXHoJVo1 >Tdn n
<WoFc o<A`Z o<N=oGMZo>Ho7qL o [L119a6]Jo'MoJoHc o9K oLbT` oV= oLR`I oI` o [T124b1]MGd= o
L oMcH oJ oM oU`I oIMn HcZ oI o@` o9KVoZ=Zo,@ZoHc oH<o<`Z oHdI oHMoLHcI oJ o<S`<ZoXc oIn
[D130b2][K130b2]Hc o;d oIoA`Ho;= ` o<S`<Zo=dVo<A`Zo<N=o[111a6]7 qLoJZo<A`Zo;= ` oObWo! =`ZoM` o
<S`<ZoJoI`oLHcIo[L119b1]MdHo;= `n TdIo;==o[T124b2]Mo<S`<ZoJT`oObWo! =`ZoHcoH<o<`Zo<S`<Zo
ZdoRcZoL$dHoHdn n
TH` o)VHoJT` oWIo6q oT2F d oObW o[D130b3][K130b3]I`n @` o9K oL oM; ?cI oJT` oUc oXcZoHcZoKb= o
Zd<Zo;= ` oHc o;d oIoA`HoM=dIo[111b1]ZbMo6 q o<S`<ZoJT` o0 >`V oH=on Kb=oZd<Zo[L119b2]'MZo
<S`<Zo=d o [T124b3]HcV oM o2 )L oJ oHc oH<o<` oHc o;d oI oA`H oU`I oJT` o0 >`V oH=on Kb= oZd<ZoMo
[D130b4][K130b4]<S`<ZoJT`oObWo! =`ZoHcoH<o<`oHco;doIoA`Ho<S`<ZoH<dZoJT`o0 >`VoFcn V=o
T2F cWoWZn

H=dZoJdo1 >ZoJo>Io[111b2]WoMoVc<oJVoV=o[L119b3]LR`IoTLTo[T124b4]R`<oM=dIoZbMo
6 qoMPHoJZn HcoA`HoGb<ZoZbo?bHoJT`o0 >`Vo[D130b5][K130b5]Z=Zo,@ZoRcZoL$dHoHdn n

RcZoZ=Zo,@Zo;= `oHdIoHMoM; ?cIoJT`oUcoXcZo;= `Zo?dZo>IoWoMoVc<oJVo?dZoA`HoTLToR`<oGb<ZoZbo
?bHoJVo397 [L119b4]<Zb=Zo[111b3]Fcn[T124b5]Kb=oZd<ZoMo<S`<ZoJT`oObWo! =`ZoHcoH<o<`oHco;do
Io[D130b6][K130b6]A`Ho<S`<ZoJVo<Zb=ZoJoH=oHdIo<>`<o<d n
MGd= oLoMcH oJoI` oMGd= oLoHMoJTd oRcZ o<Zb=ZoJT` oHdI oU=on >` oU=oM` oMGd= oLoMGd= o
LV o M` o LRcH o;= `n n[T124b6]NV o [L119b5]LXH o J o9KV o\H dZ o J o M o [111b4]MGd= o L o I` o\HdZ o
[D131a1][K131a1]L DWoMGd=oLVoT@d<oJZn MGd=oMoMGd=o<R`o<>`<oWo1 >cHoJoM`IoIdn n
Hco9KVoU=o<M YHoJoWZn

397 D, K, T, Z: ?bHoJVo L: ?bHoJVoRcZo
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<Sb<Zo'MZoM`oMGd=oO VVoLoH<o;==oM`oMGd=oR`=on n
T6qoXcZo[D131a2][K131a2][T125a1]MGd=oLoMcHo[L119b6]WoZcMZoJoM`oMGd=oR`=on n
<=oWo'Mo[111b5]JVoXcZoH=oZcMZoU`HoMGd=oMcHoJn n
TH`oI`o?dZoMGd=oU`IoRcZoHcoLR`Io<Xc<ZoJZoL<KIn n
IMoM;ToMGd=oRcZoZcMZo>IoO T<o[T125a2]5[o[D131a3][K131a3]VLoL$ dHoJn n
IMoM;To@`o9KVoMGd=o[L120a1]<K coHcZoTH`oL%<oJVo! =`Zn n
Hco9KVo?dZoMGd=oLoU=o[111b6]HcoLR`Io<Xc<ZoJZoL<KIn n
MGd=oLoHJco<RIo! =`ZoI`oL<FHoJVo7qZoMoU`In n

RcZoM`oMGd=oLoKb=oLdo[D131a4][K131a4]soH=on[T125a3]MGd=oLoI`o?dZoRcZo[L120a2]<Zb=Zo
Wn HcoI`oHco;doIoA`Ho;= `oHdIoFcn ZbZo% cIoTLDcWoMGd=oLoHcZo?dZoMGd=o=doRcZo[112a1]<Zb=ZoJoLR`Io
Idn n
HcoU=oHJcVoIoIMoM;ToI`oGd<ZoJT`oVc<o1 >oL>HoNMo[D131a5][K131a5]U`IoWn HcoMGd=oHMo
% d<ZoJo[T125a4]I`oH<<o1 >o<^ H`Lo[L120a3]Gd<ZoUdHoIoHM`<ZoZboVb=oLoWZoMoMGd=oLoWo1 >cHoJo
H=oTH Io<K cn HcVoU=o[112a2]MGd=oLoI`o398IMoM;ToH=oMoMGd=oLoI`o<^ H`LoGd<ZoZdn n
HJcoHco[D131a6][K131a6]LR`Io6 qoMGd=oLoM`IoJVoN dIoJdoMGd=oLoLR`Io6q oHco;doIoA`HoMGd=oLo

[T125a5]I`o!=o[L120a4]JoGoMZoL:<o<d nMo<S`<ZoJT`oObWo! =`Zo<S`<ZoJT`oXcZo1 >cHo6 qoLHcIo
Jo<A`ZoWoT@b<oJo[112a3]WZn

9ZT`oLbo<WoFco[D131b1][K131b1]HdIoHMoJVoIoHdIoHMoJT`oLHcIoJoWbZoH=o=<oH=on
U`Ho;= `oUbWo! =`oV=oLR`Io6 qo[T125a6]T! ^VoIoI`o[L120a5]HcoHdIoHMoJT`oLHcIoJoRcZo1 >oLT`o
2F=ZoZboM`oT2Fdo<K cn 1qIo*VLo;= `oLHcIoJoA`Ho6 qoT! ^VoVdn n
TdIo;==o[D131b2][K131b2]9ZT`oLboHdIoHMoJVoIoHdIoHMoJT`o[112a4]LHcIoJoI`oGo<FHo
GMZo>HoWZoTHZoJn n
1 >coL D<oMcHoJo[T125b1]Mo<\ @cZoJoMoT<<Zo[L120a6]Jn <l HoLVo1 >oLoH=o<l HoLoH=on XcZo
JVo1 >oLoH=on XcZoJoH=oL DWoLTdn n

RcZo<Zb=Zo[D131b3][K131b3]JoH I=ZoJT`oMHdoNoMT`oHdIoI`n HdIoHMoJo<S`<ZoJT`o=dVoHdIo
[112a5]HMoLHcIoJoHcn Kb=oZd<Zo1qIo*VLo[T125b2]JoMoMGd=oLT`oObWo[L120b1]! =`Zo<S`<Zo
JoM`IoJVn Kb=oZd<ZoWbZo;= ` oH=o=<o<`o\@ dHoUbWo[D131b4][K131b4]H=on U`Ho;= ` oUbWo6 q o
T!̂VoLo9KVoUbWo6qoT! ^VoIoI`n Hco;doIoA`HoM=dIoZbMo6 qo<S`<ZoJT`o=dVo\H dZoJoH=o[112a6]MoL DWo
LZn[T125b3]HdIoHMoLHcIoJVoM`oT! ^Vo! =` o1 qIo[L120b2]*VLo;= ` o\H dZoJVoT! ^VoVdoRcZoJo<K cn Hco
[D131b5][K131b5]9KVo1 >ZoIoMo<S`<ZoJT`oObWo! =`Zo<S`<ZoJT`oXcZo1 >cHo6 qoT2FdTdn n
MHdo<A`ZoJT`oHdIoI`oHdIoHMoJoM=dIoZbMo6qo<S`<ZoJT`o=dVoI`n[T125b4]HdIoHMo[112b1]LHcIoJo

398 Z: LT`o D, K, L: LoI`o
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1 >coLD<oMcHoJoI`o;?Ho[L120b3]JVoM`oTH IoLoM=oJdoMcHo[D131b6][K131b6]JTdn n
<RIo<ZbMoI`o<doZ VTdn n
<S`<Zo=doHcVo<l HoLT`o1 >o1 >cHoH=oL DWoLoI`oZ VTdn n
Hco;doIoA`HoM=dIoZbMo6qo<S`<ZoJT`oUcoXcZoHcoHdIoHMoXcZoJoH=on[T125b5]HdIoHMoLHcIoJoHcT`o
XcZo1 >VoT@d<o[112b2]GbLo[D132a1][K132a1][L120b4];==on UcoXcZoHcT`o=dVo1 >o1 >cHoHco<A`ZoH=o
LDWoLoM`oT<WoLoI`n 1 >o1 >cHo<A`ZoI`oGo<FHoJT`oL Vdo;doIT`o=dVoT@d<oJT`o0 >`VoFcn HJcVoIoV`<ZoXcZo
$cZoHJ<o[T125b6]UbWo[D132a2][K132a2]>IoH=on HdIoHMoLHcIoJoUbWo6 q oT@d<o7qZo;==on
UbWoH=o[L120b5]UbWo>Io[112b3]! =`o1 >o1 >cHo<A`ZoV`<Zo=dVoMoT@d<oJoLR`IoIdn n
HcoIZo

9ZT`oLb oHdIoHMoJT`oLHcIoJoI` o'MoJoGMZo>Ho;= ` oM?d<oH=o[D132a3][K132a3]9MIoJo
[T126a1]GMZo>HoM; ?cIoJT`oUcoXcZo;= `oUbWo! =`oLVoWZoTHZoJoU`IoFcn @`o9KVoHdIoHMoJT`o
[L120b6]LHcIoJTdoRcZoL$ dHo[112b4]Jo9KVoI`oMoU`IoIdn n
?dZoGMZo>HoI`oLQWIoFcoZ ]oLT`o?dZoZdn n

RcZoH I=Zo[D132a4][K132a4][T126a2]JT`oHdIoI`n U`IoFcT`oLVo! =`ZoHdIoHMoLHcIoJoGMZo
>HoM; ?cIoJT`oUcoXcZo;= ` oUbWoWZoTHZoJVoL<KIoJoHcT`oUbWo[L121a1]WZoTHZoObWn @`o9KVo
IZoMoU`Io[112b5]IdT`oLVo! =`Zo<K dIoFcn @`o9KVoTH`oHdIo[D132a5][K132a5]HMoJT`oLHcIoJTdo
RcZoL$dHo[T126a3]JoIo<^ HoHcT`o$cZoTL D=o<`o% d<oJoWn UbWoUbWo>IoZdoZdoLo<A`ZoZbo?HoJVo
<N=oLo9KVo[L121a2]GMZo>HoM; ?cIoJT`o@`o9K oLoM; ?cIoJoHcoWoHco9KVo<N=oLT`oObWo! =`ZoHcT`oUbWo
[112b6][D132a6][K132a6]WZoTHZoJo<K cn <A`Zo<N=o<`o?dZoGMZo[T126a4]>HoI`oLQWIoJoZ ]o

LT`o?dZoU`IoJZn Hco;doIoA`Ho;= `oM`oZ]oLoTLToR`<o<S`<ZoJT`o=dVoHcoMcHo[L121a3]>cZoJTdn n

Hco'MZoGMZo>HoHco;doIoA`HoM=dIoZbMo6 q o[D132b1][K132b1]<S`<ZoJT`o=dVoKb=oZd<Zo1 qIo
*VLo[113a1]JoM`o<N=oLT`o;b=Zo[T126a5]Zdn n
HcT`o0 >`VoHco;doIoA`HoM=dIoZbMo6 q o<S`<ZoJT`o=dVn H=dZoJdoH=oH=dZoJdoMcHoJoWoZd<ZoJT`o

[L121a4]<A`Zo?dZo;= `o\H dZoJoGMZo>HoZ D`HoJoMo[D132b2][K132b2]U`IoFcn \H dZoJoHcoH<o<`oV=o
<`o=doLdoHcVoMo[113a2]HM`<ZoJT`o0 >`Vo[T126a6]Vdn n
Hco9KVoIoHco;doIoA`HoLZMoJoWoH=dZoZboIoTK<ZoJo'MZo;doIoOHoMoU`Io! =`n TK<ZoJoMoU`IoJo
I`o[L121a5]H=dZoZboOHoMoMoU`IoJZn[D132b3][K132b3]<RIo<\ @coTK<ZoJT`oHdIoHMo! =`o<S`<Zo
=dVoL:<oJoWo[T126b1]T@`<o%cIo[113a3]! =`Zo<IdHoJoMoU`IoIdn n

U2それに対して論難を退けること

第二〔それに対する論難を退けること〕は、もし、眼病にかかっていない者の目に
よって毛髪として顕れているものさえも見えていない通りに、仏は無明によって汚さ
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れている知に顕れている蘊などである世俗のものをご覧にならないとするならば、そ
れらは存在しないということになる。なぜならば、もし存在しているとするならば、
仏が必ずご覧になるはずであるからである。
蘊など諸々の世俗のものが存在しないとするならば、仏〔の地〕を得る者もまた存
在しないことになるのである。なぜならば、最初に菩提心を起こすプドガラは、無明
によって汚された知を持つものであるからであるというのならば、この過失がないあ
り方について説明するならば、仏の智慧によって所知をお知りになるあり方には二つ
がある。すなわち、勝義諦という所知一切をお知りになるあり方と世俗諦という所知
一切をお知りになるあり方である。
そのうち、第一は、蘊などの世俗のものの諸々の顕れをご覧にならないというあり
方によって、世俗のものの真実義をお知りになることである。
第二は、顕れないけれども認識されるという間接的な認識というものを仏に〔ある
と〕設定することは不適切であるので、顕れてからお知りになる必要があるので、そ
の如量智にとって、対象と対象をもつものの二つとして顕れるあり方でお知りになる
のである。
仏のその如量智というのは、無明の習気によって汚されて蘊などが顕れることはな
いけれもど、他のプドガラの無明によって汚された知に顕れたものが仏に顕れる必要
がある。なぜならば、顕れはないということは不適切であり、また、世俗があるなら
ば、如量智によって知覚される必要があるからである。
眼病にかかっていない者の眼識に、眼病にかかっている者において顕れている毛髪
の顕れは存在しないけれども、顕れそのものがない必要はないので、仏と異なるので
ある。
迷乱した二つの顕れの習気を尽きない間は、ありのままのものとある限りの全ての
ものを現量として認識する二つの智慧が一体として生じることはできないので、三昧
智と後得智は交互に認識しなければならないので、一刹那の智慧においてその二つ〔の
対象〕を認識することはあり得ないのである。
迷乱の習気を残すところなく断じたときに、各々一刹那の智慧においても二つの智
慧が一体のものとして生じることが途切れることはないので、同時に二つの所知を現
量において認識するかしないかということが交合に顕れる必要がないのである。
したがって、

一刹那の智慧によっても所知のマンダラは全て覆われる399。

399 SDVV, 188（14b6）
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と説かれたことも矛盾はないのである。
二つの智慧（如量智と如実智）は一体であるけれども、二つの対象に関して異なる 2
つのお知りになるあり方が出てくることにおいて矛盾は少しもないというのは、仏世
尊のみの特徴としてある。それに対して、真実義をお知りになるあり方のみが仏のお
知りになるあり方であると考えて、如量智は仏のお心に存在することなく、所化の心
に属しているものと言って仏の如量智に対して損減し、ある者が如実智も仏のお心に
存在しないと言うのは二つの智慧に対して損減している者であると思われる。
以上の残りは〔仏〕果の箇所で説明しよう。
もし二つの顕れ全てが滅したところの形象のような自性を見えることがないのでは
ないか。したがって、それら諸仏は勝義諦をどのようにご覧になるのかと問うならば、
真実義をご覧になる智にとって二つの顕れは消滅しているので、二つのあり方でご覧
にならないというのは確かであるけれども、ご覧にならない仕方でそれら〔諸仏〕は
ご覧になっていると述べられている。
これが論難の答えになるあり方は、如実智は蘊などの真実そのものを直接知覚でご
覧になるからであり、蘊などをご覧になっているその智にとって成立していないとい
うことがそれらの真実義であるからであり、蘊などを見られないという仕方で、それ
ら〔蘊など〕の真実義をご覧になる必要があるからである。『入中論釈』に、

作られた事物に触れることなしに自性のみを目の当たりになさることによって、
真実をご理解なさるので、仏と述べられているのである400。

と仏の勝義をお知りになる智慧によって、主題に触れることなく法性のみをご理解な
さっていると〔チャンドラキールティは〕お説きになっている。すなわち、蘊などを
ご覧にならない仕方でそれらの真実義をご覧になるとお説きになっているのと同じ意
味である。
見ることがないというのは、見ることの最上であるとお説きになっている意味もま
た、何も見ないことが見ることであるとお考えになっているではなく、前に説明した
ように戯論を見ないというのは、離戯論を見ることであると設定しているので、見る
ことと見ないことは、同一の基体をさしているのではないのである。
以上のように、『摂頌』に、

諸々の色を見ることなく、受なども見ることもない、
想を見ることなく、思も見ることもない、
識、心、意を見ることがない、その〔人〕が法を見る者であると如来は示した。

400 MABh, 201.17–19（283a2）.
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虚空を見ると有情は言葉で表現する。
虚空はどのように見られるのか。このことによって以下のことを考察しなさい。
同様に法を見るということも〔それと同様であると〕如来は示した。
〔法を〕見ることは他の比喩によっては説明することができないのである401。

と言い、見ていないのは五蘊であり、見ているのは法であるとお説きになり、それ〔法〕
は真実義を意味している。すなわち、縁起を見る者が法を見るとお説きになった通り
である。
それについても〔さらに説明するならば〕、例えば、虚空は、妨げるものである触を
排除されただけのものであるけれども、それを見る、あるいは理解するというのは、否
定対象である妨げるものが存在するならば、知覚されるはずであるが、見られないこ
とをさして、〔虚空を理解すると〕言っているのと同じである。その場合にも見えてい
るというのは虚空であり、見えていないのは妨げるものである。
その比喩のように見えているのではなく、青を見るように、真実義を見ることは最
後の二句によって否定されている。ご覧にならない仕方でご覧になっている典拠とし
て、『入二諦経』に、

天子よ。もし勝義なものとして、勝義諦は身、口、意の対象の自性となるなら
ば、それは勝義諦であるというはずの数には含まれないのである。すなわち、
世俗諦のみになってしまうのである。
しかし、天子よ。勝義なものとしては、勝義諦は全ての言説を超えており、無
差別、不生、不滅、述べられるものと述べるもの、知られるものと知るものと
を離れいるのである402。

とお説きになっているのを引用しているテキストの前半の意味は、勝義なものをご覧
になっている知にとってその勝義諦は、蘊などの世俗のものを見ない仕方によってご
覧になっているのではなく、蘊など身と口の行境と、意の対象となっているように対
象となっているならば、真実義を直接にご覧になっている知にとって戯論と離れない
ので、勝義諦であることにならないのであって、世俗の戯論となってしまうのである
と言っているのである。すなわち、以上のようであるならば、ご覧にならない仕方に
よってご覧になっていることの典拠となるのである。

401 PPSG, 52: rūpasya darśanu adarśanu vedanāye sam. jñāya darśanu adarśanu cetanāye / vijñāna-
citta-manu-darśanu yatra nāsti aya dharma-darśanu nidis.t.u tathāgatena // ākāśa dr.s.t.u iti sattva
pravyāharanti kha nidarśanam. kutu vimr.s.yatha etam artham. / tatha dharma-darśanu nidis.t.a
tathāgatena na hi darśanam. bhan. itu śakya nidarśanena// PPSGt, 171（8b2–4）.

402 『世俗諦と勝義諦を示した経』（SPN, 247a3–5）に同じ文章がある。
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第二のテキストの意味は、勝義なものを直接ご覧になっている知にとっては、勝義
諦は無差別であるというのは異なる区別が多くはないということである。
他の三つは理解しやすいのである。
ご覧になっているその知にとって語る働きと離れることは理解しやすいのである。
真実義を直接にご覧になっている知が、勝義を知るのである。また、勝義諦は所知
であることと設定することができてもその知にとってその二つの働きと離れているこ
とが矛盾しないのは、二つの働きは、言説知のみにとって設定されるからである。例
えば、正理知である比量は対象を持つものであり、勝義諦は対象であると設定するこ
とができるけれども、対象と対象を持つものの二つの働きは正理知にとって設定され
ないのと同様である。それから、

天子よ、勝義諦は一切の種類のものの最上のものを有している一切智者の智慧
の対象に至るまでも超えているのである。すなわち、勝義諦であると述べられ
るようなものではない。全ての法は虚偽、すなわち欺く法である403。

と引用されている意味は、「のである。すなわち」までによって、勝義諦は一切智者
の智慧の対象より超えていると示されているその対象より超えているあり方は、「〔勝
義諦であると述べられる〕ようなものではない」までによって示されている。すなわ
ち、これは勝義諦であると述べたときに、その音声に従った分別知において、対象と
対象を持つもの〔の知〕はそれぞれ二つに分けられて顕れているように、一切智者の
その如実智において、以上のような顕れ方によって、その対象より超えているのであ
る。すなわち、二つの顕れの全ての法は、虚偽すなわち欺く法であるので、真実義と

403 SPN, 247a5–: 9ZT`oLboHdIoHMoJT`oLHcIoJoI`o'MoJoGMZo>Ho;=`oM?d<oH=o9MIoJoH=on GMZo>Ho
M; ?cIoJT`oUcoXcZo;=`oUbWo! =`oLVoWZoU=oH<oJVoTHZoJoU`IoFcn 9ZT`oLboHcoWo% d<oJoH=o'MoJVo% d<oJo
GMZo>HoT@b<oJT=oMcHn 9Md<oJT=oMcHoHdn n HdIoHMoJVoIoHcoWoKoVdWoU=oMcHn ObVoVdWoU=o
McHn HLbZo;==oMcHoHcn 9ZT`oLboTH`oI`oHdIoHMoJT`oLHcIoJoRcZo<^HdoLF<ZoFcoL$ dHoMdHo;=`n @`o9KVoHdIo
HMoJT`oLHcIoJTdoRcZo1>oLo9KVoI`oMoU`IoIdn n 9ZT`oLboHcoLR`Io<Rc<ZoJoH2FoL>dMoJoU=oH<oJVo*V<Zo
JT`oZ=Zo,@Zo;=`Zo;==oHdIoHMoJVoIo?dZoGMZo>HoH=on <^ HoGMZo>HoI`oLQWIoFcoZ ]oLT`o?dZoZdoRcZo

L:ToSWoFdn n（天子たちよ、勝義諦は一切の種類のものの最上のものを有している。一切
智者の智慧の対象に至るまでも超えているのである。すなわち、天子よ、それ〔勝義諦〕
において全ての分別と妄分別を生じることもなく、退けることもないのである。勝義と
いうならば、それには彼岸なく、此岸もない。中央もまたないのである。天子よ、これは
勝義諦であると増益して述べるけれども、勝義諦であると述べられるようなものではな
いのである。天子よ、正覚者である如来によってもまた勝義においては、全ての法と語は
虚偽すなわち欺く法であると示している）。ツォンカパは原文そのままではなく、省略し
て引用している。
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いう欺かないもののみをご覧になっている智にとってそれ〔二つの顕れ〕は存在しな
いということである。
それら全ては真実義を直接にご覧になっている智にとって蘊などの世俗のものが顕
れないということの根拠である。
したがって、真実義を直接にご覧になっている智にとって、事物と非事物などの二
つとしての法という全ての戯論はありえないのである。なぜならば、それらの戯論の
自体がそこに知覚されないからである。
そうであるならば、真実義を考えることおいて、直接には、聖者たちのみは量であっ
て、聖者ではないものは、直接には量ではないから、聖者の勝義をご覧になっている
智にとって他生を否定することにおいて世間によって侵害されないのである。

S4 L:<oJoWoT@`<o% cIo!=`Zo<IdHoJoWo<IdHo1>cHoL<KIoJn

LR`oJoI`n（L:<oJoWoT@`<o% cIo! =`Zo<IdHoJoWo<IdHo1 >cHoL<KIoJo）>`o<K c o<RIo<\ @c oHdIoHMoJVo
L:<oJoWoT@`<o% cIo! =`o<IdHoJoL$ dHoJVoTHdHoJZn[L121a6]Hco;doIo[D132b4][K132b4]A`Ho'Mo
JVoH/>dHoJT`o<?LZoZboHco;doIoA`HoWoT@`<o%cIo! =` oMGd=oLoU=o[T126b2]OHoMVo;ZoWcIoIoHco9Ko
U`IoH=o[113a4]<WoFcoT@`<o% cIo! =` oMGd=oLoHco;doIoA`HoWoOHoMoU`IoIoI`n T@`<o% cIoV=oH<To
LZoHco;doIo[D132b5][K132b5]A`Ho[L121b1]M=dIoZbMo6qoMGd=oLo<K co%d<ZoJT`o0 >`VoH=on HcoU=o
T;dVoLoGd<oMoMcHoJoIZoU`Io[T126b3]JZn MoV`<oJoR=ZoJVo;ZoL V=oH<dZoJZoHco[113a5];do
IoA`HoM=dIoZbMo6 q o% d<ZoJoWoTK<ZoJo<RIo! =`Zo>`o[D132b6][K132b6]R`<oH<dZoFcoM`oH<dZo
Wn[L121b2]TK<ZoJT`oWMoO VWoLoU`Zo;==o>`oR`<o1 >o<K coH<dZoJoMcHoHdn n
T@`<o[T126b4]% cI oV=oH<ToLT` oL ]IoJd oI`n Hc o;d oIoA`HoWoOHoMVoV`<ZoJT=oMoU`Io

[113a6]Idn n
HcT` o0 >`V oHc o;d oI oA`H oWo[D133a1][K133a1]H/ >dH oJT` o<?LZoZb oHc o;d oI oA`H oWo'MoJo1qI oFc o

[L121b3]GMZo>Ho6 qoT@`<o% cIo! =`oMGd=oLoOHoMoM`IoJoHcoU`o0 >`Vn Hco[T126b5];doIoA`Ho;= `o<?LZo
ZboT@`<o% cIo! =`o<IdHoJoMcHoHdn n
'Mo1 qIo[D133a2][K133a2]T@`<o%cIoOHoM`IoRcZoJZo[113b1]Wb<ZoTH`ZoOHoMo<FIoM`oTHdHo
JVo<K dIoJZn Wb<ZoHcoU=oH<oJo[L121b4]MoU`IoIdoRcZo<l HoLoH=on ;o>`<oWb<ZoHcoWc<Zo
Zdo[T126b6]RcZo<l HoLo<A`Zo:Zo;==oZ VdLoHJdIo[D133a3][K133a3]TH`T`oLRcHoJoMo% d<ZoLR`Io6 qo
<l HZoJZn V=o<`oHcoA`Ho<K dIoJoNMo6 q o[113b2]SHoHcn T@`<o% cIo! =` oMGd=oLoHco;doIoA`HoWo'Mo
Jo1qIo5[o[L121b5]OHoMoM`IoJVoL<KIoJoWn \@ `VoOHo[T127a1]MoM`oLRcHoJVo<doT6 q<oJT`o
[D133a4][K133a4]0 >`VoVdn n
OHoMoH=o<RWo1 > oU=oO T<o<ZWoWZo<Zb=ZoJo9KVo=doLdoA`Ho;= `Zo2)LoJoL:<oIZn 9K dZo

[113b3]T@d<o<`oOHoMoH=o<RWo1 >oT@d<oJVoLXHoJo9Ko[L121b6][T127a2]LbVo1 >cHoH<dZoFcoTd<o
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5[oT?HoJVoT! ^Vo[D133a5][K133a5]Vdn n

S4〔他からの生起を〕否定したことに対して世間のものによって拒斥
することにおいて拒斥的な論証がなされること

第四〔〔他からの生起を〕否定したことに対して世間のものによって拒斥的な論証が
なされること〕は、もし他生が勝義として否定されたことに対して、世間の拒斥を述
べると主張することによって、真実義を考察する場合、真実義に対して世間の見もま
た量であると承認しているならば、その通りであるけれども、もし世間の見が真実義
において量であるならば、世間の一般的な知によって真実義が直接に見られる。なぜ
ならば、理解しているからである。また、それについても輪廻は、無始時来からであ
るので、無明を断じていると承認しなけれならないことによって、真実義を直接に理
解するために、他の聖者がどうして必要であるのか。すなわち、必要でないのである。
聖者の道を探すことも何の必要があるであろうか。すなわち、必要でないのである。
世間一般の愚者は、真実義に対して量であることは正理ではないのである。
したがって、真実義を考察する場合に、真実義に対してあらゆる場合において、す
なわち全てにおいて世間の見は量ではないがゆえに、真実義の場合に、世間の拒斥は
存在しないのである。
「いかなる場合に、世間は量ではない」と述べていることによって、この説が量は全
く認められないと示しているので、この説が正しくないと述べ、ある者たちが、その
説は優れていると述べることの両者によってもこの阿闍梨のご主張を理解せずに述べ
られるので、それ自体を示していることだけに尽きるのである。なぜならば、世間の
見が真実義についていかなる場合において量ではないと示していることについて、一
般的な量が認められないと理解しているからである。
量と所量にもまた『プラサンナパダー』にお説きになっている通りに、自体によっ
て成立していることは否定されているから、関係して設定されものである量と所量を
設定していると説明しているようにする必要がある。すなわち、以下で述べることに
なる。

S5 T@`<o%cIo!=`Zo<IdHoJT`o<IdHoObWoL<KIoJn

soJoI`n（T@`<o%cIo! =`Zo<IdHoJT`o<IdHoObWoL<KIoJn）TdoIo@`o9KVoT@`<o% cIo! =`Zo<IdHoJVoT! ^VoRco
In T@`<o%cIoA`HoWZo2F<ZoX`=o2)LoJT`oHdIoI`n T@`<o% cIo! =`o2F<ZoJoA`Ho[113b4];= `Zo<WoFcoZcWo
In[T127a3]<=oS<o[L122a1]HcoWoT@`<o%cIo! =`Zo<IdHo[D133a6][K133a6]JVoT!V̂oVdn n
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HcoI`oHJcVoIo;o>`<o<`Zo=T`o*ZoK Dd<ZoZdoRcZo<l HZoJoH=on <=oS<o<RIoR`<o404<`ZoHcoWoH I`ZoJo
*ZoHco>`oR`<oU`In HcZoLbMoJTdoRcZo[L122a2]<l HZoJoWn <RIoHcZoLbMo[113b5]Jo[T127a4]I`o
*ZoMoU`IoFcn[D133b1][K133b1]<RWo1 >oU`IoJT`o0 >`Vo[̀oWMo! =`oLbMoJoLR`IoIdn n RcZoZbIoT1 >`Io
JoHco9KoLboWoZd<ZoJT`oUbWoWoT@`<o% cIo! =`Zo<IdHo;= `n <=o<`oO UoTK<ZoJT`oHdIo[L122a3]HMo! =`o
<S`<ZoJoWoL%cIoFcn <\ @coLdoHdIo[T127a5]HMo[D133b2][K133b2]WoM;Zo[113b6]JoOHoMVo
1 >ZoIZoHco;doIoA`Ho<FIoWoTLcLZoJoHcT`oO Un T@`<o% cIo! =`o<IdHoJoUdHoJoMoU`IoIdn n
M;ZoJZo0 >d<ZoTH`Zo<RIoU=oH/ >HoJVo1 >TdoRcZo[L122a4]<Zb=ZoJoI`n =oI`oLbMoJT`oLH<o

[D133b3][K133b3][T127a6]JdoH=o9ZZo1 >`IoI`oTK Dd<oM;IoMoU`Io[114a1] Fcn405RcZoJoH=on
=T`oR`=o<K c=o6qo<\ @cZoZdo1 >ZoJoIo>`oR`<o<\ @cZoRcZoTH I`oLoWo2 ^o2qTdoRcZo1 >ZoJoIn 2 ^o2qoI`o<\ @coLoMcHoHco<RWo
1 >oU`IoJT`o[L122a5]0 >`VoRcZoJoH=on [ `oWMo[D133b4][K133b4]! =`o<=oS<o[T127b1]H=o2 ^o2 qo
LR`IoRcZo<lHoJoHo9KoHLbo[114a2]MT`oV`<ZoJo?cIoJdVoTHdHoJo'MZoWoT@`<o%cIo! =`Zo<IdHoJVoL<KIo
Idn n

S5世間のものによって拒斥なされる拒斥の仕方を示す

第五〔世間のものによって拒斥なされる拒斥の仕方を示すこと〕は、そうであるの
ならば、どうして世間によって拒斥されることになるのであるかと問うならば、世間
のみより知られ、成立していることの意味は、世間の知られることだけによって、も
し除かれるならば、そのプドガラに対して世間によって拒斥されることになってしま
うのである。
それは、例えば、ある者たちが「私の実体が奪われた」と語り、また、他のプドガラ
が「その実体とは何であるか」とその者に尋ねる。彼が「壺である」と言うことに対し
て、その他の者が「壺は実体ではないのである。すなわち、所量であるがゆえに夢の壺
と同様である」と述べ、論難するこのようなことなどの対象に対して世間によって拒
斥するのであって、聖者の勝義をご覧になることに依り、勝義について巧みな者が量
であることをさして真実義を確定するときに、世間の拒斥があるのではないのである。
巧みな者がこの主張によってさらに考察すべきであるとお説きになっているのは、

「私は壺の所有者〔ではなく〕、デーヴァダッタ（Devadatta）は奪った者ではない。す
なわち」と述べ、また、「私の畑に生えた」というときに、「何が生えたのか」と尋ねる
ことに対して「芽〔が生えた〕」というとき、芽は生じることがないのである。なぜな
らば、所量であるからと述べ、また、夢の中のプドガラと芽と同様にと述べるそのよ
うな偉大なる中観の者であると主張している者たちにおいて、世間によって拒斥され

404 T, Z: >`<o D, K, L: R`<o
405 Z: MoU`IoU`IoFcn D, K, L, T: MoU`IoFcn
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ると示しているのである。


